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序章

第-飾 間潜の所在

(1)民主党派の存在意義

中華人民共和国は 1949年 10月 1日､中国人民政治協商会議 (以下､人民政協 と略す)

における協議 と決定に基づいて成立 した｡人民政協は建国初期､国家の最高権力機関とし

て機能 したが､1954年 9月に第一期全国人民代表会議が開催 された後は､その職能を終

了した｡ しか し人民政協はその後も､中国共産党 (以下､中共あるいは共産党 と略す)の

指導下に全国の各民族人民､各民主党派､各人民団体､｢愛国民主人士｣および海外華僑

を結集する統一戦線組織 として存続 し､現在に至っている｡

統一戦線の重要な構成要素である各民主党派は､抗 日戦争終結後､新国家建設に至る過

程の中で内戦反対を唱え､蒋介石の独裁に反対 し､自由と民主を要求 した｡彼 らは国共両

党の調停者 としての役割を果たす と共に､それぞれが政党としての独 自性を確立し､多党

派の連合政権による近代的な民主国家を建設することを目指 した｡ しかし国共両党の対立

が深まる中､独 自の武力と依拠すべき強固な階層を持たなかった各民主党派は､国共両党

の中間の第三勢力としての独 自性を維持することを放棄 し､共産党との協力による多党派

合作体制の新国家建設を優先 させるため､共産党の指導性を承認 していくことになる｡中

華人民共和国建国後は､民主党派の指導者の多 くが政府の要職につき､民主党派は ｢共産

党指導下の多党派合作体制｣の名の下で新国家政権に参加 したが､新政府は事実上共産党

けを厳 しくする中で､民主党派は基本的に共産党の方針に従いながらも､各自の特色と新

国家における独 自の役割を見出そ うとした｡一方､共産党は 1953年半ば以降､急速な社

会主義建設を展開する中で､知識人の力を活用する必要性から民主党派の重要性を再確認

し､｢長期共存､相互監督｣ とい う政党間関係の原則を打ち出 し､さらに ｢百花斉放､百

家争鳴｣による知識人 と民主党派人士の言論の自由化を図った｡ しか し彼 らの発言は次第

に加熱するうちに批判性を増 し､その批判が共産党自体の体質にまで及んだことから､危

機感を感 じた毛沢東は急速方向転換 して ｢反右派闘争｣を発動 し､民主党派の政治的自由

と組織の独立性は消滅 した｡その後の文化大革命期には民主党派人士の多くが批判 と迫害

を受け､民主党派は党派 としての機能が完全に停止 し､形骸化するに至ったのである｡

その後 1978年 2月に郵小平を主席 として第 5期全国人民政治協商会議が開催 され､民

主党派 と人民政協は再び復活 した｡ しか し毛里和子氏が ｢(人民)政協は政策決定には何
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の権限もないし､民主党派は政党ではない｡党の方針 ･政策に権威づけをし､追認する組

織にすぎない｣ 1と述べているように､政策決定をはじめとする政治全般を支配する ｢執

政党｣の共産党に対 して､民主党派は ｢参政党｣と位置づけられ､あくまで政治に ｢参与｣

する存在に過ぎないとされている｡ だが､民主党派の存在意義は ｢党の方針 ･政策の権威

づけと追認｣に過ぎないのであろうか｡文化大革命を経て再び復活 した民主党派は､単な

る形式的な存在でしかないのであろうか｡

筆者は今後中国の最重要課題の一つとなるであろう ｢民主化｣に関わる問題 として､民

主党派の存在意義について検討 したいと考える｡また､新中国建設に至る過程で各民主党

派が果たした役割､彼 らが目指 した新国家像 と､建国後､共産党の対民主党派政策が変遷

する中で彼 らがそれにどのように対応 し､政党としての独自性をどこに見出そ うとしたの

かを分析することで､成立から反右派闘争に至るまでの民主党派の実情を明らかにしたい｡

彼らが何を主張し､何を目指 したのか､またその主張は共産党から見ればどのような問題

点を含んでいたのか｡これ らを明らかにすることで､民主党派が新中国について目指した

｢理想｣と､彼 らの ｢実状｣との隔た りを提示 したい｡本稿はその一例として､中国民主

同盟と共に常に民主党派の筆頭に挙げられる中国国民党革命委員会について検討するもの

である｡

(2)民革の検討課唐

1948年 1月に香港で成立した中国国民党革命委員会 (略称民革)は､中国国民党 (以

下､国民党と略す)の中の民主派勢力が結集 した組織であり､人民政協に参加 した民主党

派の中でも中国民主同盟と並び称される存在 として､国共両党に対する影響力をもってい

た｡民革は中国の独立 ･民主 ･平和の実現を追求 し､連合政府樹立による新国家建設を目

指すという点で他の民主党派と目的を一にしていたが､他の党派とは異なる民革特有の性

質をもっていた｡すなわち､当時の政権を握る国民党内部から派生した組織でありながら､

蒋介石ら国民党中央と対決する立場を明確に打ち出し､国民党内における自らの影響力を

駆使 して蒋介石政権の内部からの崩壊を促進する活動を展開し､それによって新国家建設

に至る中国革命の最終段階において､政治的 ･軍事的に独 自の役割を果たしたのである｡

1 毛里和子 『現代中国政治』名古屋大学出版会､1993年､pp.112-1130
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日本における民革についての研究には､すでに平野正氏の以下の二本の論文がある｡

①平野正 ｢李済深と中国国民党革命委員会｣

(『西南学院大学国際文化論集』第 11巻第 1号､1996年 7月,｢国民党革命委員会の

政治路線｣と改題され平野正 『中国革命 と中間路線問題』研文出版､2000年所収)

② ｢国民党革命委員会の階級的 ･政治的立場一香港 『文匪報』の社論から-｣

(『西南学院大学国際文化論集』第 11巻第 2号､1997年 2月)

論文①は､主に彦奇主編 『中国国民党革命委員会歴史研究』(中国人民大学出版社､1994

午)と朱学範の回憶録 『我与民革四十年』(団結出版社､1990年)の記述や､『中国国民

党革命委員会歴史教学参考資料 (民主革命時期)』などの資料に依拠 し､成立から中華人

民共和国建国までの時期に民革がたどった経緯を､民革の主席である李済深を中心に検討

しているoまた論文②では､上海で発行停止 となった後､1948年 9月から香港で民革の

機関誌として発行されるようになった 『文匪報』の社説の論調から､民草の政治的 ･階級

的立場を分析 したものである｡

これらの論文において平野氏は､民革の特徴 と役割を次のように指摘 している｡すなわ

ち民革の第-の特徴とは､国民党内の反蒋介石派を結集 して組織され､｢蒋介石政権打倒｣

と ｢反米帝国主義｣を第-の目標に掲げる党派だとい うことであった｡また民革のこのよ

うな特徴は､組織の第二の特徴である ｢反蒋介石の軍事行動 と蒋介石軍内での ｢策反工作｣

を行 うという目的｣を導いていた｡つまり民革は､｢国民党と南京政府の軍政内部での勢

力の拡大｣による ｢蒋介石国民党と南京政府の内部崩壊｣を目指 したのである｡これらの

特徴に基づいて平野氏は､民草は ｢蒋介石反動派の内部崩壊を誘い､これを倒壊 させるう

えで､非常に大きな役割を担った｣のであり､これが民革が ｢中国革命の最終段階｣にお

いて果たした ｢政治的 ･｢軍事的｣役割｣であるとした｡

また平野氏は､民革は ｢他の民主党派 とは違って､政権党である国民党の流れを汲むも

のであり､ したがって政党としての立場を維持 していた｣点で､｢中国共産党と同等の政

治的立場に立ち得る性質をもつもの｣であったと位置づける｡｢国民党の伝統を固守する｣

民革が､成立宣言において三民主義を指導理論とし､国民党の指導的地位に固執 したこと

は ｢当然の成 り行き｣なのであり､これが ｢中国革命における指導的地位の確保を目的と

する｣民革の ｢独自な路線｣であり､したがって民革には ｢中国革命｣における中国共産

党の指導的役割を認めようとしない ｢第三方面的傾向｣が見られたとする｡

一方､平野氏は民革内部の問題について､その組織構成は複雑であり､それが組織の綱
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領と政治方針に反映されていることを指摘 している｡そしてこの ｢民革の複雑性｣は､民

革が ｢国民党の党員を基本として結成されている｣ため､組織の構成員の階級的基盤が国

民党と基本的に同じく､｢地方実力者 (軍閥)､官僚 (政客)､知識人､民族ブルジョワジ

ー｣であることに起因するとしている｡ しかし筆者はそれだけではなく､民革が三民主義

同志聯合会 (略称民聯)と中国国民党民主促進会 (略称民促)の二つの組織を基盤 として

成立 してお り､両者の立場や意見の相違が大きかったことにも由来すると考えている｡こ

の二つの組織について平野氏は言及はしているが､組織の特徴や成立に至る経緯､構成員

の性質などについての詳 しい分析はなされていない｡また平野氏の民革研究は､前述のよ

うに李済深の思想と政治的主張の分析が中心であり､民革の複雑な組織構成の要素である

その他の指導者層の思想や政治的主張についての検討は不十分である｡民革内部には平野

氏自身も指摘するようにさまざまな意見が交錯 していたのであり､李済深の主張をもって

民革全体の思想的傾向を代弁させることはできないのではないだろうか｡たとえば､李済

深は ｢策反工作｣を民革の活動の重点と考えていたが､民軍内には彼の方針に対する異論

も多く､まず共産党との合作に活動に重点をおくべきだとする意見が多く見られたのであ

る｡『文匪報』の分析においても､平野氏はその社説に表 される論調は李済深の主張を反

映するものとしてとらえているが､『文匪報』の編集委員には李済深と同じく旧十九路軍

の軍人でありながら彼 とはやや異なる立場と思想的傾向をもった察廷鍵や､共産党員でも

あり､中共南方局などの影響を強く受けていた梅襲彬などの人物もいたのであり､このよ

うな見方は一面的に過ぎるのではないだろうか.

さらに平野氏は､民革という組織を共産党および他の民主党派との関係から位置づけて

いるが､その評価は多分に共産党の視点を基準としたものとなっている｡たとえば､民革

内の ｢第三方面的傾向｣を示すような意見は､｢後には､しだいに克服されて行｣ったが､

民革内の ｢革命的立場の確立のためには､極めて長期の思想闘争が必要であった｣(傍点

筆者)とされているのである｡ただし､民草が成立宣言において ｢革命的三民主義の実現｣､

｢孫文の遺訓の実現｣など､｢国民党の革命的立場-の回帰｣を明確にしていることは､

｢それ自体この党の独 自な路線の設定｣であるとも述べられてお り､平野氏の言 う ｢革命

的立場｣が具体的に何を指すものかは明確ではない｡民革を共産党の視点から評価 し､民

革の認識における ｢問題｣が共産党の協力と民革の党員および指導者の政治思想の ｢進歩｣

により徐々に ｢克服｣されたとする見方は､中国における研究の中でしばしば見られるも

のである｡ しかし､民革を共産党との間の距離や､他の民主党派との相違点とい う視点か
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らのみ位置づけるのではなく､組織内部の問題についての分析を深めて､民革とい う政党

を多角的にとらえる視点が必要なのではないだろうか｡

また前述のように平野氏の研究範囲は､民革の成立から中華人民共和国建国までの時期

に限定されてお り､民革組織の全史ではない｡建国までの時期は民革成立後のごく初期の

段階であり､その後民革が新中国の政治の中でどのような方針をとり､どのような役割を

果たしたのかを考察していく必要があると考えられる｡

したがって本稿では､まず民事成立の前史を考察するOすなわち後に ｢国民党民主派｣

と自称 し､民草の主な構成員となった人々が､国民革命期に国民党中央を離脱 して第三の

道を歩み始めた経緯から､抗 日戦争期を経て ｢国民党民主派｣の結集 と組織化の意図の下

で民聯と民促の二つの組織を設立した過程をたどり､さらに国共内戦の情勢下で ｢反蒋介

石｣の立場に立つ旧国民党員のさらなる結集を図り､民聯と民促を基盤 とする民革組織を

結成するに至るまでの時期を考察する｡次に民革が建国後､共産党指導下の新政権の中で､

いかなる政策と方針を打ち出して､独自の役割を見出そ うとしたのかを検討する｡特に､

平野氏の研究をはじめとするこれまでの研究成果に依拠 して､民革をさらに多角的にとら

えるため､民革の内在性に即 してその独 自性 と特徴を分析 し､これまでの民革および民主

党派研究に新たな一視点を提示 したい｡

(3)何香擬の役割

本稿では民革を多面的に考察するためのもう一つの視点として､何香擬の存在に注目し
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たい｡何番凝は清朝末期の 1878年に香港の資産家の家庭に生まれ 2､夫磨仲憧と共に留学

した日本で中国同盟会に入会 して孫文の革命活動に参加 し､孫文と摩仲憶の死後も国民党

左派 として､また､抗 日戦争期を経て 1940年代後半には中国国民党民主促進会 ･中国国

民党革命委員会の設立に関わり､民主党派の指導者の一人として活躍 した人物である｡彼

女は民事主席の李済深らと共に民革を創設 し､1959年に李済深が死去 した後は､すでに 81

歳の高齢ながら民革の第二代主席に就任 した｡彼女は ｢摩仲憧夫人｣として､また中国同

盟会の時期からの古参の国民党員として､国民党内や民革内において多大な影響力をもっ

ていた｡彼女の影響力は民革の創設に至る過程から､成立後の政策決定､あるいは共産党

との関係などの面で大きな役割を果たしたのである｡本稿では､民革における何香凝の役

割を分析すると共に､中国革命において彼女が果たした役割についても言及 したい｡

さて､これまでの何香凝についての評価は一般に､国民党左派､あるいは民主党派の指

導者としてその立場は一貫 してお り､常に共産党に協力的な人物というものであった｡た

とえば孫文夫人の宋慶齢は､文化大革命の最中の 1972年に何番擬が死去 した際､北京で

催された追悼大会の弔辞の中で､彼女について次のように述べている0

何香凝女士は孫中山先生の革命の戦友であり､廓仲憧先生の革命の伴侶であり､中国

共産党の親密な友であり､国民党革命派の傑出した代表である｡彼女は祖国を熱愛し､

2 何香擬の生年には 1878年､1879年､1889年など諸説あるが､現在中国では一般に 1878

年が定説 となってお り､南京の紫金山にある廟仲憧 ･何香擬の合葬墓の墓碑にも生年

1878年と刻まれている｡また､尚明軒 『何番凝伝』(北京出版社､1994年)を初めとす

る彼女の伝記は､いずれも 1878年説をとっている｡ただ陳福霧氏は､何香凝の生年を 1878

年 とする確固たる根拠がないにもかかわらず､墓碑に刻むことで ｢権威ある史料｣とな

って しまったことに懸念を示 している (陳福寮 ｢摩仲憧逝世前的何香凝｣『摩仲憧何香

凝研究一摩仲憧何香凝学術研討会論文集』広東高等教育出版社､1993年､p.221)｡ しか

し 1948年 7月4日の 『華商報』には､｢昨日は革命先進何香凝先生の七十歳の誕生日で

あり､文化界人士や民主人士が祝賀 した｣という記事が掲載 されている (｢何香凝七秩
大寿各界紛前往祝賀｣『華南報』1948年 7月4日)｡これによれば何番擬の生年はやはり

1878年とい うことになる.これらを考慮 した結果､筆者は 1878年説に依拠するものと

する｡
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社会主義制度を熱愛 し､中国共産党を熱愛 し､偉大な領袖毛主席を熱愛 した｡ 3

この宋慶齢の発言は､文革当時の中華人民共和国における公式的な何香凝評価と判断 し

てよいだろう｡ しかし､何香礎は必ず しも常に共産党と協力する立場をとっていたわけで

はなく､国民革命期には共産党と一線を画し､共産党を批判する発言さえ行っていた｡ま

た 1940年代初めまでは､中国革命における国民党の指導性を堅持する立場をとっていた

のである｡本稿は､民革を多角的に考察するための一つの柱 として何香凝の活動と思想的

変遷を追い､彼女が果たした役割を分析すると共に､従来の一面的な評価に対 して新 しい

何番凝像を提起するものである｡

第二節 先行研究および資料の概観

(1)民革研究

日本における民革研究には前述の平野氏の研究があるが､管見によれば､現時点ではこ

れが唯一のものである｡

一方､中国における研究としては､主に以下のようなものがある.

①朱学範 『我与民革四十年』団結出版社､1990年

②妾平 ･羅克祥 『李済深伝』梢案出版社､1993年

③彦奇主編 『中国国民党革命委員会歴史研究』中国人民大学出版社､1994年

④民革中央宣伝部編 『中国国民党革命委員会五十年 1948- 1998』団結出版社､1997年

⑤上海市政協文史資料委員会､中国国民党革命委員会上海市委員会合編

『民革党員与新中国』上海市政協文史資料編輯部､1999年

⑥民革中央党史編輯委員全編 『中国国民党革命委員会 50年』団結出版社 ､1999年

⑦民革中央宣伝部編 『報国尽此心』団結出版社､1999年

⑥粛啓亮主編 『中国民主党派史叢書 ･中国国民党革命委員会巻』

河北人民出版社､2001年

この中で① 『我与民革四十年』は､何香凝､李済深と共に民革の創設に至る準備工作の

段階から深く民革に関わり､1979年以降は民革の副主席に､又 1988年以降は主席に就任

した朱学範が著 したもので､彼自身の体験に基づき､建国前後の民革の活動やその内情を

3 ｢首都隆重挙行追悼何香凝副委員長大会｣(『人民日報』1972年 9月 7日)0
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明らかにした書であり､資料 として位置づけてもよいと考えられるものである｡

また､民革 自身が編纂 した歴史書 として､④ 『中国国民党革命委員会五十年 1948-

1998』､⑤ 『民革党員与新中国』､⑥ 『中国国民党革命委員会 50年』､⑦ 『報国尽此心』な

どがあり､一般の研究書 としては､③ 『中国国民党革命委員会歴史研究』 と⑧ 『中国民主

党派史叢書 ･中国国民党革命委員会巻』がある｡ これ らはいずれも ｢共産党との合作 (協

力)｣を評価の基準 としてお り､共産党の立場から民革を評価するものだといえるだろう｡

たとえば③ 『中国国民党革命委員会歴史研究』は､範囲が中華人民共和国建国に至るまで

の時期に限定されてはいるが､民革に関して非常に詳 しく考察 した本格的な研究書であり､

これ以降のものは民事自身が発行 したものも含めて､基本的にこの書に依拠 して著述され

たものと思われる｡ しかし本書では､民草が成立時に ｢孫文の三民主義理論を中国革命の

指導理論 とし､中国国民党は依然として中国革命の指導政党である｣との独 自性を成立宣

言に盛 り込んでいたことに対 して､｢民革の成員の大多数が中国国民党の軍政に関わった

人物であった｣ため､それは ｢免れがたいことであり､理解できる｣こととしながらも､

民革内部には ｢中国革命の基本原則問題に対する認識に問題があった｣(傍点筆者)とし､

その ｢問題｣は共産党の助けと民革の成員および指導者の政治思想が絶えず ｢進歩｣ した

結果､徐々に ｢克服｣されたと述べてお り､明らかに共産党側の立場に立った評価が下さ

れている｡

民革のこの独 自性については､民革自身も後述の本節第 5項で資料として挙げた 『中

国国民党革命委員会的歴史道路』の著述部分の中で､｢革命の発展 と実際の教育に伴って

この間題は次第に正確な解決を得た｣ とほぼ同様の評価をしている 4｡ しかし､近年の⑥

『中国国民党革命委員会 50年』はこの件に関 してまったく記述 してお らず､民革の政治

主張と行動綱領が共産党の最低綱領 と基本的に一致するものであることを強調するのみで

ある 5｡

また､⑧の辞啓亮主編 『中国民主党派史叢書 ･中国国民党革命委員会巻』は､民主党派

4 中国国民党革命員会中央宣伝部編 『中国国民党革命委員会的歴史道路』湖南人民出版

社､1987年､p.190

5 民革中央党史編輯委員全編 『中国国民党革命委員会 50年』団結出版社 ､1999年､pp.79

- 82｡
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に関する最も新 しい研究書であり､2001年に8つの民主党派について各 1冊ずつ出版 さ

れたシリーズ本の中の 1冊であるが､この中では前述の 『中国国民党革命委員会的歴史道

路』とまったく同じ文言で､｢革命の発展と実際の教育に伴ってこの間題は次第に正確な

解決を得た｣と著されている｡ しかし､民革の成立自体については､｢共産党の指示 と援

助の下｣で成立したことを強調 しながらも､民革が ｢国民党内の分化を促進 し､国民党反

動勢力をさらに孤立させた｣ことを評価 し､民革を ｢孫中山の三大政策と革命精神を継承

し､共産党との合作を堅持 し､新民主主義綱領の基本原則に賛同する中国共産党の親密な

友党｣と位置づけ､｢中国共産党の指導する人民民主統一戦線を拡大 し､蒋介石を打倒 し

て新中国を建設する重要な力となり､人民解放事業の勝利のために重要な貢献をした｣と

評価 している 6｡

このように､中国における民革研究では共産党側の視点から民革を評価するものが多く､

共産党からの影響面は指摘されても､民革側が共産党に与えた影響についてはほとんど言

及されていない｡民革は､政権を掌握 していた国民党の一部 とい う特殊な立場にあり､連

合政府における独自の指導性を堅持 し､また連合政府樹立を経て人民の普通選挙による民

主政権樹立の構想や､蒋介石 らの国民党による一党独裁政権の打倒後､永久に一党独裁体

制を認めないという意見を保持 し､蒋介石政権の内部崩壊-の働きかけなどの面で中華人

民共和国建国に貢献 した｡建国後は､国民党と関連をもつ幅広い層の人々を党内に吸収 し､

その政治的基盤 となることで､新中国政権が依拠する階級 ･階層の拡大に寄与 し､台湾の

和平解放に意欲を示 して独自の役割を果たそ うとした｡このような多彩な特色をもつ民革

について､今後もさまざまな角度からのさらなる研究が望まれる｡

(2)何香凝研究

何香凝の名は､中国国民革命史や中国女性史､孫文あるいは摩仲憶､宋慶齢､江精衛な

どに関する記述､研究の中で必ず上がってくる名前である｡ しかし､何番凝自身に関する

研究は決して多くはない｡

日本では､まず小野和子氏が 1968年の ｢酒末の婦人解放思想｣(『思想』1968年 3月号)

6 醇啓亮主編 『中国民主党派史叢書 ･中国国民党革命委員会巻』河北人民出版社､2001

年､pp.107- 108D
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の中で､梁啓超の女性解放論､不纏足運動などと共に､何香擬が日本留学当初に発表した

｢敬 しんで我が同胞姉妹に告ぐ｣について触れている｡また､竹之内安巳氏は ｢孫文革命

の展開と何香凝 (-)(二)(≡)｣(『鹿児島経大論集』913･4､10-1､2､1969年)

で､何香擬が 1961年 10月に発表 した ｢私の回憶｣を全訳 し､その中の辛亥革命から国民

革命の時期の事象や当時の状況について注釈を加えて論 じている｡その他何香擬について

は､内山解氏の ｢革命に生きる女たち｣(岸辺成雄編 『革命の中の女性たち』評論社､1976

午) と勝田映子氏による ｢何番凝 :霜雪に咲く梅花のように｣(中国女性史研究会編 『中

国女性解放の先駆者たち』 日中出版､1984年)があるが､いずれも何番擬の生涯を簡単

に紹介 したものである｡このように､日本では何香凝研究はほとんど進められていない状

況だといってよいだろう｡

中国における何香凝研究の噂矢は､中国社会科学院近代史研究所による中華民国史資料

草稿 『民国人物伝』の中の､尚明軒氏による略伝である 7｡ 尚明軒氏はもともと孫文研究

者であり､1986年には 『孫中山与国民党左派研究』(人民出版社､1986年)を発表 し､そ

の中でも新たに ｢何香凝伝略｣を著 している｡また､それに先立ち 1985年には､尚明軒

･余炎光両氏によって摩仲憧 ･何番凝夫妻の著作､演説などを集めた文集､『双晴文集』

(上 ･下)が出版 されている 8.これは､現時点において摩仲憧及び何香擬の各著作をも

っともよく集めた文集であり､特に何香凝に関しては､現存する唯一の ｢文集｣である.

19$0年代末以降は､摩仲憧あるいは宋慶齢､郵穎超 と何番凝について合わせて著した

ものを含め､何香擬の伝記や年譜が相次いで出版された｡主なものは次の通 りである｡

a.伝記

蒙光励 ｢何香凝｣(中共党史人物研究会編 『中共党史人物伝』第三十六巻､

陳西人民出版社､1988年)

周興梁 『廓仲憧和何香凝』河南人民出版社､1989年

唐瑛綿 ･劉土樽･安山 『宋慶齢与何番凝』中国和平出版社出版､1991年

7 尚明軒 ｢何番凝｣(李新 ･孫思自主編､中国社会科学院近代史研究所､中華民国史資

料叢稿 『民国人物伝』第二巻､中華書局､】980年､pp.67-77).

8 尚明軒 ･余炎光編 『双清文集』上 ･下､人民出版社､1985年｡なお､上巻が廓仲憶の

文集､下巻が何香凝の文集 となっている｡
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李永 ･温楽群 ･江雲生 『何香凝伝』中国華僑出版公司､1993年

尚明軒 『何香凝伝』北京出版社､1994年

余徳富 『双清伝略一摩仲悼与何香凝愛国革命的一生』広東人民出版社､1998年

呉琴 『部穎超与何番凝』華文出版社､1999年

蒙光励 『廃家両代人』聾南大学出版会､2001年

I).年譜

蒙光励 ･陳流章 ｢何香凝年譜簡編｣(『竪南学報』1987年第 2,3期)

このように､何香凝個人についての総合的な研究は非常に少なく､概ね 『双清文集』な

どの記述をもとに､何香擬の生涯とその活動状況を紹介 したものである｡その中で尚明軒

『何香凝伝』は､筆者 自身が 『双滑文集』の編者でもあり､さらに 『双清文集』所収外の

資料も使ってかなり詳細な記述がされてお り､非常に充実 した伝記となっている｡特に､

1927年の武漢政府の ｢分共｣後､つまり国共分裂から 1929年に何番凝が出国するまでの

経緯については､尚明軒 『何香凝伝』以外の伝記ではほとんど明らかにされていない｡す

なわち､他の伝記では何香凝が ｢分共｣に反対 して鷹山に塾居 し､まもなく国民政府にお

ける一切の職を辞して出国したとい う記述になっているが､本書ではその時期の何香凝が

｢分共｣を黙認 し､さらには共産党に対 して批判的な言動さえ行っていたことについても

触れられている 9｡実際にはこの時期の何番擬には思想的な粁余曲折がみられ､終始 ｢中

国共産党の親密な友人｣であった roという従来の何香凝に対する評価を覆すような言動が

見られる時期である｡この時期は何番凝自身の生涯の中でも非常に重要な意味を持つ時期

であると考えられ､次章で詳 しく論 じたい｡

1987年､広州において ｢摩仲憧誕辰 110周年記念国際シンポジウム｣が開かれたが､1993

年 6月 27日には何番凝の生誕 115周年を記念 して､同じく広州において ｢廓仲慢何香凝

シンポジウム｣が開かれた｡このシンポジウムの内容をまとめたのが 『廓仲悼何香凝研究

-摩仲憧何香凝学術研討会論文集』(広東高等教育出版社､1993年)である｡この論文集

9 尚明軒 『何番凝伝』北京出版社､1994年､p.198,尚明軒 ｢宋慶齢与何番凝｣(『近代

史研究』1993年第4期､p.148)0

10 蒙光励 ｢何香凝｣(中共党史人物研究全編 『中共党史人物伝』第 36巻､陳西人民出版

社､1988年､p.286)0
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では､何香擬についてさまざまな視点による研究が発表されている｡特に注目すべきもの

は､段雲華氏の ｢1927年前後何香凝対蒋介石､江精衛的認識｣ と蒙光励氏の ｢大革命時

期的何香凝｣である｡ これ らの論文は､前述の尚明軒氏の 『何香凝伝』 と同じく､1927

年の国共分裂後から 1929年の彼女の出国までの時期について考察された数少ない論文に

属する｡それ以外の論文では､女性運動や華僑 との関わりといった観点､あるいは各時期

に分けて何香凝について考察 しているが､何香擬を共産党の協力者という角度から評価す

るものがほとんどである｡このほか､新聞､雑誌などに掲載された論文や回想録もあるが､

おおよそがやはり共産党側の視点に立って何番凝について考察､評価するものである｡

さらに､何番凝の息子摩承志の伝記として､鉄竹偉 『摩承志伝』(人民出版社､1998年)

がある｡ここでは何香凝の言動について､息子の立場に立った異なる視点からの記述がさ

れている｡

また台湾における何香凝研究としては､管見によれば､関志昌 ｢何香凝｣(台湾 『伝記

文学』1980年第 38巻第4期)､王正華 ｢何香凝与広東婦連 (西元 1924年至 1926年)｣(『国

史舘館刊』復刊第 12期､1992年)などがあるのみである｡前者は何香凝の生涯をごく簡

単に紹介 した程度のものにすぎず､後者は国民革命期に至る何香凝の前半生を紹介 し､第

-国共合作後に彼女が国民党婦女部長 として推進 した女性運動-の貢献について論 じたも

のである｡これ ら以外には､現時点で何香凝についての研究は台湾ではほとんど見られな

い｡

なお､台北の国史舘には何香凝の ｢個人梢案｣が所蔵されてお り､そこには香港や台湾

で発行された何番凝に関する新聞記事と共に､1948年 1月 28日付けの何香凝の ｢国民政

府文官処人事調査票｣が納められている｡この ｢調査票｣では､何香凝の学歴は ｢日本留

学｣とされてお り､経歴欄には､国民党における中央執行委員､中央婦女部長の職のほか､

｢偽中共華僑事務委員会主委｣､｢偽国民党革命委員会中常委｣､｢偽人民政協代表 (民革

代表)｣などとあり､中華人民共和国における職歴についてはすべて冒頭に ｢偽｣と記 し

ている｡ また ｢その他｣の欄では民革の成立に触れているが､その成立目的は ｢同志を結

集 してソ連に対する親善を実行する｣ものとしている｡ さらに 1953年に追加 された ｢補

充片｣には､1948年以降に彼女が歴任 した職名が記 されると共に､｢詳 しくは共匪人物誌

第三部｣とある｡一方､｢国防部第二庁編｣とされるその 『共匪人物誌』では､何香擬の

経歴について､国民革命期に ｢大勢の匪党 (共産党)の女性幹部を婦女部の中に引き入れ､

深く入 り込ませた｣､｢子女の教養に対 してなす術なく､ついには彼 らを匪党に参加させ､
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国家に危害を加える工作に従事 させた｣､｢余命いくぱくもない七十余歳の高齢で､政治

の寂実に甘んじず､李済深の組織する国民党革命委員会に参加 し､子女と共に匪政協に出

席し､主席団主席の一人となった｣などと評 し､彼女を激 しく誹誘する内容となっているo

この 『共匪人物誌』の発行年は不明であるが､ほぼ同様の内容の 2通 りの記述があり､一

つは何香凝の生年を 1879年､｢現在の年齢は 75歳｣としてお り､もう一つは ｢年齢 73歳

(1879年生まれ)｣と記述 してあることから､いずれにしても 1950年代初めに発行 され

たものと考えられる｡ 余談ではあるが､何香擬は実際は纏足はしていなかったにもかかわ

らず､『共匪人物誌』では彼女の特徴を ｢小脚纏足｣としてお り､また新聞記事の中にも

｢小脚何番凝｣(『上海 日記』1951年 2月 4日)とい う標題の､何香轟を中傷する記事が

あり､非常に興味深く感 じた｡

(3)国民党左派研究

国民党左派に関する中国での主な研究には､前述の尚明軒氏による 『孫中山与国民党左

派研究』がある｡本書では孫文研究に関連づけて､左派の中心人物であった宋慶齢､廓仲

悼､何香凝､朱執信についてのいくつかの論文が収められている｡ しかし､左派研究とし

ては研究範囲並びに研究対象がやや限定的であると思われる｡

また､香港で出版 された英文による研究書に､SoWai-chor,TheKuomintangLeftinthe

NationalRevolution1924-1931,OxfordUniversityPress,1991.がある｡これは国共分裂に至っ

た 1927年を国民党左派の一つの区切 りの時期 と考え､それ以前とそれ以後の左派におけ

る組織やイデオロギーの相違点を明らかに しようとするものである｡

日本における主な研究としては､山田辰雄 『中国国民党左派の研究』(慶応通信､1980

年)と周偉嘉 『中国革命 と第三党』(慶応義塾大学出版会､1998年)の二作が挙げられる｡

山田辰雄氏の著作は､日本におけるほとんど唯一の本格的な国民党左派研究書であると言

え､左派が受けた孫文思想の影響と､江精衛 と蒋介石の政治的立場の違いを明らかにし､

それらの背景をふまえた上で､蒋介石の軍事独裁勢力 と大衆運動を指導する共産党勢力と

の狭間で揺れながら､両勢力に影響を与えていった左派の姿を描き出している｡また､国

共分裂後の江精衛､陳公博を中心とする国民党改組派の政治路線についても明らかにされ

ている｡

一方周偉嘉氏は､国民党左派であった郵演達らによって結成 された第三党の組織につい

て､その結成から発展ならびにその党派関係から､第三党が中国革命 と国家建設に果たし
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た役割を明らかにしている｡また､同じく国民党左派から分派 した第三党と国民党改組派

との関係についても考察 している｡第三覚は中国における多くの民主党派史研究において

民主党派史の起点とされているが､その体系的な研究は数少なく､非常に価値ある研究と

評価できるだろう｡周偉嘉氏には､第三覚のもつ社会民主主義的性格が後の中間党派の戦

後構想に多大な影響を与えたことを指摘する研究もあるが､これについては次項で改めて

紹介 したい｡

(4)民主党派研究

1957年の反右派闘争 とそれに続 く文化大革命以来､民主党派の階級的基盤 とされる ｢民

族資産階級､小資産階級及びにその知識分子｣が打倒すべき対象 とされていたため､中国

では民主党派史研究はタブーに近い研究分野となっていた 1-｡ しか し 1978年 3月 8日に

郵小平の指導の下で中国人民政治協商会議第 5回全体大会が開催され､人民政協の活動は

正式に回復 し､同年末の共産党第十一期三中全会では文化大革命の終息と改革開放政策が

明示された｡さらに翌 1979年 6月 15日には人民政協主席 として郵小平が人民政協の重要

性を再確落 して､1956年に打ち出された共産党指導下の多党合作体制を唱える ｢長期共

存､相互監督｣の原則を改めて提唱 した｡このような動きを受けて､民主党派に関する研

究が始まり､1980年代後半以降､民主党派についての研究書が相次いで出版された｡こ

すべての党派の活動を統括的に考察する体系的な民主党派史研究の二つの系統がある｡前

者の代表的なものが王天文 ･王継春主編 『中国民主党派史綱』(河南大学出版社､1988年)

や愈雲波 ･呉雲郷 ･槍寿龍 『中国民主党派史述略』(上海人民出版社､1989年)であり､

後者の代表的なものが邸銭牧 『中国民主党派史』(漸江教育出版社､1987年)である.

また中国における民主党派研究では先の民革研究と同じく､多くが共産党に近い立場を

とり､総 じて共産党との合作という観点から民主党派史を考察 しているのが特徴である｡

そのため､中国民主同盟 (略称民盟)から離脱 して蒋介石側につき､台湾に逃亡した中国

青年党､中国国家社会党 (略称国社党)については考察の対象から除外されているものが

11 青柳純一 ｢中国における民主党派史研究の現状と課題｣(『近きに在 りて』第 14号､1988

年 11月､p.79)0
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少なくない｡ しかし張軍民氏は､青年党 ･国社党も民盟の初期の活動において重要な役割

を果たしたことを正当に評価すべきだと主張し､従来研究対象とされてきた 12の党派 12

に中国民権保障同盟､旅美中国和平民主連盟､職業教育派､郷村建設派､青年党､国社党

を合わせた 18のグループを民主党派として定義するよう提起 している 13.

90年代に入ってからは､中国人民大学出版社による中国各民主党派歴史研究叢書が出

版されるなど､各党派の個別研究が深まった｡そのほか､特に共産党との関係性 という視

点から書かれた来春 ･劉志超主編 『民主党派与中共合作史』(遼寧大学出版社､1991年)､

張憶軍主編 『風雨同舟七十年-中国共産党与民主党派関係史』(学林出版社､2001年)や､

抗 日戦争期の民主党派の活動を描いた衷旭 ･党徳信 『中国民主党派与抗 日戦争』(北京燕

山出版社､1997年)がある｡また曹健民編 『中国民主党派的歴史和現状』(中国人民大学

出版社､1994年)は､従来の研究では 1949年までの研究が主流であったため､特に 1949

年から 1992年までの各党派の情勢を描き出してお り､反右派闘争後の各党派の組織回復

の状況も著している｡張突 『中国民主党派史綱』(華東師範大学出版社､1992年)も､1980

年代末までの民主党派の状況を概観 しているが､特に ｢中間勢力｣という視点で民主党派

の活動を分析 している点に特徴があり､民主党派の起点として､1927年の第三党の成立

から記述を始めている｡また､都在今 『協商建国- 1948- 1949中国党派政治 日志』(人

民文学出版社､2000年)は､建国前夜の 1948年 5月に民主党派が共産党の指導を受け入

れてから､人民政協を開催するに至るまでの経緯を著している｡

さらに建国直後に香港で出版 されたものとして､干衡 『中共窓様対待民主党派 ?』(衣

聯出版社 (香港)､1953年)があり､当時共産党の勢力の及ぶ範囲外で共産党と民主党派

の関係がどのように見られていたのかがうかがえ､非常に興味深い｡

日本における主な民主党派史研究には､菊池貴晴氏､平野正氏､水羽信男氏と前述の周

12 すなわち､現存する8つの民主党派である中国国民党革命委員会 (民革)､中国民主

同盟会 (民盟)､中国民主建国会 (民建)､中国民主促進会 (民准)､中国農工民主党

(農工党)､中国致公党､九三学社､台湾民主自治同盟と､1949年末までに解散あるい

は他の党派と合併 した4つの党派､中華民族革命同盟､中国人民救国会､三民主義同志

聯合会 (民聯)､中国国民党民主促進会 (民促)の 12の党派である｡

13 張軍民 『中国民主党派史 (新民主主義時期)』華夏出版社､1989年｡
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偉嘉氏の研究があげられる｡まず菊池氏は､中国民主政団同盟に結集 したいわゆる三党三

派 】4に注目し､前述のようにそれまで中国では研究の対象外とされていた青年党､国社党

などにも言及 して､従来の中国側の視点を覆 した点が評価される 15｡また､平野氏には主

に民盟や民主派知識人についての統括的な研究があり 16､最近では民盟､民革と民主建国

会 (略称民建)の3党派について､｢中間路線｣の視点から考察 した研究もある 17｡水羽

氏は抗 日知識人に関する研究が主流だが､それに関連 して､抗 日戦争期の全国各界救国連

合会についての研究がある 一首｡また周偉嘉氏は､従来の研究では中間党派理論に対する検

証が十分ではなく､特に民盟の戦後構想の性格が未解明であったとして､農工民主党の前

身である第三党と国家社会党がもつ社会民主主義的性格が､後に中間党派の連合体として

成立した民盟の戦後構想と路線形成に影響を与えたことを示 し､民主党派研究に新たな視

点を提起 している 19｡ しかし民主党派についての研究は総 じて少なく､前述の党派以外の

14 三党三派とは､1941年に成立した民盟の前身である中国民主政団同盟に結集した中国

青年党､中国国家社会党 (国社党)､第三党､職業教育派､郷村建設派､救国会派を指

す｡

15 菊池貴晴 『中国第三勢力史論一中国革命における第三勢力の総合的研究』汲古書院､

1987*0

16 平野正 ｢中国第三勢力の政治的転換-第三勢力論の克服過程-｣(『西南学院大学文理

論集』第 19巻第 1号､1978年)､｢中国第三勢力と革命指導権の問題-第三勢力論の政治

的転換(2)-｣(同第 19巻第 2号､1979年)､｢プロレタリアー トの革命指導権の承認から

｢指導｣の承認--第三勢力論の政治的転換(3)-｣(同第 22巻第 1号､1981年)､『中国

民主同盟の研究』(研文出版､1983年)など｡

17 平野正 『中国革命 と中間路線問題』研文出版､2000年｡

18 水羽信男 ｢抗 日知識人の対国民党認識に関する覚書-抗 日をめぐる内外政策を中心と

して｣(『広島大学東洋史研究室報告』第 6号､1984年)､｢救国会知識人の抗 日国際統

一戦線論に関する覚書｣(同第 12号､1990年)､｢都市知識人と革命-民主派知識人の建

国構想｣(『近きに在 りて』第 30号､1996年)など｡

19 周偉嘉 ｢中間党派の戦後構想 と社会民主主義｣(姫田光義編著 『戦後中国国民政府史

の研究』中央大学出版部､2001年)0
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民主党派を対象 とするものも含めて､今後のさらなる研究が期待されるところである｡

(5)資料について

まず民革に関する資料 としては､民革及び民促 ･民聯の機関誌である 『自由』､『現代』､

『民潮』､『民草柔刊』､『文匪報 (香港版)』､『団結報』のほか､主に以下のものを用いた｡

①中国国民党革命委員会中央宣伝部編 『中国国民党革命委員会重要文件嚢編』1959年

②中国国民党革命委員会中央宣伝部編 『中国国民党革命委員会重要文件嚢編第二編』

'1982*

③ 『中国国民党革命委員会歴史教学参考資料 (民主革命時期)』出版社不明､1982年

④民革中央宣伝部編 『中国国民党革命委員会歴史資料選編 (民主革命時期)』1985年

⑤中国国民党革命貞会中央宣伝部編 『中国国民党革命委員会的歴史道路』

湖南人民出版社､1987年

⑥中国国民党革命委員会中央宣伝部編 『中国国民党革命委員会手冊』

団結出版社､1993年

なお､上記の① ･② ･④ ･⑥の4点は筆者が北京の民草本部を訪問 して入手した民革の

内部発行資料である｡

次に何香凝に関する資料としては､何香凝 自身の著作および発言がある｡現在入手でき

るものの多くは前述の 『双清文集』下巻に収集されているが､さらにそれ以外に 『申報』､

『大公報』､『広州民国 日報』､『救亡情報』､『華商報』､『人民 日報』､『光明 日報』など当

時の新聞や､上記の民革の機関誌などから彼女の言論を発振 した｡また､彼女の娘廓夢醒

と息子廓承志や､宋慶齢､江精衛､朱学範など彼女と関連のあった人々の文集や､彼女に

関する回想録なども使用 している｡

なお､摩承志の文集には何香凝宛の手紙がわずかながらも収集されている一方で､『双

清文集』には何香凝が摩承志や采慶齢に宛てたプライベー トな書簡はほとんど含まれてい

ない｡本来存在すると考えられるこれらの書簡や､何香凝の日記など､彼女の真情を示す

であろう資料はいまだ公開されていないのが実情である｡ しかし､上記の入手できる資料

を通じて彼女の言論や活動の経緯を考察することは可能であり､これ らによって各時期に

おける彼女の言動とその意味､思想の変遷などをできる限り詳 しく分析 していきたい｡

また､国民党改組派については査建瑞 『国民党改組派資料選編』(湖南人民出版社､1986

午)､各民主党派については邸銭牧 ･林藻芥 ･王継春 ･楊樹標 ･王天文編 『民主革命時期
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的民主党派』(湖南人民出版社､1986年) と千剛主編 『中国各民主党派』(中国文史出版

社､1987年)や､全国救国連合会の機関誌であった 『救亡情報』､『華商報』､『光明日報』

など民主党派と関わりが深い当時の新聞などを資料とした｡

建国後の共産党側の民主党派に対する方針と政策については､李維漠 『回憶与研究』(中

共党史資料出版社､1986年)と､『建国以来毛沢東文稿』(中央文献出版社､1987- 1992

午)及び 『建国以来重要文献選編』(中央文献出版社､1992-1994年)を用いた｡

そのほか､各時期の状況や国民党および共産党の政策､何香凝の提案や発言などについ

て､以下のような資料を使用 している｡

中国国民党中央委員会党史委員会 『革命文献』中央文物供応社､1953- 1987年

『中華人民共和国開国文献』文化資料供応社､1978年

栄孟源主編 『中国国民党歴次代表大会及中央全会資料』光明日報出版社､1985年

彰明主編 『中国現代史資料選輯』中国人民大学出版社､1987-1989年

南方局党史資料征集小組編 『南方局党史資料大事記』重慶出版社､1986年

中央枯案館 『中共中央文件選集』 1- 18､中共中央党校出版社､1989- 1992年

中国第二歴史梢案館編 『国民党中央党務月刊』 1-30､南京出版社､1994年

中国第二歴史梢案館編 『国民党中央党務公報』 1- 17､南京出版社

中国第二歴史梢案館編 『中華民国史梢案資料匪編』江蘇古籍出版社､1991-1997年

季雲漢 『中国国民党史述』中国国民党中央委員会党史委員会､台湾､1994年

鄭恵 ･張静如 ･梁志祥 『中国共産党通志』中央文献出版社､1997年

以上のように先行研究及び資料について概観 してきたが､中国国民党革命委員会及び何

香凝に関連する研究は､決 して多くはないとい うのが現状である｡また中国における研究

では､総 じて共産党の視点に立った研究が主流であり､民革に対する評価にも､何香凝に

対する評価にも､そのような観点が大きく反映されていると考えられるO

第三飾 本稿の構成 と概要

本稿の構成ならびに概要は､以下の通 りである｡

第-章では､後の民主党派人士が国共分裂を機に第三の道-の第一歩を踏み出したその

-例として､国民革命期の何番凝の活動と思想的変遷を考察する.まず何番擬における夫

摩仲憶と孫文の影響 と､彼女の思想的特徴を分析する｡次に､孫文と廓仲憶の死後､1927

年の国共分裂前後における彼女の国民党観 と共産党観の変遷を追 う｡以上を通じて､従来
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の何香凝評価の再検討を促すいくつかの新たな視点を提起する｡

第二章では､抗 日戦争期の何香凝を中心とする後の ｢国民党民主派｣の抗 日活動を追 う｡

この時期､海外経験を経た何香擬は ｢民主的政治｣の実現を主張し､抗 日民主運動に従事

した｡また､国民政府第十九路軍の李済深､察廷鍛らが国民党中央を離脱 し､後の民革の

一つの源流となる新たな潮流が芽生えた｡さらに､日本の度重なる侵略に対する民衆の抗

日活動の高揚が全国各界救国連合会の設立-と結実し､その中で自由と民主の要求がわき

起こった｡これ らの経緯を通 じて､国民革命期に芽生えた第三の道から 1940年代後半の

｢国民党民主派｣の結集 と組織化-と連なる流れについて検討する｡

第三章では､民革の成立過程と､国共内戦から中華人民共和国成立に至るまでの時期の

民革の特徴を考察する｡特に､民革の独 自性の堅持 と､共産党の指導性承認にまつわる民

草指導者間の意見の相違を追求 し､民革組織のもつ ｢複雑性｣の内実を明らかにする｡ま

た､民促及び民革結成時の何香擬の活動と､彼女の新中国建設に関する主張から､民革に

おける何番擬の影響力と役割を検討する｡

第四章では､まず建国初期における共産党の対民主党派政策を確認する｡次に主に民革

の機関誌 『民車重刊』の記述に基づき､民革の政策及び方針 と組織の状況を明らかにする｡

これらを通じて､建国初期の共産党と民主党派の関係性を再考する｡

第五章では､社会主義社会における民主党派の実態を検討する｡社会主義化政策を進め

る中で､共産党が示 した対民主党派政策の変遷 と､反右派闘争に至るまでの民主党派人士

のさまざまな主張を考察する｡特に､共産党による言論の自由化の方針の中で､民主党派

人士が再び中国における ｢自由｣と ｢民主｣の実現を主張し､組織の政治的独 自性を追求

した点に注目し､民主党派が自負 した存在意義を検討する｡ また､建国後の何番凝の役割

についても論 じておきたい｡

最後に､資料及び参考文献目録 と､何香凝の略年譜､民革の略年表を添付する｡
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第-章 国民革命 と何香凝

第一飾 国民党との関係

反帝国主義､反軍閥の旗を掲げた中国の国民草食は 1924年の国民党改組 と国共合作か

ら出発 したが､翌 1925年 3月の孫文の死後､国民党はいくつかの派閥に分化 し､さらに

1927年には北伐の途上､国共合作そのものも崩壊 してしまった｡このような流れの中で､

国共合作の崩壊や蒋介石の独裁､国民党内の各派の分裂などに反対 して宋慶齢､何香凝､

陳友仁 らが国民党中央を離脱 し､また郡演達と辞平山はそれぞれ後の民主党派の海流とい

える組織を設立するなど､国共両党の中間に位置する第三の道といえる路線が登場 してい

った｡

本章では､後に国民党の民主派と言われた人々が国民革命期に国民党中央を離脱 して第

三の道を歩むに至った経緯を､何番凝の事例を通じて考察する｡国民革命期は何香凝の生

涯にとって非常に重要な時期であった｡すなわちこの時期から彼女は女性運動を通じて政

治の前面に出て活動するようになった｡それまでは主に孫文と廓仲憶の活動を補佐する役

割に徹 していたが､1924年に国民党婦女部が発足すると､国共両党の女性党員の協力の

下､その中心的存在 として女性解放運動を積極的に推進 し､女性運動を通 じて政治に参画

するようになったのである｡また彼女は国民革命での自らの体験を通 じて､国共両党と一

定の距離を置き､第三の道を歩むに至った｡彼女は国共関係の推移の中で､孫文と廟仲憶

の遺志を継承する立場から出発 し､自らの進むべき道を模索 していったが､一方当時の国

民党の各派及び共産党にもそれぞれ問題があった｡それが彼女に独自の道を選択させる重

要な要因となったのである｡第一点の何香擬と女性運動との関係については別稿で論 じて

いるので J､本章では主に第二点について論 じたい.

さて何番擬については､常に共産党に協力する道を歩んできた人物という評価がこれま

では主流であった｡ しかし彼女は必ず しも常に共産党 と協力する立場をとっていたわけで

はなく､特に 1927年 7月の国共分裂後は共産党と一線を画 し､共産党を批判する発言を

行ってもいた｡本章ではさらに､国民革命期の何香凝に関する新 しい資料の発掘に基づき､

1 何番凝 と女性運動の関係については､拙稿 ｢何香凝一民国期の女性運動指導者の

｢家｣と政治とのかかわり (仮)｣(関西中国女性史研究会編 『ジェンダーからみた中国

の ｢家｣と ｢女｣』､2003年夏刊行予定)を参照されたい｡
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これまでの彼女に対する評価と実像の間には隔たりがあることを示 し､従来の一面的な見

方に対する新 しい何香凝像を提起 したい｡

(I)摩仲位と孫文の影響

ここで国民革命期の何番凝の足跡をたどる前に､まず彼女とその生涯に大きな影響を及

ぼした夫摩仲憧および孫文との関係について見ておきたい｡

何番凝は 1897年に親の定めに従って廓仲憶と結婚 し､1903年から彼と共に日本に留学

した｡この結婚は､父の ｢女子は才無 くばこれ徳なり (女子無才便是徳)｣とい う考えか

ら､幼少期に女書館で二年間の伝統的な儒学思想教育 しか受けさせてもらえなかった彼女

に教育の機会を与え､革命活動参加の契機 となった｡彼女は廓仲憶から多くの影響を受け

た｡たとえば､廓仲憶は民権を重視 し､反帝国主義との関連性 という観点から労農運動を

重視 していた 2｡また､孫文が人間を ｢先知先覚､後知後覚､不知不覚｣の三つの類型に

分類 し､それぞれを革命の指導者､一般の革命党員､一般大衆 と位置づけていたのに対 し

て､自らは ｢後知後覚｣を自認 して革命の実践者 として活動 した 30 何香凝はこのような

廓仲憶の言動から強い影響を受け､民衆､特に一般の女性に国民党の方針を理解 させ､革

命活動に立ち上がらせていくことを自らの役割 として実行 していった0

一方､孫文との関係においては､1925年 3月 12日の孫文の死に際 して､その ｢遺嘱｣

の証明者の一人となったこと､また孫文から特に夫人宋慶齢の後事を託されたことがその

後の彼女の歩みに大きな影響を与えたといえる｡何香擬はその後､孫文の遺訓と遺志を継

承することが自己の ｢歴史的使命 ｣ 4だと決意し､中国国民党第一次全国代表大会 (以後､

2 廓仲悼 ｢農民運動所当注意之要点｣(尚明軒 ･余炎光編 『双清文集』上､人民出版社､

1985年､p.703)0

3 廓仲憧 ｢在広州嶺南大学史堅如石像開幕紀念会上的演説｣(同上､p.636)0

4 何番凝 ｢改組国民党的前後回憶｣(『双清文集』下､p.362)0
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-全大会と略す)における三民主義と ｢連 ソ｣｢容共｣｢労農扶助｣の方針 5や､中国の自

由と平等を求めるため ｢世界の平等をもって我を遇する民族 と連合 し､共同奮闘すべき｣

であるとい う孫文の ｢遺嘱｣が､その後の彼女の活動を導く指針となっていった｡

孫文の病没から半年後の8月 25 日､慶仲憶が広州で暗殺された｡これによって何香凝

の置かれた状況はそれまでとは一変する｡孫文と摩仲憶の死は､何香轟にとって自己の活

動の指針 としてきたものの喪失を意味 し､その後分裂 していく国民党内において､彼女は

自らの力で進むべき道を選択 し､決定 していかなければならなくなった｡一方､彼女の党

内での地位は二人の死によってむ しろ高まり､夫の死により寡婦となった彼女は､｢廓仲

憧夫人｣として夫の代わりににわかに政治の表舞台に押 し出されていくことになる｡ 中国

では一般に寡婦の地位は高く､特に夫が社会的地位を持つ場合､夫亡き後は妻が夫の遺志

を代弁する者 として扱われ､その地位を継ぐことが多かった 601926年の国民党二全大会

5 一般に､孫文の ｢連ソ､連共､労農扶助｣の三政策を総称 して ｢三大政策｣と言われ

ているが､｢三大政策｣とい う呼称は国民革命の実践の中で､黄輔軍官学校の共産党員

によって孫文の晩年の政策が上記の三項 目に集約され､強調されていく過程において創

出されたものであった(狭間直樹 ｢"三大政策''と黄輔軍校｣『東洋史研究』46巻 2号､1987

年 9月)｡また､1924年の-全大会における孫文の思想は､｢連共｣ではなく ｢容共｣と

い うのが適切である｡すなわち ｢容共｣とは､国民党指導下の国民革命における大衆的

基盤-の拡大の必要性から､共産党を国民党内に受け入れる (容納)とい う立場であり､

共産党員の個人の資格による国民党参加 と､国民党の共産党に対する指導性が前提とな

っていた｡つまり､共産党を対等な相手として協力する ｢連共｣の立場とは､大きな隔

たりがあったのである｡

6 白水紀子氏は､中国社会では妻は ｢夫の社会的地位や名誉をバ ックに社会において一

定の地位を確保することができる｣という慣習があり､既婚女性は社会的活動を通して

社会に対 し一定の権力を行使することが可能であったこと､中国の伝統社会では寡婦の

方が有夫の母よりも家庭内でも社会活動においてもより多くの権力を有 していたことを

指摘 し､民国期以降もその状況は基本的に変わらず､寡婦の社会的地位は高かったこと

が推測できるとしている (白水紀子 『中国女性の二〇世紀-近現代家父長制研究』明石

書店､2001年､pp.82-83)0
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で彼女は宋慶齢に代わって中央婦女部代理部長に就任すると共に､第二期中央執行委員に

も就任 した 7｡

何番凝は日本留学中の 1905年 8月に中国同盟会が正式結成 されるのに先立って加盟 し

た最初の女性会員でありS､創成期からの長い党歴を有する国民党員 としての自負を持ち､

他の国民党員に対 しても以前から影響力を持っていたが､孫文 と夫の死によって ｢遺嘱｣

の証明者の一人として､また ｢摩仲憧夫人｣としての発言力がさらに強化 され､蒋介石や

江精衛 ら国民党のリーダーたちも彼女の存在を無視することはできなかった｡このように､

孫文と摩仲憶が死亡した 1925年は､何番凝の人生 と活動にとって一つの大きな転機 とな

ったといってよいだろう｡

(2)国民党各派との協力と対立

孫文と摩仲憶の死後､何香擬は彼 らの遺志を継承 し､実現することを目指 した｡すなわ

ちそれは国民党主導の下で国民革命を遂行 し､帝国主義 と軍閥を打倒 して､中国の自由と

平等を獲得することであった｡ しか し国民党内は､蒋介石を中心とする党中央や江精衛 ら

の国民党左派 ''､西山会議派をはじめ､各派が分裂と統一を繰 り返す複雑な局面に突入 し

ていた｡その中で何香凝は､蒋介石 と江精衛 とい う国民党を代表する二人の人物 と協力と

対立を繰 り返す とい う複雑な行動をとっていった｡それにはどのような背景があったので

あろうか｡

1926年 3月 20日の中山艦事件後､蒋介石は軍と党における権勢を急速に拡大させてい

た｡ 7月 9日､蒋介石は北伐動員令を下 して国民革命軍を率いて北伐に出発 した｡何香擬

は国民党左派の一員であったが､北伐出兵が宣言された国民党二期二中全会では中央執行

7 尚明軒 『何番凝伝』北京出版社､1994年､p.1720

8 中国同盟会は 1905年 8月 20日に東京で正式に結成されたが､何香凝はそれに先立ち､

8月 7日に孫文と翠仲実を紹介者 として参加の手続きをとった (中国国民党中央委員会

党史委員会 『革命文献』第 2韓､中央文物供応杜､発行年不明､p.55,尚明軒前掲書､

p.42)0

9 ここでい う ｢国民党左派｣とは､-全大会における孫文の国民党改組の､｢連 ソ､容共､

労農扶助｣の方針を擁護する国民党内の政治勢力を指すものとする｡
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委員会候補常務委員に連出されてお り 10､女子北伐宣伝隊や女子北伐救護隊を組織､派遣

した り ll､陳公博や蒋介石が北伐に出発する際には自ら広州駅に出向いて見送る 12など､

北伐を積極的に支持 した｡

一方､蒋介石個人-の権力集中に対 して国民党左派内部では次第に警戒の念が広がり､

それに対処するため､26年 10月の国民党第二期中央執行委員会及び各省区聯席会議で国

民党左派の組織化がはかられた｡またこの会議では何香凝､彰沢民らを代表としてパリに

派遣 し､当時病気療養を理由にフランスに滞在 していた控精衛の帰国を促すことが決議さ

れた 130そ して国民党左派は蒋介石の指揮する北伐軍が長沙､武漢､南昌､九江などの主

要都市を占領する中で､当時労働運動の中心の一つであった武漢に結集 し 14､1927年 1月

1日､国民政府を広州から武漢に移転させ､何香擬もこれに伴い広州から武漢に移った 15｡

1927年 4月 12日､蒋介石が上海で反共クーデターをおこし､18日には南京に国民政府

を樹立 して､ここに武漢 と南京の二つの国民政府が対立するとい う事態 (寧漠分裂)が発

生 した｡四 ･一二クーデターの翌日､武漢にいた何番擬は ｢蒋介石は反革命派である｣と

いう演説を行い､蒋介石の行動を厳 しく諸責した｡

今の蒋介石の所行は磨先生の意志に全く相反 している｡磨先生はしばしば､労働者と

農民に反するものはすなわち反革命であると言っていたが､現在蒋介石は突然農民と

10 前掲 『革命文献』第 79輯､｢中国国民党歴届歴次中全会重要決議案嚢編 (-)｣p.57,

中国国民党中央委員会党史委員会編 『中国現代史資料叢編第 17集､中国国民党党務発

展史料』国民党党史会出版､1995年､p.940

11 尚明軒前掲書 p.1770

12 ｢蒋介石出発先声｣(『申報』1926年 7月 24日),｢西南北伐軍要訊｣(同7月 31日)

13 ｢第二届中央執委会及各省区聯席会議､四､決議案､2.請江精衛鈴偶案｣(栄孟源

主編 『中国国民党歴次代表大会及中央全会資料』上 ･第二冊､光明日報出版社､1985年､

p.277)0

14 国民政府の武漢移転決定に至る詳 しい経緯は､陳公博 『中国国民党秘史』講談社､1980

年､pp.75-860

】5 ｢広州各界歓送党政府遷都｣(『申報』1926年 12月 13日),｢党政府第一批赴郡後卑

訊｣(同 12月 15日),｢評延夢等離卑北上｣(同 12月 19日)0
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労働者に反するようになり､突然反革命 となった--摩先生が言っていたように､こ

のような反革命派は打倒 しなければならない016

また､翌 14日に発表 した ｢労農扶助の感想｣の中でも､彼女は ｢我々真の革命的民衆

は適合 して反革命派を打倒 し､排除していかなければならない｣と述べ､蒋介石の反共的

行動を再び非難 した 17｡さらに 22日には､注精衛､宋慶齢ら国民党左派及び共産党員 40

名と共に声明を発表 し､改めて蒋介石を非難叱責して蒋介石 ら南京の国民政府 と対立する

意志を明らかにした 18.

しかし､国民党左派にとって蒋介石との対立は､必ず しも急進化 しつつあった共産党指

導下の民衆運動に対する全面的支持を意味するものではなかった け｡武漢では低賃金､長

時間労働､経営側の専制的な労務慣行などの是正を求める下層の労働者による労働組合運

動が激化 してお り､農村においては､当初は国民革命に反対する階層の資産を接収する民

主化運動であった農民協会運動が､次第に貧農層が主導権を握る地主の土地没収闘争など

-と急進化 していた｡一方､武漢政府は自己の生き残 りを賭けて政策の軌道修正をはかっ

てお り､民衆運動に対 しては過度な封 じ込めと抑圧の政策をとった｡このような民衆側の

｢左傾｣化と政府側の ｢右傾｣化-の分極化による矛盾が､結局は武漢政府を内部からの

崩壊-と導いたのであった 2｡｡こうして､当初は民衆運動を積極的に評価 していた国民党
いきすぎ

左派の中からも､このような労農運動の急進化は共産党による指導の ｢過火｣だとして批

判の声があがり始めた｡一方､左派が指導権確保のために依拠 していた唐生智ら軍の指導

者も反共化を強めていた｡このような状況の中で､武漢政府は共産党-の対応を決断せざ

るを得なくなり､7月 15日の国民党中央執行委員会において任精衛は ｢分共｣､すなわち

合作の解消を提議し､国共両党はついに分裂に至った｡ しかし､武漢政府の指導部の中で

国民党中央政治委員の宋慶齢､外交部長の陳友仁､婦女部長の何香凝､海外部長の彰沢民

16 何番凝 ｢蒋介石是反革命派｣(『双清文集』下､p.64)0

17 何香凝 ｢扶助農工的感想｣(同上､pp.65-67).

18 何番凝 ｢与江精衛等討蒋通電｣(同上､pp.72-73)0

19 山田辰雄 『中国国民党左派の研究』慶応通信､1980年､p.1740

20 栃木利夫 ･坂野良吉 『中国国民革命一戦間期東アジアの地殻変動』法政大学出版局､

1997年､pp.2$1-3040
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の4人は共産党との決裂の決定に同調 しなかった 210また､｢分共｣に至る過程の中で､

諦平山と郡演達は武漢国民政府から離脱 し､それぞれ第三党創設の二つの源流を形成して

いった220

武漢政府が共産党と分裂したことにより､武漢政府 と南京政府の対立要因は基本的には

消滅 したが､南京 (寧)､武漢 (漢)､上海の西山会議派 (滴)の三者の対立はなかなか

解決をみなかった｡蒋介石は国民党左派の反蒋キャンペーンにより8月に下野してお り､

蒋の下野が成ったことで武漢政府は8月 19日に南京-の移転を布告 し､武漢政府 と南京

政府の合流 (寧漢合流)が形式的には達成されたが､党務の統一や改組の方法をめぐって

率､漠､滴三派の対立が依然として続いていた｡しかし､12月 10日の四中全会第四次予

備会議では注精衛､何香凝､王法勤､顧孟絵 らによって蒋介石の復職案が提議され､｢蒋

介石が即日継続 して国民革命軍総司令の職権を行使 し､北伐を完成させる｣ことが決議さ

れた 23｡つまり国民党左派の側から蒋介石の復職案が提出されたわけだが､江精衛は 1926

年の時点から北伐の達成による全国統一が国民革命の達成につながるという認識を持って

お り 24､北伐達成のためには強力な軍事力の-本化が必要であることを痛感 していた 25.

何香凝自身も､蒋介石-の権力集中に反発 しながらも､北伐達成による全国統一-一一と国民革

命の達成の願いを優先させたのであろう｡

一方この頃､西山会議派と広西派の指導下にあった南京の国民党中央特別委員会は､1927

年 11月 17日の広州事変 と 12月 11日の広東コミューンを契機に､国民党左派は共産党と

結びついているとして非難､攻撃していた｡ これに対 して注精衛､何番凝らは連名で四中

21 陳此生 ｢革命母親何番凝先生｣(『回憶与憶念一紀念革命老人何香凝逝世十周年』北京

出版社､1982年､p.147),周偉嘉 『中国革命 と第三党』慶応義塾大学出版社､1998年､p.660

22 周偉嘉前掲書､p.430

23 江精衛 ｢両件大事｣(『注精衛集』第四巻､光明書局､1929年､pp.111- 114),｢江兆

銘等向四中全会予備会議提請蒋総司令復職案文｣(前掲 『革命文献』第 16韓､pp.107-

108)0

24 江精衛 ｢第二次全国代表大会閉会詞｣､｢黄輔軍官学校成立典礼訓話｣(前掲 『江精衛

集』第三巻､pp.97-107)0

25 前掲 ｢注兆銘等向四中全会予備会議提請蒋総司令復職案文｣｡
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全会第三次準備会に文書を提出し26､また宣言を発表 して 27事件関与の疑いを否定し､党

の統一をはかる意志を表明したO しかし南京の国民党は彼 らが両事件に関与しているとの

嫌疑をかけ､翌 1928年 1月7日､江精衛､顧孟飴､甘乃光､陳公博の四中全会及びその

準備会出席の権利を停止 して､三全大会で処分することを決定した 280また何香凝､陳樹

人､王楽平､王法勤､播雲超の5人については､処分の必要はないとしても､平常通 りの

職権行使を許可するかどうかが第四次全体会議で問われることになり 29､ 1月 31日の中

央執行委員監察委員聯席会議における討議の後､5人はようや く平常通 りの職権行使 と二

期四中全会及びその準備会-の出席が認められた 30｡このような左派に対する攻撃の中､

何香凝は 27年 12月 24日に蒋介石と連名で陳公博､甘乃光､陳樹人に四中全会-の参加

を求める声明を発表 している 310 これは､前述の中央特別委員会による左派-の攻撃に､

当時下野していた蒋介石が直接は加わっていなかったことと､何番凝が他の左派の人々と

はやや異なる立場にあったことを示している｡

1928年 1月4日､蒋介石は国民革命軍総司令に正式に復職 し､2月に二期四中全会が

南京で開催された｡この会議において､蒋介石の指導の下､国民党左派と南京の中央特別

委員会は一応の統一をみた｡ しかし､国民党左派の勢力は広州の二つの事件から四中全会

準備会､四中全会に至る一連の流れの中で著 しく後退 した｡ますます増大する蒋介石の権

力に対して､｢改組派 ｣ 32 の陳公博､顧孟鯨 らは ｢新たに党の基礎を確立する案｣を発表

26 ｢与陳樹人等致国民党二届四中全会予備会議書｣(『双清文集』下､pp.82-83)0

27 ｢関於広州十二月十一日事変之宣言｣(前掲 『江精衛集』第四集､pp.99-106)O

28 劉紹唐主編 『民国大事 日誌』第-一冊､伝記文学出版社､1978年､p.3850

29 同上､p.3850

30 前掲 『中国現代史資料叢編第 17集､中国国民党党務発展史料』p.104,前掲 『民国大

事日誌』第一冊､p.3870

31 何香凝 ｢与蒋介石保留卑委員赴南京主席国民党二届四中全会電｣(『双清文集』下､

p.84)0

32 改組派とは､1928年冬にかつての武漢の国民党左派が中心となって上海で結成された､

志会｣である｡
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し､8月の五中全会開催に反対 した 33. これは､中央および地方の政府 と軍隊に対する党

の指導性を強調するものであった｡何香擬はこの ｢案｣に署名 し､改組派が発起した大陸

大学の創設にも発起人の一人 となっていたが 34､改組派に正式に参加 していたわけではな

かった 35｡後に何香凝 と共に中国国民党民主促進会､中国国民党革命委員会の創設に携わ

った陳此生は､1945年に何番凝の過去の活動について書いた文章の中で､当時の彼女の

状況を次のように表 している｡

分共が現実となったことに彼女はたい-ん傷心 し､失望 していた｡そのため当時郵演

達が組織 した `̀国民党革命行動委員会"がすでに孫夫人の支持を得ていたにもかかわ

らず､彼女は反対は しないものの､鄭からの参加の要求に対 しては､政治に関わる気

はないと答えた｡後に注精衛､陳公博が "国民党改組同志会''を設立 し､ しきりに加

入を求めたが､彼女はいっそ う毅然 と､かつきっぱりと拒絶 した0 36

このように何香擬は､グループ-は参加 しないながらも注精衛 ら改組派に対 して協力的

な姿勢をとる一方で､蒋介石から五中全会出席を要請されると 37それに応 じて 8月 7日に

南京入 りし 38､ 8日から開催 された国民党二期五中全会に出席 39するなど､江精衛､陳公

博 ら改組派 と蒋介石 ら党中央との間で微妙な行動をとっていた｡

何香凝がこのような行動をとったのは､党内で影響力の大きい彼女をそれぞれ自己の側

にとりこもうとする江精衛 と蒋介石双方からの要請があったことが一因と考えられるが､

彼女独 自の国民党観もその-一因であった｡すなわちそれは､国民党が民衆運動を指導して

国民革命を遂行するべきだとい うことであり､そのために彼女は江精衛 と蒋介石が協力 し

33 山田辰雄前掲書､p.237｡

34 査建稔編 『国民党改組派資料選編』湖南人民出版社､1986年､p.1200

35 同上､p.42,陳此生前掲論文 pp.147-1480

36 陳此生前掲論文 pp.147-1480

37 前掲 『民国大事 日誌』第一冊､p.4040

38 同上,｢何香凝等今農入京｣(『申報』1928年 8月 8日)0

39 ｢第二届中央執行委員会第五次全体会議経過｣(栄孟源主編 『中国国民党歴次代表大

会及中央全会資料』上 ･第二冊､光明 日報出版社､1985年､p,549),｢五中全会昨 日開

幕｣(『申報』1928年 8月 9日)0
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ていく必要があると考えていた｡

寧湊分裂前の 1927年 3月､何香擬は次のように述べていた｡

総理と廓同志の未完の仕事はすべて江 ･蒋両同志が担 うべきである---私は江 ･蒋両

人はわが国民党の柱石であり､中国の前途は一つの建物が二つの柱石に支えられてや

っと支えられるようなもので､いずれか片方が欠けても成功 しないと考えている｡40

このように､何香擬は江精衛 と蒋介石の協力を切望 していた｡この考えは先に述べたよ

うに､四 ･一二クーデタに直面 していったんは蒋介石を反革命派と規定する厳 しい護責に

変わるが､27年末には蒋の復職を提議するなど､再び江 ･蒋両者の協力を希望する立場

に戻ることになる｡

一万､四 ･一二クーデタ直後の4月 14日に発表 した前述の ｢労農扶助の感想｣の中で､

何香凝は蒋介石を非難 しつつも次のように述べ､民衆の保護者 としての国民党の役割と国

民革命における国民党の指導性を強調 していた｡

国民党は民衆の一切の苦 しみを取 り除こうと謀 り､民衆の利益を謀 り､同時に圧迫を

受けている弱小民族 と連合 して解放を求める党である｡換言すればそれは国際的帝国

主義､軍閥及び封建制度を打倒 し､国家の自由と平等 と世界の弱小民族の解放を求め

ることであり､それゆえ国民党は国民革命を指導する実に重大な使命を背負っている 41

さらに､28年 2月 7日の四中全会で何香擬が提出した7項 目の提案の中にも当時の彼

女の国民党観を見ることができる｡ この提案には､(1)国民党を統一 し､党員が一致団結

して党の権威を高めること､ (2)国民党の民衆運動に対する指導性を強調 し､民衆運動を

継続 して行 うこと､(3)孫文の ｢遺嘱｣及び ｢三民主義｣､｢労農扶助｣政策を徹底させ､

国民革命を達成することの三点が含まれてお り 42､彼女は国民党員に対 して､｢各同志が

一致努力して中央を恢復 し､党権を高め､中央執行委員会第四次全体会議の開催を主張し

て党内の一切の紛糾を解決 し､党の基礎を強固にすることをここに願 う｣と訴えていたの

40 何香凝 ｢孫中山先生逝世二周年紀念 目数 日前的感想｣(『双清文集』下､pp.56- 59)0

41 何香凝 ｢扶助農工的感想｣(『双清文集』下､pp.65-67｡ )

42 ｢中国国民党二届四中全会記録｣(前掲 『中華民国史梢案資料匪編』第五頼､第-編､

政治 (二)pp..34- 50)0
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である43｡

このように何香轟は孫文 と磨仲憶の死後､蒋介石 と江精衛が-致協力することによって

国民党の権威を高め､孫文と磨仲憶の遺志を継いで国民革命を達成するという願望を抱い

ていたOそのため彼女は国民党左派の一員として主に注精衛 と行動を共にし､蒋介石の独

裁や反共行動を非難 しながらも､自らの影響力をもって蒋介石と江精衛､さらには党内の

各派を一致団結させ､覚の総力を挙げて国民革命を遂行 させようとしていたのであり､そ

れがこの時期の彼女の複雑な行動につながったものと考えられる｡ しかし彼女の願いに反

して､蒋介石 と江精衛 ら改組派の対立はその後も深まる一方であった｡

第二飾 共産党観の変遷

(1)国共分裂

前述のように､何香凝は孫文 と廓仲憶の死後 も国共合作の立場を堅持 していたが､27

年 7月の国民党左派による ｢分共｣を経て､次第に共産党批判-と転じていった｡ここで

はその変化の過程を考察 したい｡

1925年 8月 27日､すなわち慶仲憧暗殺の2日後､何番擬は ｢省港ス ト労働者第十八次

代表大会｣の席上で演説 し､帝国主義を打倒 して中国の自由と平等を勝ち取るためには､

国民の大多数を占める労農大衆の解放とその利益の獲得が必須であり､労農大衆を革命に

参加 させ､その解放を勝ち取るためには､｢共産党 と国民党の根本的な主張には多少の違

いはあるが､現在は全力をあげて民族革命を行っている時であり､協力する必要がある｡｣

と主張した 44｡彼女は､中華民族の解放のために帝国主義を打倒するという点では共産党

は国民党と一致 していると認めるが､共産党のとる方法は国民党の方法とは一致 していな

いと考えていたoすなわちこのような彼女の共産党観は､基本的には孫文が 24年の-全

大会で明らかにした ｢容共｣とい う考え方に基づいたものであり､国民党と共産党の主義

主張の差違を認め､共産党のとる ｢方法｣にやや不安を抱きながらも､反帝国主義 ･反軍

閥闘争のための民衆運動推進 とい う目的のためには､国共合作という方策を用い､共産党

と協力する必要があるという立場であった｡国民党左派は労農階級を中心とする民衆の中

43 何香凝 ｢在国民党二届四中全会上的提案｣(『双清文集』下､pp.88-91)0

44 何香凝 ｢在省港罷工工人第十八次代表大会上的演説｣(『双清文集』下､pp.ll- 12)0
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に組織的基盤をもたず､民衆を政治に参加 させるためには民衆運動の組織者である共産党

に依存せざるをえなかったのだが､何香凝は民衆運動の指導者はあくまで国民党であるべ

きだと考えていた｡1926年 6月 27日､蒋介石と共に出席 した黄輔軍官学校同学懇親会で

の講話の中でも何香擬は次のように述べている｡

私は総理が共産党の国民党加入を受け入れたことを承認 し､共産党をわが友人として

いる--私は皆さんが共産党を偏見をもって見ないで､彼 らと共に闘い､敵に向かっ

て進攻 し､国民革命を完成させることを希望する｡ 45

しかし先にも述べたように､27年 1月 1日の武漢国民政府の成立を背景として､共産
いきすぎ

党の指導する労農運動は過熱 していき､共産党の指導の ｢過火｣に対 して国民党左派内か

らも批判の声が上がりはじめていた｡ 6月 15日にコミンテルンの代表であったイン ド人

共産党員 M.N.ロイから共産党の武装化を指示するスター リンの訓令を見せ られた注

精衛は共産党に不信感を抱き､ついに共産党との訣別を決意 し､ 7月 15日､｢分共政策｣

を採択 した｡ しかし､前述のように宋慶齢､何香凝､陳友仁､彰沢民の4人は共産党との

分裂に反対 した｡この時何番凝はやや混乱した状況にあり､そのことを陳公博が後に次の

ように回想 しているO

彼女 (何香凝)の理由は孫夫人と同じで､廓仲憶先生が容共を主張し､しかも彼はそ

のために党と国に殉 じたのであるから､共産党と分かれることには賛成できないとい

うのであった｡夜になって彼女は私を呼んで話をし､私はさまざまな情勢について彼

女に説明し､分共はすでに既成の事実となってお り､おそらく避けがたいことである

と語った｡｢私はどうしても賛成できない｡共産党も憎いけれども､私は彼 らに対 し

てもたいへん不満である｡｣と摩夫人は断固として言った｡｢今もし共産党と分かれ

てしまわないと､おそらくみな共産党と-緒に心中することになる｡｣と私は客観的

に私の意見を述べた｡ しかし摩夫人は ｢共産党と心中してもよい｡｣と理屈にならな

45 何番凝 ｢在黄輔同学会第一次懇親会上的講話｣(『双清文集』下､p.45)0
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いことを感情的になって述べるだけだった｡ 46

これまで述べてきたように､何香碇は孫文と廓仲憶の遺志を実現するために国民革命の

達成を目標 としていたが､それは具体的に言えば､蒋介石と江精衛が協力 して国民党の権

威 と指導性を高め､共産党と協力し､労農大衆を組織 して中国の自由と平等を獲得すると

いうものであった｡ しかし､江精衛は蒋介石 とすでに対立し､さらに共産党とも決裂する

ことにな り､国民党左派自身も江精衛､欝平山､郡演達の三派に分裂 し､事実上民衆運動

に対する指導性を失ってしまった｡その中で何香碇は自らの進むべき方向を見失い､混乱

した状況に陥っていた｡

一一方､宋慶齢の立場ははっきりしていたO彼女は ｢分共｣政策採択の前 日である7月 14

日に声明を出し､次のように表明した｡

わが党の若干の執行委員の孫中山の原則 と政策に対する解釈は､私が見たところ､孫

中山の意志と理想に背いている｡ したがって､わが党の新政策の執行 〔分共〕に私は

参加 しない｡--･.孫中山は民生主義がわれわれの革命の基本であると考えていた｡こ

の主義から､われわれは彼が社会に対 してその価値をどのように分析 し､労農階級に

対 してその地位をどのように確認 していたかを知ることができる｡この二つの階級は､

われわれが帝国主義を打倒 し､われわれを奴隷化する不平等条約を撤廃 し､全国統一

を効果的に闘 う闘争の中で､われわれの勢力の基礎 となるものである｡ 47

すなわち宋慶齢の立場は､反帝国主義 ･反封建主義の闘争の基礎としてあくまで労農運

動を支持することであった｡このように､国共分裂に際 して采慶齢と何香擬のとった立場

は微妙に異なっていた｡その後､宋慶齢と陳友仁はモスクワに渡って郡演達と合流し､｢モ

スクワ宣言｣を発表 して中国国民党臨時行動委員会の成立を宣言し､共産党により近づい

46 陳公博回憶 『苦笑録』香港大学亜洲研究中心､1979年､p.136｡なお､『苦笑録』を日

本語訳 して出版 された前掲陳公博 『中国国民党秘史』では､原文の ｢我纏不賛成､錐然

共産党也可悪､我対他m也極不満意.｣の部分を ｢私はどうしても賛成できないO共産

党も憎 くてとても不満だけど｡｣と訳 しているが､これは誤訳であろう (『中国国民党秘

史』pp.110-Ill)0

47 宋慶齢 ｢為抗議違反孫中山的革命原則和政策的声明｣(『宋慶齢選集』上､人民出版社､

1992年､pp.43-48)O
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ていった0-万何香凝は一時武漢を離れて産山に移ったが､前述のように江精衛や陳公博

ら改組派と行動を共にしていった｡

(2)共産党批判

先の陳公博の回想にあるように､何香凝が当初 ｢分共｣に反対 したのは夫廓仲憶の遺志

に反するという理由からであったが､彼女自身は内心では他の左派の人々と同じように労

農運動のあまりの急進化に対 して共産党の指導のいき過ぎを感 じてお り､国民党の党権に

対する共産党の挑戦に危倶を抱いていた｡国共分裂後､武漢政府から離脱 した共産党は人

民大衆の武装闘争の政策を打ち出し､急進的な労働者暴動や土地革命を推進する農民暴動､

軍事蜂起を展開した｡当時のこのような方針は､｢左傾路線｣であったとして後に共産党
いきすぎ

内部においても批判されている 4%.このような共産党の極左路線による ｢過火｣に対する

何香擬の不信感は､国民革命における国民党の指導性-の危機感にもつながり､やがて共

産党に対する強い批判-と転 じていった｡

前述の 1928年 2月の国民党二期四中全会において提出 した7項 目の提案の中で､何香

凝は ｢本党の過去の民衆運動は共産党にすべて掌握されていたため誤った道に入 り､数々

の軌道をはずれた挙動が発生 した｣と指摘 している 49｡ さらに四中全会閉会後の3月 12

日､何香凝は二つの演説の中で､｢民衆の苦痛は､帝国主義者が不平等条約をもってわれ

われを束縛 し､軍閥や共産党と共にわれわれを圧迫 しているためである｡われわれは民衆

の苦痛を取り除くため､帝国主義を打倒 し､軍閥と共産党を打倒 しなければならない｡｣ 50､

｢共産党の残存勢力と腐敗 した分子を早く一掃 (粛清) しなければならない｣51と主張す

るなど､共産党に対する厳 しい批判の態度を明らかにした｡

このような当時の何香擬の共産党批判の態度は､今まであまり明らかにされることがな

かった｡もっとも 1990年代に入って中国において発表された論文や伝記の中には､何香

凝のこのような共産党批判についても言及するものが出てきてはいる｡そして彼女のこの

48 『毛沢東選集』第3巻､人民出版社､1991年､pp.956-9570

49 前掲何香凝 ｢在国民党二届四中全会上的提案｣p.890

50 何香凝 ｢在植樹典礼上的演説｣ (『双清文集』下､pp.98-99)0

51 何番凝 ｢孫中山逝世三周年演説｣ (『双清文集』下､p.97)0
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ような言動は､｢中国の民族ブルジョワジーの二重性を反映｣する ｢矛盾 した思想状態｣ 52

であるとか､｢時代と階級｣による ｢限界 ｣ 53､｢重大な政治的過ち｣ 54､｢政策上の失策 ｣ 55

などともっぱら批判的に扱われてきた｡ しかし､このような評価は当時の歴史的情況に照

らして妥当であろうか｡同盟会結成時期からの国民党員であるという自負を持っていた何

香凝にとって､当時の共産党は 1921年に創設されたばか りの後発の弱小党派にすぎなか

った｡彼女が国民党の共産党に対する指導性を主張して共産党を対等な相手としてではな

く､協力者 として､また時には批判的対象 として認識 していたことは確かである｡しかし､

そもそも ｢過火｣､｢左傾路線｣など当時の共産党の方針にも重大な問題があったのであ

り､その点を抜きにして何香凝側の ｢限界｣や ｢過ち｣だけを指摘するのはやはり一面的

といわざるをえないだろう｡

第三飾 第三の道の選択

(1)国民党中央からの離脱

1928年 8月､何香凝は国民党二期五中全会に出席 した｡五中全会では ｢訓政開始｣が

宣言されるとともに党の中央集権化がはかられ､党と軍において蒋介石への権力集中が強

まった｡五中全会開催中の8月 11日､何番擬は中央政治会議委員､国民政府委員などの

委員職の辞表を提出したが慰留された56｡彼女が辞表を提出した理由は明らかではないが､

この後の彼女の言動を見ると､それは蒋介石-の権力集中に反対の意を表すためであった

と考えられる｡

1928年 11月 13日､何番擬は中央常務委員会に対して第三次全国代表大会の代表選出方

法に抗議する声明を発表 し､国民党中央執行委員及び国民政府における一切の職務を辞 し､

党中央とは今後行動を共にしない意志を表明した｡

52 尚明軒前掲書p.1930

53 同上､p.198｡

54 段雲章 ｢1927年前後何香凝対蒋介石江精衛的認識｣(『廓仲憶何香凝研究一癖仲憧何香

凝学術研討会論文集』広東高等教育出版社､1993年､pp.287-297)0

55 蒙光励 ｢大革命時期的何香凝｣(同上､pp.267-268)0

56 ｢何香凝回籍治喪｣(『申報』1928年 8月 12日)0
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総理が民国 13年にわが党を改組 したのは､中国においては人によって治めることは

あっても法によって治めることはなく､法によって治めることを求めるな らばまずわ

が党から始めなければならず､改組後は党は党員全体に帰す ものとし､すなわち党は

完全に民主制度を採用 しなければならないことを意味 していた･･･-私はかつて第-､

二次 〔全国代表〕大会の代表でありながら､総理の労農扶助政策に対 していささかも

助けとなることができず､その責任は実に深 く､今回第三次 〔全国代表大会の〕代表

に当選することを決 して希望せず､並びにまず中央委員を辞任 し､以て 〔党〕中央を

正 しく救 うことができなかったわが身の責任を明 らかにする｡57

彼女が抗議 した三全大会の代表選出方法 とは､中央常務委員会第一七九次会議で決定 し

たもので､党中央が代表の半数を指定 し､残 りの半数は各省市の党員が選挙するが､登記

が未完で覚部がまだ成立 していない各省市については党中央が代表を指名 して大会に派遣

するとい うものであった｡彼女はこれに対 して ｢民主集権の組織原則に反 している｣ とし

てこの代表選出方法の取消 しを求めたのである 58｡ このような何香凝の厳 しい抗議 と辞職

の声明に対 して､党中央は彼女に書簡を送って釈明 した 59が､彼女の辞意を覆す ことはで

きなかった｡

ところでこの声明の原文は現在広州市にある廓仲悼何香凝紀念館に保管 されているが､

これまで発表 された 日付が確定できていなかった｡そのため､1972年の何香凝追悼大会

における弔辞の中で宋慶齢が示 した ｢1927年に蒋介石が革命 を裏切った後､彼女は孫中

山先生の連 ソ､連共､労農扶助の三大政策をあくまで維持 し､毅然 として国民党反動政府

の一切の職務を辞 して勇敢に出国 し､蒋介石の反動的な正体を暴き､妥協することなく闘

争を続けた｣ 60 とい う評価や､1992年に出版 された 『中国民主党派歴史人物』における記

57 ｢何香凝電中委会抗議｣(『大公報』1928年 11月 14日)｡

58 李雲漠 『中国国民党史述』第三編､中国国民党中央委員全党史委員会 (台湾)1994年､

p.260

59 ｢中央函復何香凝｣(『申報』1928年 11月 21日),｢中央函覆何香凝｣(『申報』1928

年 11月 22日)0

60 ｢首都隆重挙行追悼何香凝副委員長大会｣(『人民 日報』1972年 9月 7日)0
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述 61などに見られるように､何香藤が国民党の職務を辞職 し､フランスに出国したのは､

1927年4月 17日の蒋介石の反共行動や 7月 15日の江精衛の ｢分共｣に反対 した結果とし

て解釈 されてきた｡ しか し､実際はこれまで見てきたように､彼女は時に蒋介石の反共行

動を厳 しく非難 しながらも蒋の要求に応 じて会議に出席 した り､江精衛の ｢分共｣政策に

反対 しながらも江ら改組派 と行動を共にするなどの行動 していたのであり､両者の間で協

力と対立を繰 り返 しながら､国民党の統一と国民革命の達成を願っていた｡ しかし結局､

1929年の国民党三全大会開催に向けて蒋介石の独裁 と国民党の分裂がますます深刻化す

る中で､彼女はついに国民党中央からの離脱を決意 し､最終的には蒋 ･江両者 との共同に

困難を感 じて､第三の道を選択 していくことになったのである｡

(2)海外-の出国

1929年 3月 11日､何香擬は改組派が三全大会開催に反対 して提出した ｢最近の党務政

治に関する宣言｣に同意の署名をした 62. この宣言にはかつての国民党左派の人々が多く

参加 してお り､党中央が民主集権制を厳格に履行することを求め､蒋介石主導の三全大会

に反対することを表明 していたが､それはかつての国民党左派を中心とする反蒋勢力の結

集を誇示するものでもあった 63｡ しか し三全大会は結局 3月 15日に南京で開催 された.

何香凝や改組派の強い反対にもかかわらず､大会の代表の多くは選挙ではなく党中央の指

名によって選出され､蒋介石-の権力集中がさらに強化 された｡また大会では､広東コミ

ューンに関係 したとい う理由から陳公博､甘乃光の党籍を永久に剥奪 し､顧孟徐に対 して

は三年間の党籍の剥奪､江精衛に対 しては書面による警告を与えることが決議 され "､広

61 彰慶避 ･劉維叔編著 『中国民主党派歴史人物』北京燕山出版社､1992年､p.200

62 ｢江精衛等関於最近党務政治宣言｣ (前掲 『中華民国史梢案資料匪編』第五韓､第--

編､政治 (二)pp.646-649)｡

63 山田辰雄前掲書 p.2410

64 ｢処分江兆銘陳公博甘乃光顧孟鯨案｣(中国第二歴史梢案館編 『国民党中央党務月

刊』第 10期､1929年 5月､p.4-478).
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酉派の李宗仁､李済深､自崇緒の党籍も永久に剥奪されることが決議されて 65､反蒋的勢

力の党中央からの排除が強行 された｡

何香轟の国民党統一の願いに反 して､蒋介石の独裁 と江精衛､陳公博ら改組派の反蒋運

動､改組派と評平山､郵演達ら第三党との間の相互批判､第三党の運営における欝と郡の

対立などによって､国民党各派はこの後さらに分裂を深めていった｡彼らはそれぞれ孫文

の思想を独自の立場で解釈 し､国民党における正統性をめぐって対立 してお り､彼女はそ

の中で自らの進むべき道を求めて行動 していたが､ついに自らの考えと一致する勢力を兄

いだすことができず､失意の内にフランスに向けて出国したのである0

1929年 6月に宋慶齢 と共に南京に赴き孫文の遺体の奉安式典に出席 した後､何番凝は

仲憧農工学校の経費調達を理由に出国した｡ 9月 18日に上海を出発 66､各地の華僑から

拠金を募るため書画展覧会を開催 しながら香港､マニラ､バギオ､シンガポール､ジョホ

ールパル､クアラルンプール､マルセイユなどを経た後､彼女は娘摩夢醒が留学 していた

パリに到着 した｡パ リでは絵を描いて細々と生計をたて､ロン ドンやベル リンを訪れて､

当時ベル リンに在住 していた宋慶齢と交流したり､留学中のハンブルグからパ リに来た息

子摩承志と共に暮らしたりした｡

1930年 7月 26日､何香凝はベル リンで ｢廟仲憶犠牲紀念 日の感想｣を発表 したOこの

文章には何香凝の革命の現状に失望した心境がよく表れている｡

われわれは中国を救い､中国の自由と平等を要求 しなければならない｡われわれは帝

国主義と軍閥を打倒 しなければならない｡ しかし､以前帝国主義打倒を叫んでいた人

々は､今では政権を掌握 し､帝国主義打倒のスローガンは事実上まさに正反対となっ

ている｡以前軍閥打倒を叫んでいた軍人は､その後にとって代わったのみで､彼自身

が軍閥になった以上､彼の以前の奮闘は､革命の美名を借 りながら､自らの昇官発財

のために奮闘したということにすぎなかった0 67

このように彼女は､｢口では革命を叫びながら､実際はいささかも同胞を救済すること

65 ｢開除李宗仁李済深白崇繕党籍案｣(『国民党中央党務月刊』第 10期､1929年 5月､pp.50

-51)0

66 ｢何香凝定今 日放洋｣(『申報』1929年 9月 18)0

67 何香凝 ｢摩仲憧犠牲紀念 日的感想｣(『双清文集』下､pp.111- 112)0
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のない｣者や ｢軍閥官僚に代わって地盤を占拠 し､地位を争 う軍人｣がはびこる中国の現

状を嘆いていた｡

何香凝の出国を促 したのは､国民党の分裂と蒋介石の独裁の強化であったが､もう一つ

の理由として､共に ｢反共｣を掲げる蒋介石と江精衛 ら改組派のどちらにも同調すること

ができなかったとい うことが考えられる.何香凝は一時期は共産党の ｢一掃｣｢打倒｣を

も主張するなど厳 しい批判的態度をとってはいたが､しかし他方で共産党には ｢反省｣を

希望し 68､その改善に期待をかけてもいた｡また､彼女の息子廓承志は四 ･一二クーデタ

後国民党から離れて 1928年 5月に共産党に入党 してお り､娘の摩夢醒も､1925年から中

国共産主義青年団に加入 していた李少石と 1930年に結婚 し､彼女自身も翌 31年に共産党

に入党 した 69｡ 何香凝はこのような子どもたちとの相互関係からも､｢反共｣を基本とす

る蒋介石や江精衛に同調することはできなかったのではないだろうか0

このように国民革命期､特に 1925年の孫文と廓仲樫の死から29年の出国までの時期は､

何香凝にとって彼女独自の道を確立する上での一つの重要な過渡期となった｡彼女は孫文

と廓仲榎の死を一一つの転機 として､共産党と国民党各派の分裂と対立という複雑な局面の

中で､三民主義を実現する自由と平等の新中国の建設を目指 して自らの進むべき道を模索

し､最終的に国共両党間の第三の道､すなわち後の民主党派につながる道にその第一歩を

踏み出したのである｡何番凝がこの時期国共関係の推移の中で､国民党観､共産党観の変

化と共に､試行錯誤の末第三の道を選択 していった経緯は､これまで国民党の側､あるい

は共産党の側から語られることが多かった従来の国民革命史に､新たな視点を提示するも

のである｡また､従来の何番凝評価､すなわち国民党左派として一貫した立場を維持 し､

采慶齢 と同じく常に共産党に協力的であったという評価も一面的なものであったといえよ

う｡彼女が自らの歩みを定めるまでの過程には､創成期からの国民党員としての彼女の自

負や､孫文と廓仲怪の遺志の継承者 としての使命感､党内外における自己の影響力の自覚､

｢廓仲憧夫人｣としての彼女の地位 と影響力を求める蒋介石や江精衛､陳公博､郵演達ら

各派からの要請､各党派が当時はらんでいた問題､慶夢醇､摩承志ら子どもたちとの相互

関係など､さまざまな要素が複雑に絡みあっていたのである｡

68 陳公博 ｢改組派的史実｣(前掲査建壌編 『国民党改組派資料選編』p.42)｡

69 段雲章前掲論文 p.2950
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一方､何番凝が 1929年に至るまで国民党の統一を願いつづけていたのに対 して､国民

党左派の郡演達､滞平山､宋慶齢､陳友仁､彰沢民らはすでに 1927年の国共分裂を機に

国民党中央を離脱 し､独自の道を歩み始めていた｡郵演達は ｢分共｣直前に武漢を去って

モスクワに赴き､｢分共｣後に同じくモスクワに渡った宋慶齢､陳友仁 と共に 1927午 ll

月 1日､中国国民党臨時行動委員会の成立を宣言 した｡また評平山と彰沢民は 1927年 8

月 1日に周恩来､朱徳 らが国民革命軍を率いて起こした南昌起義に参加 し､失敗後は香港

に亡命 した｡その後譜平山は 11月 19日の中共中央臨時政治局拡大会議で第三党の設立を

主張したために共産党から除名 され､1928年に章伯釣と共に上海で中華革命党を設立 し

た｡この二つの組織は 1930年 8月に合流して上海で中国国民党臨時行動委員会 として改

組され､共産党離党者や国民党左派の多くの人々を吸収 した｡また抗 日戦争期には李済深

ら国民政府第十九路軍の軍人と連合 して福建で中華共和国人民革命政府を設立した｡その

後､章伯釣､彰沢民らは 1935年に組織名を中華民族解放行動委員会と改称 し､1941年に

三党三派が結集 して設立した中国民主政断同盟､すなわち後の中国民主同盟に参加 した後､

1947年に再び組織名を中国農工民主党と改称 した｡また､譜平山は一時は国民党に復帰

したが､1945年に上海の国民党系知識人を結集 して三民主義同志聯合会 (民聯)を設立

し､李済深､察廷鍛ら元十九路軍の軍人と何香擬は翌 1946年に広州で中国国民党民主促

進会 (民促)を設立した｡中国国民党革命委員会 (民草)はこの民聯と民促の二つの組織

を基盤 として設立されたのである｡ このように､国民革命期に国民党中央を離脱 した国民

党左派の人々は､さまざまな経緯を経て､1940年代に相次いで設立される民主党派のい

くつかの源流を形成 していった｡すなわち国民革命期は､のちの民主党派の指導者がそれ

ぞれ独自の道-の第一歩を踏み出した時期であり､国共両党の中間に位置する第三の道の

萌芽が生 じた時期であったといえるだろう｡
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関係年表 (1878- 1930年)
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何香凝､香港に生まれる｡

何香凝､広州で磨仲憶と結婚｡

廓仲憶が日本に留学し､早稲田大学経済予科に入学｡

何香凝､日本留学｡

摩仲憶 ･何番凝､東京神田神保町の中国留学生会館の集会で孫文と出会 う｡

磨仲憧 ･何香凝､東京の牛込区の住居を革命党の通信連絡と集会の場に提供｡

何番凝､香港で長女廓夢醒を出産｡

何香凝､中国同盟会に最初の女性会員の一人として参加｡

孫文､東京で中国同盟会結成｡

摩仲憶､中国同盟会に入会O

1908 9/25 何番凝､東京で長男廓承志を出産｡

1911 2 何番凝､二人の子供を連れて香港に帰国｡

10/10 武昌起義､辛亥革命はじまる｡

11 広東省に軍政府=成立｡廓仲憶は広東財政司副司長に就任｡
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中華民国臨時政府 (南京)成立｡孫文が臨時大総統に就任｡

中国同盟会改組､国民党成立｡

第二革命｡

7/8 孫文､中華革命党を結成｡

1 日本が二十一ヶ条の要求を提出｡

10/25 孫文と宋慶齢が東京で結婚､何香擬が結婚式に出席｡

9 孫文､広東に中華民国箪政府樹立｡

5/4 五 ･四運動｡

10 孫文､中華革命党を中国国民党に改組｡

1921 4 孫文､第二次広東政府を組織､非常大総統に就任｡

6 何香凝､宋慶齢が ｢出征軍人慰労会｣を組織｡

7 中国共産党創立｡

1922 6/16 陳畑明のクーデター｡

19241/20- 中国国民党第一次全国大会｡

8/14 何香凝が国民党中央婦女部代理部長に就任｡国民党広東省婦女部部長を兼任｡

11/13 孫文､北上宣言｡

1925 3/12 孫文死去｡

5/30 五 ･三 0事件｡

6/19 広州 ･香港で省港ス ト開始｡

7/1 広州国民政府成立｡

8/20 磨仲憧暗殺｡

1926I/H9 国民党第二次全国代表大会開催｡何香凝が国民党二大婦女運動報告審査委

員会委員､第二期中央執行委員､中央婦女部代理部長に就任､宋慶齢､郡穎

超 と共に ｢婦女運動報告｣､｢婦女運動決議案｣提出｡
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1926 3/20 中山艦事件｡蒋介石非難の発言｡

5/15 何香凝､国民党二期二中全会に出席｡｢党務整理案｣に反対｡婦女部部長就任｡

5/20 何香凝､二期二中全会で国民党の候補代表の 1人に選出される0

6/14 何番凝､郵穎超 らと広東各界婦女団体の代表を率いて黄沙駅で国民革命軍第

四軍第十二師の北伐出発を見送る0

6/21 何香凝､広州卑漠駅で国民革命軍第四軍第十師の北伐出発を見送る｡

6/27 何番凝､黄補筆官学校同学会第-一次懇親会で講演0

7/4-6 何香凝､国民党二期中央執行委員臨時全体会議に出席｡顧孟鯨､李済深､彰

沢民らと共に中央執行委員会候補常務委員に選出される｡政治会議委員就任｡

7/9 蒋介石､北伐動員令｡

7/22 何香凝､陳公博 ･郵演達の北伐出発を見送る｡

7/27 何香凝､蒋介石の北伐出発を広州駅で見送る｡

9/21 何香凝､政府公益庁長に任 じられる｡

10/17 何香凝､広州国民党中央党部および各省党部会議で江精衛を迎える代表の一

人に推薦される｡

10/21何番凝､広州で開かれた国民党中央各省連席会議に出席､発言｡

11/11 何香凝､国民政府から広東省政府委員に任 じられる｡

11/26 国民党中央政治委員会会議で政府の武漢移転を決定｡

12/1 何香凝､広州に設けられる政治会議分会の 7人の委員の 1人に任 じられる｡

1927 1/1 国民政府､武漢に移転｡

3/10-17何香凝､国民党二期三中全会に出席｡｢国共合作｣と ｢扶助農工｣を提案｡

3/11 何香凝､国民党二期三中全会中央執行委員会で正式に婦女部長に就任｡

3/26 何香凝､｢仲憧農工学校｣を設立｡

4/12 四 ･一二クーデター｡

4/15 何香凝､南京国民政府の中央執行委員に任 じられる｡

4/18 蒋介石､南京に国民政府樹立｡

4/19 何番凝､広州政治分会と広東省政府の委員職を辞任する声明を発表｡

4/22 何番凝､江精衛､宋慶齢､毛沢東ら ｢討蒋通電｣を発表｡

5/3 広州政治分会が何香凝の慰留を決定 (『申報』1927.5.6)0

5/9 何香凝､政治分会及び広東省政府委員職を辞任するとい う声明を発表｡

広東省政府が何香凝に打電 して慰留 (『申報』1927.5.ll)0

5/26 何香凝､宋慶齢 ら北伐紅十字会､前方救護隊と後方医院を組織｡

7/15 国民党中央執行委員会第二期常務委員会第二十次拡大会議で江精衛が ｢分共｣

を提案｡国共分裂｡

8/1 周恩来､朱徳､詩平山､彰沢民らが南昌で蜂起 (南昌起義).

8/13 蒋介石が下野を表明｡

10/30 何番凝､江精衛 と政治会議広州分会主催の歓迎会に出席､演説0

11/1 郡演達､宋慶齢､陳友仁がモスクワで中国国民党臨時行動委員会の成立を宣

言｡中央委員が何香凝 らに第4次中央全体会議の日程決定のため南京に来る

よう要請｡
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1927 ll/17 広州事変｡

1〃19 中共中央政治局拡大会議で譜平山が共産党を除名 される｡

12/10 国民党二期四中全会第四次予備会で何香凝､江精衛 らが蒋介石の復職案提議｡

1928

12/11 広東コミューン｡

12/27 程潜､自崇縛が江精衛､何番凝の党籍剥奪を要求｡

評平山､章伯鈎 らが上海で中華革命党を組織｡

1/4 蒋介石が国民革命軍総司令に復職｡

1/7 第四次全体会議で何番凝､陳樹人ら5人の平常通 りの職務行使を許可するか

どうかが問われる｡

1/31 何番凝ら5人について中央執監委員聯席会議で討議され､平常通 りの職権行

使が認められる｡

2/ト7 何香凝､国民党二期四中全会に出席､ 7項目の提案を提出｡

7 何香凝､国民党改組派が五中全会開催に反対して提出した ｢重新確立党的基

礎案｣に署名｡

8/4 蒋介石が何香凝に南京に来て五中全会に出席するよう要請｡

8/8-15 何香凝､国民党二期五中全会に出席｡政治会議委員中央執行委員に就任｡

8/10 何香凝､二期五中全会で陳樹人らと4つの提案を発表｡

8/11 何番凝､五中全会第三次大会で政治会議国府などの委員の辞表を提出｡

11/13 何番凝､中央委員会に中央常務委員会第一七九次会議で決定した三全大会の

代表選出法について抗議｡国民党中央執行委員と国民政府の一切の職務を辞

任 して､国民党反動派とは今後行動を共にしないという声明を発表｡

1929 3/11 何香凝､改組派が三全大会開催に反対して提出した ｢関於最近党務政治宣言｣

に署名｡

9/18 何香凝､仲憧農工学校の経費調達を理由に上海を出発､香港-0

11 何番凝､香港からマニラ､バギオ､シンガポール､ジョホールパル､クアラ

ルンプール､紅海､地中海､マルセイユを経てパ リ-0

1930 ト5 何香凝､パ リに住み､絵画や読書で生活｡

6 何香凝､廓承志が ドイツ ･ベル リン-｡宋慶齢と往来｡

8 郡演達､諦平山らが上海で中国国民党臨時行動委員会を改組｡

9 何香凝､ベル リンからパ リ-0
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第二章 抗 日戦争期の国民党民主派

第-飾 抗 日と民主

1931年 9月に九 ･一八事変 (満洲事変)が勃発 し､日本の中国侵略が始まった l｡蒋介

石ら国民党は ｢安内壊外｣政策をとり､共産党との内戦を続けながら日本に対 して全面対

決を回避する政策をとった｡こうした国民党の態度に乗 じて､｢満州国｣の設立から華北

分離工作-と激化する日本の侵略に対する危機感から､都市民衆の抗 日運動は次第に高揚

し､1936年に全国各界救国連合会の設立として結実 した｡民衆の抗 日運動の高まりを背

景に､共産党は抗 日民族統一戦線による トー致抗 日｣と内戦の停止を国民党に要求し､1937

年 9月には第二次国共合作が成立した｡また､1940年代に入ると､全面抗戦の局面下で

国共両党および各党派の連合政権による新国家の樹立が叫ばれはじめ､国共両党の中間に

位置する第三勢力として各民主党派が相次いで成立し､民主的な政治を要求する声はます

ます高まっていくことになる｡

九 ･一八事変勃発後フランスから帰国 した何番擬は､｢一国民｣として民衆 と共に抗 日

運動に参加すると表明し､宋慶齢 らと共に抗 日のための救護活動や募金活動に従事 した｡

彼女はもはや政治に関わる意志は持っていなかったが､彼女の ｢摩仲憧夫人｣と中国同盟

会の時期からの古参の国民党員としての立場は､政治との関わりを余儀なくさせていった｡

またこの時期の何香凝には､蒋介石 ら国民党中央に対する抗 日と内戦停止の要求と共に､

中国における ｢民主｣実現の主張も見られた｡彼女は帰国後まもなく ｢人民監政委員会｣

の設立を提言し､後には宋慶齢 らと共に政治犯の釈放や人権擁護の主張などを行ったので

ある｡本章では何香轟の抗 日戦争期の言動を考察し､彼女の ｢民主｣の主張と国民革命期

以降の国民党観 ･共産党観の変化を分析する｡それによって､1940年代後半に一つの政

治組織として結集 と組織化に至るまでの ｢国民党民主派｣の活動と思想の変遷を明らかに

したい｡

(1)何番擬の帰国と民主の主張

何香擬は 1931年 9月 18日に九 ･一一八事変が勃発 したことを聞くと､10月 3日にパ リで

1 本稿では､抗 日戦争は 1931年 9月の九 ･一八事変から始まると見ているOいわゆる十

五年戦争論の立場である｡
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声明を発表 し､｢すでに老い､痛いを得ていて戦場に駆けつけることはできないが､かな

らず急ぎ帰国し､わが民衆の後に従い､死傷者の救護活動にあたることを誓 う｣と述べ 2､

抗 日運動に参加するため急速帰国の途についた｡帰国の途上彼女は上海の友人に手紙を送

り､｢全国の反 日死傷者救護活動に参加 し､個人としての責任を尽 くす｣覚悟を述べ､帰

国後は救護隊を組織 し､その経費捻出のために ｢書画展覧会｣を開く意向を示 した 3｡

1931年 11月 28日に上海に到着すると4､何香擬は翌 29日に記者会見をして､｢この度

国家の大患を目前にして悼み悲 しみ､国民の資格で抗 日兵士の負傷救護活動などを行 うが､

国内の政治には十中八九参加するつもりはない｣と述べ､国民党中央および国民政府とは

距離を置き､政治の中枢 とは離れて､一国民として民衆と共に抗 日活動に従事 していく意

志を明らかにした｡そ して 1週間から 10日以内に書画展覧会を開いて募金活動を行い､

その後は上海で ｢紅十字会｣の救護活動を行 う予定であると表明した さ｡また彼女はこの

記者会見の中で､国外から見た国際情勢に関して見解を述べ､｢わが国の東三省の情勢｣

に対する欧米各国の態度の中で､｢フランスは日本 と手を携え､両国で東アジアを牛耳ろ

うとしている｣として､自らの滞在先であったフランスを厳 しく非難 した｡さらに彼女は

国際連盟についても批判的な意見を示 し､日本の侵略に対 して ｢わが国が国際連盟に頼っ

て解決 しようとするのは､真に連盟のことを知らない｣からであり､｢連盟とは実は大国

によって小国を分割 し､山分けしようとする集団である｣ため､｢われわれは自らを救 う

より他に策はない｣のだとした 60また 12月 1日の記者会見では､日本の東北三省への侵

がある｣として 7､全国の民衆に抗 日運動に参加するよう呼びかけた0

2 前掲尚明軒 『何香凝伝』p.381,曹健民主編 『中国民主党派的歴史和現状』中国人民大

学出版社､1994年､p.21｡

3 何香凝 ｢致上海友人函｣(『双清文集』下､p.113)0

4 ｢何香凝昨午到遍｣(『申報』1931年 11月 29日)0

5 ｢何番凝到滴後講話｣(『申報』1931年 11月 30日),何香凝 ｢在上海与記者的談話｣

(『双酒文集』下､p.114)0

6 同上｡

7 何香凝 ｢人人都有救国的責任一与国聞社記者的談話｣(『双清文集』f､p.115).
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このように何香凝は ｢一人の国民の資格 ｣ 8 で抗 日活動を行い､政治に参加するつもり

はないことをくり返 し明言していたが､｢廓仲憧夫人｣として､また中国同盟会の時期か

らの古参の国民党員として､国民党内における彼女の影響力は大きく､その影響力をもっ

て蒋介石ら国民党中央に意見を述べ､政策や方針の変更を迫るため､彼女は再び政治に関

わっていかざるを得なくなっていった｡

1931年 12月 22日から南京で開催された国民党四期-中全会に出席 した何香凝は､｢政

治を公開し､人民による監政委員会を組織 して､三民主義の中の民権主義の原則を行使す

る｣案を提出した 9｡この案は彼女の ｢民主｣に対する考えを反映するものであり､その

思想は､彼女が 12月 19日に著した ｢時局に対する意見｣という文章の中にも表れていた｡

すなわち彼女は孫文の ｢権と能の分離｣論に基づき､｢権は人民に属 し､能は政府に帰す｣

べきであり､｢人民は政府を監督する権利をもっことができ､｢選挙｣｢罷免｣｢創 制｣｢復

決｣の四権を実行できる｣としていた｡そのため､全国の行政機関をもつ各地方に ｢本党

および各党派､無党派､各省市県の士農工商の婦女､兵士､民衆による ｢人民監政委員会｣

を組織｣して､政府に対する ｢監督｣の作用を果たさせるよう提言 したのである｡彼女は

｢人民に真の権利があって初めて民主政治を実現 し､国民革命の目的を果たすことができ

る｣としていた｡したがって､｢中国が自由と平等を求める上で民権が実現できなければ､

国民革命は成功 しない｣として､中国における ｢民主｣の実現を主張 したのである 10｡そ

の一一万で政府に対 しては､｢外題が日に日に深まる｣今､国民は立ち上がって日本帝国主

義を打倒するための活動を行い､政府がこれを指導することを望んでお り､｢国民の熱意

に応じず民衆を失望させることがない｣よう求めた 11｡

このようにフランスから帰国後､何香擬は中国をとりまく国際情勢に対する見解を示 し､

一方国内の政治に対 しては､｢人民監政委員会｣を設置することで ｢人民｣に権利を与え､

8 前掲何香凝 ｢人人都有救国的責任-与国聞社記者的談話｣0

9 ｢関於国難会議国民救国会議及国民代表会等之組織以及縮短訓政実行憲政各案｣(前掲

『革命文献』第 79噂､p.267),李雲漢 『中国国民党史述』第三編､中国国民党中央委員

会党史委員会 (台湾)､1994年､p.199)｡

10 何香凝 ｢対時局之意見｣(『双清文集』下､p.117)0

11 同上｡
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民意を政治に反映させるよう求め､中国における ｢民主｣の実現を主張した｡彼女の ｢民

主政治実現｣の主張は､中国の革命 と国家建設を軍政 ･訓政 ･憲政の3段階に分けた孫文

の思想に基づき､民衆の直接参政である憲政-の早期移行を主張するものであり､北伐完

了後の 1928年 10月に ｢訓政綱領｣を発布 し､｢以党治国｣の名の下で党の独裁を強化 し

ていた蒋介石 ら国民党中央に異議を唱えるものであったが､彼女のこうした新たな主張に

は､ヨーロッパにおける数年間の生活経験の影響があったと考えられる｡

(2)抗 日救護活動

1931年 12月 27日､何香凝は柳亜子の協力を得て上海で ｢救済国難書画展覧会｣を開催

し､書画を売却 した費用で上海に ｢短期婦女救護班｣を設立し､抗 日救護活動のための人

材養成に取 りかかった 12｡その一方で何香擬は蒋介石､孫科､呉鉄城に書簡を送 り､｢上

海の各大学が東北義勇軍司令部に赴き､資金援助を募っている｣が､｢香凝個人の力には

限 りがある｣として､抗 日活動に対する資金援助を求めた 130 彼女は日本に対 して不抵抗

主義をとる蒋介石が､抗 日を叫ぶ世論に応え､態度を転 じて民衆の運動を支援することに

まだ希望をもっていたのである｡

1932年 1月 28日､第一次上海事変が勃発 したが､蒋介石は依然として妥協策を講じ､

日本との全面戦争を回避 しようとした｡このような蒋の態度に対 して何香擬は､女性の衣

服に次のような詩をしたため､激 しく謹責 した｡
いたずら

桂 に男児 と自称するも (柾 自称男児)､

甘んじて日本人どもの気を受け (甘受倭奴気)0

戦わず して山河を送るは (不戦送山河)､万世蓋恥にひとし (万世同義恥)0

われ ら婦女たち (吉備婦女m)､願わくは戦場にいきて死せん (願往沙場死)0

我が女衣をば (将我巾梱裳)､君の軍服に換えんと (換伽征衣去) I 14

12 尚明軒前掲書､p.211,何香凝 ｢自伝初稿｣(『双清文集』下､p.208)0

13 何番凝 ｢致蒋介石等函｣(同上､p.124)0

14 この詩は3月2日付の察元培宛の手紙に添付 して送られたものであり､消印は 1932

年 とされているが､実際に何番凝が書いた日時は不明である｡(何香凝 ｢致察元培函｣

『双清文集』下､p.125)0

-46-



上海事変勃発後､上海に駐屯していた察廷鍛率いる国民政府第十九路軍は､上海の民衆

の支援を受けて､日本軍に激 しく抗戦 していた｡事変翌 日の 1月 29日､何香擬は医師や

看護士､慈善団体の責任者､工商会の名士を自宅に招いて会議を開き､十九路軍-の慰問

と救護活動について協議 した 15｡その結果､女性による慰問 ･救護隊を組織 して翌日から

さっそく作業を始める一方で､｢医学界の人士｣の協力を要請 して ｢看護士訓練班｣を創

設 し､｢前線の需要に応 じる｣こと､慈善団体や臨時に成立 した各救済難民機構に対 して

協力と援助を行 うことなどを決定 した 160翌 30日に何香凝は自ら宋慶齢 らと共に十九路

軍の兵士を慰問した｡また､物資と資金を調達 して軍を支援するため募金活動を始め､国

難救護傷兵病院などを設立した '7｡ このように､何香擬は上海で慰問隊や救護隊､難民救

済隊などを組織 して救護活動にあた りながら､宋慶齢 と共に救護訓練学校や傷兵医院を開

設 して､抗 日戦争の後方支援活動に従事 した｡ さらに､国内では ｢国難書画展覧会｣を開

き､国外の華僑には柳亜子と連名で文書を送るなど､抗 日活動の宣伝 と募金活動にも尽力

した lS｡

一方何番凝は十九路軍の指揮官である陳銘枢､蒋光鼎の両将軍と共に南京に向かい､蒋

介石に対して兵士の救済を訴えた｡ しかし何の成果も得ることができず 19､蒋介石ら国民

党中央に対 してますます失望の念を深めていった｡当時蒋介石は5月 5日に日本 と調印す

ることになる ｢上海停戦協定｣のために日本 と談判中であり､そのことを聞き及んだ彼女

は､憤慨 して3月 22日に声明を発表 し､｢中日停戦会議でわが方がこのように主権と国威

を失い､国を辱める条約に調印しようとすることに対 して､われわれ民衆は一致 して反対

する｣と述べて､蒋介石を激 しく非難 した 200

15 前掲 『中国民主党派的歴史和現状』p.230

16 陸晶清 ｢在何香凝先生身辺｣(前掲 『回憶与憶念-紀念革命老人何香凝逝世十周年』､

p.209)0

17 前掲 『中国民主党派的歴史和現状』p.230

18 前掲何香凝 ｢自伝初稿｣pp.208-2090

19 陳此生 ｢革命母親何香凝先生｣(前掲 『回憶与懐念一紀念革命老人何香凝逝世十周

年』､p.148)0

20 尚明軒前掲書､p.2200
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1932年 12月 17日､宋慶齢は上海で察元培､楊杏仏らと共に ｢中国民権保障同盟｣の設

立を宣言 した｡｢同盟｣は､①国内政治犯､特に大量の無名の囚人の釈放の実現と人民の

権利を操珊する監禁､拷問､処刑制度-の反対､②政治犯の法律上の弁護 と援助､③結社､

集会､言論､出版の自由など人民の権利を得るための闘争に対する協力と援助､の3点を

目的として掲げていた 2'｡ 宋慶齢はこの同盟は ｢政党ではなく｣､その日的は ｢中国人民

大衆の政治経済闘争を指導することではない｣ことを強調 した｡また､｢われわれの闘争

や要求を心から支持する人々のすべてをその隊列の中に受け入れることができる｣として

いたが､政府の ｢人民-の迫害｣を助け､｢人民迫害のための ｢合法的｣テロ制度を擁護｣

し､｢国民党､すなわち地主と資本家､土豪劣神､軍人の政党を支持｣し､｢民主的権利

を押さえつける｣人々を受け入れることはできないと明記して､この同盟が蒋介石に対 し

て批判的な立場にあることを明らかにしていた 22｡

何香擬は当時心臓病を患っていたためこの同盟に参加はしなかったが､協力の姿勢をと

った 230また彼女は自らも翌 1933年初めに国民党中央委員会に対 し､全国の政治犯の大

赦を願い出た 24｡ 彼女はすでに 1931年 12月の時点から ｢共に国難に向かい､日本帝国主

義に抵抗するために政治犯を釈放すべきである｣と述べていたが 25､ここで改めて国民政

府に対 して行動を起こし､｢政治犯をいつまでも釈放 しなければ､国家も必ず太平となる

時がない｣として､政治犯釈放を要求 したのである｡また彼女はこの意見は ｢党派を越え

た革命の立場｣によるものであり､｢いささかの政治的役割ももたない｣としていた｡そ

して自らの立場が ｢総理の民国十三年 (1924年)の改組精神を擁護｣ し､｢終始仲憧先生

の遺志を継承｣ して､｢帝国主義を打倒 し､中国と世界の人々を救済 ･解放 し､三民主義

の民生主義の社会を実現 しようとする｣ものであることを改めて強調 した26｡

しかし国民党側は彼女のこの意見を無視 したばかりでなく､3月 28日に上海で中華全

21 宋慶齢 ｢中国民権保障同盟的任務｣(前掲 『宋慶齢選集』上､p.103)0

22 同上､pp.103-104｡

23 唐瑛縮 ･劉士嘩 ･安山 『宋慶齢与何香凝』中国和平出版社､1991年､p.450

24 何香凝 ｢建議釈放全国政治犯一与日日社記者的談話｣(『双清文集』下､pp.136-138)0

25 前掲何香凝 ｢対時局之意見｣｡

26 前掲何香凝 ｢建議釈放全国政治犯-与日日社記者的談話｣o
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国総工会の秘密会議に出席 しようとした共産党員である彼女の息子摩承志を逮捕 した 27.

何香凝は新聞に談話を発表 して廓承志の ｢無条件釈放｣を要求 し 28､柳亜子の助けを借 り

て上海市長の呉鉄城のもとに行き､自らが代わりに入獄すると談判するなど､廓承志の出

獄のため奔走した｡また宋慶齢 ら中国民権保障同盟も ｢宣言｣を発表 して磨承志らの釈放

を求めた 290｢廓仲憧夫人｣ として､また古参の国民党員 としての何香凝の影響力から事

が大きくなるのを恐れた呉鉄城は､何香擬が柳亜子と共に保証人として書類に署名するこ

とを条件に､ようやく廓承志を釈放 した 30｡この事件は､何番擬が国民党内でもっていた

影響力の大きさを物語っている｡

この後も何香擬は ｢人道主義｣ 31 を唱え､宋慶齢 と共に政治犯の釈放や集会 ･結社 ･言

論 ･出版の自由を主張していき､人権の擁護 と､人民が真の権利を有する ｢民主｣の実現

を目指していった｡

(3)国民党民主派の新たな潮流

一方この頃､後に ｢国民党民主派｣と呼ばれる人々の手により､中国国民党革命委員会

の源流の一つとなる新たな潮流が生まれた｡すなわち､上海における抗戦で活躍 し､福建

省で共産党に対する ｢囲剃｣攻撃にあたっていた国民政府第十九路軍の指導者 らが国民党

からの離脱を宣言 し､1933年 11月に福建省において中華共和国人民革命政府､いわゆる

27 蓑旭 ･党徳信 『中国民主党派与抗 日戦争』北京燕山出版社､1997年､p.820

28 何香凝 ｢与日日記者談磨承志被捕事｣(『双清文集』下､p.140),｢与 『申報』記者談

廓承志被捕事｣(同前､p.141)0

29 『申報』1933年 3月 31日｡

30 ｢保領廓承志出獄書｣(『双清文集』下､p.142)0

31 前掲何番凝 ｢建議釈放全国政治犯一与日日社記者的談話｣､p.1370
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福建人民革命政府を樹立 したのである 32. この政権には､李済深､察廷解､陳銘枢 ら十九

路軍の軍人を中心に､第三覚など国共両党の中間に属する第三勢力が結集 していた｡彼 ら

は反蒋介石 と抗 日を掲げ､共産党の中華 ソビェ ト共和国政府 と協定を結んだが､わずか 3

か月で失敗に終わ り､翌年 1月に国民政府軍の攻撃に破れて解体 した (福建事変)｡ しか

し､李済深､察廷解､陳銘枢､蒋光粛らはその後香港に移 り､秘密組織である中華民族革

命同盟を結成 した｡ この ｢同盟｣は中央に組織科､宣伝科､民運科､総務科､海外科 とい

った系統的な内部組織を持ち､内戦の停止､政権の解放､救国会議の招集､自由と民主の

実現､国防の強化な どを主張 した｡また､華北や広東､広西､福建､上海などに地方組織

をもち､国外でも ドイツ､パ リ､ロン ドン､シカゴ､メキシコな どの地に海外組織を設立

した 330 その後 1936年 5月末に全国各界救国連合会が上海で成立すると､中華民族革命

同盟は全国 レベルの抗戦を実現することを目的 として､翌 37年 10月 25日に解散に至っ

た｡ しか し李済深､察廷鍛 らが何香凝 らと共に 1946年 4月に広州で中国国民党民主促進

会を設立すると､中華民族革命同盟の構成員のほとん どがこの組織に再び結集 した｡また､

この組織は後に帝平山､朱森山､王昆寄 らが 1945年 10月に重慶で設立 した三民主義同志

聯合会 と連合を図 り､1948年 1月の中国国民党革命委員会の成立に至ったのである｡

第二節 抗 日民族統一戦線 と第二次国共合作

(1)全国各界救国連合会の設立

1934年 4月 10日､中共中央は ｢日本帝国主義の華北に対する新たな進攻のために全

国民衆に告 ぐ書｣を発表 して ｢政治の傾向や職業､性別の分け隔てない｣反帝統一戦線を

32 福建人民革命政府については､橋本浩一-氏による一連の研究を参照 されたい｡(｢福建
人民革命政府の政権構想､組織およびその実態｣(大阪教育大学『歴史研究』第 33号､1992

年,｢福建人民革命政府の財政経済基盤 と経済政策について｣(『近きにあ りて』25号､1994

年,｢福建人民革命政府の華僑政策 と華僑の動向について｣(大阪教育大学 『歴史研究』

第 33号､1996年)0

33 彦奇主編 『中国国民党革命委員会歴史研究』中国人民出版社､1994年､pp.17- 18.
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組織すべきだと主張した 34.また､4月 20日には宋慶齢 と何香凝､李杜らが各界の 1779

人の人々と共に､中共中央が ｢中国民族武装自衛委員会準備会｣の名義で起草 した ｢中国

人民対 日作戦基本綱領｣に署名 し､発表 した｡この ｢綱額｣は､当時モスクワのコミンテ

ルンに駐在 していた王明らが全国の民衆に具体的かつわか りやすい対 日作戦の行動綱領を

作成 し､広範な民衆を動員する反 日統一戦線を組織することを目的として､宋慶齢に対 し､

著名で影響力のある名士､学者､新聞記者などに署名 してもらうよう求めたものであった

35｡その内容は､①全国の武装総動員､②全国人民の総動員､③全国人民の総武装､④抗

日戦費の解決法､⑤労農兵学商の代表を選出した中国民族武装自衛委員会の成立とその地

方支部と下部組織の設立､⑥ 日本帝国主義の一切の敵 (日本の勤労大衆､朝鮮人など)を

集めた友軍と中国人民の武装抗 日に対する同情､援助､あるいは善意の中立を守る国家や

民族の全てとの友好関係の建立､の6項目からなり 36､全国の人民および海外華僑の大き

な反響を呼び起こした｡また5月3日には ｢中国民族武装自衛委員会準備会｣が上海で設

立され､全人民を総動員 して抗 日運動にあたる必要を主張し､日本の労働者や民衆を含む

国際的かつ広範な統一戦線の結成を提唱 した 37｡こうして抗 日民族統一戦線の組織に向け

た新たなる潮流がわきおこったのである｡

さらに翌 1935年 8月 1日､王明らはモスクワにおいて､中国ソビエ ト政府および中共

中央の名で全民族による抗 日民族統一戦線の組織をさらに一歩進めるため ｢為抗 日救国告

全体同胞書｣､いわゆる ｢八一宣言｣を発表 した｡この中で共産党は､改めて全国の人民

に対して ｢内戦停止､一致抗 日｣を､また ｢国民党および抗 日救国事業に参加を願 う全て

の党派､団体､部隊｣に対 しては ｢統一の国防政府 と抗 日聯軍を共に組織 し､抗 日民族統

34 ｢中国共産党中央委員会為 日本帝国主義対華北新進攻告民衆書｣(前掲 『中共中央文

件選集』第 10冊､p.197)0

35 李良志 ･王順生 『国共合作歴史与展望』福建人民出版社､1990年､p.1630

36 ｢中華人民対日作戦基本綱領｣(『双清文集』下､pp.144- 145,前掲 『宋慶齢選集』

pp.142- 143)0

37 前掲 『宋慶齢与何香凝』p.520

-51-



一戦線を組織すること｣を呼びかけた 38.

1932年に ｢満洲国｣を樹立 して東北地方を支配 した 日本軍は､さらに華北の資源 と市

場を掌握するため､国民政府の支配から河北､山東､察吟爾､緩速､山西の華北 5省の分

離を謀る ｢華北分離工作｣を企て､その一環 として 1935年 11月に河北省東部に低値政権

である巽東防共 自治委員会を設立 した｡ しか し､蒋介石 ら国民政府は依然 として ｢安内壊

外｣政策をとり続け､これに反対 して､12月 9日､北平で学生数千人が華北の分離反対､

内戦停止､言論 ･集会の自由を要求 してデモを行った｡この一二 ･九運動は全国に波及 し､

全国の主要都市で愛国学生運動が起こり､これを機に抗 日民衆運動は再び勢いを増 してい

った｡12月 12日には上海で､沈鈎儒､郷輯奮､章乃器､陶行知､李公模 らが連名で ｢上

海文化界救国運動宣言｣を発表 し､｢社会を指導する使命を負 う文化界｣が ｢民衆の前面

に立って救国運動を指導する｣意志を表明 した 39｡これを皮切 りに､12月 21日に沈姦九､

史良､朝子嬰 らが上海婦女界救国会の成立を宣言 し､12月 27日には上海文化界救国会が

成立 して､その他各界の ｢救国会｣が上海で次々に成立 した｡翌 1936年 1月 28日にはこ

れ ら上海における各界救国会の結集がはか られ､上海各界救国連合会が設立されたO-方､

救国団体は全国各地でも続々 と成立 してお り､これ らの救国会の結集が求められ､1936

年 5月末､上海で 60余 りの救国団体の代表が参加 して全国各界救国連合会 (以下､救国

会 と略す)が設立された｡

救国会の成立大会は5月 31日から6月 1日にかけて上海で開催 され､｢全国各界救国連

合会成立大会宣言｣ と ｢抗 日救国初歩政治綱領｣が採択 され 40､｢統一的人民救国戦線の

樹立｣を宣言すると共に､全国の各党派に向けて､軍事衝突の停止､政治犯の釈放､共同

抗戦綱領の制定､統一的抗戦政権の樹立などを提起 した 41｡また大会では､宋慶齢､何香

凝､馬相伯､邸鮪奮 らを執行委員に､沈鈎儒､章乃器､李公僕､沙千里､王造時､史良ら

38 ｢中国蘇維挨政府､中国共産党中央為抗 日救国告全体同胞書 (八-宣言)｣(前掲 『中

共中央文件選集』第 10冊､pp.518-525)0

39 前掲 『中国民主党派与抗 日戦争』p.170,前掲 『宋慶齢与何香凝』p.550

40 前掲 『中国民主党派与抗 日戦争』pp.174- 175,前掲 『宋慶齢与何香凝』p.57- 580

41 ｢全国救国連合会成立大会宣言｣(『救亡情報』1936年 6月 14日)0
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を常務委員に選出し 42､ 5月 6日に創刊された 『救亡情報』を救国会の機関紋 とすること

を決定した｡このように抗 日民衆運動が全国的な高潮を見せる一方で､国民政府は同年 2

月 20 日に ｢治安維持緊急弁法｣を発布 し､これらの運動を厳 しく取 り締まっていた 43｡

救国会の執行委員の一人となった何番擬は､共産党-の攻撃と救国会などの抗 日運動に

対する弾圧を続ける国民党を激 しく非難 しながらも､国民党に対 して ｢一致抗 日｣を呼び

かけ､全面的な抗 日戦争を発動するよう働きかけていった｡彼女は5月 6日に 『救亡情報』

の記者に対 して述べた所見の中で､抗 日運動を迫害する国民政府の行為を激 しく非難 し､

｢一人一人の中国人には自らの国家を愛する権利 と義務がある｣が､今や国民政府は各地

で救国運動を弾圧 して ｢帝国主義の道路掃除人｣となりはて､｢すでにわれわれ民衆の必

要とする政府ではなく､このような政府は必ずや人民の大きな反感を買 う｣とした｡また

彼女は ｢現在国内で共産党がどのように激 しい騒ぎをおこそ うとも､(それは)つまると

ころ一国家の内政問題であり､歴史上一国家が外力を借用して内乱を平定するようなこと

はかつてなかった｣ことであり､中国は結局 ｢自己破滅の道をたどる｣のではなく､日本

帝国主義に壊滅させ られる恐れがあると指摘 した｡また､現在最も重要な問題は ｢いかに

して失地を回復 し､日本帝国主義者の止むことのない侵略に打撃を加えるか｣であり､｢当

面の任務は民族自衛戦争を起こし､中華民族の解放を勝ち取ること｣だと強調 した 44｡つ

まり彼女は､国民党が日本の手を借 りて共産党を攻撃 し､中国の統一をはかろうとしてい

ることを指摘し､それが日本の中国に対する侵略をますます増長させ､中国を破滅の道-

と導いているのだと批判 して､｢一致抗 日｣による全面的な抗 日戦争の発動を主張 したの

である｡

9月 18日､何番擬は 『救亡情報』に ｢九 ･一八は我々の最も恥ずべき記念日｣であり､

｢国民は速やかに立ち上がって共に国を救 うべきである｣とい う主張を発表 した 45｡同日

は九 ･一八事変の5周年にあたり､それを記念 した九 ･一八記念碑の定礎式典が行われた

42 前掲 『宋慶齢与何香凝』p.580

43 ｢維持治安緊急耕法｣(彰明主編 『中国現代史資料選輯』第四冊､中国人民大学出版

社､1986年､pp.281-282)0

44 ｢何香凝訪問記｣(『救亡情報』1936年 5月6日)0

45 『救亡情報』1936年9月 18日O
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が､警察による突然の弾圧によって多くの負傷者を出す惨事となった｡何香凝 と宋慶齢は

連名で速達便 (快郵代電)を発 してこれに抗議 し､｢担当の官吏を厳重に処罰 し､負傷 し

た人民を慰撫 し､捕 らえられた人々を釈放 し､もって人心を安んじ｣るよう要求 した 4''｡

このような采慶齢 と何香凝の行動に対 して､毛沢東は9月 18日に宋慶齢に書信を送っ

て彼女の ｢革命救国の言論行動｣に敬意を示 した 47｡さらに毛沢東は9月 22日に察元培

に送った手紙の中で､何香凝 と宋慶齢の救国運動に対 して敬服の念を抱いてお り､彼女ら

に共に抗 日戦線に参加 して南京国民政府に対する内戦停止と抗 日､国会の召集､｢真の民

主共和国｣の建国を求めていくよう要請 したいという意向を示 していた｡毛は察元培に対

して､彼の抗 日救国事業-の ｢賛同｣を讃え､彼が南京国民政府に対 して ｢内戦を停止 し､

誤った政策を放棄 して真の抗 日作戦を実行｣すること､｢孫中山先生の革命的三民主義と

三大政策の精神を回復｣して ｢各党各派各界各軍の抗 日救国代表大会を召集 し､人民の選

挙による全国国会を召集｣すること､｢真の民主共和国を建立する｣ことを主張していく

よう求めたが､彼に対するこの要請を同じく何香凝と宋慶齢に対 しても求めたい旨を明ら

かにしていたのである (｢統此致訊｣)4番｡

同年 10月､国民党上海市党部が救国会を ｢非合法団体｣､｢反動分子の集団｣､｢救国の

名を借 りて私服を肥やす｣ものと中傷 したことに対 し､宋慶齢､何香凝､馬相伯､沈鈎儒

らは 『救亡情報』に告示を出 して､｢もし政府の抗戦軍のために募金をすることが反動で

あれば､敵に楯びて国を売るのは反動でないと言えるのか｣と抗議 した 49｡ しかし国民党

は 11月23日､救国会の責任者である沈鈎億､章乃器､邸転奮､李公撲､王造時､沙千里､

史良の 7人の逮捕に至った｡いわゆる ｢抗 日七君子事件｣である｡宋慶齢は 26 日に ｢上

海各界救国会執行委員の名義｣ で抗議の声明を発表 し､｢このような違法な逮捕 とでっち

あげの罪名｣はすべて ｢日本帝国主義者の教唆｣によるものだと指摘 し､救国会は ｢共産

覚のシンパ｣ではなく政府に反対するものでもなく､｢政治信条と党派を分かたず､統一

46 ｢宋慶齢､何香凝､為九一八惨案発快郵代電｣(『救亡情報』1936年 9月22日)a

47 前掲 『采慶齢与何香凝』p.600

48 ｢致察元培書｣(『毛沢東書信選集』人民出版社､1983年､pp.66-69)0

49 馬相伯 ･宋慶齢 ･何香凝 ･沈鈎儒 ･章乃器 ･王造時 ･李公朴 ･史良 ｢更正侮蔑救国会

之通令啓事｣(『救亡情報』1936年 10月 18日)0
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戦線を成立させ､民族解放戦争に従事する｣立場であることを強調 した 5°｡また､12月 18

日には宋慶齢､何香凝､馬相伯が連名で ｢宣言｣を発表 し､ 7人の指導者の逮捕は救国会

に対する不当な迫害であり､救国会に対する ｢陰謀誕告｣は､明らかに ｢政府に民衆を打

撃させ､民衆に政府を敵視させて中国の内戦を俄烈にさせる｣ものだと抗議 して､事件の

後に逮捕された孫暁村､曹孟君を含む 9人の ｢無条件の自由｣を政府に要求 した｡ しかし

この ｢宣言｣では､｢われわれの唯一の敵｣は ｢日本帝国主義｣であることを強調 してお

り､｢救国戦線の目的｣は ｢全国の人民がその社会的地位､政治主張の如何に関わらず､

一致団結 して抗 日救国の任務を完成させること｣であり､救国戦線の立場は ｢決して政府

に反対するものではなく､逆に政府に抗 日を促 し支持する｣ものであり､｢共産党を擁護

するものでもなく､もし共産党が共に抗 日するとい う綱領を実行できず､内戦をしようと

するのであれば､断固として共産党に反対する｣としていた 51｡すなわち救国会は､国民

政府に指導者 7人を逮捕 されながらも､その罪はあくまで国民政府を裏であやつる ｢日本

帝国主義｣にあるとしていたのである｡ したがって､救国会は国民党と敵対 し､共産党を

擁護するものではなく､その立場はあくまで ｢内戦反対｣と ｢一致抗 日｣にあることを強

調し､国民政府が抗 日に参加するのであれば ｢必ず政府を心から擁護する｣として､国民

党の抗 日民族統一戦線-の参加を呼びかけていたのであったO

(2)第二次国共合作の成立

1936年 5月 5日､共産党は国民政府及び軍事委員会 と全国の各党派団体に対 して声明

を発表 し､｢抗 日戦争の迅速な執行｣のための ｢内戦の停止と一致抗 日｣を提示 した 520

また8月25日には ｢中国共産党から中国国民党に致す書｣を発表 し53､9月 1日には ｢抗

日反蒋｣から ｢逼蒋抗 日｣-の方針の転換を党内に指示 して 54､蒋介石を含む国民党全体

と合作する方針を明らかにした｡一方､12月 12日に張学良と楊虎城が西安で蒋介石を監

50 宋慶齢 ｢為沈鈎儒等七人被捕声明｣(前掲 『宋慶齢選集』上､pp.156-157).

51 ｢為七領袖被捕事件宣言｣(『救亡情報』1936年 12月 18日)0

52 ｢停戦講和一致抗 日通電｣(前掲 『中共中央文件選集』第 11冊､pp.20-22)0

53 ｢中国共産党致中国国民覚書｣(同上､pp.77-88).

54 ｢中央関於逼蒋抗 日問題的指示｣(同 上､pp.89-91)0
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禁 して内戦停止と一致抗 日､政治犯釈放などを要求する西安事件が発生し､一時は内戦勃

発の危機を迎えたが､結局周恩来の調停により蒋介石は内戦停止と抗 日準備を約束して釈

放され､事件は平和的解決をみた550

翌 1937年 2月 10日､共産党は ｢中国国民党三中全会-の通電｣を発表 し､国民党が五

期三中全会において､①内戦の停止と国力の集中による一致対外､②集会､結社､言論の

自由と政治犯の釈放､③各党各派各界各軍の代表会議の召集､④対 日抗戦のあらゆる準備

工作の速やかな完成､⑤人民の生活の改善､の 5項目の国策を実現するよう要求 したOま

た国民党が ｢この国策を確定する｣のであれば､共産党は ｢団結の誠意を示すため｣に､

①全国の範囲内における国民政府転覆の武装暴動の停止､② ソヴェ ト政府から中華民国特

区政府､紅軍から国民革命軍-の改名 と､南京中央政府 と軍事委員会の直接指導の受理､

③特区政府区域内での普通選挙による徹底的な民主制度の実施､④地主の土地を没収する

土地政策の停止 と､抗 日民族統 一 -戦線の共同綱領の断固たる執行の ｢保証｣､を約束する

とした 560

共産党の国民党に対する度重なる合作の呼びかけに伴い､何香凝らも蒋介石ら国民党に

対 して､共産党の提案に応えて国共合作を受け入れるよう働きかけた｡宋慶齢と何香凝は

国民党五期三中全会に出席 し､ 2月 15日に凋玉祥､張人傑､孫科､朱軍青､経亨陳らと

共に ｢(孫)中山先生の連 ソ ･連共 ･労農扶助の三大政策を回復する案｣を提出した｡彼

らは､前年から共産党が提示 してきた国共両党の再度の合作と一致抗 日の要請は､｢団結

して侵略者に抵抗する闘争｣がすでに ｢全中国人民の一致 した要求｣であることを証明し

てお り､｢共産党はすでに本党の政治権力に危害を加える活動を停止 し､統一抗 日を支持

するつもりである｣ため､党はこの機会をとらえて ｢総理の三大政策を回復し､本党と祖

55 西安事件は第二次国共合作の成立を促進する上で大きな意味をもつ事件であったが､

何香凝がこの事件について言及 している文章は今のところ見あたらず､彼女がこの事件

にどのように対応 し､どういう感想を抱いていたのかは明らかではない｡

56 ｢中共中央給中国国民党三中全会電｣(前掲 『中共中央文件選集』第 11冊､pp.157-

158)0
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国を奴隷となることから救済 し､われわれの革命工作を完成｣するよう求めた 57｡これに

対して三中全会で採択された ｢赤禍を根絶する決議案｣は､(∋一国の軍隊は統一的編制が

必要であるので ｢紅軍｣を取 り消すこと､②政権を統一することが国家統一の必要条件で

あるので ｢ソヴェ ト政府｣を取 り消すこと､③ ｢赤化宣伝｣と救国救民の三民主義は決 し

て相容れないものであるため ｢赤化宣伝｣を停止すること､④ ｢武装暴動｣と ｢階級闘争｣

を停止すること､の4項 目を柱とするものであった 58｡これは､共産党の示 した提案を原

則として受け入れるものであり､これ以降､合作の実現に向けて国共両党の討議が数回行

われ､ 7月 7日の慮溝橋事件を契機に国共合作の準備工作はさらに加速 した0 7月 15日

に共産党は ｢国共合作宣言｣を国民党側に提出し､9月 22日にこの ｢宣言｣とそれに関

する蒋介石の談話が公表され､第二次国共合作はついに実現に至った｡こうして何香凝 ら

が目指 した国共両党と各党派､全国民が一致団結する抗 日民族統一戦線がついに実現 し､

抗 日戦争は新 しい局面に突入 したのである｡

(3)民主諸党派の成立と政治協商会意

第二次国共合作成立後､)938年 7月 6日に武漢で ｢国民参政会｣が設立されたOこれ

は民意を反映するための機関として国民党､共産党および全国の各党派､無所属の各界代

表によって組織された国の最高諮問機関であり､何香擬と采慶齢も参政員として参加 した

59｡ しかし同会の ｢組織条例｣では､すべての決議案は必ず蒋介石を主席 とする国防最高

会議の承認を得て初めて有効になると規定されてお り 60､その主導権はなお蒋介石 ら国民

党が掌握 していた｡

1938年 10月に武漢が陥落 し､12月に江精衛が重慶から離脱すると､国民党の対 日抗戦

意欲は低 frL､同時に再び国民党の一党専制が強化 される兆 しが見えはじめた.1940年

57 ｢恢復中山先生手訂聯俄､聯共､扶助農工三大政策案｣(『双清文集』下､pp.176- 177,

前掲 『中国現代史資料選種』第四冊､pp.449-450)｡

58 ｢関於根絶赤禍之決議案｣(前掲 『革命文献』第 79輯､pp.420-421)0

59 干剛主編 『中国各民主党派』中国文史出版社､1987年､p.220

60 伊原沢周 ｢中国の政党政治における民主諸党派の役割 とその苦境｣(『東洋文化学科年

報』1997年 11月､p.44)0
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夏以降には､国民党の共産党攻撃が再び強まり､両党の緊張が高まる中､中間派である小

党派の指導者の間に､両党の調停者の役割を果たそうとする自覚が深まってきた｡翌 1941

年 3月には､職業教育社の黄炎培､郷村建設派の梁瀬藻､第三党の章伯鈎､国家社会党の

張君励､青年党の曾埼 ･李境､無所属の張潤 らが結集 して重慶で ｢中国民主政団同盟｣を

設立 した｡この ｢同盟｣は 1944年 9月に ｢中国民主同盟｣(略称は民盟)と改称され､国

共両党の対立の緩和と中国の ｢民主｣を要求する運動の発展に大きな影響を与えていった｡

共産党側は､1944年 9月の国民参政会における共産党代表の林伯粟の提案と､10月 10

日の周恩来の延安における ｢いかに解決すべきか｣という講演の中で､国民党の一党独裁

制廃止､民主的連合政府の樹立を提起 した い｡これに対 して民盟は 10月 10日に ｢抗戦の

最終的段階に対する政治主張｣を発表 して賛同の意を表明し､｢一党専制を即刻終結させ､

各党派の連合政権を樹立し､民主政治を実行する｣ことを主張した 62.翌 1945年 1月 15

日に民盟は ｢時局宣言｣を発表 し､新年に蒋介石が国民大会を召集すると発表 したことに

対 して､｢もし挙国一致の､目前の全ての実際問題を解決できる国民大会を開催するので

あれば､われわれは原則的にこれに賛成する｣と述べ､国民党に対して一党独裁制の終結

と連合政府の樹立を再度要求した 63｡これを契機に周恩来と民盟の黄炎培､左舜生､沈鈎

儒が会談に臨み､政治協商会議開催に向けての具体的な活動が始まったのである｡

1945年 10月 10日､毛沢東と蒋介石は重慶における話し合いの末 ｢双十協定｣を結び､

これに基づいて政治協商会議の召集が決定された｡政治協商会議は翌 1946年 1月 10日か

ら重慶で開催 され､国民党の孫科､呉鉄城､陳布雷ら8名､共産党の周恩来､董必武､王

君飛 ら7名､民盟の張潤､羅隆基､章伯鈎､沈釣儒 ら9名､青年党の曾靖､陳啓天､余家

菊 ら5名､さらに無所属の郭抹若､王雲五､倍斯年ら9名の計 38名が出席 した 64｡この

会議では国民政府改組案､国民大会召集案､平和建国綱領､軍隊の国家化､憲法草案の5

61 前掲 『中国民主党派的歴史和現状』p.122｡

62 ｢対抗戦最後階段的政治主張｣(邸銭牧 ･林採芥 ･王継春 ･楊樹標 ･王天文編 『民主

革命時期的民主党派』湖南人民出版社､1986年､p.193)0

63 ｢時局宣言｣(同上､p.200)0

64 前掲 『中国民主党派的歴史和現状』p.1680
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項目の決議案が採択された 65｡ しかし国民党は同年 3月の国民党六期二中全会においてこ

れらの決議案を否定し66､ 6月に国共両軍は全面内戦-と突入 したのである｡

一方､政治協商会議前後には新 しい民主党派が相次いで成立 した｡たとえば重慶では､

1945年 10月に三民主義同志聯合会 (略称は民聯)､同年 12月に中国民主建国会 (略称は

民建)､1946年 5月に九三学社が成立し､そのほか 1945年 12月には前述の全国各界救国

連合会が人民救国会と改称 し､上海では中国民主促進会 (略称は民進)が成立した｡また､

1946年 4月には広州で中国国民党民主促進会 (略称は民促)が成立し､第三党は中国農

工民主党 (略称は農工党)に改称 して 1947年 2月に上海で全国代表大会を開催 した｡こ

れらの党派はそれぞれ独自の政治理念と特徴があったが､国共内戦反対､平和的新国家の

建設､民主と自由の要求､各党派による統一的連合政府の組織 と民主的政治の推進､とい

った観点では共通 していた 67｡

(4)何番藤の国民党観 と共産党観

何香擬は 1938年 1月､｢十三年の精神を回復 しよう｣とい う文章を発表 した｡彼女はこ

こで､抗 日戦争の中で ｢国民党は非常に大きな責任を負っている｣と述べ､｢われわれ国

民党員｣は ｢民国十三年 (1924年)の武力と人民を結合 させようとする革命精神｣を回

復すべきであり､｢各党各派 との連合を徹底 して抗 日戦争の最終的な勝利を実現 しなけれ

ばならない｣と主張した 68｡国民党は同年 3月末の臨時全国大会で ｢抗戦建国綱領｣を制

定していたが 69､何香凝はこれを評価 し､4月 14 日に宋慶齢 と連名で ｢抗戦建国綱領を

擁護 し抗戦を徹底 して実行する｣とい う文章を発表 した｡そして全国民党員に対して､①

党紀の再興と党の民衆を先導する地位の回復､②民意の尊重と民権の実現､③民族 と国家

の利益優先と党派の闘争の停止､全国人民の一致団結､④抗戦建国の目的の貫徹､などを

65 前掲 『中国民主党派的歴史和現状』､pp.170- 173｡

66 伊原沢周 ｢政治協商会議と人民中国の誕生｣(『東洋文化学科年報』第 9号､1994年､

p.48)

67 前掲伊原沢周 ｢中国の政党政治における民主諸党派の役割 とその苦境｣

68 何香凝 ｢回復十三年精神｣(『双清文集』下､pp.254-255)0

69 ｢中国国民党臨時全国代表大会決議案｣(前掲 『革命文献』第 76韓､pp.307- 366)0
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呼びかけ､｢抗戦建国の偉大な歴史任務は､本党の同志と全国同胞が誠心誠意一致団結す

ることにかかっている｣と主張して 70､改めて国民党員に抗 日民族統一戦線-の参加の必

要性を呼びかけた｡ここで何香凝らが ｢党紀の再興｣と国民党の ｢民衆を先導する地位の

回復｣を提起 していることに注目したい｡先の ｢十三年の精神を回復 しよう｣という文章

にも示 されているように､この時点で何香擬は､いまだ抗 日戦線における国民党の指導性

を堅持 しようとする考えを持っていた｡ しかしその後国民党が国共合作を破棄 して再び共

産党攻撃に転 じ､両党の内戦が激化 していく中で､彼女の国民党観は次第に変化し､国民

党の ｢民主派｣を結集 して新たに中国国民党民主促進会を創設 し､最終的には中国国民党

革命委員会の設立をもって蒋介石 と対立する立場をとることになるのである｡

1938年 6月､采慶齢は香港で ｢中国保衛同盟｣を組織 し､何香凝も中央委員 となって

その活動を積極的に支持 したOこの ｢同盟｣は､抗 日民族統--戦線 と国際的反ファッショ

陣営の旗印の下､抗 日戦争に対する国際的な支援 と海外華僑の援助を求めることを主旨と

していた 71｡また､何番凝は 1938年秋頃から香港において､前線の兵士に寒さをしのぐ

ための衣服 (寒衣)を送るよう女性たちに呼びかける活動､｢寒衣運動｣を始め､国共合

作による全面抗戦体制の下､香港の女性界を中心に募金や慰問団体の組織などの抗 日救国

活動を活発に行っていった｡

このように抗 日戦争期､何香擬は主に宋慶齢 と協力 して抗 日民主運動に携わっていた｡

彼女らはそれぞれ ｢摩仲憧夫人｣､｢孫中山夫人｣とい う特別な地位にあり､国民党内外

に対する多大な影響力をもち､その影響力をもって全国の民衆に抗 日の必要性を呼びかけ

る一方で､蒋介石ら国民党中央に対 して､その独裁 と共産党攻撃､日本に対する妥協政策

などを批判 し続けた0両者は共に活動することが多く､｢一致抗 日｣の必要性を認め､民

主と人権を擁護するとい う観点では一致 していた｡ しかし前章で明らかにしたように､国

民革命期､武漢政府が ｢分共｣を決定した時には異なる立場をとり､その立場の違いは抗

日戦争期においても､共産党観に関する微妙な ｢ずれ｣としてそのまま残っていた｡すな

わち何番擬は 1940年代初めまで､｢連共 (共産党と連合する)｣というよりは ｢容共 (共

産党を受け入れる)｣の立場に立ち､国民党の指導性を堅持する考えを抱き続けた｡彼女

70 何香凝､宋慶齢 ｢擁護抗戦建国綱領実行抗戦到底｣(『双清文集』下､pp.261- 263)0

71 前掲 『中国民主党派与抗 日戦争』p.244｡
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は 1937年の ｢自伝初稿｣の中で初めて ｢三大政策｣ とい う呼称を使ったのだが 72､その

内容は常に ｢連 ソ ･容共 ･労農扶助｣であった.一方宋慶齢はすでに 1927年 7月の時点

で ｢三大政策｣という呼称を用いてお り 73､抗 日戦争期にはコミンテルン及び共産党と密

接な関係を保っていたのである｡この点は従来一心同体のように語 られることの多かった

何香擬と宋慶齢の相違点として注目すべきであろう｡

なお何香擬は ｢三大政策｣について､1941年 6月の ｢国民党を改組する前後の回憶｣

までは常に ｢連ソ ･容共 ･労農扶助｣と言っていたが 74､その 1か月後の7月 7日に 『華

商報』に発表 した ｢総理の三大政策を実現する｣では､｢連 ソ ･連共 ･労農扶助｣(傍点

筆者)と表現するようになっている 75.っまりこの 1941年 6月から7月にかけての時期

に､彼女になんらかの思想的変化があったものと考えられる｡この点については､次章で

改めて詳述 したい｡

一方､李済深､察廷鍛ら国民政府第十九路軍の軍人が日本に対する抗戦の中で蒋介石と

対立し､1933年に福建人民革命政府を樹立するに至 り､ここに第三党をはじめとする国

民革命期に国民党中央を離脱 して第三の道を選択 していた多くの人々が参加 した｡ さらに

彼らは都市の民衆の抗 日運動の高まりを基礎に設立された全国各界救国連合会と合流 し､

共産党との協力の下､抗 日民族統一戦線-と結集 していった｡すなわち抗 日戦争期は､個

々の活動を行っていた第三の勢力が､一致抗 日と内戦反対､民主と平和の要求に基づき連

合し､共産党の民主的連合政府樹立の呼びかけを背景に､憲政-の移行による民主政治の

実現を目指 していくつかの党派を形成するに至るまでの一つの過渡期であった｡ しかし彼

らの出身および立脚点､反蒋介石の立場をとるに至った経緯はそれぞれ異なってお り､そ

れゆえそれぞれの対国民党観､対共産党観には､何香擬と宋慶齢の間に見られたような微

妙な差異があった｡それが後に国民党民主派として結集 し､反蒋介石を掲げ､親共産党の

立場をとる中国国民党革命委員会とい う組織を創設 した際に､組織内の複雑な性質を生む

要因となっていったのである｡

72 何番凝 ｢自伝初稿｣1937年上半期 (『双清文集』下巻､p.198)0

73 宋慶齢 ｢為抗議違反孫中山的革命原則和政策的声明｣(前掲 『宋慶齢選集』上､p.43)0

74 何香凝 ｢改組国民党的前後回憶｣(『双清文集』下､pp.360-368).

75 何香凝 ｢実現総理三大政策｣(『華南報』1941年 7月 7日)0
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関係年表 (1931- 1940年)

1931 9/18 九 ･一八事変勃発｡

10/23何香凝､マルセイユからフランス郵船で帰国の途につく｡

11/28 何香凝､上海に到着｡

12/27 抗 日救護活動の資金獲得のため､何香凝 らが救済国難書画展覧会を開催｡

1932 1/24 何香凝が蒋介石､孫科､呉鉄城に書簡を送 り､東北義勇軍の抗 日を援助する

よう求める｡

1/28 上海事変勃発.

1/29 何香凝が医師､看護婦､慈善団体の責任者 らを自宅に招いて慰問と救護 ･救

済活動について討議｡

1/31- 何香凝､上海婦女前線慰労､救護隊､難民救済隊並びに救護訓練隊を組織｡

国難救護傷兵医院を開設｡

2 何香凝､陳銘枢 ･蒋光索と南京に赴き､蒋介石に十九路軍支援を要求｡

3/4 何香凝､宋慶齢が上海交通大学に国民傷兵医院を設立｡

322 何香凝､蒋介石と日本の停戦協定締結に反対する声明を発表｡

5 何番凝､柳亜子､経亨陳､陳樹人らが ｢寒之友社｣を結成｡

12/17 采慶齢､察元培､楊杏仏らが中国民権保障同盟を設立｡

1933 年初 何香凝ね国民党中央各委員に全国の政治犯の大赦を提案｡

3/28 磨承志､上海で逮捕 される｡

3/31 何香凝､柳亜子と上海市公安局に出向き､廓承志の釈放を要求｡何香擬と柳

亜子が廓承志の出獄を保証する書類に署名 して彼を引き取る｡

4/2 何香凝､再び全国の政治犯の釈放を要求｡

11 福建人民革命政府､福州で成立0

1934 1 福建事変｡

4/20 何香凝､宋慶齢ら ｢中華人民対日作戦基本綱領｣に署名 し､発表｡

5/3 中華民族武装自衛委員会が上海で成立｡

1935 7 李済深､陳銘枢､察廷鱈らが香港で中華民族革命同盟を設立｡

8/1 中国ソヴェ ト中央政府､中共中央が ｢八一宣言｣を発表｡

12/9 -二 ･九運動｡

1936 1/28 上海各界救国連合会が成立｡何香凝､主席団と理事会理事に就任｡

5/5 共産党が内戦停止と一致抗 日を提唱0

5/31 全国各界救国連合会が上海で成立｡何番凝､宋慶齢も執行委員に就任｡

9/20 何香凝､宋慶齢が ｢快郵代電｣を発表 して､九 ･一八惨案に抗義.

9/22 毛沢東が察元培-の書簡の中で､何香凝 ･宋慶齢に対 してその活動に対する

敬服の念 と､抗 日活動における協力の要請を伝えるよう託す｡

Il/23 抗 日七君子事件｡

12/12 西安事件発生｡

12/18 何香凝､采慶齢､馬相伯 らが ｢七領袖逮捕事件宣言｣を発表 して七君子の釈

放を要求｡
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1937 2/10 中共中央が ｢国民党三中全会-の通電｣を発表｡

2/15-22 南京で中国国民党五期三中全会開催｡何番凝､宋慶齢らが ｢恢復中山先生手

訂聯蘇､聯共､扶助農工｣を提出｡

6/25 何番凝､七君子の釈放を求めて宋慶齢 らと ｢与宋慶齢等呈江蘇高等法印文｣

を提出｡廓承志を通 じて毛沢東からの手紙を受け取る｡

6下旬 何香凝､ 宋慶齢ら ｢救国入獄運動宣言｣｢救国入獄運動規約｣を発表｡
7/7 虚構橋事件発生｡

7/15 中共中央が ｢国共合作宣言｣を提出0

7/31 七君子が釈放される｡

8 前線の兵士のために何香凝､宋慶齢らが ｢寒衣｣を縫 う運動を組織｡

9/22 第二次国共合作成立｡

10 広州 ･武漢陥落｡

11/12 上海陥落｡

11/20 国民政府､重慶に遷都を宣告o ヽ

19383/29-4/1 中国国民党臨時全国代表大会､漢口で開催｡｢抗戦建国綱領｣採択｡

4/14 何番凝､宋慶齢 ｢擁護抗戦建国綱領実行抗戦到底｣を発表｡

6 宋慶齢が香港で ｢中国保衛同盟｣を組織｡

7/6 国民参政会が武漢で成立｡何香凝､采慶齢が参政員に就任｡

12/19 江精衛､ハノイに逃亡｡

1940 3 江精衛が南京に国民政府を樹立｡

-63-



第三章 中国国民党革命委員会の結成から薪中国の創建-

第一節 国民党民主派勢力の結集

1940年代中頃から次々に成立 した各民主党派は､抗 日戦争の終結から新国家建設に至

る過程の中で､蒋介石国民党政権に対する自由と民主の要求と内戦反対を唱え､国共両党

の調停者 としての役割を果たす と共に､近代的な民主国家の建設を目指した｡ しかし､内

戦勃発により国共両党が権力争いを深めていく状況の中､武装 した国民党と共産党の間で､

自己の武力を持たず､依拠すべき強固な階層も持たなかった民主党派は第三の独自の道を

歩むことが困難 となり､共産党との協力による多党派合作体制の新国家を建設する道を選

択 していくことになる｡

何番凝､李済深らが 1948年 1月に結成 した中国国民党革命委員会 (略称民草)は､人

民政協に参加 した民主党派の一つであり､国民党内の民主派 1勢力が結集 した組織である｡

ただ民革は他の民主党派とはやや異なる性質をもっていた｡すなわち､国民党内部から派

生 した組織であり､中国の独立 ･民主 ･平和の実現を追求すると共に､反蒋介石を目標に

掲げ､国民党に対する自らの影響力をもって国民党軍に働きかけることで､蒋介石政権の

内部からの崩壊を促進する作用を果たしたのである｡

また民革は､三民主義同志聯合会 (略称民聯)と中国国民党民主促進会 (略称民促)と

い う二つの組織を基盤に成立 してお り､複雑な人的構成をもつ組織であった｡そのため成

立当初､民革内部では党の政策､方針などについて､指導者たちの間でさまざまな意見が

交錯 した｡本章では民革の設立に至るまでの過程を何香擬の思想 と活動の変遷を中心に考

察すると共に､民草組織が設立当初にもっていた ｢複雑性｣について分析 したい｡

(1)民聯の成立

抗 日戦争末期､国民党内の民主派の結集 と組織化の動きが始まり､民聯 と民促の二つの

組織が成立した｡その契機 となったのが 1941年の院南事変である0

1 ここでいう国民党の ｢民主派｣､あるいは ｢国民党民主派｣とは､国民党内において自

由 ･民主 ･平等を主張 し､孫文の三民主義を実現する独立 ･民主 ･平和 ･幸福の新中国

の建設を目標 として､政治協商会議開催 と連合政府樹立を主張 し､蒋介石の独裁 と内戦

政策に反対の立場をとった人々を指すものとする｡
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1941年 1月､国民党軍が安徽省南部で共産党の新四軍部隊を包囲攻撃 し､これによっ

て国共両党の対立が激化 した (院南事変).この事件を機に中間の小党派の間で国民党と

共産党の中間の第三の勢力として結集 していこうとする動きが強まり､すでに 1939年に

結成されていた統一建国同志会を発展させた民主政団同盟 (後の中国民主同盟)が3月に

重慶で設立された｡一方､蒋介石の独裁強化と反共行動に対 しては国民党内部からも反発

がおこり､事件後の 1月 14 日､何香凝､宋慶齢､柳亜子､彰沢民が国民党員の立場で蒋

介石と国民党中央執行委員､中央監査委員に意見書を送 り､蒋の反共行動に抗議 した 2.

また､18日には再び何香凝､宋慶齢､陳友仁が連名で声明を発表 し､共産党-の弾圧は

中国に内戦をまねく危険があるとして､共産党に対する攻撃と弾圧を停止するよう要求 し

た 3｡彼女らの厳 しい非難に対 して､蒋介石は ｢磨仲憧夫人｣､｢孫中山夫人｣として特殊

な地位 と社会的人望を持つ何香擬と采慶齢を公然と攻撃することはできず､その代わりに

柳亜子の党籍を剥奪する措置をとったが､何香凝はそれにも激 しく抗議 した 4｡その後､

何香凝は蒋介石の独裁と反共政策に失望 し､蒋 ら国民党中央に対抗するため党内の民主派

の結集 と組織化をはかり始める｡彼女のこのような転換には､ 3月の民主政団同盟の成立

や､中共中央南方局 (以下､南方局と略す)の周恩来の方針なども影響を与えていたと考

えられる｡

共産党は 1938年の国民政府武漢撤退の頃までは､抗 日民族統一戦線における国民党お

よび蒋介石の指導的地位 と役割を承認 していたが､国民党による共産党攻撃の激化により､

1939年夏頃から統一戦線を拡大 して中間層の獲得をはかる方向に転換 した 5｡毛沢東は

1940年 3月の高級幹部会議の席上で ｢現在の抗 日統一戦線における策略問題｣とい う報

告をし､中間勢力の獲得が抗 日民族統一戦線における重大な任務であると述べた60また､4

月には共産党中央から南方局に対して､民主党派および中間分子を獲得するよう指示が出

2 何香凝 ｢与宋慶齢等致蒋介石及国民党中央函｣(『双清文集』下巻､pp.352-354)0

3 何番凝 ｢為 "昧南事変"電斥蒋介石｣(同上､p.355)0

4 ｢為柳亜子被開除党籍何番凝発沈痛談話｣(『華商報』1941年4月 11日)0

5 前掲平野正 『中国革命 と中間路線問題』pp.228-2350

6 ｢目前抗 日統一戦線中的策略問題｣(前掲 『毛沢東選集』第二巻､pp.746-747)O
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された 7｡この指示に基づき､周恩来を中心とする南方局は各種座談会や個別懇談の形で

幅広く中間層の人士と接触 しながら､共産党と共に抗戦活動に従事させるため､中間派､

特に国民党民主派を統一して共産党の外郭団体を設立する方針を定めた 8｡

1941年 5月､南方局の周恩来､董必武､王若飛 らの影響の下､国民党員の王昆寄､許

宝駒 と共産党員の王柄南が重慶で中国民族大衆同盟 (一年後に中国民主革命同盟と改称､

略称小民草)を設立 した｡この組織は共産党指導下の秘密政治団体であり､成員は国民党

民主派を中心に､共産党員や各民主党派の党員を含み､統一戦線の性質をもつ組織であっ

たとい う 9｡ これはまさに前述の周の方針に基づいて創設された組織であったといえるだ

ろう｡また､同じく南方局の働きかけにより､1943年の春頃から譜平山､陳銘枢､楊茶､

王昆命､郭春涛 らが童顔で ｢民主同志座談会｣とい う時事座談会を開催 し始め､国際間題

や国内情勢について議論 した 100 8月以降､この座談会は周の方針に従って国民党民主派

の組織を設立する方向を定め､一方で何番擬や李済深､濁玉祥ら国民党内で大きな影響力

をもつ人物 と連絡をとりながら､組織設立の準備活動のため､譜平山､陳銘枢､楊禿､朱

藤山､王島寓､郭春涛 ら 10人による準備グループ (｢民聯十人′ト組｣)を結成 した｡この
グループは組織の名称や政治主張､組織拡大のため獲得すべき対象､公開組織とすべきか

香かなどの事項について話し合い､民聯の全国代表大会開催のため準備を進め､1945年 10

月 28日､三民主義同志聯合会第一次全体大会が重慶で開催 され､民聯は正式な成立に至

った｡この組織の中心となっていたのは上海を基盤に活動 していた知識人であり､｢革命

的三民主義｣を行動綱領に掲げ Il､国民党の ｢党治｣の終息と民主連合政府の樹立を要求

7 南方局党史資料征集小組編 『南方局党史資料大事記』重慶出版社､1986年､pp.90-9lo

8 前掲 『中国民主党派与抗 日戦争』p.399,鄭恵 ･張静如 ･梁志祥主編 『中国共産党史』

中､中央文献出版社､1997年､p.12480

9 彦奇主編 『中国国民党革命委員会歴史研究』中国人民出版社､1994年､pp.29-30)o

lO 前掲 『中国国民党革命委員会歴史研究』pp.30-360

日 ｢三民主義同士聯合会第一次全体大会決議案｣(民革中央宣伝部編 『中国国民党革命

委員会歴史資料選編 (民主革命時期)』1985年､出版社記載なし､pp.10-11､以下

『資料選編』と略す)0
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し､各民主党派の一律に合法で平等な地位を主張した 12｡

(2)民促の成立

一方､国民党民主派にはこれ以外にもう一つの大きな勢力があった｡すなわち､抗 日戦

争中の 1933年 11月に福建省において中華共和国人民革命政府､いわゆる福建人民革命政

府を樹立し､その後 1937年 10月まで香港で中華民族革命同盟として活動を続けていた李

済深､察廷踏､蒋光蘇､陳銘枢 ら､広西を基盤 とする元十九路軍の軍人グループである｡

南方局はこの一派に対 しても結集 と組織化を働きかけた｡

1941年 5月､周恩来と董必武は国民党員の朱羅山と会見して抗 日活動-の協力を求め､

朱は広西や西南の各界人士に抗 日活動-の協力を呼びかけるため､桂林などの地に向かっ

た 13｡また梅糞彬の回憶録によると､同年夏頃､慶承志が梅襲彬 と李章達に対 し､何香凝､

柳亜子らと相談 し､意見を十分に交換 した上で国民党民主派組織の綱領を起草 し､その草

稿について轟関や桂林にいる李済深､蒋光姉､察廷輿､陳勧先 らの意見を求め､李済深を

指導者として国民党民主派組織を創設するよう指示 したという 14｡梅輿彬は､共産党員で

ありながら福建人民革命政府 と中華民族革命同盟に参加 した人物であり､後に民促 と民革

の実務にも深く関わっている｡

当時何番凝は香港で息子の廟承志の一家と暮らしていた｡その頃廓が属 していた八路軍

香港弁事処は南方局の直属機関であり､彼 自身も南方局の委員であったことから 15､彼女

は息子を通 じて周恩来の方針の影響を受けていたと思われる｡また､廓や周の影響かどう

かは不明だが､この頃､彼女の共産党観に変化がおこっている｡

前述のように何番擬は孫文のいわゆる ｢三大政策｣を､それまでは常に ｢連 ソ ･容共 ･

労農扶助｣と表現 していた｡これは孫文が 1924年の中国国民党第一次全国代表大会 (-

全大会)で打ち出した方針に基づくものである｡しかし1941年 7月以降､彼女は ｢容共｣

を ｢連共｣と表すようになった｡つまりこの頃彼女は共産党との ｢合作｣について､国民

12 ｢三民主義同志聯合会政治主張｣(『資料選編』､p.1)0

13 前掲 『南方局党史資料大事記』p.1630

14 『梅襲彬回憶録』団結出版社､1994年､p.1040

15 鉄竹偉 『廓承志伝』人民出版社､1998年､p.1830
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党が優位に立ち､共産党に対する指導性を堅持するという従来の ｢容共｣の立場から､両

党が対等に協力する ｢連其｣の立場-と転換 したのである｡これは､独裁と反共を強化す

る蒋介石に対抗 して国民党内で民主派の勢力を組織 ･拡大し､共産党を初めとする各党派

と連合 していこうとする彼女の考えを反映するものであった｡

第二章で述べたように､抗 日戦争期の何香凝は､抗 日民族統一戦線の下で共産党と協力

しながらも､共産党に対する姿勢はあくまで ｢容共｣の思想に基づくものであった｡彼女

は 1938年 1月の｢十三年の精神を回復 しよう｣の中で国民党員に対 して､｢民国十三年(1924

午)｣の ｢革命精神｣を回復 し､｢各党各派 との連合を徹底 して抗 日戦争の最終的な勝利

を実現｣するよう訴え､一方共産党員に対 しては､｢さらに積極的に国民党に協力し､共

に努力 して民衆を喚起する活動を行 うべき｣だと述べていた 16｡また､4月に国民党が制

定 した ｢抗戦建国綱領｣を支持する旨の采慶齢 と連名の文章の中では､国民党員と全国の

国民の一致団結の必要性 と共に､｢党紀の再興と党の民衆を先導する地位の回復｣を主張

した 17｡これは､孫文の三民主義の実現による新国家建設のためには､三民主義の正統な

継承者である国民党が指導的立場を維持 していくべきであるとい う彼女の立場を示すもの

である｡第一章でも述べたように､何番擬は国民革命期､国民党の指導性 と民衆の保護者

としての役割を強調 してお り､共産党との ｢合作｣については共産党を対等な協力者とは

見なさず､国民党の共産党に対する指導性を主張していた｡その後､彼女は国共両党およ

び各派の分裂と対立が深刻化する局面に失望 して一一時出国し､九 ･一八事変後再び帰国し

て抗 日戦線に参加 したのだが､その国民党観 ･共産党観は基本的に変化 していなかったの

である｡ したがって､昧南事変が何香轟にとって一つの思想的転機であったということが

できるだろう｡

1945年8月 15日の日本降伏 18 後､何番擬は広西省賀県において陳勧先､李民欣､李朗

如､陳此生らと会談 し､国民党民主派組織の結成を決意 した｡組織の名称は何香凝の提案

16 前掲何番凝 ｢回復十三年精神｣｡

17 前掲宋慶齢 ･何番凝 ｢擁護抗戦建国綱領実行抗戦到底｣｡

18 日本降服二抗 日戦争勝利を何香擬がどのように迎えたかという点は､日中関係を彼女

がどうとらえていたかを知る上で重要ではあるが､現状では資料上の制限から詳らかに

することはできない｡
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により ｢中国国民党民主促進会｣とされ､その政治綱領には孫文の革命精神の回復､訓政

終結と憲政-の移行､全ての抗 日党派の合法的存在の許容､各党派､団体による政治会議

の開催などの内容を盛 り込むことで意見が一致 した 19｡これらの意見をもとに陳此生が章

程を起草 し､何番凝らは 10月下旬に陳を李済深のもとに派遣 して章程についての意見を

求め､李自身が起草したものと統合させることで同意を得､さらに察廷鍵と李章達からも

同意を得た｡

1946年 4月 14日､中国国民党民主促進会が広州で発足 し､李済深が主席に就任 した｡

民促の ｢成立宣言｣は､孫文が ｢40年来奮闘 してきた道｣を模範 とし､｢平和､統一､民

主､富強の新中国｣の樹立を宣言 した｡また国民党に対 しては､自発的に ｢党治｣を終結

させ､連合政府を樹立 し､人民の思想､信仰､言論､出版､集会などの基本的自由と各民

主党派の一律平等を保証するよう要求 した｡ さらに民生主義を実行するための計画経済の

実施や軍隊の国家化､農民 ･労働者の生活改善､国内各民族の平等､内戦停止など8項 目

の主張が示された 2Oo

民促の名称は､当初は意図的に ｢国民党｣の文字を避け､｢中国民主促進会｣ とするこ

とが決定されていたが､最終的に何香擬の意見によって ｢中国国民党民主促進会｣と改称

されたという 21｡彼女はこの組織は ｢中国国民党の名義から離れるべきではない｣と主張

し､名称に ｢国民党｣を冠することによって､民促が国民党の一部であることを明らかに

しようとした｡つまり彼女は国民党内部で民主派の勢力を拡大 し､蒋介石 ら国民党中央に

独裁と内戦政策反対､政治協商会議再開､連合政府樹立を働きかけようとしたのである｡

このように院南事変後､南方局の影響の下で民聯 と民促の二つの国民党民主派組織が成

立した｡この二つの組織は異なった地域で別々に設立されたが､政治主張は基本的に一致

していた｡また､どちらも国民党の一部として発足した組織であり､党内の民主派勢力の

拡大によって蒋ら国民党中央に影響力を行使するという､｢党内闘争｣を主な目的とする

点に特徴があった｡ しかし､中共南方局の働きかけの下で成立した小民革を母胎とする民

19 『中国民主党派与抗 日戦争』pp.412- 413,『中国国民党革命委員会歴史研究』p.570

20 ｢中国民主促進会成立宣言｣(『資料選編』pp.40-44)0

21 朱学範 『我与民革四十年』団結出版社､1990年､p.52,愈雲波 ･呉雲郷 ･冶寿龍 『中

国民主党派史述略』上海人民出版社､1989年､p.120
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聯は､共産党の影響をより強く受けていた｡また､民促は元軍人が主体となっていたため

軍事力に自負があったが､一方民聯は､｢もし中間階層に力があれば民主運動の面で圧倒

的な優勢となり､流血革命の手段に依らなくても内戦の継続を制止 し､平和と民主を実現

することができる｣ 22 と考えてお り､この点が両者のもっとも大きな相違点であった｡

第二飾 中国国民党革命委員会の結成

(1)国民党民主派の統一

1946年 6月 26 日､国共両党は全面内戦に突入 した｡何番凝は内戦の停止をくり返し主

張 したが､中国革命においては国民党が指導的立場にあるという意見を依然として堅持 し

ていた｡ しか し内戦は止まず､さらに民促が蒋介石による弾圧を受けるに至 り､彼女らは

蒋介石 ら国民党中央と協力 して連合政府を樹立するとい う考えをついに放棄する｡そして､

蒋介石政権打倒のため国民党民主派の結集を図 り､反蒋介石の立場を明確に掲げた民革組

織の設立に至ったのである｡

内戦突入前夜の 1946年 6月 23日､何香凝は彰沢民､察廷解ら香港 ･広東の各界人士と

連名で内戦反対と平和回復を求める声明を発表 し 23､民促の機関紙 『現代』の中でも､内

戦は全国人民の窮乏状況を拡大するという見解を示 して内戦停止を主張していたが 24､同

月 26日に内戦に突入 した後､彼女は彰沢民らと連名で新たに内戦停止とアメリカの対華

軍事援助停止を要求する声明を発表 した 250-万宋慶齢は 7月 23 日に上海で声明を発表

し､国民党は孫文の三民主義の今 日における意義に正しく従って国共内戦を終わらせ､｢歴

史的任務を遂行 し､中国人民を指導 して全面解放に向かわせ｣るよう主張 した｡また､国

民党はそれを実行することで多くの党派の支持を得て ｢連合政府の指導者｣たり得ること

22 ｢三民主義同志聯合会第四次政治会議政治報告｣1947.2(『資料選編』p.B5)0

23 何香凝 ｢致蒋介石毛沢東等電｣､｢致美国杜魯門等電｣､｢致国内外報館通訊杜電｣(『双

清文集』下､pp.432-435)0

24 『現代』第 2期､広州現代出版社､1946年 6月､p.31｡

25何番凝 ｢致蒋介石電｣､｢致毛沢東電｣､｢致馬歓ホ電｣(『双清文集』T､pp.436-438)O
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も示唆 していた 260この声明には多くの国民党民主派 ･各民主党派の人々が呼応 し､何香

擬も李章達､陳其瑳､陳此生らと共に再び二つの声明を発表 した27｡さらに何香凝は8月 20

日､黄補筆官学校における演説の中で､｢この内戦は､平和と民主の国家建設の目的と三

民主義および全国人民の意志 と利益に相反するものである｡---まして現在国民党は平和

と民主を実行する責任を担い､まず人民の信任を得なければならず､断じて党内に凶悪で

横暴な専制を許してはならない｡｣と述べた 28｡ このように､彼女は内戦反対 と平和 ･民

主の実現､連合政府樹立を主張し､蒋介石の独裁に反対を唱えたが､新国家を建設する責

任はなお国民党にあるとしていた｡

一方､民促も9月 1日に ｢時局に対する声明｣を発表 し､政治､経済､外交､軍事､教

育 ･文化､民族政策などに関する意見を提示 し､改めて内戦反対 と連合政府樹立を主張し

た 290 しかし､民促はこの後蒋介石の弾圧を受けるようになり､地下活動を余儀なくされ

た｡葬廷鉾､李章達ら指導者は広州を追われ､民促は本部を香港に移 して反蒋民主活動を

続け､香港移転後､民促 と民聯の指導者の接触が始まって両派が統一の方向に向かい､こ

れが民革創設の端緒となった｡

1947年 4月末､何番擬と李済深､朱学範は何の家に集まり､新組織結成問題について

話し合った｡この席で彼 らは､蒋介石 ら国民党中央と協力 して政治協商会議を復活させ､

連合政府を樹立することはもはや不可能と判断するに至 り､国民党民主派の結集 ･組織化

による蒋政権打倒が必要であるとい う意見に達 した｡さらに彼 らは､｢民聯 と民促の統一

は情勢の発展が必要とするものである｡しかし､統一の過程にも同様に時間が必要であり､

別に新 しい一組織を成立させる方がよい｣とい う結論に至った30｡｢統一の過程｣にも ｢時

26 采慶齢 ｢関於促成組織聯合政府並呼呼美国人民制止他m的政府在軍事上援助国民党的

声明｣1946.7.23(前掲 『宋慶齢選集』上巻､pp.415-419)｡

27 ｢致美国参衆両院及美国人民電｣(『華商報』1946年 7月 29日,『双清文集』下､

p.444),｢致全国同胞電｣(『華南報』1946年 7月 28日,『双清文集』下､p.445)0

28 何香凝 ｢為紀念廓仲憧先烈告黄輔等官同志書｣(『双清文集』下､pp.446-449)0

29 ｢中国民主促進会発表対時局声明｣(『中国国民党革命委員会歴史教学参考資料 (民主

革命時期)』1982年､pp.62-63)0

30 朱学範前掲書 pp.19-200
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(図 1)

三民主義同志聯合会 ･中国国民党民主促進会 ･中国国民党革命委員会関係図

1948.1.1

1946.4.14

(現在に至る)

間が必要｣とい うことは､民聯 と民促の意見を調整するには時間がかかるという認識があ

ったのであろう｡事実民革成立後､両派の指導者たちの間にはしばしば意見の相違が見ら

れた｡こうして民聯､民促はそのまま存続 させた上で､新たに民草という一組織が設立さ

れることになったOこの三つの組織が統一されるのは人民共和国建国後の 1949年 11月に

なってからのことである (図 1参照)｡新たに結成された民革は反蒋介石の立場に立脚 し､

蒋政権打倒を目標に掲げることになった｡

この時何番擬は､｢現在の内戦の局面に対 してわれわれができることは､できるだけ多

くの国民党内の愛国者に三大政策の救国の道理を以て説得 し､団結 して連共の道を歩ませ

ることである｣と主張 した 31｡朱学範は､｢何香凝が計画と指導に参与することで､私は

国民党愛国民主勢力の連合組織の成立と蒋政権の打倒に確信を持った｣と述べている 32｡

朱学範のこの発言は何香凝の ｢摩仲憧夫人｣として､古参の国民党員としての影響力がい

かに大きかったかを物語っている｡彼が言 うように､何香擬が新たな組織に指導者の一一人

として参加することは､国民党員に対する一種の吸引力となり､国民党民主派の組織とし

ての結集 と勢力拡大に大きな効果があったと考えられる｡

31 朱学範前掲書､pp.21-22｡

32 同上､p.210

-72-



10月 27日､中国民主同盟 (略称民盟)が国民党当局から非合法団体として解散させ ら

れ､李済深はこれに抗議の意を表明した 330民盟の解散は､蒋介石にいまだ幻想を抱いて

いた国民党員や中間派のますますの失望を招き､国民党民主派結集の動きにさらに拍車を

かけた｡何香凝と李済深は上海にいる民聯の譜平山､柳亜子､郭春涛､陳銘枢 らに書簡を

送って香港に招き 34､一方宋慶齢にも書簡で､香港に来て彼 らを指導 してくれるよう要請

した 35｡10月に柳亜子が民聯中央の意見を携えて香港に到着すると､李済深､何香凝らは

香港で ｢中国国民党民主派連合代表大会準備委員会｣を発足 し､民革結成の具体的準備に

入った 36｡

11月 12日､中国国民党民主派連合代表大会が香港で開催 された｡李済深は､この大会

が孫文の生誕記念 日に開催されたことは ｢中国国民党の再生を象徴 している｣と述べ､何

香礎も ｢我々には真の三民主義が必要であり､三大政策の実行が必要である｣と演説 し37､

この組織が孫文の遺志を継承 し､国民党の再生を図るものであることが強調された｡この

大会の後､譜平山と陳銘枢も香港に到着 し､12月 25日に中国国民党民主派連合代表大会

が改めて正式に開催 された｡何香凝はここでも演説 し､今や ｢三大政策の ｢容共｣は ｢連

共｣に､｢労農扶助｣は ｢耕者有其田｣に改めるべき｣であるとい う意見を表明した 38O

彼女はここで改めて ｢容共｣から ｢連共｣の立場に変わったことを明確に示 している｡ま

た､当時共産党が推進 していた土地改革を ｢耕者有英田｣の実現を目指すものとして支持

し､民革設立にあたって改めて共産党と ｢合作｣ していこうとする彼女の意志もここに示

されていた｡この意見は後に､民革の成立宣言の中でさらに発展 した形で反映されること

になる｡

33 ｢李済深論封開民盟事件｣(『華南報』1947年 10月30日)0

34 ｢何香凝李済深給評平山柳亜子等的信｣(民革中央宣伝部編 『中国国民党革命委員会

五十年､1948-1998』団結出版社､1997年､p.43)0

35 彰沢民 ･何香凝 ･李済深 ･李章達 ･陳其壌 ･柳亜子 ｢上孫夫人書｣(『双清文集』下､

pp.487-488)0

36 前掲 『中国国民党革命委員会歴史研究』p.820

37 同上､p.840

38 何番凝 ｢在中国国民党民主派聯合代表大会的演説｣(『双清文集』下､p.490)O
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(図2)中国国民党革命委員会第一期中央執行委員会 (1948年 1月～ 49年 11月)組織図

出所 :彦奇主編 『中国国民党革命委員会歴史研究』の記述をもとに筆者作成
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(2)民事の組織と主張

1948年 1月 1日､民革が香港で正式に成立したO主席には李済深が就任 し､宋慶齢は

名誉主席に､何香凝は 16人の中央常務委員の 1人に選出された｡図 2は当時の民革の組

織図である｡この中で特に重要な役割を果たしていたのが中央宣伝委員会 と中央政治委員

会である｡宣伝委員会は民革が発表する各種文告､声明､談話の起草と発表を司り､『文

匪報』や 『自由』など機関紙の発行にも携わっていた｡一方政治委員会は､政治面 ･軍事

面における民草の活動方針や具体的規則の制定に関わり､後述の共産党の ｢メーデー宣言｣

に呼応する声明はこの委員会において起草されたとい う 39｡常務委員と各委員会には全体

的に民聯出身者と民促出身者がバランスよく配されているが､宣伝委員会の正副主任委員

は民促側の陳勧先と梅襲彬が､一方政治委員会の正副主任委員は民聯側の朱藤山 (濁玉梓

は在米のため朱蕗山が代理を務めていた)と郭春津が任命された｡つまり､組織の運営面

は主に民聯の知識人が担当し､対外的な宣伝面は軍事的影響力を持つ民促側の人物が中心

となって推進 していたと見ることができるだろう｡

ところで､｢中国国民党革命委員会｣の名称は宋慶齢の手紙による指示を受けて何香擬

が提案 したものであったが､何自身も ｢民革の性質と任務をよく認識 させる｣ため､名称

に ｢国民党｣の文字を入れて ｢中国国民党革命委員会｣とする必要があると考えていた40｡

彼女はこれによって民革が孫文の正統な継承者であることを示 し､一人でも多くの国民党

員､特に党の軍政に関わる党員を民革側に獲得 して､蒋政権の内部からの崩壊を導こうと

考えた｡朱学範は､これが何香凝の提案であったため ｢皆はあえて反対しつづけなかった｣

と述べてお り 4】､ここでも何香擬が民軍内でいかに大きな影響力をもっていたかが うかが

える｡

また､民事は ｢成立宣言｣の中で蒋政権打倒 と中国の独立 ･民主 ･平和実現を目標 とし

て掲げ､その目標実現のための闘争において､｢三民主義の理論は今 日の中国革命の正 し

い指導理論であり､中国国民党は依然として中国革命の指導政党であり､三大政策は依然

39 『中国国民党革命委員会歴史研究』pp.91- 92,民革中央宣伝部編 『中国国民党革命

委員会 50年』団結出版社､1999年､pp.63-650

40 朱学範前掲書 pp.52-53

41 同上｡
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として三民主義の実現と反帝反封建の必要手段である｣としていた｡ しかし､今 日の三大

政策は国内外の情勢の変化に従って､｢充実 し発展させなければならない｣とされ､すな

わち､今 日の ｢連ソ｣政策は孫文の ｢遣嘱｣の中の ｢世界の平等を以て我を遇する民族と

連合する｣政策に､今 日の ｢容共｣政策は ｢国内のすべての民主党派 と連合する｣政策に

拡大すべきであり､今 日の ｢労農扶助｣政策は総理の ｢耕者有英田｣を実現する内容を備

え､労働者が ｢失業と飢餓を免れる｣権利を保障すべきであるとされた42｡

朱学範によれば､三民主義を中国革命の指導理論 とし､国民党を指導政党とする成立宣

言の文面は､民革の中のかつて党の軍政に関与 した人々の意見を反映 したものであり､何

香凝はこれ らの意見に理解を示 してはいたが､｢宣言｣の中に規定することには反対を唱

えていたとい う 43｡この ｢宣言｣は柳亜子や梅輿彬､陳此生らが起草 したもので､彼 らは

結局この文面を堅持 したが､一方で何香凝の意見も尊重され､｢三大政策を発展させる｣

という文言が追加 された 44｡前述のように､彼女は民革設立の準備段階で三大政策の発展

を主張してお り､この意見を採 り入れ､彼女が提起 した ｢容共｣から ｢連共｣-の発展を

｢国内の全ての民主党派 と連合する｣政策 として対象を拡大 し､｢連ソ｣から ｢世界の平

等を以て我を遇する民族と適合する｣政策-の拡大の一項を加えるというさらに発展させ

た形で ｢宣言｣に盛 り込むことによって､彼女を納得させようとしたのだと考えられる｡

このことからも､何香凝の民革内における影響力の大きさが理解できるだろう｡

また､民草の ｢行動綱領｣では､①革命的三民主義の実現による独立､民主､幸福の新

中国の建設を最高の理想 とする､②行動綱領は中国国民党-全大会の決議 した対内対外政

策を基本原則 とする､③当面の革命任務は蒋介石の売国的独裁政権の打倒 と､独立 ･民主

･平和の新中国の実現である､という主要 3項目が提示された 45｡この ｢綱領｣の特に第

2条には柳亜子の意見が反映されていたといい 46､これは何香凝と同じく中国同盟会の頃

42 ｢中国国民党革命委員会成立宣言｣1948.I.1(『資料選編』pp.121- 132)0

43 しか し､先学範は何香凝が反対を唱えた理由にまでは言及 しておらず､彼女がどのよ

うな観点に基づいてこれに反対 したのかは明らかではない｡

44 先学範前掲書 p.820

45 ｢中国国民党革命委員会行動綱領｣(『資料選編』pp.133- 136)0

46 先学範前掲書 p.83.
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からの古参党員としての自負を持つ柳の立場を明確に示すものといえるO-方､同年 2月

に民促が発表 した ｢行動綱領｣は第 1条のみで第 2条は含まれておらず､民促の元軍人た

ちはこの第 2の条項に同意 していなかったことを朱学範は指摘 している 47｡このように成

立当初の民革内にはさまざまな意見の相違が見られたが､それは主に､民聯側の知識人と

民促側の軍人との間の意見の対立であったと見ることができるだろう0

第三飾 中華人民共和国の成立

(I)共産党の指導性の承藩

1948年 3月6日､共産党は民事の成立を歓迎すると表明 し､民盟の三中全会宣言 と民

革の成立宣言及び行動綱領が示す内容は､｢すべての愛国者が認める唯一の道｣であると

評した｡ しかし一方で､中国の新民主主義革命の勝利には共産党の強固な指導下にある広

範な統一戦線が必要であると強調 し､さらに ｢革命 と反革命の間､民主と反民主の間にい

わゆる第三の道である中立地帯､あるいは中立組織､ましてや中立政権を樹立することは

できない｣と断言 した 48｡これは､民革の主張に賛同しながらも､成立宣言の中で自己の

指導的立場を堅持 しようする民草が中間派として独自の路線を築くことを警戒するもので

あった｡また､朱学範によれば李富春も､｢小民革､民聯､民促はみな共産党の援助 と支

持を得て､共産党と協力 してきたが､一部の指導者にはいまだ第三の道の思想 と政治主張

がある｣と指摘 してお り､｢民草の成立は一歩前進｣ではあるが､｢一部の人々の思想に

対してはまだわれわれの働きかけが必要である｣と述べていたとい う490

設立当初の民革は､かつての国民党左派や知識人､反蒋介石の立場にある元軍人､地方

実力者など､さまざまな性質をもつ成員によって構成されており 5O､前述のように指導者

を堅持するか､あるいは共産党の指導性を承認するかとい う問題であった｡それは､共産

47 朱学範前掲書p.830

48 ｢中共中央発言人評民盟三中全会及国民党革命委員会宣言｣(『中共中央文件返集』第 17

冊､pp.86-87)0

49 朱学範前掲書p.1240

50 前掲 『中国国民党革命委員会歴史研究』p.860
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覚の ｢メーデー宣言｣の呼びかけに対する対応に顕著に表れている｡

同年 4月 30日､共産党中央は ｢メーデー宣言｣を発 して新政治協商会議(以下､新政協

と略す)の開催を呼びかけ 51､翌日には何香凝､李済深ら各民主党派の指導者の名前を列

挙 して､彼 らに新政協問題を話 し合 うため解放区に来るよう要請 した 520各民主党派の指

導者 12人は5日､これに呼応する声明を連名で発表 して同意を示 し 53､これ以後､各民

主党派が ｢メーデー宣言｣に呼応する各自の声明を発表 していった｡

しか し､他の党派が5月中にそれぞれの声明を発表 したのに対 して､民革の ｢声明｣は

6月 25日になってようやく発表された 54｡ しかも民革の ｢声明｣は､民革が共産党の呼

びかけに呼応するのはあくまで孫文の ｢遺教｣に従 うためだとい う姿勢をとり､人民代表

大会開催と連合政府樹立の構想についてはすでに民革が ｢行動綱領｣の中に盛 り込んでい

たことを示 して､共産党に対する自らの対等性､あるいは自らの優越性さえ示唆 していた｡

この ｢声明｣は､中央政治委員会において陳此生が起草し､評平山､陳勧先､梅輿彬の

審査を経たが､最終的には李済深が文面を決定 したもので､李の意見が反映されていた55｡

李は9月 10日に朱学範に宛てた手紙の中でも､連合政府は各党派が平等な地位を占める

民主的なものであるべきだという意見や､共産党の-党独裁 に対する警戒の念､倒蒋後の

連合政府樹立に対するアメリカの支援-の期待などを表明していた56｡

これに対 して民促 と民聯は､それぞれ 5月中に ｢メーデー宣言に呼応する宣言｣を発表

しているO民促は､自らの ｢革命的三民主義を一貫して守る｣立場を示した上で､共産党

の提案は ｢われわれの現在の主張に符合する｣と述べ､各民主党派､各人民団体､海外華

僑および民主人士が協力 して ｢民主､幸福の新中国を実現するため奮闘する｣ことを呼び

51 ｢中共中央発布紀念 "五一''節口号｣(前掲 『中共中央文件選集』第 17冊､pp.145-

148)0

52 ｢中共関於連詩各民主党派代表来解放区協商召開新政協問題給雇局港分局的指示｣

(同上､pp.149- 150)0

53 ｢与李済深等致全国同胞電｣(『双清文集』下､p.496)0

54 ｢中国国民党革命委員会響応中共 "五J '号召的声明｣(『資料選編』pp.172- 174).

55 先学範前掲書 p.1270

56 同上､pp.131- 1330
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かけた｡また新政協は､｢国家民族の利益 と､各階層の人民の利益および相互の強調を前

提とし､党派の立場に基づく利益を前提としてはならない｣としていた 57｡ -万民聯は､

孫文の遺志の達成と民聯の一貫した主張の実現のためにこの ｢宣言｣に賛同する意志を示

し､新政協を成功させるためには ｢第三の道の幻想はいささかも持つべきではな｣く､ま

た将来新政協で起草されるであろう ｢共同綱領｣は､｢革命的三民主義に符合する新民主

主義の共同綱領でなければならない｣として､共産党支持の立場を明らかにしていた 58.

-方､民聯の主席であった譜平山は共産党の指導性を承認する立場をさらに明確に示 し

ているO彼はすでに同年 3月の時点で､｢民主統一戦線の指導権は､大多数の人民を指導

して土地改革を完成できるものが得 られる｣と述べて共産党の指導性を肯定していた 59｡

｢メーデー宣言｣に関しても､彼は5月 23日に 『華南報』に発表 した論文の中で､新政

協で討論される共同綱領は新民主主義的な政治綱領でなければならず､その指導の責任は

共産党が担 うべきであるとい う見解を示 した 6Ooまた彼は､李済深が共産党の指導性を承

認すると表明しないことは遺憾であり､民革の前途のために李に働きかける必要があると

考えていた610

しかし､同じく民聯と民盟の会員でもあり､朱学範に ｢国民党の断固たる左派で､中共

の方針と政策の積極的な擁護者 ｣ 62 と評された柳亜子は､実は彼独自の共産党観を持って

いた｡柳は民革成立前夜の 1947年 12月､｢中共に対 しては､その友となることに私は双

手をあげて賛成するが､その しっばになれ というのなら､決 してならない｡｣と述べてお

り､｢新民主主義は総理 〔孫文〕の三民主義を越えるものではないと毛 〔沢東〕先生も認

めたことがある｡ したがって､むしろ中共が国民党のしっぽなのである｣とさえ言ってい

57 ｢中国国民党民主促進会呼応中共 "五一''号召的宣言｣(『資料選編』pp.162- 164).

58 ｢三民主義同志聯合会呼応中共 "五一ノ'号召的宣言｣(同上､pp.158-161)0

59 譜平山 ｢土地改革与民主統一戦線｣(『評平山文集』人民出版社､1986年､p.506).

60 評平山 ｢適時的号召-論中共 "五一"節口号｣(『華商報』1948年 5月 23日,同上

p.514)0

61 朱学範前掲書p.1380

62 同上､p.660

-79-



た 63｡この文章は結局発表には至らず､彼の生前に公開されることもなかったが､このよ

うな経緯は､当時の民主党派の人々の共産党に対する複雑な心境を表すものだといえるだ

ろう｡

ところで何番凝は､民革全体より 20日ほど早く､6月 7日に香港の女性界人士 232人

と連名で ｢メ一一デー宣言｣に呼応する声明を発表 した｡彼女は､共産党が ｢土地改革｣と

｢労資両利｣を実行 して工商業を保護 したことは､孫文の遺教の精神に合致し､その結果

｢広範な人民の支持を得て人民の勝利の基礎を固めた｣と評価 して､｢メーデー宣言｣に

対する積極的支持の姿勢を示 した 64｡彼女の意見は､共産党の呼びかけが孫文の遺教に---A

致するとい う認識において民車全体の声明と意見を共にしていたが､民革全体に先駆けて

共産党を支持する態度をはっきりと示 したのである｡また､彼女は同年 8月から9月頃､

陳此生と呉茂務から､民革中央常務委員会の席上で ｢アメリカの支援を得て国共両党以外

の第三の道を歩む｣とい う ｢過大な幻想を語る｣文章が提出されたという報告を受けた際

も､このような文章は ｢孫文の三大政策の主旨に反 している｣として､断固としてその公

表を阻止するよう彼 らに指示 したという 65｡彼女はアメリカが蒋介石ら国民党中央に武器

を提供することで中国の内戦を助長 し､中国を侵略しようとしているとしてしばしば非難

と抗議を行ってお り W､アメリカ依存の考えをもっていた李済藻とは対照的な立場に立っ

ていたのである｡

(2)兼反工作

民革が新中国建国における過程の中で最も大きな働きを示 したのが､軍事活動 (策反工

作)である｡すなわち民草は､各地に駐屯する国民党軍に働きかけて蜂起させ､各地の都

63 柳亜子 ｢従中国国民党民主派談起｣(王晶在､王学庄､孫彩霞編 『柳亜子選集』上､

人民出版社､1989年､pp.584-586)0

64 何香凝 ｢迅速召開新政治協商会議｣(『双清文集』下､pp.499- 501)0

65 呉茂諜 ｢深切懐念敬愛的摩夫人｣(『回憶与懐念一紀念革命老人何香凝逝世十周年』北

京出版社､1982年､pp.152-153)0

66 何香凝 ｢致馬軟布電｣(『双清文集』下､p.438),｢致美国参衆両院及美国人民電｣

(『双清文集』下､p.444)など｡
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年月日 戦 役 策反工作の対象 策反工作者

48.9.19 済南起義 国民党済南軍第 96軍軍長 呉化文 鴻玉祥､李済深

48.ll.9 准海戦役 国民党第 59軍軍長 劉振三､副軍長 孟紹嫌 李済深､朱藤山､曹天韓

48.ll.27 准海戦役 国民党第 85軍少将参謀長 馬験､第 111師師長 廓運周 李済探､王藻真

49.5.15 金口起義 国民党第 19兵団第 127軍 .第 128軍司令官 張珍 李世噂､王藻真､劉積学

49.5.26 上海起義 国民党推薦警備副司令 .北兵団司令 .第 51軍軍長 劉昌義 王裸真､劉雲昭

49.8.4 長沙起義 国民党湖南省政府主席 .長沙綬靖公署主任 程潜､国民党第 1兵団司令 陳明仁 李世才章､陳銘枢､郭春涛

49.12.9 昆明起義 雲南省政府主席 .雲南緩靖公署主任 鹿漢 楊傑､呉信連､龍雲

49.12.26 四川広漠起 国民党川部辺区綴靖公署副主任 董 劉文輝､郵錫候､清文華

義 宋桁､第 16兵団副司令 曽延元

(不明) 安徴南部 国民党第 2縦隊司令陳瑞河 陳銘枢

49.夏 広東 広州綴靖公署主任 余漢謀 蒋光熱

図 3 民事策反工作一覧表

出所 :彦奇主編 『中国国民党革命委員会歴史研究』､察恵案 ･桑伯ほか主編 『百万国民党

軍起義投誠紀実』の記述をもとに筆者作成

市を平和解放-と導いた｡このような活動は､国民党から分化 した民革とい う組織特有の

ものであり､民革が中国革命の最終段階で果たした最も大きな役割であった｡特に主席の

李済深は､民革の活動の重点は策反工作にあるとしてお り､李自身が指揮をとる形で策反

工作は進められた｡ しかし民革の指導者の中には彼のこのような方針に異論を唱える者も
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いた｡たとえば李済深と同じく旧十九路軍の軍長であった察廷解は､李と共に福建人民革

命政府の設立に加わり､その後共に中華民族革命同盟と民促の組織に参加 したが､両者は

非常に近い立場にありながら異なる観点を持っていた｡朱学範によると察廷解は､｢同志

の中には現在の活動の重点はまず共産党との合作に置き､すみやかに協議を達成 して､新

政協を開催 し､連合政府を組織するべきだとい う者もいる｣と述べ､主席である李済深自

らが策反工作に携わる必要はないとい う意見を示 したが､これに対 して李済深は､民革は

策反工作の面で業績を示すことによって､新政協や連合政府における地位を確保すること

ができるのだという見解を示 したのだとい う670

このように策反工作を非常に重視 していた李済深は､南方局の周恩来との協議の上､共

産党から 700万元の資金援助を得､1948年から翌 49年にかけて､各地方の国民党軍を人

民解放軍に接収する形で活動を進めていった｡その代表的な例は図3に示す通 りである｡

しかし自己の軍事活動に自負を持つ李済深ら元軍人が､接収 した国民党軍をなぜ民革独

自の軍事力として保持 しようとしなかったのかは不明であり､この点については今後さら

に分析が必要であると思われる｡

(3)中国人民政治協商会議の開催

1948年 8月以降､各民主党派 と無党派の代表が全国各地から解放区入 りして新政協の

準備活動に加わった｡ しかし､李済探は共産党や先に解放区入 りしていた譜平山､察廷街

に解放区入 りを要請されながらも､香港から動こうとしなかった｡李がなかなか解放区入

りしようとしないことはさまざまな憶測を呼び､また当時実際に､李とかつて密接な関係

にあった桂系の李宗仁､白崇痛の二人が､蒋政権打倒後長江以北を共産党が､長江以南を

自分たちが統治するとい う ｢南北朝｣を樹立しようと画策 してお り､李済深を取 り込もう

とする動きを見せていた｡ しかし李は 12月 26日､ついに解放区に入った｡彼が解放区入

りを決意するに至ったのには､何香凝の強い働きかけがあった 68｡何は李に､｢情勢の要

67 朱学範前掲書､p.1460

68 同上､p.154,陳紹時 ･膝文藻 ･林建伯編著 『白区闘争紀実』北京師範学院出版社､1990

年､p.324,都在今 『協商建国- 1948- 1949中国党派政治日志』人民文学出版社､2000

年､pp.146-1470
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求｣と ｢彼自身の安全｣のため早く北上するよう勧めたのだとい う｡つまり彼女は､李が

解放区入 りすることには､彼 自身が李宗仁や白菜宿との結びつきを否定するとともに､民

軍全体が共産党の指導性を承認することを示す意味があると考えたのである｡

1949年 1月 30日､北平は人民解放軍によって平和解放され､李済深ら民主党派の指導

者が2月末に北平に到着 し､民草も拠点を北平に移 したO同年 3月末の時点での民革の規

模は､海外総分会 5､省 ･市級の分会 11､特別小グループ4の計 20の単位があり､登録

している会員は 117人であった｡その後6月になると民革の基層組織は国内が 18､海外

が6となり､党員は計2185人にまで達 して､その規模は急速に拡大した 9̀｡

何香凝自身は 1949年 4月 12日に香港から北平に到着 し 70､22日に毛沢東の ｢全国進軍

令｣を支持する声明を出した 7l｡また9月 21日から北平で開催 された中国人民政治協商

会議第一次全体会議では､彼女は民革の代表 として出席 し発言 した｡彼女は､孫文が目指

した中国革命のすべての目標が ｢毛主席の指導の下｣で実現 したと述べ､｢今 日の人民政

協の大きな意義｣とは､毛沢東の指導によって中国の ｢あらゆる革命の伝統｣を代表 した

ことであると評価 した｡そして､｢二十年来の毛主席のねぼり強い奮闘､労苦-の忍耐は､

すべて毛主席の新民主主義がわれわれの信奉する革命的三民主義に比べてより妥当であ

り､より徹底 したものとなるであろうことを証明している｣と述べた 7㌔ 孫文の継承者を

自負する民革の代表者 としてのこの発言は､新中国の建設における共産党の方針を孫文の

思想を継承 ･発展させたものと位置づけ､受け入れることを意味 してお り､新中国の政権

における指導権を掌握 しようとする共産党にとって大きな意味をもつものであった｡さら

に､何香凝は新民主主義が孫文の三民主義をより発展させたものになるであろうと述べる

ことによって､民革および彼女自身が共産党と毛沢東の指導を受け入れて新中国の建国に

参加する立場にあることを明確に表現しようとしたのだといえるだろう｡

何香凝は同盟会時代からの古参の国民党員であるとい う自負をもち､民革の設立を図る

69 『中国国民党革命委員会歴史研究』p.91,『中国国民党革命委員会 50年』p.660

70 ｢何香凝到了北平｣(『華南報』1949年4月 13日)0

71 何香凝 ｢擁護毛沢東向全国進軍的命令｣(『双清文集』下､p.509)0

72 ｢中国国民党革命委員会中央常務委員何番凝講話｣(『中華人民共和国開国文献』文化

資料供応社､1978年､pp.68-70)O
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頃までは共産党と協力の姿勢をとりながらも､なお中国革命における国民党の指導性を堅

持 していた｡ しかし彼女は共産党の ｢メーデー宣言｣に呼応する声明の中で共産党に賛同

し､支持する立場を明らかにし､さらに人民共和国建国に際 して共産党の指導性を承認す

る意志を明確に示 したのである｡彼女のこのような思想的変化の経緯を明らかにする文献

はないが､いくつかの理由を推察することができる｡第一は､彼女の ｢救国｣の思想であ

る｡彼女は孫文の三民主義を実現する新中国の建設を目指 してきたのであり､革命の指導

権を誰が､あるいはどの党派が握るかということよりも､独立 ･民主 ･平和の新国家の建

設を優先させたのではないだろうか｡むろん彼女が人民共和国建国にあたって､共産党の

指導性を受け入れながらも､共産党と各民主党派による多党派合作体制に希望を抱いてい

たことも十分考えられる｡第二は､当時の情勢である｡李済深の解放区入 りを促す際､彼

女が ｢情勢の要求｣を理由に挙げていたように､当時国共内戦における共産党の勝利は決

定的なものになりつつあり､他の民主党派はすでに共産党の ｢メーデー宣言｣を支持し､

共産党の指導性を承認 して新政協に参加するため解放区入 りしていた｡このような周囲の

情勢からも､彼女は共産党を支持する必要を認識 し､その立場を明示 したのだと考えられ

る｡第三は､息子摩承志の影響である｡慶は南方局で周恩来の指示の下､1946年に中央

宣伝部副部長､新華社社長に就任 し､香港において民主党派を中心とする民主派人士や海

外華僑-の宣伝活動に従事 していた｡何香擬に対 しても彼の働きかけは当然あったことで

あろうOまたこの第-一一の ｢救国｣の思想 と第二の当時の情勢は､何香凝だけでなく､共産

党の指導性を受け入れて新中国の建国に参加するに至った多くの民主党派の人々に共通す

る理由であったと考えられるのである｡

国共内戦の局面の中で国民党民主派を結集する組織 として結成された民革は､国民党系

の二つの組織を基盤に成立した.一つは､諦平山､柳亜子ら国民革命期に国民党を離脱 し

た国民党左派や国民党系の知識人を主体とし､共産党の影響を比較的強く受けてきた三民

主義同志聯合会 (民聯)であり､もう一つは､自己の軍事力に自負を持つ李済深ら元十九

路軍の軍人を中心に構成 されていた中国国民党民主促進会 (民促)である｡民革内部には

連合政府樹立における指導性の問題､すなわち民革自体が指導性を保持するか､あるいは

共産党の指導を受け入れるかという問題をはじめとして､党の政治方針などの面で指導者

間に意見の相違が見られた｡これはまさに民革が､同じく国民党から分立しながら性質の

異なる先の二つの組織を基盤 として成立し､複雑な人的構成からなる組織であったことに

起因していた｡このような民革内部における意見が交錯 した複雑な状況は､民革という組

-84-



織､さらには民主党派全体が国共両党に匹敵するだけの確固とした一大勢力-と発展する

ことを阻んだのではないだろうか｡ しかしながら民革は共産党と協力 し､策反工作によっ

て各地の国民党軍に武装蜂起をおこさせ､反蒋介石の立場に立つ多くの国民党員を自らの

側に取 り込むことで蒋介石政権の内部から崩壊-と導き､新中国の建国に至る中国革命の

最終段階に大きな役割を果たしたのであった｡その中で何香凝は､国民革命期に国民党中

央を離脱 した国民党左派の一一人であり､譜平山､柳亜子 ら民聯の知識人と比較的近い距離

にあったが､一方では李済深 らとともに民促の指導者の一人としてその創設の段階から中

心的な役割を果たした｡また､彼女自身の思想は両者の中間的な立場にあり､いわば彼女

は民革内部において二つの勢力の橋渡 し的役割を果たしたのだといえるだろう｡また､彼

女の発言が党外に与えた影響も大きく､孫文の遺志の継承者の一人と見られていた彼女が

新中国建国にあたって共産党の指導性を承認 し､毛沢東と共産党の指導下における新国家

建設を孫文思想の継承 ･実現であると位置づけたことは､共産党にとって大きな意味を持

っていた｡建国後､彼女がすでに 71歳の高齢にもかかわらず､華僑事務委員会主任､人

民政治協商会議全国委員会副主任などの要職を歴任 したことがそれを物語っているのであ

る｡
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関係年表 (1941年 1月～1949年 10月 1日)

1941 1 暁南事変発生｡

1/14 何香凝､宋慶齢､柳亜子､彰沢民が蒋介石 と国民党中央執行監察委員に公開

書簡を送る｡

1/18 何香凝､宋慶齢､陳友仁が蒋介石を叱責する電報を打電｡

4/2 国民党五期八中全会が柳亜子の党籍を剥奪｡

4/11 何香凝､『華商報』の記者に柳亜子の党籍剥奪に抗議する談話を発表｡

4/9 『華南報』に題字を発表｡

5 王良禽､許宝駒､王柄南が重慶で中国民族大衆同盟を設立｡

5 周恩来､董必武が朱藤山と会見｡

7 何香凝､柳亜子､彰沢民が ｢国民党民主促進会｣の組織について相談､李済

深と連絡するため李章達らを広西に派遣｡

10 中国民主政団同盟が重慶で成立｡

12/8 太平洋戦争勃発｡

12/12 九龍陥落｡

12/25 香港陥落｡

1943 4 何香凝､桂林で中国国民党民主促進会を組織のための準備活動を開始｡

8 重慶で ｢中国国民党同志連合会｣が成立｡

1944 6 李済深､柳亜子､黄旭初が桂林で ｢抗戦動員宣伝委員会｣を組織｡

9 中国民主政団同盟､中国民主同盟 (民盟)と改称｡

1945 1/15 中国民主同盟 ｢時局宣言｣を発表｡

3 何香凝､共産党広東省臨時委員会が派遣 した李募入と会見｡

8/15 日本降伏｡

8 何番凝､陳此生ら ｢中国国民党民主促進会章程｣を起草｡

10/10 ｢双十協定｣発表｡

10/28 三民主義同志聯合会､重慶で成立0

12/16 中国民主建国会 (民建)､重慶で成立｡

12/30 中国民主促進会 (民進)､上海で成立｡

12 全国各界救国連合会､中国人民政国会と改称｡

1946 1/10-31重慶で政治協商会議開催｡

3/日 7 中国国民党六期二中全会､垂慶で開催｡蒋介石が ｢軍令 と政令の統一｣を

強調｡

4/14 中国国民党民主促進会 (民促)､広州で成立｡

5 九三学社､重慶で成立｡

6/23 何香凝､彰沢民､察廷鍛ら香港 ･広東各界の人士 98人が内戦反対の声明を

発表｡

6/26 国共内戦勃発｡

7/23 宋慶齢が ｢関於促成組織聯合政府並呼呼美国人民制止他m的政府在軍事上援

助国民党的声明｣を発表｡
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7/26 何香凝､李章･達 らがアメリカ衆参両院とアメリカの人民に､アメリカ政府に

対 して対華軍事援助を停止するよう働きかけることを求める声明を発表｡

7/28 何香凝､彰沢民ら44人が宋慶齢の声明を支持する声明を発表0

9/1 中国国民党民主促進会 ｢対時局声明｣発表｡

11/15-12/25 国民大会､南京で開催｡｢中華民国憲法｣制定｡共産党と中国民主同盟な

どは参加を拒絶｡

冬 ｢中国国民党民主促進会｣中央理事会が広州から香港に移転｡

β47 2 中華民族解放行動委員会､中国農工民主党 (農工党)と改称｡

3/9 李済深が ｢対時局意見｣発表｡

3/12 ｢国民党民主政治協会時局声明｣発表｡

4末 何香凝が自宅で李済深､朱学範と国民党民主派を結集する組織の創設を討議｡

6 何香凝､李済深らが ｢中国民主和平運動連名｣を組織｡

夏 何番凝､李済探が連名で上海の諦平山､柳亜子､郭春涛､陳銘枢に書簡を送

り､香港に来て民促､民聯を統合する組織の成立準備に加わるよう要請Q

秋 彰沢民､柳亜子､李章達､陳其理､李済深と連名で宋慶齢に書簡を送 り､香

港に来て国民党民主派の組織を指導するよう要請｡

10/10人民解放軍総部が ｢中国人民解放軍宣言｣を発表｡

10/3日 1/11中国国民党民主派連合代表大会準備委員会三次会議開催｡

10/27 中国民主同盟が国民党に非合法団体として解散させ られる｡

11/12 中国国民党民主派第一次連合代表大会､香港で開催｡何香凝が ｢真の三民主

義と三大政策の実行｣を主張｡

11 濁玉梓がニューヨークで旅美中国和平民主連盟を設立｡

12/25中国国民党民主派連合代表大会開催｡何香凝､三大政策の ｢容共｣を ｢連共｣

に､｢扶助農工｣を ｢耕者有英田｣に改めるべきだと主張｡

1948 1/1 中国国民党革命委員会 (民革)､香港で成立｡｢中国国民党革命委員会成立宣言｣､

｢中国国民党革命委員会行動綱領｣､｢中国国民党革命委員会組織総章｣採択｡

2 中国国民党民主促進会､｢中国国民党民主促進会行動綱領｣発表｡

3/6 中共中央 ｢評民盟三中全会及国民党革命委員会宣言｣発表｡

4/30 共産党が ｢メーデー宣言｣を発表 して､新政治協商会議の開催を呼びかける｡

5/5 何番凝､李済深ら各民主党派の指導者が連名で共産党の ｢メーデー宣言｣に

呼応する声明を発表｡

5 三民主義同志聯合会､中国国民党民主促進会がそれぞれ ｢メーデー宣言｣に

呼応する声明を発表｡

5/23 讃平山が 『華商報』に ｢適時的号召-論中共 `̀五一"節 口号｣を発表.

6/7 何香凝､香港婦女界人士 232人と連名で ｢迅速召開新政治協商会議｣を発表｡

6/25 民革が共産党の ｢メーデー宣言｣に呼応する声明を発表o

ll/1 民革､内部発行誌 『自由』(通訊版)を香港で発行｡

11 民革指導者の一次集会の席上で､李済深の解放区行きを決議｡

12/26 李済深､朱藤山､梅襲彬らが香港を出発 して共産党の招きで解放区-0
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1949 1/18 民革が毛沢東の提示 した8つの条件を支持 し､共産党の指導を受け入れるこ

とを表明する声明を発表｡

4/12 何番凝､香港から天津を経て北平に到着｡

4/14 中華全国民主婦女連合会第一期第一次執行委員会で何香凝を名誉主席に選出.

4/21 毛沢東､朱徳が全国に進軍令を布告｡

6/15 中国人民政治協商会議準備会開幕｡李済深､何香凝らが出席｡

9/l 民革が北京束皇城根南街 9号に民事中央機関の弁公室を開設｡

9/21-30中国人民政治協商会議第一期全体会議開催.

10/l中華人民共和国成立｡
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第四章 建国初期の中国国民党革命委員会

第-飾 国民党民主派組織の統一

建国後､｢多党派合作体制｣の名の下で共産党と共に新政権に参加 した各民主党派は､

新国家の建設における自らの役割を自負 し､政党としての独自性を堅持 しようとしていた｡

しかし建国前に各党派が承認 した共産党の指導性は､単に彼 らが認識 していた新政権にお

けるリーダーシップを発揮するとい うものではなく､建国後まもなく､新政権が事実上共

産党の一党支配によるものであることが明らかになったO共産党は､新国家の政治 ･経済

･社会の安定を図るため､自らの指導権を強化 して､その支配を強固なものにする必要が

あった｡その一方で､幅広い階級 ･階層の新国家に対する支持を得るため､民主党派の存

在価値を認め､引きつづき彼 らを活用する方針を定めた｡このように､建国初期の共産党

の対民主党派政策は､いわば相対する矛盾をはらむものであった｡それに対 して民主党派

側は､どのように対処しようとしたのであろうか｡

本章では､建国後の民革の政策 ･方針 と組織の実態を考察 し､建国初期における共産党

と民主党派の関係を分析 したい｡

(1)新国家における民主党派

1949年 9月 21日､北平で中国人民政治協商会議 (略称､人民政協)第一次全体会議が

開かれた｡この会議には統一戦線の構成員である共産党および各民主党派､各人民団体､

人民解放軍､各地区 ･各民族 ･海外華僑の代表が出席 して新国家建設についての協議を行

い､｢中華人民共和国中央人民政府組織法｣と ｢中国人民政治協商会議共同綱領｣を採択

したOこの会議を経て､10月 1日に召集 された中央人民政府第-回会議では､中華人民

共和国の成立が宣言されると共に､｢共同綱領｣を中央人民政府の施政綱領 とすることが

定められた｡

｢共同綱領｣は､中華人民共和国は ｢新民主主義､すなわち人民民主主義の国家｣であ

り､｢労働者階級が指導 し､労農同盟を基礎 とし､各民主階級 と国内の各民族を結集 した

人民民主独裁を実行する｣ものと規定 していた Ⅰ｡また民主党派は､｢民族ブルジョアジ

1 ｢中国人民政治協商会議共同綱領全文｣(『中華人民共和国開国文献』文化資料供応社､

1978年､p.2620)
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-､都市小ブルジョアジーの政治代表｣として人民民主統一戦線を構成する一部分と位置

づけられ､引き続き共産党とともに新国家の政治に参加するものとされた｡建国当時統一

戦線に参加 していた民主党派は､中国国民党革命委員会 (民事)､中国民主同盟 (民盟)､

中国民主建国会 (民建)､中国民主促進会 (民進)､中国農工民主党 (農工党)､中国人民

救国会､三民主義同志聯合会 (民聯)､中国国民党民主促進会 (民促)､中国致公党､九

三学杜､台湾民主自治同盟 (台盟)の各党派であり､さらに無党派民主人士も党派の 一つ

とみなされていた｡

新中国の政権は事実上共産党が支配 していたが､形式上は共産党と各民主党派の ｢多党

派合作｣体制をとり､多くの民主党派党員が政治に参画 していた｡たとえば､中央人民政

府の主席には毛沢東が就任 したが､ 6人の副主席には朱徳､劉少奇､高尚の3人の共産党

員のほか､孫文夫人であり民革名誉主席の宋慶齢､民革主席の李済深､民盟主席の張潤が

就任 した 2｡また､人民政府の委員 56名.中共産党員は 29名であり､残 り半数近くが何香

凝ら民主党派党員をはじめとする ｢党外人士｣によって占められていた｡さらに､民主党

派の指導者の多くが政府の要職につき､民革では何香凝が華僑事務委員会主任､讃平山が

人民監察委員会主任､陳銘枢が法制委員会主任､李徳全が衛生部部長､朱学範が郵電部部

長､李書城が農業部部長に就任 した 30

各民主党派は建国後､それぞれ党の今後の方針を確定し､組織の整理を行った｡まず民

革､民聯､民促の国民党系三党派は 1949年 11月に統一 して新たに民事として再出発をは

かり､中国人民救国会は同年 12月に北京で組織の終結を宣言した｡一説によれば､民盟､

農工党､民進､九三学社などにも解散の動きがあったとい うが､毛沢東の意向や､李維漢

ら中国共産党中央統一戦線工作部 (略称､中央統戦部)の働きかけによって存続すること

になったという4｡その結果､民主党派は 1949年末に8党とな り､現在に至っている｡

2 ｢中華人民共和国中央人民政府公告｣(中共中央文献研究室編 『建国以来重要文献選

編』第-冊 中央文献出版社､1992年､p.20)｡

3 民革中央党史編輯委員会編 『中国国民党革命委員会 50年』団結出版社､1999年､p.75｡

4 曹健民主編 『中国民主党派的歴史和現状』中国人民大学出版社､1994年､p.2770
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(2)中国国民党民主派代表会議

前述のように､国民党系の3つの民主党派､民革､民聯､民促は､建国後まもなく組織

の統一を検討しはじめ､1949年 10月 6日､三党の代表が統一-協商会議を開き､統一問題

について討議 した｡かつて 1947年 4月に李済深､何香凝､朱学範が民草を創設するため

協議 した際にも､民聯と民促を統一することが検討されたが､その調整過程には時間がか

かると予想 されたことから､民聯と民促を存続させたまま新たに民革とい う一政党が設立

されるに至った｡ したがって新中国建国時には､併存する三つの党派が人民政協に参加 し

たのである｡ しかし朱学範によれば､建国後はもはや ｢国民党民主派｣の性質をもつ政党

が同時に存在する必要はないと認識するに至ったのだという5｡この統一協商会議では ｢統

一工作方案｣が制定され､今後李済深を召集人として､民革､民聯､民促三党の代表 と､

建国前の 1949年 4月に国共両党が北平で行った和平談判に ｢南京政府和平商談代表団｣

を進めることが定められた｡

翌 11月 12日､北京で改めて中国国民党民主派代表会議が開かれた｡会議に参加 したの

は､民革､民聯､民促の三党と ｢その他の国民党愛国民主分子｣の四つの方面の代表､計 58

名である｡ここでいう ｢その他の国民党愛国民主分子｣とは､国共両党の和平談判に参加

した南京政府の代表や､蒋介石に対 して武装蜂起をおこした後､共産党側についた国民党

軍将校などを指 している 60この会議において､今まで分散 していた ｢国民党民主派｣を

民革の名の下に統一し､民聯､民促の二党派は組織の終結を宣言することが正式に決定さ

れた｡また会期中､｢中国国民党民主派代表会議宣言｣､｢中国国民党革命委員会の当面の

政治任務に関する決議案｣､｢中国国民党革命委員会組織総章｣が採択 され､民革の組織

としての性質が新たに規定され､今後進むべき方向性も提示されたO

まず ｢会議宣言｣では､民革が孫文の ｢革命の伝統｣を継承するものであることを改め

て示した上で､人民民主統一戦線の一員として､共産党の指導の下で人民民主専制を強固

にし､共同綱領を実現するために努力することが宣言された｡また､今後は人民政協の ｢共

5 前掲朱学範 『我与民事四十年』p.241｡

6 前掲 『中国国民党革命委員会 50年』p.800
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同綱領｣を民革の政治綱領 とすることが定められた 7｡すなわち中華人民共和国が誕生 し

た今､｢今後は人民民主統一戦線において､まさにそれぞれの民主階層 と民主党派が力を

集中し､人民政府が進める偉大な新民主主義建設事業に協力する｣必要があり､｢この好

機をとらえてわれわれの大団結工作を進める｣ことが今回の会議開催の ｢意義｣であると

された 8.このように民革は､孫文思想の継承者 としての立場を維持 し､それを自らの特

質として確認 しながら､政治路線については､共産党の指導下で人民民主統一-戦線の一員

として共産党の政策を積極的に支持する方針を示 した｡またその任務を果たすためには､

党の組織を健全にし､党員の思想 と作風を改造する必要があることが示された｡そして､

各党員が ｢時代を認識 し､真理を認識 し､個人主義ではなく集団主義をもって､主観と偏

見ではなく協力的精神をもって孫文の進歩と創造の精神を学び､マルクス ･レーニン主義

と毛沢東思想を学ばなければならない｣ 9 ことを提起 したO-一方､｢中国国民党革命委員

会の当面の政治任務に関する決議案｣の中では､民革の今後の政治任務が挙げられ､特に

｢国民党反動政府の各機関の人員｣や ｢国民党軍｣､｢封建残存勢力｣､｢工商企業におけ

る官僚資本の残存勢力｣などを対象 として､彼 らを ｢改造｣､｢策動｣ し､共産党の推進

する土地改革や新中国の建設に協力させ､社会教育と政治教育によって彼 らを人民政府 と

中国人民のために奉仕させることが目標に掲げられた 10｡

この会議について注目すべき点は､以下の4点である｡第一は､新政府に参加 した旧国

民党員が民革の名の下に統一されたことであるO建国後の民革は､40年代に創設され､

併存 していた三つの民主党派を整理 しただけでなく､建国直前に蒋介石のもとを離れて共

産党に協力した旧国民党員を吸収 し､彼 らの政治的受け皿となった｡第二は､民革が共産

党を支持 し､その指導の下で新国家建設に積極的に参加する意志を改めて示 したことであ

る｡そのために民革は､1948年の創設時に定めた独 自の政治綱額を放棄 し､人民政協の

｢共同綱領｣を新たな施政綱領 とすることを定めた｡第三は､民革は孫文の ｢革命の伝統｣

7 ｢中国国民党民主派代表会議宣言｣(中国国民党革命委員会中央宣伝部編 『中国国民党

革命委員会重要文件嚢編』1959年､p.4､以下 『重要文件嚢編』と略す)0

8 前掲 ｢中国国民党民主派代表会議宣言｣p.40

9 同上､p.50

10｢中国国民党革命委員会関於当前政治任務決議案｣(前掲 『重要文件秦編』､pp.6-7)0
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の継承者であることを改めて示 したことである｡建国後も､孫文との関係が他の民主党派

と異なる民革独 自の特質として強調された｡第四は､いまだ共産党に反対する国民党残存

軍と地方武装勢力に対 して､引き続き軍事工作を行 うことを当面の政治的任務 と定めたこ

とである｡民草は人民共和国成立に至る過程において､国民党軍に対する ｢策反工作｣に

よって蒋介石政権を内部から崩壊 させたことをみずからが果たした独 自の役割 と自負 し､

建国後もそれを党の役割 として維持 しようとしたのである｡

その他の民主党派も 1949年末から50年にかけて､それぞれ全国代表大会を開催 し､組

織の整理を行っている｡いずれの党派も民革と同様に､それまでの独自の ｢政治綱領｣を

放棄 し､あるいは新たな ｢政治綱領｣の制定をせず､人民政協の ｢共同綱領｣を今後の施

政方針とすることを決定 している｡このように建国直後､各民主党派は共産党 とともに新

政府に参加 しながらも､共産党の指導を受け入れ､その指導の下で共産党が進める政策と

方針を全面的に支持 し､国家の建設に積極的に参加する意思を改めて明確に示 したのであ

った｡

(3)民革の組織的状況

中国国民党民主派代表会議で採択された ｢組織総章｣では､党員の条件 と党の組織機構

が規定され､それに基づいて中央および地方組織の整理が行われた｡

まず党員についての規定を見ておきたい｡民草の党員資格は､二十歳以上の中国人民で､

以 Fの4点についての認識をもち､覚の政治任務 と党章を受け入れ､党の組織に参加 し､

党費を納める者とされていた｡その4点とは､①新民主主義の人民共和国建設のために奮

闘すること､②土地改革政策に賛成 し､地主階級の封建的搾取制度の消滅による ｢耕者有

其田｣の主張を実現すること､③人民民主革命の統一戦線に志願 し､労働者階級と共産党

指導下の人民民主専制の連合政権の擁護により共同綱領を実現すること､④アメリカを筆

頭とする帝国主義集団に反対 し､ソ連を筆頭 とする国際民主平和陣営を擁護 して全世界の

すべての人民民主の力の連合による世界の恒久的平和を獲得すること､である｡これは建

国後に共産党が推進 していた政策 ･方針をそのまま踏襲するものであったといえるだろ

う｡また､｢国民党内外の反動派｣との関係をもつ者や､蒋介石政権で重要な職務につい

ていた者､抗 日戦争期に日本軍や塊偏政権の機関で重要な職務にあって国家と民族に危害

をもたらした者については､明らかに思想改造されたことが証明できなければ民革に入党
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させることはできないとされていた 11｡ しか し､｢明らかに思想改造されたこと｣をいか

なる方法で証明するのかとい う点については言及されておらず､その判断基準は明確では

なかった｡

民革の組織系統については､中央総部の下に省支部 と直轄市分部､その下に県または市

分部を置き､国外には総分部と所属区域の組織分支部を置くことが定められた 12｡党の機

構は主席制を基本として中央常務委員会を設け､その下に秘書処､組織部､宣伝部の各部

がおかれた 130また､翌 50年 10月には秘書処の下部組織 として議事組と総務組が設けら

れた 14｡議事組は議事股 と文書股､聯絡股の三つの係､総務組は招待股と布置股､会計股､

庶務股の四つの係に分かれて党の実務を担当した｡(図4参照)｡1948年の創設時には､

中央執行委員会の下に秘書処､宣伝委員会､政治委員会､組織委員会､財務委員会､学習

委員会､監査委員会の各組織が設けられていたことと比較すると､建国後は覚の政治面を

司る政治部と財政面を司る財務部と監査委員会 Ⅰ5､さらに学習委員会がなくなったことに

なる｡共産党の指導下でその政策に従 うという方針を掲げた以上､もはや民革独自の政治

運動や財務について検討する組織は必要なくなったものと考えられる｡また､民革は地方

の分 ･支部の機構や運営についても細かく規定してお り､49年末から翌 50年にかけて､

｢組織総章｣に基づいて地方組織の整理が行われた｡

ll ｢中国国民党革命委員会組織総章｣(前掲 『重要文件嚢編』､pp.8-9)0

12 同上､p.10｡ここで国外に組織の分支部をおくことが定められているが､実際に海外

分支部が設けられたのかどうか､また設けられたとしても具体的にどこに設けられたの

かなど､詳細は不明である｡

13 同上､pp.10- 130

14 ｢二中全会等備処組織簡則｣(『民草嚢刊』第 9期､1950年 11月 1日)

15 監察委員会については､1987年 2月 8日に中国国民党革命委員会全国代表会議の決定

によって設立されている｡
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図4 建国後の民革組織図

(出所 :｢中国国民党革命委員会組織総章｣(1949年 11月 14日)より筆者作成)

1)中央総部

2)地方組織

1950年 6月の時点で民革の地方組織は､北京市分部が正式に成立 していたほかは､福

建､江西､河南､安徴､湖北､広西､上海､南京､重慶､成都､広州､の各省 ･自治区お

よび市に分部準備委員会が設けられて分部の設立が準備中であり､大行政区総分部 として

華南臨時工作委員会が設けられていた｡また､山東､漸江､湖南､雲南､の各省 と天津市
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では分部の設立が計画段階にあった 16.その後､1983年末には西蔵と台湾以外の当時のす

べての行政区域に民革の省 ･自治区 ･直轄市級組織が設立され､県 ･市 ･市直轄区級組織

の数は 173にのぼった｡県 ･市 ･市直轄区級の組織数はその5年後の 1988年 12月には342

にまで増加 している 17｡

表 1 民事党員数の変遷

(出所 :『中国国民党革命委員会 50年』､『中国民主党派史叢書 ･中国国民党革命委員会』

の記述より筆者作成)

1949年 3月末

1949年 6月

】950年初め

1952年

1957年

1977年 (活動再開時)

1983年末

1988年 11月

1988年 12月

1996年

1997年末

117人

2,185A

1,600余人

約 5,600人

16,440人 18

8,000余人

18,000余人

38,000人

37,000余人

47,000人

53,000余人

16 組織部 ｢民革的組織概況及其発展｣(『民軍費刊』創刊号､1950年 6月 30日､p.9)0

17 前掲 『中国国民党革命委員会 50年』p.170｡なお現在では､西蔵以外の 21省､5自治

区､4直轄市のすべての行政区に民革組織がある｡

18 なお､1957年 3月の第 3届中央委員会常務委員会における李済深の ｢工作報告｣では

｢現在全党で合わせて 13462人の党員｣がいるとされている (『民革粂刊』第 61期､1957

年 5月 25日､p.89)0
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一方､建国前後の民革党員の概数は､表 1の通 りである｡1950年の党員数は､民革が

建国後に組織を整理 し､新たに登記手続きを行った後の数字であるが､建国前からの約半

年で党員数が約 500人ほど減少 している｡これは建国に至る過程の中で多数の死亡者 と

離党者があったためだと思われる｡また建国以前には､各民主党派の党員は二つ以上の政

党に参加 している者が多かったが､建国後は共産党員や中国共産主義青年団員が民主党派

に所属する例はあっても､それ以外はそれぞれ一つの政党にのみ所属することになったよ

うである｡また一説によれば､1950年初めに各民主党派が新たな登記手続きを行った後

の各党派の党員数は､民事 1500余人､民盟 5800余人､民建 1600余人､農工民主党 1500

余人､民進 200余人､九三学社 120余人となっている190

次に 1950年当時の民草党員の特徴を見ると､男女比率は男性が 91.5%､女性が 8.5%

と男性党員が圧倒的多数を占めていたO年齢層は､20歳代が 12%､30歳代が 31%､40

歳代が 35%､50歳代が 22%であり､40歳以上の壮年層が全体の半数以上を占め､青年

層は比較的少なかった｡また党員の教育程度は､小学校卒業者が 0.8%､中学校卒業者が

21.2%､大学以上の教育を受けた者が 61.6%､さらに軍校出身者が 16.4%お り､その文

化水準は非常に高かったといえる｡党員の職業については､公務員が 81.1%､軍人が 14.2

%､工商業者が 2.5%､技術者が 1.5%､自由業者が 0.7%とされていた｡ しかし､これ ら

就業者は全党員の 37%を占めるにすぎず､党員の約 3分の 2が失業者であり 20､党員の

就業問題は建国後の民革にとって大きな問題の一つであった. 3年後､経済状況がかなり

回復 した後には失業者は全党員の 2.2%にまで減少 し､就業者の職業の内訳も､人民政府

機関の工作人員が 72.9%を占め､その他 24.9%が文教界､工商業界などの職に就いてい

た｡また､党員の 1割弱は共産党員と共産党青年団員によって占められていた 21｡

最後に民革の財政面について見ておきたい｡建国前の民革組織の財政は､各党員が個人

の資産を寄付､提供することでまかなわれたといわれている｡先学範によれば､党員は ｢二

餐一一宿 (二回の食事と一 日の宿泊)｣の費用以外はすべて自弁であり､残 りは党が運営す

19 張憶軍主編 『風雨同舟七十年一中国共産党与民主党派関係史』学林出版社､2000年､

p.414｡

20 ｢民草的組織概況及共発展｣(『民革費刊』創刊号､p.10)0

21 前掲 『中国国民党革命委員会 50年』p.840
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る ｢画社｣による展覧会や､｢茶舞会｣の開催による収益などによって捻出されていた 220

一方建国後は､党員に対する党費徴収の規定が ｢党員の党費納入試行弁法｣などによって

定められてはいる｡ しかしこの党費の額は比較的少額であり､主な用途も分支部の事業の

拡充や図書の購買､文芸娯楽活動などであることが明記されており 23､党全体の財政基盤

となるようなものではなかった｡その他党の財政に関する状況はまったく明らかにされて

いない｡前述のように建国後の民革組織には財務部が設けられなかったことから見ても､

建国後の民主党派の運営に関するほとんどの費用は政府から支給されていたものと考えら

れる｡

第二節 共産党の民主党派政策

(1)第一次全国統一戦線工作会議

建国まもない 1949年 10月 12日､中共中央統戦部の茶話会が開かれ､各民主党派の指

導者が招待された｡この席で周恩来は､新民主主義政権の建設過程において トー党在朝､

一党在野｣の ｢欧米式の旧式の民主｣を取 り入れることは不適当であり､また不可能であ

ると述べたとい う24｡すなわち､新中国の政治体制は多党派合作の形態を取ってはいたが､

その内実は決 して欧米式の民主主義と同一のものではないことが､各民主党派の指導者に

対 してあらかじめ明示されていたのである｡

共産党は翌 1950年 3月､第一次全国統戦工作会議を開いて統一戦線工作について討議

し､その中で民主党派に対する総方針が定められた｡中央統戦部長であった李維漢による

と､この会議では彼が起草し､党中央と毛沢東の審査を経た ｢人民民主統一戦線の新たな

形勢と任務｣とい う文章をもとに討議が行われた 25｡その内容は､(丑新中国成立後の統一

戦線の任務､②党内部の階級関係 と党の中間階級および中間勢力に対する基本政策､③建

国後国内の民族関係におこった根本的変化､④民主党派の性質 ･役割 と党の民主党派に対

する基本方針 と政策､⑤各種人民団体の性質､任務 と組織形式､(む各級人民政権と協商機

22 朱学範前掲書､p.1440

23 ｢党員徴納党費試行耕法｣(『民革嚢刊』第 1巻第 2期､1950年 7月 15日､p.18).

24 前掲 『中国国民党革命委員会 50年』pp.79-80 0

25 李維漠 『回憶与研究』下巻､中共党史資料出版社､1986年､p.6770
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関の統一戦線工作､などであった.ここでは第4の民主党派についての記述を見ておきた

い｡

李維漠は民主党派の性質と役割について､各民主党派はそれぞれ民族ブルジョアジーと

都市小ブルジョアジーに対 して関係 と代表性があるが､単一の階級を代表する政党ではな

く､階級連盟の性格をもつものと解釈 していた｡また､今後の共産党と各民主党派の関係

については､｢政治上､思想上 ｢共同綱領｣を基準原則 とし､彼 らを結集 して共に奮闘さ

せ､同時に組織上適切に彼 らの独立性を尊重する必要 (適当尊重宅m的独立性)｣(傍点

筆者)があり､共産党は民主党派に対 して ｢協力｣ と ｢協商､建議､道理の説明｣､さら

に必要があれば ｢適切な批判｣の態度をとる必要があると考えていた 26｡李維漢は民主党

派の独立性を尊重すべきだとするこの主張を､反右派闘争直前まで維持 している｡

一方､この第一次全国統戦工作会議で主な論点となったのは､民族ブルジョアジーに対

する方針と､民主党派の存続についての二点であった｡まず､共産党は民主党派の基盤の

一つである民族ブルジョアジーに対 して､｢団結を主とする｣のか ｢闘争を主とする｣の

か､資本を ｢節制する｣のか ｢破壊する｣のかを討議 した｡すなわち､民族ブルジョアジ

ーに規制を加えながらも引き続き存続 させるのか､あるいは解体させるのかが問われたの

である｡また民主党派については､その性質と役割をどう規定し､共産党は今後 どのよう

な方針を取っていくのかが議論された｡ここで注目すべきことは､｢すでに革命は勝利を

得てお り､民主党派の ｢任務は終わった｣｣とい う意見や､｢民主党派はお荷物である｣､

｢あってもなくてもよいもの｣といった見方が共産党内に出てきたことである｡これらの

意見に対して､周恩来は ｢問題はブルジョアジーを転覆させることではなく､彼 らといか

にして協力するかということである｣と述べ､民主党派は ｢人民民主統一戦線においてか

なり重要な役割を果たして｣お り､｢各階級の意見｣を共産党に反映させることで共産党

と政治上ますます協力することができ､｢いくつかの仕事については彼 らがやった方がわ

れわれがするよりも効果があり､国際的にも影響がある｣とい う見解を示 した 27｡また毛

沢東もこの会議の報告を聞き､民主党派の役割を強調する指示を出した｡毛は､｢民主党

派と民主人士｣はブルジョアジー､小ブルジョアジーと関係があり､｢彼 らの果たす役割

26 李維漠前掲書､pp.677-6790

27 同上､pp.680-6810
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は大きく､全体から見ても長期的に見ても､民主党派は必要である｣とした｡また､｢民

主党派の経費問題､幹部の学習と失業問題については､その解決を助ける必要があ｣り､

民主党派に対するスローガンは､抗 日戦争期の ｢団結､抗戦､進歩｣から､｢団結､建設､

進歩｣に改めるべきだと述べたという2も｡

(2)民主党派に対する方針

このように共産党は､新中国の政治活動と建設事業の中で引き続き民主党派と協力 し､

積極的にその役割を果たさせる一方､民主党派の結集 と発展､拡大を助けるという方針を

定めたoその理由について李維漢は､次のいくつかの点をあげている 29.一つは､民主党

派は民族ブルジョアジーと都市小ブルジョアジーに ｢社会的基礎｣があり､これらの階級

が人民民主統一戦線の重要な構成部分を占めているため､その代表となる民主党派は引き

続き存在すべきだとい うことである｡また､民主党派 と共産党には長年の ｢合作の歴史｣

があること､民主党派には重要な役割 と豊富な人材があることなどが挙げられている｡さ

らに彼は､共産党の指導下で多党派合作を実行することには ｢国際的な影響がある｣こと

も指摘 していた｡つまり共産党は民主党派の存在を示すことで､諸外国に対して一党独裁

を否定する意図をもっていたとい うことであろう｡

また李維漢は､建国初期の共産党の民主党派に対する具体的な方針として､①全国代表

大会 ･中央会議の開催 と政治綱領および組織方針の確定-の援助､②組織の整理､③指導

思想の明確化､④活動の主な範囲と重点の確定-の援助､⑤国外および香港､マカオなど

の分 ･支組織の活動停止､⑥成員の拡大 ･増加-の援助､⑦学習と改造の推進-の援助､

の 7点をあげている 30｡特に④の ｢活動の主な範囲｣では､各党派の活動の対象が明示さ

れている｡たとえば民革については､対象はもとの国民党員および国民党と歴史的関係の

ある人士とされていた｡その他､民盟は文教界の知識人､民建は工商業資本家および工商

会と関係のある知識人､民進は小中学校の教師と文化 ･出版界の人びと､農工党は公職人

員と医療関係者､九三学社は科学技術界の ｢高級｣知識人､致公党は帰国華僑および華僑

28 李維漠前掲書､pp.681-6820

29 同上､pp.693-694.

30 同上､pp.695-6980
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と関係のある人々､台盟は大陸にいる台湾省籍の同胞が対象 として指定されていた｡この

ように共産党は､代表大会や会議を開催させ､組織を整理 し､その綱領や方針を確定させ

ることで､各民主党派に ｢政党｣としての体裁を整えさせた｡ しかしその一方で､各党派

の活動範囲や政策 ･方針については厳密な規定や制限を加えていたのである｡つまり共産

党は､新中国の国家建設のために依然 として民族ブルジョアジーおよび都市小ブルジョア

ジーの力を必要としてお り､彼 らとのパイプラインとして民主党派の存在価値を認めてい

たということができるだろう｡むろん前述のように､多党派合作体制をとることは共産党

の一党独裁を否定することになり､国際的に大きな影響力をもっことも共産党は自覚 して

いた｡

共産党が民主党派についてこのような方針を定めていたのに対 して､民主党派側は具体

的にどのように対応 していったのであろうか｡次節では､その一例として民事の建国初期

の政策と方針を見ていきたい｡

第三飾 中国国民党革命委員会の政策 と方針

(1)民革の役割

1949年 11月の組織の統一時に示されたように､民革は建国後も引き続き ｢孫文の革命

伝統を継承する｣ことを党の特徴 として掲げ､自らを ｢共産党指導下の人民民主統一-戦線

の構成部分｣として ｢過去の人民解放戦争の中で一定の役割を果たしたのみならず､特に

共同綱領を実行 して人民民主専政を強固にすべき今､いまだその歴史的任務を有する｣ 31

ものと位置づけていた｡また具体的な民革の役割としては､党内においては ｢中央指導機

関の工作制度と人事制度を設立し､地方組織の重点整理を進めること｣と ｢党員の思想教

育､政策教育を進め､作風教育を是正 して党員の素質を向上させること｣が､また国家全

体の中では ｢共産党の指導下で政府に協力して共同綱領を実現すること｣と ｢共産党と中

央人民政府の指導下で､未解放地区に対する政治的､軍事的策反工作を進めること｣を挙

げていた 32｡ 民革が建国前に引きつづき､建国後も ｢策反工作｣の面で独自の特徴をうち

だそうとしていたことがここでも兄いだせる｡

31 組織部 ｢民革的組織概況及其発展｣(『民革嚢刊』創刊号)

32 梅襲彬 ｢秘書処工作報告｣(『民事費刊』第 1巻第 6期､1950年 9月 15日､pp.5-6)0
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一方李維漠は前述のように､民主党派に ｢組織上適切に彼 らの独立性を尊重する必要｣

があるとい う考えを示 していたが､民主党派側はこの発言をどのように受け止め､｢組織

の独立性｣についてどのような見解を持っていたのであろうか｡

民革の陳銘枢は李維漢の発言を取 り上げ､｢民革が一つの政党であるからには､当然そ

の独立性に思い至る｣と述べた上で､政治的立場と思想､組織の3つの面から民革の独立

性について説明 した 33｡ まず政治方面では､｢われわれは共同綱領を受け入れるだけでな

く､綱領で規定されたすべての政治的任務を執行 し､完成させる｣必要があり､｢それ以

外にほかの政治任務はない｣ことを明言 した｡ したがって､政治上では ｢共同綱領に達反

するかどうか､共同綱領に対して責任をはたせるかどうかが民草の独立性をはかる尺度｣

であり､統一戦線が各民主党派の共同体である以上､｢民革一つの立場からではなく統一

戦線の立場から民草の独 自性をはからなければならない｣とし､次に思想面では､｢マル

クス ･レーニン主義に達反するかどうか｣が民革の独立性をはかる尺度であるとした｡す

なわち､民革は党の総章において革命的三民主義が新民主主義に発展 したことを認めてお

り､新民主主義は今まさに社会主義に向かお うとしている段階である｡ その社会主義の本

質はマルクス ･レーニン主義であるため､マルクス ･レーニン主義が民草の独自性をはか

る尺度 となると彼は説明するのである｡ さらに組織の面では､組織の路線は政治路線 と一一

致すべきものであり､その基本的な性質は ｢統一戦線に違反 しないという精神で各党派が

共同綱領の任務を完成すること｣であり､そのため統一戦線のほかには独立した組織が存

在するは必要ないとするOしかしながら､各党派にはそれぞれに革命の過程と社会階層､

経済条件などの ｢歴史｣があり､現段階の新民主主義の下では ｢客観上なおその独立した

任務を有する｣と位置づけていた｡そのため各党派は ｢組織のために組織するべきではな

く､統一戦線の内部で分業する任務を徹底させるという点で組織の独立性を認定するべき｣

であるとした｡

このように陳銘枢は民主党派の ｢独立性｣について､各民主党派がそれぞれ組織 として

の独 自性や特色を追求するのではなく､あくまで共産党が規定した政策や方針を越えない

範囲でその任務を果たすべきだという意見を示 したのである｡

33 陳銘枢 ｢三個半月在京与本会同志談話的核心問題｣(『民革嚢刊』創刊号､pp.5-8)0
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(2)組織の発展と拡大

前述のように､各民主党派は建国後それぞれ全国代表大会を開催 して組織を整理 したが､

その一方で統一戦線の強化と共同綱領の実現をはかるという観点から､組織の発展と拡大

を図った｡民革の組織部は 1949年 11月 13日に組織の拡大に関する通知を発表 し､｢今後

組織の拡大については計画的 ･自発的に､質と量の重視 と ｢多すぎず少なすぎず (不故不

港)｣の原則の下で党員数を増加 させ､(組織を)充実 し､拡大 させる｣ことを党員に通

達した 34｡また､民革二期二中全会で採択された ｢組織の発展に関する決議｣では､旧国

民党員に対する ｢三層両類｣の分類の中の ｢良い中層分子 (好的中層分子)｣を組織発展

の主な対象 とすることが定められた 35｡｢三層両類｣とは､旧国民党を上､中､下の 3つ

の層 と､｢良い (好)｣｢悪い (壊)｣の 2つの種類に分類 したものである｡上層に属する

とされたのは旧国民党の軍政に関わった指導者層であり､彼 らの中には ｢良い｣種類の者

は少ないとみなされていた｡一方､下層に属するとされた者の多くは ｢大多数が集団で入

党させられた者｣であり､民革組織を発展させるための主な対象 とはならないとされた 36｡

したがって中層の中の ｢良い｣種類に属する人々が組織発展の主な対象となったのである｡

その他､｢国民党 と関係のある一部の民族ブルジョアジーと愛国民主分子｣や､｢一般の

積極的 ･進歩的な小ブルジョアジーの知識分子､とくに国民党中層と関係のある左派知識

分子｣も民革の組織発展の対象とされた 37｡また地域については､都市が中心であり､農

村や少数民族の居住地区は対象外であることが定められていた 3㌔ さらに翌 1950年 7月

の民革中央常務委員会拡大会議では､｢今後部隊､軍事教育機関､公安および外交機関に

おいて各民主党派は党員を増加 させず､組織活動を停止する｣ことを民革の各組織に通達

34 前掲 『中国国民党革命委員会 50年』pp.83-84.

35 ｢中国国民党革命委員会二届二中全会関於発展組織的決議｣(前掲 『重要文件嚢編』

p.29)0

36 ｢関於本覚是非在東北建立組織及何謂 『三層両類』的解答｣(『民革嚢刊』第 2巻第4

期､1951年4月30日､p.10)0

37 黄楚青 ｢民革的性質及其特殊任務｣(『民革嚢刊』第 1巻第 8期､1950年 10月 16日､

p.7)0

38 李済深 ｢過去八個月工作的検討｣(『民事嚢刊』第 1巻第 6期､p.2).
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すると決定している39｡

1953年に香港で出版 された 『中共窓様対待民主党派 ?』によれば､当時共産党は民主

党派が組織を発展させる地域に制限を加えていたといい､- ･二等級の都市でのみその発

展が許可されていた｡そのほか､人民解放軍､公安部隊､軍事機関､軍事学校､軍事企業､

情報機関や外交部門､革命大学での発展は禁止されてお り､少数民族地区や鉄道系統にお

ける発展も許可されていなかった 400ここで示された規定は､先に述べた民草側の規定内

容とほぼ一致している｡

(3)政府の政策 ･運動-の協力

1950年 6月に朝鮮戦争が勃発 し､同年 10月に中国人民志願軍が参戦すると､中国国内

では ｢抗米援朝運動｣が大規模に展開された｡各民主党派は 11月4日に ｢各民主党派連

合宣言｣を発表 し､この運動を積極的に支持することを示 した 4'｡また民革は､同月 27

日からの中央委員会二期二中全会において､｢抗米援朝｣と国家の防衛を民事の当面の中

心的な政治任務 とすることを決議 し 42､翌 1951年 5月には何香凝を主任委員とする ｢抗

米援朝献納総会｣を設立して武器の寄付活動を展開した｡また､建国初期に共産党が推進

した土地改革や､反革命鎮圧運動､三反 ･五反運動などの思想改造キャンペーンについて

も､各党派は共産党側からの協力を求める呼びかけに応え､積極的に運動に参加 していっ

た｡

これらの運動に関する民革の活動については､梅輿彬が 1951年 10月に民事の機関誌『民

革嚢刊』に過去一年間の活動の総括を発表 している｡まず抗米援朝運動については､主に

運動の宣伝 と教育､｢愛国公約｣の制定､軍人家族の慰問､武器購入のための募金活動､

朝鮮訪問と慰問活動などが行われた｡また土地改革運動では､民革党員が各地域に出向き､

現地の状況に応 じて土地改革に関する政策や法令を学習 し､土地改革のための各種の闘争

39 前掲 『中国国民党革命委員会 50年』p.830

40 干衡 『中共忠様対待民主党派 ?』友聯出版社､1953年､p.330

41李維漠前掲書p.716,前掲 『中国国民党革命委員会 50年』p.860

42 ｢中国国民党革命委員会二届二中全会確定抗美援朝保家衛国為本党当前中心政治任務

的決議｣(前掲 『重要文件嚢編』pp.27-28)O
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に参加 した｡ さらに反革命鎮圧運動については､『民革嚢刊』の特集号として ｢反革命鎮

圧運動専号｣を発行 し､党内における文献の学習や討論会､座談会の開催､党外に対する

宣伝教育活動などが行われ 43､党員の学習 ･教育の強化と反革命分子の検挙､粛清が行わ

れた｡特に反革命鎮圧運動については､民革は民族ブルジョアジーと小ブルジョアジーを

基盤 とする党の階級性 と､自らと旧国民党と関係性を考慮 し､非常に慎重に対応したこと

がうかがえる｡

(4)党員の教育と思想改造

前述のように､1949年 10月の中国国民党民主派代表会議で採択 した ｢組織総章｣の中

で民事は党員の義務 として､｢進歩的理論を努力 して学習 し､自覚を高め､批判を受け入

れ､自己批判する｣ことを挙げていた 44｡この ｢義務｣を果たすため､翌 50年 4月 22日

に ｢中国国民党革命委員会学習委員会｣が発足され､6月には党員の自己学習と自己改造

の強化を目的として 『民車重刊』が創刊された｡また､同年 6月の ｢中国革命基本問題学

習要綱｣と 11月の中央宣伝部による ｢党内学習工作の強化に関する指示｣の発表によっ

て､マルクス ･レーニン主義と毛沢東思想､共産党および国家の政策と法令を学習する必

要性が改めて強調された45｡

『民革嚢刊』は党内発行の民革の機関誌であり､民革宣伝部により 1950年には半月に

1回の計 12期発行され､翌 51年以降は月刊となった｡その発行の目的は､｢マルクス ･

レーニン主義､毛沢東思想及び新民主主義の政綱政策の学習｣と ｢民革中央の重要決議の

伝達｣とされ､民革はこの機関誌を通 じて ｢中央と地方の同志の組織上の連絡を強化 し､

われわれの活動を定期的に検討 ･総括する｣よう提起 していた460

具体的には､たとえば 『民革嚢刊』創刊号に発表された諦平山の ｢批判 と自己批判｣と

いう文章の中では､民革の党内にはびこる ｢官僚主義､セク ト主義､享楽思想などの欠点｣

43 梅共彬 ｢中国国民党革命委員会一年来在三大運動中的主要工作｣(『民革尭刊』第 2巻

第 10期､1951年 10月 16日､pp.27-29)0

44 ｢中国国民党革命委員会組織総章｣(前掲 『重要文件嚢編』､p.9)0

45 前掲 『中国国民党革命委員会 50年』p.lop-110 0

46 編輯室 ｢発刊詞｣(『民革嚢刊』創刊号､1950年6月30日)0
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を取 り除き､党のいっそ うの団結と進歩を目指す必要性が提起されていた｡また彼は､｢小

ブルジョアジーには相当の社会経験と特殊な能力があり､旧思想の陣習を捨て､過去の散

漫で個人主義的な気風を改めさえすれば､新民主主義の社会建設の中で一定の役割を果た

すことができる｣と呼びかけ､民革党員に ｢びくびくする必要も､弱気になる必要もない｣

と説いていた 47｡彼のこの発言は､当時の民革党員が自らの階級性から､批判 と攻撃の対

象 となることを恐れ､新国家における処遇を悲観する状態にあったことを示唆 している｡

このような党員の不安と恐れに対 して､民革中央及びその指導者は党内における思想教育

と思想改造を積極的に進めながら､民軍内で ｢孫文の革命精神｣として位置づけられてい

た ｢絶えず闘争 し､闘争 ･批判 ･学習の中で進歩を求めるとい う精神｣を学んで､新国家

の中で積極的な役割を果たすよう党員を鼓舞 していったのである｡

(5)孫文評価の変化

民革は成立時に孫文の ｢三民主義と三大政策の執行｣を党の任務として掲げて蒋介石と

対立する立場を明確にし､国民党における孫文の遺志の継承者 としての正統性を主張した｡

また建国後も引きつづき ｢孫文の革命的伝統の継承｣を党の特質として強調 していた｡ し

かし､彼 らの孫文に対する評価は建国後明らかに変化 していた｡そこには､民革党員が当

時置かれていた不安定な情況が反映されているのである｡

まず､孫文の ｢遺嘱｣の証人の一人であり､その遺志の継承を自らの使命としてきた何

番轟の孫文評価を見ておきたい｡1951年前半に続いて発表 した二つの文章の中で､彼女

は新民主主義と三民主義の関係を論 じている｡

2月に発表 した ｢新民主主義をわれわれの指導的思想 としなければならない｣という文

章の中で彼女は､従来孫文の三民主義を信奉 してきた民革が､現在新民主主義を指導思想

とすべき根拠について論 じたO彼女は新民主主義を ｢革命事業の前進に伴 う中国の革命理

論の発展｣した ｢結果｣であり､また毛沢東が ｢マルクス ･レーニン主義の普遍的な真理

に基づき､中国のこの百年来の革命における貴重な経験を吸収 して創造した｣ものである

と位置づけ､この思想が ｢新三民主義の中のあらゆる正確な原則を含｣んでいる上､さら

に ｢新三民主義｣には欠如 している多くの特長を備えているのだとした｡すなわちそれは､

47 諦平山 ｢批評与自我批評｣(『民革嚢刊』創刊号､pp.3-4)0
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｢新民主主義の原則はプロレタリアー トが革命の指導階級であることを明確に規定してお

り､そのことは中国革命を勝利に導くため非常に重要な意義があった｣のに対 して､｢革

命的三民主義は ｢国民党の民権主義とは､すなわち一般の平民による共有である｣と主張

しているが､革命の指導権については説明がな｣く､｢新民主主義の政綱には徹底 した土

地革命の綱領がある｣一方で､孫文の ｢｢耕者有其田｣の主張にはその実現に至る明確な

道筋が欠乏している｣と指摘 したのである48｡

一方翌3月に発表 した ｢新民主主義の徹底的実現のため奮闘しなければならない !｣で

は､彼女は民革が ｢(蘇)中山先生の革命的伝統を継承する｣ものであることを示 し､そ

の ｢革命的伝統｣ とは､｢中山先生の時代に沿って永遠に前進する精神｣であり､｢彼の

生涯における革命の過程の中の､康 (有為)梁 (啓超)の主張する立憲君主制-の反対か

ら､清朝の転覆､北洋軍閥-の反対､封建主義-の反対､1924年の国民党改組 と三大政

策の実行､帝国主義-の反対まで｣の ｢時代に沿 う一貫した革命精神｣であると評価 した｡

さらに彼女は孫文の革命活動を評価する文章を述べた後で､｢だが私たちは (以下のこと

を)知っている｣と前置きし､｢新三民主義は新民主主義に近づきはしたが､新民主主義

と等 しいものではな｣く､｢マルクス ･レーニン主義と毛沢東思想を基礎 とする新民主主

義｣の方が ｢さらに実際的な内容｣を含み､両者は ｢理論の観点においても､思想方法に

おいても異なる｣のだとした｡ さらにその例として､前の文章で指摘 した ｢耕者有其田｣

と ｢民権主義｣の欠点を挙げた以外に､孫文と廓仲憶が ｢三大政策｣における ｢労農扶助｣

の実践として､農会と工会の組織により農民の生産増加 と労働者の労働時間減少をはかり､

その福利を保障しようとしたが､真に労働者に依拠 した労農大衆との結合にも､その生産

力と生活物資の向上にも至らず､実際的な行動に欠けたため相応の効果を生み出せなかっ

たことを指摘 した｡こうして彼女は新民主主義が孫文の三民主義に勝るものであることを

示 しながらも､文の最後で再び､｢中山先生がもう 10年､20年長 く生きていれば､彼の

一貫して奮闘前進 し､一一貫して時代に従 う伝統精神を以て､革命の新三民主義を一歩高め

て新民主主義-と発展させることができたと信ずる｣と述べ､｢孫文の永遠に前進する精

神｣は､｢発展的な革命的伝統であり､後ろ向きなものではなく前向きなものである｣こ

48 何香凝 ｢必須以新民主主義為我m的領導思想｣(『民革嚢刊』第 2巻第 2期､1951年 2

月28日､pp.161 17,『双清文集』下､pp.574- 579)0
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とを強調 したのである 49.

この第二の文章を見れば､何香礎が本質的には建国前と変わらず､孫文の思想と精神を

高く評価 し､孫文に対 して変わらぬ尊敬の念を抱いていたことは一目瞭然であるo しかし

彼女は三民主義に対する新民主主義の優越性を説くことで､毛沢東と共産党の新政権にお

ける指導権に正当性があることを示す必要があった｡

一方､諦平山も 1952年 2月に民草党員の思想改造問題を述べる中で､孫文の三民主義

と新民主主義について論 じている｡彼は､孫文の ｢革命的三民主義｣を中国の革命運動の

中で ｢一定の進歩性｣をもつものとしながらも､新民主主義の時代である現在､孫文が主

張 した ｢連 ソ｣は今や ｢一辺倒｣に､｢連共｣は ｢共産党を指導党 とすること｣に､｢労

農扶助｣は ｢労働者階級を指導者 とする労農同盟を基礎 とする｣もの-と変化 したとして､

｢革命的三民主義｣は ｢新民主主義｣に近いものではあるが等 しいものではなく､｢両者

は階級的立場も､理論の観点も､思想の方法上でもみな異なっている｣と位置づけた｡彼

は､民草党内に ｢帝国主義 ･封建主義 ･官僚資本主義の思想的残余､特に封建思想の残余｣

が残存 していることを指摘 し､また-部の党員は ｢革命的三民主義の思想体系を固守｣し

て自らの ｢進歩を制限｣していると批判 した｡そして民革党員は孫文の ｢絶えず進歩を追

求する革命精神｣を学び､マルクス ･レーニン主義と毛沢東思想を学習 して思想改造を図

り､マルクス ･レーニン主義の観点 ･方法から中国の革命問題を理解する必要があるとし

た｡また彼は､｢新民主主義社会において､新民主主義以外に､他の指導的思想はない｣

と断言していた So｡評平山が示 した観点は､何香凝と基本的に一致していたOつまり彼 ら

は共産党との関係において､新民主主義が三民主義を越える優れた思想であり､建国初期

の中国における絶対的な思想であることを示す必要があったということである｡また､彼

らは三民主義を ｢新三民主義｣､｢革命的三民主義｣と表現 しているが､これ らは毛沢東

が新民主主義革命論を論 じる中で孫文の三民主義を新たに位置づけたものと同一の表現で

あり､このような表現を用いること自体に共産党の強い影響力が反映されている｡このよ

49 何香凝 ｢必須為新民主主義徹底実現而奮闘 !｣(『民事嚢刊』第2巻第 3期､pp.9- ll,

『双清文集』下､pp.580-583)0

50 評平山 ｢民革同志的思想改造問題｣(『民草魚刊』第 25期､1952年2月 16日､pp.13

-15)｡
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うな三民主義に対する新民主主義の優越性を ｢孫文の遺志の継承者｣を自認する彼 ら民革

党員が示すことは､毛沢東や共産党にとって大きな意味があった｡

さらに､1952年4月 30日付の 『民事秦刊』第 26期では､陳如菜が孫文の生誕 $5周年

記念 日である前年 11月 12日に広州 『聯合報』に発表 した ｢新民主主義の光 り輝 く道に向

かって勇気を出して前進する｣という文章の中で示 した孫文評価が批判の的となり､華南

臨工会宣教委員会が座談会を開いてこの件につき討議 したことが報じられた｡筆者は陳如

菜のこの文章については未見であるが､『民革嚢刊』の記述によれば､批判の対象となっ

たのはこの文章の以下の部分である｡ すなわち陳如業は､孫文の革命過程全体の中に ｢重

大な誤 り｣があり､それが ｢中国の人民革命事業に損失をもたらした｣とし､さらにそれ

は孫文の代表する階級がブルジョアジー と小ブルジョアジーであることに由来するとし

て､こうした階級意識が彼の ｢中国人民革命事業の指導の上での正確性｣を ｢制限 した｣

としていた｡座談会では､これは孫文のその時代における ｢進歩性｣と ｢生涯絶えず前進

した革命精神｣を彼が理解 していないものだとして批判 された｡また､この文章は彼が孫

文の生誕を記念するために書いたものであるにもかかわらず､孫文が晩年に進めた ｢反帝

国主義反封建主義の偉大な革命事業｣を十分に称揚 していないことも批判された 51｡『民

草嚢刊』は座談会における陳如実への批判に基本的に賛同し､孫文に対 してその ｢長期に

渡る不擁不屈の奮闘の歴史｣は ｢民族革命の指導者 という偉大な称号に恥 じない｣もので

あり､｢永遠に中国の人民と世界の迫害された人々の尊敬を受ける｣ものであるとい う評

価を示 した上で､改めて孫文思想の問題点を二点指摘 していた｡すなわち第-点は､孫文

の思想には ｢近代中国の革命の覚醒｣と ｢過去の中国の遅れ (落後)の痕跡｣という二つ

の面を反映する両面性があるということ､また第二点は､孫文の ｢民生主義､つまり平均

民の狭除な平均思想を反映する保守的な面があるということであった 52.

以上の論調に見られるように､建国初期の民革内では､孫文の ｢革命精神｣あるいは ｢革

51 ｢華南臨工会宣教委員会的座談総轄｣(『民革嚢刊』第 26期､1952年4月 30日､pp.39

-41)O

52 ｢正確認識孫中山先生在我国民主主義革命史上的地位一対陳如某同志 ｢向新民主主義

的光輝道路奮勇前進｣一文的批評｣(『民草嚢刊』第26期､p.37)0
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命的伝統｣は ｢進歩性｣を備えるものとして評価されていた｡ しかしその ｢進歩性｣は､

あくまで孫文の時代という範囲内の限定的なものとされていた｡彼 らは孫文の思想の限定

性を示すことで､それが毛沢東の ｢新民主主義｣に造かに及ばないものであることを示す

必要があったからである｡民革党員によるこのような孫文評価は､彼 らが孫文を正当に評

価することで民革の独 自性を堅持することを望みながらも､新政権における指導性の強化

を図る毛沢東と共産党の威信を高めようとする要求に応えざるを得なかったことを示して

お り､建国当初の民革党員が自らの願望と共産党からの要求の間で板挟みの情況を強いら

れていたことを反映 しているのである｡

このように､建国後民草は主に①旧国民党員の獲得による党の拡大､②共産党の政策の

支持と共産党が推進する各運動-の協力､③党員の社会主義教育と思想改造の三つの政策

を推進 した｡これらは前述の共産党側が民主党派に対 して定めた政策と方針に基本的に呼

応するものであったといえるだろう｡民事は､共産党が民主党派に対 して定めた範囲や制

限を越えない中で､統一戦線における自己の役割を果たすよう配慮 した.その中で建国前

からの ｢孫文の革命伝統の継承｣という党の特色や､建国に至る過程で果たした ｢策反工

作｣という独 自の役割は依然として維持されてはいたが､党としての独 自性はほとんど失

われ､孫文に対する評価も変更を余儀なくされていたのである0-万､共産党は表面的に

は ｢多党派合作制｣を掲げながら､実際は共産党一党による指導体制を確固たるものにす

る必要があり､それが民主党派に対する規制-とつながった｡ しかしながら国家の安定と

経済の発展を図るために共産党は依然 として民主党派の力が必要であった｡そのため民主

党派に対 して厳 しい制限を加えながらも､その力を最大限に活用する方針をとり､引きつ

づき反革命鎮圧運動､三反 ･五反運動などの思想改造 ･思想教育キャンペーンを大々的に

押 し進めていったのである｡

一方建国初期の何香礎は､華僑事務委員会主任委員や人民政治協商会議全国委員会副主

任などの要職を勤め､海外の華僑などに対 して新国家の建設状況を宣伝 し､新政権におけ

る毛沢東と共産党の指導性を讃えてその権威を高めるという役割を担っていた｡ しかし民

革内においては､彼女は中央常務委員 として指導部の一員であったが､この時期の彼女に

特に目立った言動は見られない｡後の反右派闘争の際には彼女の言動やその存在が民革内

外で大きな影響力を持ったことから考えると､建国初期 という時期は､民革内部の状況や

民革と共産党の関係が比較的安定した時期であったと見ることもできるだろう｡なお､建

国後の何香凝の役割については､次章で改めて分析することにしたい0
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関係年表 (1949年 10月 1日～ 1952年)

1949 10/l 中華人民共和国成立｡李済深､何番凝ら開国式典に参加｡

10/6 民革､民聯､民促の代表による統一協商会議開催.

10/9 人民政治協商会議第-回全国委員会第一次会議0

10/12 中共中央統戦部主催の茶話会で周恩来が講話｡

11/12-16 北京で中国国民党民主派代表会議開催｡｢中国国民党革命委員会関於当前政

治任務決議案｣､｢中国国民党革命委員会組織総章｣､｢中国国民党民主派代

表会議宣言｣を採択｡

1950 春 共産党が第-回全国統一戦線工作会議で民主党派に対する方針を協議｡

4/20 中共中央統戦都主催による各民主党派､無党派人士座談会第一回会議開催｡

5/6 民革中央常務委員会第 22回会議で学習委員会成立｡

6 中共七期三中全会開催｡｢中華人民共和国土地改革法｣公布｡

6/25 朝鮮戦争勃発｡抗米援朝運動開始｡

6/30 民草､機関誌 『民革柔刊』創刊号を発行｡

11/4 共産党､各民主党派及び無党派人士が ｢各民主党派聯合宣言｣ を発表｡抗米

援朝を宣言｡

19512/28 民革､中央人民政府公布の ｢懲治反革命条例｣擁護を発表｡

6/9 民革､抗米援朝指献総会を設立｡

7/17 各民主党派が ｢各民主党派中央関於臨時学習委員会工作的連合指示｣発表｡

12/25民革中央 ･北京市分部の連合で ｢反食汚､反浪費､反官僚主義動員大会｣開催｡

民革中央節約検査委員会の設立を決定｡

1952 1/15 民革､増産節約運動と三反運動-の参加を全党員に指示｡

9 『民革柔刊』で全国司法改革運動-の参加を提起｡
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第五章 社会主義建設時期の中国国民党革命委員会

第-飾 社会主義的改造と民主党派政策

建国当初､中華人民共和国は ｢共同綱領｣に明記されたように新民主主義の国家と規定

され､資本主義的要素と社会主義的要素が共存する新民主主義の段階は社会主義に移行す

るまでの長期にわたる過程 とみなされていた｡ 1952年後半になると毛沢東は社会主義社

会-移行するまでの方針 として ｢過渡期の総路線と総任務｣を主張 しはじめ､翌 53年 6

月にはそれを具体化 した第一次五力年計画が提起され､工業化と農業 ･手工業 ･資本主義

的工商業の社会主義的改造が進められていった｡当初､社会主義的改造には 10年から 15

年の期間が必要だとされていたが､実際ははるかに速い速度で進行 し､1956年には社会

主義工業化と農業の集団化､工商業の社会主義的改造が基本的に完成 したと見なされるに

至った｡一万､1954年 9月には国家の最高権力機関である第一回全国人民代表大会 (略

称､全人代)が開催 され､｢共同綱領｣にかわる中華人民共和国憲法が採択された｡それ

と共に､建国時から全人代の職能を代行 してきた人民政協はその任務を終了したが､新た

に ｢全国の各民族､各民主階級､各民主党派､各人民団体､海外華僑とその他の愛国民主

人士を結集する人民民主統一戦線の組織｣ lの一つとして存続することになったQ

本章では､社会主義建設時期における民主党派の実態を考察する｡特に､共産党が社会

主義的改造を進める中で､対民主党派政策はどのように変遷 していったのか､また民主党

派側はそれにどう対応 し､何を主張 していったのかを､民革の機関誌 『民草桑刊』､『団

結報』に発表 された民革党員の言説を中心に検討 したい｡また､最後に何番擬が民革党内

ならびに中国革命において果たした役割も分析 しておきたい｡

(1)過渡期の総路線

共産党は 1952年 6月の第三回全国統戦工作会議において､｢民族ブルジョアジーはもは

や中間階級ではない｣ とい う判断を下すに至った 2｡これは毛沢東の ｢地主階級と官僚ブ

ルジョアジーを打倒 した後､中国内部の主要矛盾はプロレタリアー トと民族ブルジョアジ

ーの矛盾となった｡ したがって､民族ブルジョアジーはもはや中間階級と称することはで

1 ｢中国人民政治協商会議章程｣(『光明日報』1954年 12月 26日)0

2 李維漢前掲書､p.7290
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きない｣ 3 とい う指示によるものであった 40毛沢東は 1949年 7月の 『人民民主専政を論

ず』の中では､｢民族ブルジョアジーは革命の指導者をつ とめることはできない｣ 5とし

ていたが､今や民族ブルジョアジーは ｢社会主義的改造の中でしだいに消滅 させるべき階

級 ｣ 6 とされたのである｡ しか し民族ブルジョアジーに対する実際上の政策には変更はな

く､依然として ｢団結と闘争､団結のための闘争｣とい う ｢統一戦線政策｣がとられたO

また､ブルジョアジーと民主党派の改造問題については､ブルジョアジーを ｢労働者階級

に改造｣するのではなく､マルクス ･レーニン主義の学習によって ｢しだいに労働者階級

の立場と思想をそなえ｣させ､民主党派に ｢労働者階級の立場 と思想を持つよう要求する｣

のではなく､｢労働者階級 と共産党の指導を受け入れる｣思想を確立させるとい う方針が

示された 7｡共産党は､社会主義建設事業を進めるためには知識人を動員す る必要がある

と考えてお り､そのため知識人を含む民族ブルジョアジーを ｢消滅 させるべき階級｣と規

定してはいたが､即座に ｢改造｣を強いるのではなく､団結 ･協力の態勢をとりながら､

ゆるやかな ｢改造｣を求める方針をとったのである｡

1954年 9月の全人代開催に伴い､人民政協は ｢統一戦線の組織｣ として新たに位置づ

けられ､同年 12月の人民政協第二期全国委員会における政治報告の中で､周恩来は今後

の人民政協の 5つの任務を提示 した｡彼が提示 したのは､①国際間題の協議､②全国およ

び地方の人民代表大会の代表 と人民政協各級組織の人選についての協議､③社会生活にお

ける各階級間の相互関係の解決 と､国家関連機関-の人民大衆の意見の提出､④政協内部

と党派 ･団体間の協力問題についての協議 と処理､⑤ 自発性に基づくマルクス ･レーニン

主義の学習と思想改造､の 5点であったが も､これは毛沢東が人民政協の ｢性質､会期､

3 毛沢東 ｢対 『関於民主党派工作的決定 (草稿)』的批語｣(『建国以来毛沢東文稿』第 3

冊､中央文献出版社､1989年､p.458)0

4 李維漠前掲書､p.7290

5 毛沢東 ｢論人民民主専政｣(『毛沢東選集』第4巻､人民出版社､1991年､p.1479)0

6 李維漢前掲書､p.7310

7 同上､pp.729-730 0

8 ｢在人民政協第二届全国委員会会議上､周恩来副主席的政治報告｣(『光明 日報』1954

年 12月 27日)0
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任務｣について示 した ｢①外交､②内政一選挙､③党委員会と国務院-の意見の提出 (社

会主義的改造)と協議､④各民族各党派団体およびその他の人員間の関係の協調､⑤学習｣

とい う指示 9 に基づくものであった｡毛沢東は人民政協の必要性について､｢各党派､各

民族､各団体の指導者が新中国の大事について共に協商することは非常に重要である｣と

した｡ しかし､全人代が国家権力機関であり国務院が国家管理機関であるかぎり､政協を

国家機関とすることは ｢二元化｣による ｢重複｣と ｢分散｣を生むとして､人民政協を単

なる ｢人民団体｣だけではなく､｢各党派の協商機関､党派の性質をもつ機関｣として位

置づけ､その ｢運用｣を図ったのである 10｡ したがって人民政協はその構成部分である各

民族や民主党派､人民団体の問題を協議､処理するだけでなく､一般大衆の意見を政治に

反映させる役割も担い､同時に政治の協商にも与ることになった｡｢国際間題の協議｣が

人民政協の任務としてあげられていたのは､民主党派や海外華僑など人民政協を構成する

組織や人々がもつ海外 との関係性 と彼 らの知名度､影響力が重視されたのだと考えられ､

その具体的な業務 としては､｢対外的な宣言､侵略の反対､平和の維持などの発表｣ 11が

あげられていた｡

共産党が人民政協の新たな位置づけを示したことに伴い､民革は機関誌 『民革嚢刊』を

通じて党員に人民政協の新たな任務を説明する一方で､今後民革がとるべき方針を示して

いった｡後に民革副主席となった民革中央候補委員の甘弼森は､統一戦線の組織や民主党

派はすでに ｢あってもなくてもよい｣ものとなったという見方が誤 りであることを指摘し､

人民政協は統一一戦線の組織であるとともに ｢党派の性質をもつ組織｣であることを強調 し､

｢過渡期の総任務を実現する中で､統-戦線は一つの必要な条件である｣と述べて､共産

党の指導下で統一戦線をさらに強固なものに発展させる必要性を説いた｡また国際関係に

ついては､社会主義陣営の団結による平和運動の拡大をもってアメリカの孤立化を図り､

平和的手段によって台湾を解放することを訴え､人々の間の ｢五つの恐れ (五伯)｣の思

想､すなわち徴兵や募金を強いられることや､戦争での敗北､爆撃､第三次大戦の勃発を

9 毛沢東 ｢関於政協的性質和任務的談話提綱｣(『建国以来毛沢東文稿』第4冊､p.633)0

10 毛沢東 ｢関於政協的性質和任務的談話提綱｣-の注釈 (同上､pp.633-635)o

ll 同上｡
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恐れる考えを批判 した '2｡ 一方李済深は､北京市分部第 5回党員大会における講話の中で

人民政協の重要性を強調 し､民革は社会主義改造を進める中でまず思想改造を重視すべき

だとした｡ さらに､人民政協宣言で台湾解放問題が取 り上げられたことをあげ､民革の党

員が ｢民革の実際情況に基づき､統一された指導の下でみずからの力をささげ､みずから

の働きを果た し､相応の役割を発揮する｣ことを求め､今後 ｢社会主義改造と台湾解放の

困難な闘争において､困難を克服 し､任務を完成 し､政治上､思想上､工作上､切実に中

国共産党の指導を受け入れ｣ていくべきだとした 13｡

こうして民革は､①憲法の遵守､②思想改造の強化､③ ｢組織の任務は政治任務に従 う｣

という組織の原則に基づ く社会主義建設 と台湾解放闘争-の尽力､④労働者階級および共

産党､人民政府の統一的指導の受け入れ､の4点を今後の政治任務に定め､とくに第4点

の労働者階級､共産党､人民政府の統一的指導を受け入れる必要性を強調 した 14｡また､1955

年 3月 11日の孫文逝去 30周年記念大会の席で李済深は､蒋介石 と共に台湾に渡った国民

党員に対 し､｢孫文の遺教を忠実に守 り､国を売 り民に災いをもたらした蒋介石の罪を認

め｣､人民の呼びかけに応えて祖国に戻るよう呼びかけた 15｡ これを機に､民革は しばし

ば台湾の国民党員-の呼びかけを行 うようにな り､台湾和平解放運動に活動の重点をおい

ていった｡

ところで李維漢は､1953年からの ｢過渡期の総路線｣における民主党派の役割は､｢参｣､

｢代｣､｢監｣､｢改｣の4つの面であったとしている 160すなわち民主党派は､国家の建設

活動に参加する一方で､みずからが関係する各階級 ･各階層を代表 してその利益と要求を

政治に反映させる役割を担い､また､共産党 と相互に監督することで政治における誤 りを

正し､党内部で成員に対する思想改造を進めて ｢社会主義の進歩分子 と核心分子｣を養成

12 甘嗣森 ｢継続費固与発展人民民主統一戦線､為和平民主和偉大的社会主義事業而奮

闘 !｣(『民事柔刊』第 52期､pp.21-23)0

13 ｢李済深主席在北京市分部第五次党員大会上的講話｣(『民革嚢刊』第 52期､p.15)｡

14 ｢民革北京市分部第三届委員会工作報告｣(『民革嚢刊』第 52期､p.15,29)0

15 李済深 ｢中国国民党革命委員会主席李済深的講話｣(『民事尭刊』第 53期､1955年 3

月 31日､p.13)0

16 李維漢前掲書､pp.803-8080
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する機能を果たすものとされた｡建国以来､民主党派は表向きは共産党と共に政治に参画

するものと位置づけられてきたが､社会主義化路線が進められる中で､共産党とともに政

治を司る (執政)のではなく､政治に ｢参加｣する (参政)立場であるという位置づけが

確定されていったのである｡

(2)共産党における知識人閉居 と民主党派政策の見直し

1953年から始められた社会主義改造運動は 55年夏頃から高揚 し､とくに資本主義工商

業の社会主義的改造は農業の集団化とともに急速な進展を見せた｡社会主義建設事業の中

で知識人の存在はますます重要性を増 してお り､共産党は知識人問題の見直しをはかって

いった｡

1955年 11月､共産党は資本主義工商業改造問題会議を開き､民主党派と知識人に対す

る方針について討議 した -7｡まず民主党派については､ここ数年来の ｢社会主義のために

奉仕する｣政治路線の実践により､民主党派がすでに社会主義の道を歩みつつあることが

おおむね認められたo Lかしその一方で､民主党派の歴史的任務はすでに基本的に終結 し

てお り､｢民主党派はあってもなくてもよいもので､その寿命は長 くはなく､多くて3年

から5年維持されるにすぎない｣とい う意見も表れたが､このような意見は ｢排他主義｣

として批判された｡そして､民主党派には ｢客観的な社会的基礎｣があること､すなわち

彼 らが共産党と協力 してともに ｢民主革命闘争｣に参加 し､建国後は共産党と労働者階級

の指導を受け入れて社会主義事業の発展のため貢献 してきたことを強調 し､民主党派の社

会主義化に対する積極的な協力を提起 した｡さらに､ブルジョアジーと知識人はすでにそ

の多くが労働者や共産党員となっていることを指摘 し､知識人の社会主義改造の可能性と

民主党派が社会主義のために奉仕する政治団体に変わる可能性を疑 うことは､共産党の指

導能力を疑 うものであるという意見も表れた｡結局､統戦部は今後民主党派の仕事を取 り

上げたり党内の問題に干渉することをやめ､彼 らを政治的に信任 し､その組織を尊重する

必要があるとし､民主党派との関係改善がはかられることになった｡

つぎに知識人については､彼 らは国家の文化 ･科学の分野における ｢骨幹｣であり､国

内外で知名度の高い専門家や学者も多いとして､知識人の愛国心や政治意識､建国後彼ら

17 李維漢前掲書､pp.808-8110
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が果たしてきた役割 と社会主義建設における重要性が強調された｡また､知識人は頭脳労

働者に属 し､みずからの労働によって生活資源を獲得 している以上､｢ブルジョアジーと

は根本的に区別すべき｣だとしていた｡このように､知識人の重要性が強調され､彼 らの

もつ知識や技術を社会主義建設のために最大限に活用する必要性が示 されたが､その一方

で､細心の注意をもって彼 らの思想改造にのぞむことも提起されていた 18｡

翌 1956年 1月､共産党は毛沢東の提議により再び知識人問題についての会議を開いた｡

その席で周恩来は ｢知識人問題に関する報告｣を発表 し､社会主義の時代においては､労

働者や農民の肉体労働 と知識人の頭脳労働を密接に合作させる必要があると述べ､｢知識

分子はすでにわれわれ国家の各方面の生活の中で重要な構成要素となっている｣として､

知識人を動員 し､その力を十分に発揮させて社会主義建設に奉仕させることが ｢過渡期の

総任務を完成させるための重要な条件｣となると説いた｡また彼は具体的に､①知識人の

国家のために有益な専門知識を生かした仕事をさせること､②知識人を理解 し､相応の信

頼と支持を与えること､③知識人に必要な工作条件と適宜な待遇を与えること､の3点が

必要であるとしていた '9｡周恩来は共産党の最高幹部の中でも知識人の役割をもっとも重

視 し､彼らに対するさまざまな配慮の必要を静めていた人物であり､建国以来続いてきた

思想批判 ･思想改造のキャンペーンと 1954年からおこった胡風事件によって､知識人に

対する不信と偏見が強まっていた中で､彼のこの発言は知識人を大いに慰撫するものであ

った 20｡また会議の最後には毛沢東も､｢党外の知識分子｣と協力 して世界の科学の先進

レベ/レに追いつくよう共産党員に呼びかけていた 210 しかし会議では､このように社会主

義建設事業において知識人がますます重要な役割を果たしていることが確認 されながら

も､同時に今後の知識人-の指導の強化が提起され､彼 らのカを充分に発揮させるととも

18 李維漢前掲書､pp.810-8110

19 周恩来 ｢関於知識分子間題的報告｣『人民日報』1956年 1月30日 (『新華半月刊』1956

年第 5期､1956年 3月6日､p.2)0

20 丸山昇 『文化大革命に到る道』岩波書店､2001年､pp.274-2750

21 毛沢東 ｢在関於知識分子問題会議上発出的号召｣(『建国以来毛沢東文稿』第6冊､

p.12)0
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に彼らのさらなる自己改造を促 し､業務のレベルを引き上げる必要があるとしていた 22.

このように共産党は ｢過渡期の総路線と総任務｣の重要な柱である社会主義工業化と農

業､手工業､資本主義工商業の社会主義的改造を進めるため､知識人を吸収 ･動員する方

針を定め､知識人の政治的基盤である民主党派についても､ひきつづき ｢長期共存､相互

監督｣の方針をとることを確認 した｡ しかし､党内には依然として民主党派の存続に異論

を唱える者がいたため､社会主義建設事業における知識人の活用を説く一方で､知識人の

思想改造を強化 していく必要性も強調 し､民主党派を知識人の改造のために協力させよう

としていたのである｡

1月末に統戦部は今後の民主党派に対する工作方針について意見をまとめ､党中央に提

出した｡そこでは､民主党派はすでに ｢社会主義の性質の党派｣となったことが認められ

るとされ､民主党派の今後の任務は､その党員と覚に関係する人びとを社会主義建設と社

会主義改造に参加させることであり､今後一定期間内に各民主党派の組織を発展､拡大さ

せる方針をとるとしていた｡また､民盟や民進､九三学社､農工民主党など､文教および

科学界の知識分子を主な対象 とする党派については､その党員にマルクス ･レーニン主義

を学習するよう要求 し､各党派に知識分子の思想改造に協力させる方針を示 していた 23｡

さらに3月には第5回全国統一戦線工作会議が開かれ､李維漢ら統戦部が提案 した ｢1956

- 62年の統一戦線工作方針 (七年方針)｣が採択された｡この ｢方針｣において､知識人

はすでに ｢労働者階級の一部｣となり､民主党派は基本的に ｢社会主義に奉仕する政治団

体｣になったと位置づけられた 240また､今後統戦部は任務の中心を知識人と民主人士の

教育工作におき､その一方で､各機関および学校､企業においては知識人と良好な協力関

係を築く必要があるとした｡これ らの方針を裏づけるように､3月 2日の 『光明日報』社

22 ｢中共中央召開関於知識分子問題会議｣『人民日報』1956年 1月 30日 (『新華半月

刊』1956年第 5期､p.1)0

23 毛沢東 ｢対統戦部関於民主党派若干問題的誇示報告的批語｣-の注釈 (『建国以来毛

沢東文稿』第 6冊､pp.29-30)0

24 李維漢前掲書､pp.815- 816､毛里和子 ｢毛沢東政治の起点一百花斉放､百家争鳴か

ら反右派-｣(藤井昇三 ･横山宏章編 『孫文と毛沢東の遺産』研文出版､1992年､

p.290)0

-118-



説は､民主党派の役割は ｢党員および関係する知識人の自己改造に協力する｣ことであり､

各民主党派は ｢業務の実践｣を通じて知識人に自己改造を進めさせ､共産党の政策を理解

させてその指導を受け入れさせるよう提起 していた 25｡

同年4月 25日､中共中央政治局会議は毛沢東が発表 した社会主義事業における 10の問

題点に関する意見､いわゆる ｢十大関係論｣について討議 した 260その中で毛は民主党派

の存続問題に触れ､民主党派の中には共産党に対する反対意見もあることを認めながらも､

｢われわれは意識的に民主党派を残 し､かれらに意見を発表する機会を与え､彼 らに対 し

て団結と闘争の方針をと｣ り､｢長期共存､互相監督｣の政策をとると明言 した｡また 28

日に毛はこの会議における討議を総括 し､｢芸術問題では百花斉放､学術問題では百家争

鳴をわれわれの方針 とするべき｣だと述べた｡ここに ｢百花斉放､百家争鳴｣の方針が提

起され､5月2日の最高国務会議で正式な政策として宣言された 27｡李維漢はこの ｢十大

関係論｣と先の ｢七年方針｣に基づき､6月の全国人民代表大会第 3回会議で､｢憲法が

賦与する権利 と義務の範囲内における各民主党派と人民団体の政治的自由と組織の独立性

を厳格に尊重すべきであり､いかなる党派や団体も他の党派 ･団体に対してその自由と独

立に干渉する権利はない｣と述べ､｢党外人士との民主的合作を実行する｣ことが､共産

党の永久不変の原則であることを強調 した 28.共産党が示 したこれ らの方針を受けて､民

主党派内では ｢長期共存､相互監督｣の方針をどのように理解 し､今後どのような方向性

をとるべきかが議論されていくことになる｡

(3) ｢長期共存､相互監督｣

民主党派を積極的に取 り込み､｢長期共存､相互監督｣の方針をとることを定めた共産

25 ｢民主党派応充分発揮団結改造知識分子的作用｣『光明日報』社論､1956年 3月 2日

(『新華半月刊』1956年第 7期､1956年4月 6日)0

26 毛沢東 ｢論十大関係｣(『建国以来毛沢東文稿』第 6冊､pp.82- 109)｡なおこの発言

はほぼ同じ内容で5月2日の最高国務会議の席でも発表された｡

27 唐亮 『現代中国の党政関係』慶応義塾大学出版会､1997年､p.123,毛里和子前掲論文､

p.2910

28 李維漢前掲書､pp.818-819｡
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党中央統一戦線部は､その方針を具体化するため､1956年 7月 2- 4日と 10月に民主党

派の指導者を招いて座談会を開いた 290 7月の座談会の席で李維漠は､社会主義改造が達

成された後､民主党派は必要なくなるとい う意見が一部で見られるが､こうした考え方は

誤 りであるとした｡また､｢各民主党派は共産党の指導を受け入れたが､各民主党派の組

織はそれぞれみずからの政治的自由と組織 としての独立を保持すべきであり､そ うして初

めて民主党派は積極的な働きをさらによく発揮できる｣ として､ 6月の全人代第 3回大会

で明らかにした民主党派の ｢政治的自由｣と ｢組織の独立性｣を認める意見をあらためて

示 した 38｡座談会に出席 した民主党派の側からは､共産党の民主党派に対する政治面での

協力の不足や､統戦部 と民主党派の連絡が不十分である点などに対 して批判の声があがり､

他方では地方の民主党派組織の側の統戦部-の過度の依存が指摘 された 31｡

一方民革は､6月末から7月初めにかけて党内部で2度の座談会を開き､統戦工作につ

いて議論 した 32｡ 6月 27日の会議の議題は､主に統戦工作と党派間開係の 2点であり､

まず上海市､福建省､安徽省､広東省の民革各支部の代表がそれぞれ共産党省委員会統戦

部 との関係について現状を説明した｡その内容はおおむね､民革に対する統戦部の指導が

非常に強いものであることを示唆 していたが､彼 らはそれを ｢配慮が行き届いている｣､

｢関係が密接である｣､｢(統戦部の)対応はとてもよく､遠慮 しすぎるぐらいだ｣ 33 とい

った表現を用いて､民革の業務に対する統戦部の関与をむ しろ積極的に評価 しようとして

いた｡ これに対 して寧武 (民草常務委員)は､さらに忌博のない意見を表明するよう彼 ら

に促 したO共産党および各民主党派間の関係については､李任仁 (民革常務委員)が､党

派の幹部間題の調整不良が業務に影響することに地方の民主党派幹部は不安を抱いている

として､民革中央と統戦部の協議による解決を求めた｡また､陳銘枢が幹部数の過不足に

ついて地方間の調整が必要であることを指摘 し､錘体乾 (民革中央委員)､陳如菜 (民革

29 毛里和子前掲論文､p.2910

30 ｢中共中央統一戦線工作部召開統一戦線工作和其他有閑問題座談会｣(『新華半月刊』

1956年第 16期､1956年 8月21日､pp.13-14)0

31 同上｡

32 ｢長期共存､互相監督一民革中央座談統一戦線工作｣(『団結報』1956年 7月 15日)0

33 同上｡
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中央委員)､李任仁 らは､統戦政策を共産党の下部にまで浸透 させる必要があることを示

唆 した｡錘体乾は､ある機関の共産党支部党員が民革の新入党員に対 して､｢本来ならば

共産党員として受け入れるべきところ､民革に参加させることになり､たい-ん申し訳な

い｡｣と述べたことを例にあげ､統戦工作における民主党派の重要性を下部の共産党員に

まで徹底させる必要があるとした0

7月4日の会議では､共産党の ｢長期共存､相互監督｣の方針が論点となり､この方針

を積極的に受けとめようとする多くの意見が出された｡ しかし､統戦工作に対する批判的

な意見も現れ､共産党との関係における民革の主体性について議論が交わされた｡たとえ

ば劉斐 (民草常務委員)は､かつて統戦工作において共産党側の過度の干渉と民主党派側

の依存心があったことを指摘 し､但怒辛 (民草中央委員)は､統戦工作の成否には共産党

と民主党派の双方に責任があるとした｡また李任仁は､民革は今後先見性を持って主体的

に活動する必要があり､中央と地方の関係をさらに密接にし､状況をよく把握することで

指導を徹底させなければならないとして､統戦工作における民革の主体性を主張した｡こ
ぶん

れに対 して但愁辛は､｢天下は人民の天下であり､われわれ一人一人には分とい うものが

ある｡ したがって共産党員を模範として学び､思い切って発言 し､行動 しなければならな

い｡｣ 34 と述べ､共産党に対 して ｢大衆の意見を反映 し､大衆の利益を代表 して監督の役

割を発揮する｣必要性を説いて､民主党派の共産党に対する ｢監督｣作用を強調 した｡

｢長期共存､相互監督｣の方針をどう解釈するかについては､民事内でさまざまな見解

が見られた｡特に ｢長期共存｣については､民主党派の存在意義をどう捉えるかという問

題とも深く関わってお り､陳其瑳 (民革常務委員)が指摘 したように主に3つの見方があ

ったOすなわち､民主党派の働きやマルクス ･レーニン主義､統一戦線政策に鑑みて民主

党派の存続を肯定的にとらえる ｢肯定派｣と､民主党派の存在は早くて5年､遅くとも 10

年のうちに消滅すると見る ｢懐疑派｣､そ して民主党派は中国の特殊な状況の下では比較

的長く存続するとしながらも､社会主義革命の急速な発展の下では社会階級が次第に消滅

するのに伴って存在の根拠を失い､共産党よりも早く消滅すると見る ｢半信半疑派｣の 3

34 ｢長期共存､互相監督-民革中央座談統一戦線工作｣(『団結報』1956年7月 15日).
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つの立場である 350陳自身は民主党派の存在意義を積極的に捉えてお り､｢中国共産党を

指導者 とする各民主階級､各民主党派､各人民団体による幅広い人民民主統一戦線がなけ

れば､中国人民はこんなに早く革命の勝利を得ることはできなかった｣のであり､｢各民

主党派の長期共存は､この真理に基づいて生み出された｣のだとしていた｡また､民主党

派の存続期間については､｢歴史が最終的に決定する｣として､｢階級が消滅することに

よって､将来国家機構は衰亡し､共産党は消滅 しなければならず､当然ながら民主党派も

もはや存在することはない｣とした｡つまり彼は､共産主義社会が実現すれば国家機構と

共産党を含むすべての党派は消滅すべきであるが､そこに至るまでの期間は民主党派が共

産党とともに ｢共存｣できると考えていた｡そして ｢長期共存下の民主党派｣は､｢政党

勢力｣でも ｢政治資本｣でもなく ｢人民のために尽くし､みずからの進歩を求める組織｣

であると位置づけ､｢すべての民主党派の成員が民主党派の仕事をや り遂げ､団結できる

すべての人々を団結させ､すべての潜在的な要素と力を発掘 し､共に社会主義を建設 し､

共に社会主義社会に進む｣ことによって､各党派およびその成員の功績は人民に評価され

るのだとした｡また彼は､｢長期共存｣と ｢相互監督｣は不可分のものであり､党派にお

ける ｢長期共存｣と学術上の ｢百家争鳴｣は相互に影響 しながら推進されるべきだとも述

べていた36｡

一方､郡力子 (民事常務委員)も民主党派の存続を肯定的に捉えてお り､彼は民主党派

の存在はもはや不要であるとい う見方に反論 して､｢民主党派と統一戦線の果たす役割に

は持久性がある｣と主張した｡その理由は､民主党派は ｢社会における広範な基礎があり､

大多数の大衆の要求を代表｣ してお り､｢すべての団結できる力を団結 させ､消極的な要

素を積極的な要素に変えることができる｣からだとした｡そして､｢もし共産主義社会の

建設が完全に達成された後には党派の存在は必要ないとするなら､それは共産党をも含む

問題である｣との見解を示 した 37｡陳其環と同 じく郡力子も､共産主義社会の達成によっ

35 陳其瑳 ｢長期共存必須共同進歩｣(『新華半月刊』1956年第 19期､1956年 10月6日､

p.17)0

36 同上､pp.18-19.

37 郡力子 ｢中国人民民主制度発展的必然趨勢｣(『新華半月刊』1956年第 16期､pp.13-

14)0
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てすべての党派が消滅するまでは､民主党派の存在は継続するという見解をもっていたの

である｡

しかし熊克武 (民革副主席)は､｢政党は階級の産物｣であり､社会に異なる階級や階

層が存在するためこのように多くの民主党派が存在するのであり､また非労働者階級の思

想意識の改革には長期にわたる働きかけが必要であるため､そこに民主党派の存在意義が

あるとしていた｡ しかし彼は ｢相互監督｣とは各党派が独立して対立 ･分裂することでは

なく､共産党の指導を受け入れるということも､その指導に依存することを意味するもの

ではないとしていた｡そして共産党は民主党派に対 して主に政治面で指導するのであって､

｢民主党派が憲法の賦与した権利と義務の範囲内で十分に自己の政治的自由と組織の独立

性を発揮するよう希望｣ してお り､｢各民主党派が政治的自由と組織の独立の精神を体現

する｣ためには､｢政治上共産党の指導を確実に受け｣て､業務における主導性 と創造性

を強化させる必要があると説いた 38｡ 熊克武と同じような観点に立つ者には､ほかに周東

鱗 (民草団結委員)､李蒸 (民革中央委員)､周柄琳 (民革中央委員) らがいた｡周震鱗

は､今後民革の不変の大原則 となるのは ｢共産党と共に歩む｣ことであり､｢共産党の路

線がすなわち我々の路線である｣とした｡また李蒸は､共産党を民革より高い政治レベル

をもつ ｢最も先進的な組織｣と評価 して､｢我々はその指導を受け入れて助手となること

を希望する｣と述べた｡周柄琳も､今 日の民主党派は､｢共産党と長期にわたって共存す

る党であって､決 して資本主義国家におけるような多党制の党ではな｣ く､｢共産党の助

手｣であり､共産党の指導下で共に社会主義の実現のため努力するものとして位置づけて

いた39.

このように､共産党の提唱する ｢長期共存､相互監督｣の方針をどう捉え､今後民主党

派はどのような道を歩むべきかという議論が重ねられる中で､主に二つの対照的な見方が

あった｡すなわち一つは陳共産､郡力子らのように､民主党派の存在意義に自負を持ち､

民主党派は共産党と対等な立場で ｢相互監督｣を行い､共産主義社会が達成されるまで共

産党とともに ｢長期共存｣できる存在であるとする見方である｡これに対 して熊克武らは､

38 熊克武 ｢対 "長期共存､相互監督"的方針的一一些初歩認識｣(『新華半月刊』1956年第

19期､p.19)0

39 ｢(本報専訪)"長期共存､互相監督"的方針与民革｣(『団結報』1956年 7月 30日)0
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李維漠の ｢書法の賦与 した権利 と義務の範囲内で民主党派の政治的自由と組織の独立性を

尊重する｣ とする発言を肯定的に捉えながらも､民主党派はあくまで共産党の指導の下で

｢共産党の助手｣としての役割を果たすべきだと考えていた｡さらに李蒸が､｢相互監督｣

の方針は今まで力を十分に発揮できなかった ｢民主党派の責任を増す｣ものであり､｢わ

れわれの社会主義制度に十分な民主と自由があることを表 している｣と述べ､何思源 (氏

事団結委員)が､｢相互監督｣の方針は ｢欠点を克服 し､誤 りを是正 し､業務の向上する

ための最 もよい方法｣であ り､｢人民内部に幅広い民主があることを表す｣ものであると

したように 40､彼 らの中には共産党の示 した ｢相互監督｣の方針を､社会主義制度におけ

る ｢自由と民主｣の表現だとして積極的に評価する者もいたのである0

一方共産党側では 1956年 9月の第 8回全国代表大会において､引き続き民主党派と ｢長

期共存､相互監督｣の方針をとることを毛沢東があらためて強調 した｡毛は､民主党派は

社会主義改造の完成後に社会主義の労働者 となるであろう民族ブルジョアジーと小ブルジ

ョアジーの政党であり､彼 らと引き続き連絡 し､彼 らを代表 し､改造 していく必要がある

としていた 41｡ この発言を受けて民革は､社会主義建設の過程で積極的な役割を果た して

いくことを党内で提起 し､｢社会連携 (聯系)工作｣や台湾の平和的解放などの具体的な

目標を定めていった 42｡

(4)民事の新たな役割

1956年 2月の第三次全国代表大会で民革は建国後 6年間の総括 と今後の方針を定めた｡

大会で採択 された ｢章程｣では､民草が ｢旧国民党民主派 と旧国民党愛国民主分子が孫中

山先生の絶えず進歩する精神を継承 し､強化 させ､国民党反動派 と帝国主義の侵略に反対

する闘争の中で生まれ､発展 してきた｣組織であり､｢中国人民民主革命の過程において､

中国共産党の指導を受け入れ､中国人民民主統一戦線中の一つの民主党派となった｣こと

40 前掲 ｢(本報専訪)"長期共存､互相監督''的方針与民革｣｡

41 毛沢東 ｢中国共産党第八次全国代表大会開幕詞｣(『新華半月刊』1956年第 20期､1956

年 10月 21日､pp.14- 15)0

42 ｢民革中央学習中国共産党第八次全国代表大会文件的計画｣(『民革集刊』第 59期､1956

年 12月 1日､pp.66-67)0
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が強調された｡また民草の ｢基本的政治任務｣は､｢全党員および関係する大衆を動員､

結集 して社会主義建設､社会主義改造と内外の敵-の反対のために闘争する｣ことである

と規定した 43｡さらにこの大会では､①旧国民党員および国民党と歴史的関係のある ｢中

上層の人士｣の結集 ･教育 ･改造､②必要時のための戦争方式による台湾解放の積極的な

準備と､平和方式による台湾解放獲得のための努力､③党員の自発的なマルクス ･レーニ

ン主義理論の学習と思想改造の強化､の3項目が決議された 44｡

ここで注目すべき点は,｢平和方式による台湾解放｣を提起する中で､民革が ｢過去の

歴史関係 と社会関係を十分利用｣ し､｢台湾国民党の軍政人員に国家の寛大な政策を説明

し､彼 らを一日も早く愛国主義の旗の下に立たせ､-･-･台湾解放のため貢献させる｣こと

を自らの具体的な役割 として明記 したことである 45｡｢平和方式による台湾解放｣はすで

に 1954年から周恩来らによって提起されてお り､同年 8月に各民主党派と各人民団体に

よる ｢台湾解放のための連合宣言｣が発表され 4̀､民革も中央常務委員会第 116次拡大会

議で ｢台湾解放を擁護する決議｣を採択 していた 47｡ しかしこの三全大会においてはじめ

て､民革が今後台湾の国民党員との関係を生かして ｢台湾和平解放工作｣を推進 していく

方針が明示されたのである｡この大会では同時に､｢台湾の軍政人員に告 ぐ書｣も発表 さ

れ､台湾国民党の軍政に関わる人々に対する具体的な呼びかけも始められた4写O

民革は同年 7月 30日に ｢台湾に対する放送宣伝工作推進の通知｣を発表 し､｢大陸に残

留している台湾高級軍政員の親友｣など ｢代表性のある｣党員に､台湾に向かって放送す

るための原稿を作成させる活動を広範囲に行 うことを指示 した｡原稿の内容 としては､｢漫

談､雑文､私信､公開状､訪問記､旅行記､古体詩など｣が例に挙げられてお り､台湾国

民党の軍政員の心情になんとか訴えかけ､彼 らを大陸側にとりこもうとする方策が試みら

43 ｢中国国民党革命委員会章程｣(前掲 『重要文件嚢編』､p.104-105)0

44 ｢中国国民党革命委員会第三届全国代表大会決議｣(同上､p.102-104)0

45 同上｡

46 ｢中華人民共和国各民主党派各人民団体為解放台湾聯合宣言｣(同上､p.81-84).

47 ｢中国国民党革命委員会中央常務委員会擁護解放台湾的決議｣(同上､p.85)0

48 ｢中国国民党革命委員会第三届全国代表大会告台湾軍政人員書｣(同上､p.117-

120)0
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れた｡また､翌 57年 2月 18日には党内に ｢和平解放台湾工作委員会｣が設立された｡こ

の委員会には､建国前の国共両党の和平交渉に参加 した ｢南京政府和平商談代表団｣の代

表であり､建国と共に民草に参加 した人々が多く名を連ね､張治中が主任に､郡力子､黄

紹紘らが副主任に就任 した｡委員会はその後､台湾の国民党員に対する呼びかけや､中国

の政策や社会主義建設事業の発展状況の宣伝などの活動を行い､｢台湾和平解放工作｣を

積極的に展開していった｡民革はこの活動を自らの特質を生かした新たな任務と自負 して

お り､建国後民革が模索 してきた独自の政治的役割がここにようやく定まったのであった

が､結局この委員会の活動も､反右派闘争 とそれに続 く大躍進運動によって挫折すること

になったのである｡

-方､1956年 6月半ばからは､民主党派の ｢社会人士連携 (聯系)工作｣の強化が提

起されはじめた｡ 6月 21日の 『光明日報』社説 ｢民主党派の重要な任務の一つ｣は､こ

こ半年来､民革をはじめとする各民主党派が ｢社会人士｣との連携工作において成果をあ

げていることを示 し､｢社会人士との連携は､民主党派の大衆連携工作の中の一つの重要

な側面である｣としていた｡ここで言 う ｢社会人士｣とは､大 ･中都市に住む年老いた知

識人や旧軍政界 ･財政界の ｢中上層人士｣を指 している｡彼 らは老齢のため建国後職業に

就いておらず､｢旧社会の影響が深 く､経歴が複雑で､建国初期に共産党と人民政府に対

して程度の異なるわだかまりを持ち､政策に対 しても理解が不足してお り､中には反発感

情を抱く者さえいる｣とされていた｡そのため彼らは ｢組織に属する大衆や､固定の職業

に就 く知識人｣に比べて ｢進歩が緩慢｣であり､民主党派が ｢固定的な連携｣をもって彼

らの自己改造と自己教育を援助することが必要とされた49｡

民主党派は建国初期からそれぞれの党派が旧国民党員 (民革)､文教界の知識人 (民盟)

などの対象を定めて組織の発展 と拡大を図ってきたが､青年及び壮年層を党員として吸収

する以外に､今後はそれぞれの対象の中の老齢者 とも密に連絡をとり､彼 らを援助するこ

とが要請されたのである｡ これは共産党が社会主義建設を進める中で､さらに広範な大衆

の動員を目指 していたことと連動 してお り､それぞれの民主党派が掌握する大衆の層を拡

大させることで､民主党派を通 してより多くの大衆に影響力を行使 しようとしたのであろ

49 社説 ｢民主党派的重要任務之-｣『光明日報』1956年 6月 21日 (『新華半月刊』第 16

期､1956年 8月 21日､p.17)0
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う｡

これに伴い､民革は 1956年 7月 24日に ｢社会連携工作の若干の問題に関する指示｣を

出して社会連携工作の強化を図った｡この ｢指示｣では､｢各地各級機関の参事､専門員､

工作員､文史館員｣や ｢一般の臨時工｣などは ｢連携の対象としてよ｣く､｢露天商人や

行商人､荷車引きなどの職業の不安定な人｣は本人の希望と業務の状況に応 じて適宜に連

携を進めるなど､連携工作の対象が具体的に指示されていた｡また､すでに ｢公民権｣を

もつ ｢中上層人士｣については､かつて ｢日本帝国主義の統治期｣にいかなる業務につい

ていた者に対しても､またかつて地主であったり､政治問題で処分を受けたことがある者

に対しても､｢連携工作を進めてよい｣としていた｡いずれにしても､これ らの人々に対

して調査の上､実情に応 じて援助 し､｢できる限り彼 らの学習改造の要求を満足させるべ

き｣だとしてお り､居住地区の業務や識字運動など社会工作-の参加を希望する者に対 し

ては､｢積極的に奨励 ･援助 し､彼 らの積極性を発揮させる｣よう指示していた50｡

またこの時期､民革の機関誌である 『民車重刊』は発行の対象を中央委員､中央団結委

員､省 ･県 ･市委員会委員､党機関幹部などの指導者層に限定 し､党内の ｢業務の指導と

経験の交換｣のための ｢党内業務を連絡する性質の刊行物｣に改められることになり 5】､

各地方支部における社会連携工作の進行状況についての報告が掲載され､『民革嚢刊』を

通じて中央及び各地方支部間の情報交換が図られることになった｡たとえば 『民革棄刊』

1956年第 1号に掲載された朱羅山の武漢 ･広州における調査報告書によると､同年 5月

までに民革が武漢で連携工作を行った人々は 191人､待機中の人々が 35人であり､その

うち 20%が上層､80%が中層に属 し､かつて軍政界に属した人々が 80%を占めるとさ

れている｡また広東省では2月の民革三全大会までは社会連携工作はまったく行われてお

らず､その後広州市では 360人が各方面から紹介を受け､そのうち 42人が民革主催の座

談会に参加 し､悌山市では 30人の ｢社会人士｣と連携 したことが報告されている 52｡ま

50 ｢中国国民党革命委員会中央委員会関於社会聯系工作若干問題的指示｣(官民革嚢刊』

1956年第 1号 (総第 58号)､1956年 9月 15日､pp.6-7)0

51 ｢編者的話｣(同上､p.3)0

52 朱森山 ｢関於中央調査研究工作組在武漢広州両地進行工作的報告｣(同上､pp.13-

19)0
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た朱藤山は､民革の武漢支部の指導者の中には ｢民革の性質と任務｣にいまだ疑いを抱い

ている者がお り､｢3年後に社会主義革命が基本的に完成 した後は､統一戦線 と民主党派

はまだ必要であろうか?｣､｢すでに社会主義社会に入った今､共産党と民革は合併する

ことができる｣といった ｢民革はあってもなくてもよいという考え方｣があることを指摘

して､三全大会で決定 した党の方針を地方党員にまで徹底させる必要性を提起していた｡

一方､民革では三全大会以降の3か月の間に党員から 130件もの手紙が寄せられ､その

内容が 『民革嚢刊』で紹介されたが､ここでも民事の性質に対する認識不足を示すものが

多いことが指摘され､｢民革 と旧国民党にはなんら区別はないと考えている｣者や､｢か

って国民党に参加 したことがある｣からといって ｢原職復帰 (帰隊)｣や ｢党籍の復元 (恢

復党籍)｣を要求する者がいることが示されている 53｡また､手紙の差出人のうち有職者

の経歴は､40人が旧軍人､11人が政界､19人が文教界の在籍者､3人が旧国民党の党務

人員､3人が華僑であり､手紙の内容は大きく分けて六つに分類でき､①民革-の参加を

要求するもの (44件)､②民革との連携 ･学習を要求するもの (20件)､③職業の紹介 ･

生活の世話を要請するもの (32件)､④台湾解放闘争-の参加を要求し､意見を提供する

もの､ならびに海外の親族を人民の側に獲得するため民革の協力を要請するもの (20件)､

⑤人名 ･住所の調査と ｢歴史｣証明問題の要請 (lo件)､⑥民革-の意見提出 (il件)な

どであることが紹介されていた 54｡この記事には当時の民革党員が党に対して何を要求し

ていたのかが具体的に示されてお り､非常に興味深い｡

これらの報告で指摘された ｢民革の任務｣に対する誰識不足の問題を解決するため､民

革は､共産党の八全大会におけ:8主な決定を党員に学習させる中で､｢人民民主専政の強

化と人民民主統一戦線の強化 ･拡大の必要性｣と共に､｢民主党派の社会的基礎と社会主

義の建設過程における積極的役割｣を理解させ､それが ｢党派間の団結互助関係と民主協

商の工作方法を明確にし､統一戦線の強化 ･発展において重要な意義をもつ｣こと､さら

に ｢国際的､平和的､民主的な統一戦線の拡大が､わが国の社会主義建設に有利であるこ

53 民革総部群衆来信組 ｢1956年第 1､2季度群衆来信処理情況概述｣(『民軍費刊』1956

年第 1号 (総第 58号)､pp.12- 13)0

54 同上｡
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と｣を理解させる点に学習の重点を置くよう指導者層に指示 した550

その後民革の社会連携工作は順調に進行 し､1956年末までに 20,658人の ｢社会人士｣

と連携 し､すでに連携済みの人々の中から 2,476人を党員として吸収 した 56. しかし､各

党派が工作を進めていく上でたびたび問題 となったのが､党派間の ｢衝突 (磁頭)｣､す

なわちある社会人士のもつ条件が複数の党派の工作対象 となる事例に対する処理の問題で

あった｡連携工作には党派間で協議済みの一般原則があり､それに基づいて各党派が対象

を定めて活動 していたが 57､たとえば高等学校 (特に師範学院や農学院)においては民盟

と九三学社の間で､病院 ･医院においては民進 と農工党の間で ｢衝突｣問題がおこる場合

があり58､この間題については基本的に ｢"協商､譲歩と本人の希望''の原則｣59による解

決がはかられた｡

社会連携工作は結果的に民革の党員の増加 と組織の規模拡大をもたらした｡翌 1957年

3月の中央常務委員会三期二中全会における工作報告で李済深は､前年 7月の組織工作に

関する指示に従って各地方支部が組織発展の任務を遂行 した結果､同年 2月までに民革全

党の党員は 6,025人増加 し､1955年末に比べて 80%以上の増加 となり､現時点で民革の

党員は計 13,462人であり､地方支部は24の省 ･市級組織 と57の市 ･県級組織にまで発展

したと発表した仙｡

55 ｢民革中央学習中国共産党第八次全国代表大会文件的計画｣(『民革尭刊』1956年第2

号 (総第59号)､1956年 12月 1日､pp.66-67).

56 中央社会聯系工作委員会 ｢1956年社会聯系工作情況､成就､経験和問題 (参考資

料)｣(『民革嚢刊』1957年第 1号 (総第 60号)､1957年 3月 25日､pp.27)｡なお､『民

革嚢刊』1957年第2号 (総第 61号)には付録 として､｢民革各地方組織 1956年聯系社

会人士総表｣が掲載され､各地方における社会連携工作の実績が報告されている｡

57 朱藤山 ｢中央視察工作組視察北京市民革工作的報告｣(『民革秦刊』1957年第 1号 (紘

第60号)､p.3)0

58 附録 ｢各民主党派漸江省地方組織在発展組織工作中的-些経験｣(同上､p.24).

59 朱藤山 ｢中央視察工作組視察北京市民革工作的報告｣p.3｡

60 李済深 ｢中国国民党革命委員会第三届中央委員会常務委員会工作報告｣(『民革棄刊』

1957年第2号 (総第61号)､1957年 5月25日､p.89)0
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しかし同年 6月以降､民主党派の活動は反右派闘争一色に塗 り替えられ､社会連携工作

も､｢社会人士の政治的本質はまだ根本的に改まっておらず､右派の影響が一部の社会人

士の中にまき散 らされるだけの条件がある｣ため､｢右派分子に利用されるものとなって

いる｣ と指摘された｡そ して､｢消極的な要素を積極的な要素に変え｣､｢社会主義事業に

力を捧げる｣とい う社会連携工作の本来の目的に鑑みて､｢社会人士｣に対 しては ｢微に

入 り細にわた り調査 ･研究を進め､彼 らの思想の実際を探 り､彼 らの思想的変化に随時注

意 し､彼らの思想問題に対 して､各種の異なる方式 ･方法によって教育を進める｣方針を

とるべきだとした 61｡こうして社会連携工作は ｢社会人士に対する社会主義改造｣を工作

の中心方針 として､現地の共産党委員会と政協組織の指導の下で進めることになり62､｢社

会人士｣の実情に即 して彼 らを援助 し､その要求に答えるとい う側面はまったく失われて

しまった｡また､社会連携工作は民主党派の政治基盤 と組織の規模の拡大に結びつく活動

でもあったが､一部の ｢社会人士｣のもつ ｢歴史的背景｣が ｢右派｣と判定される要素を

もっていたことから､｢社会人士｣は民主党派にとっての弱点となってしまったのである｡

第二飾 反右派闘争における中国国民党革命委員会

(I)民革党員の提言

反右派闘争についてはすでにいくつかの詳細な研究がある 63ので､ここでは全体的な経

緯は概略するにとどめ､主に民革党員の動向を中心に見ていきたい｡

共産党は 1956年春に ｢百花斉放､百家争鳴｣の方針を示 して知識人の自由な発言を提

唱 したが､その後さらに自由化を進める方針をとり､翌 1957年 2月 27日には毛沢東が演

61 郡力子 ｢社聯工作的中心内容是常助社会人士改造｣(『団結報』1958年 12月 11日)0

62 ｢民革中央向四全大会的報告｣(『団結報』1958年 12月 18日)0

63 反右派闘争については､主なものとして､平野正 『中国革命の知識人』(第 6章 ｢整

風運動と統一戦線の消滅｣) 日中出版､1977年,北村稔 ｢反右派闘争について｣(『ふび

と』39号､1982年 1月),前掲毛里和子 ｢毛沢東政治の起点一百花斉放､百家争鳴から

反右派-｣,前掲唐亮 『現代中国の党政関係』(第4章 ｢1956- 1957年における中共の

言論政策- ｢双百方針｣から反右派闘争--｣),前掲丸山昇 『文化大革命に到る道』な

どの研究がある｡
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説 ｢人民内部の矛盾を正 しく処理する問題について｣の中で､｢百花斉放､百家争鳴｣と

｢長期共存､相互監督｣を強調 して民主党派および無党派人士の自由な発言を促 した｡ま

た､4月 27日に中共中央は ｢東風運動に関する指示｣を発表 し､全党であらためて普遍

的かつ徹底 した ｢反官僚主義､反セク ト主義､反主観主義の整風運動｣を行 うことを指示

し､党外人士のこの運動-の参加を歓迎した 64｡さらに5月4日に毛沢東は共産党の各組

織に指示を出し､党外人士を招いて座談会を開き､整風運動-の協力を要請するよう指示

した 65｡これに基づき中共中央統戦部は5月 8日から民主党派の指導者や無党派人士を招

いて座談会を開き､彼 らの共産党に対する率直な意見を求めた｡民主党派は最初は不安を

感 じて慎重な態度をとり､発言を控えていたが､徐々に率直な意見を明らかにしていった｡

議論が白熱化 していくにつれ､彼 らの意見はしだいに共産党の体制批判にまで発展 してい

き､これに危機感を覚えた毛沢東は､5月 15日に ｢事態はまさに変化 しつつある｣とい

う論文を書き､一部の共産党幹部に ｢右派｣に対する攻撃を指示 した 66.また翌 16日に

は中共中央が各地方の党組織に指示を出し､党を批判する言論に対 しては､｢彼 らにその

まま発表させ､しばしの間 (数週間以内は)批判や反撃をせず､右翼分子に人民の前でそ

の反動的な様相を暴露させ｣た後に反撃を開始するよう指示 した 67｡ しかしこれ らの指示

は民主党派側には知らされておらず､民主党派は6月 8日の 『人民日報』社説 ｢これはど

うしたことか?｣が発表されてはじめて反右派闘争の開始を知ったのであった｡

民革指導者の発言は､5月 8日に始まった統戦都主催の座談会の中で発表されていった｡

8日から 14日に開かれた統戦都主催の座談会における彼 らの発言は､次のようなもので

64 ｢中国共産党中央委員会関於整風運動的指示｣(『建国以来重要文献逮編』第 10冊､1994

年､pp.221-226)0

65 ｢中央関於請党外人士酎助整風的指示｣(『建国以来毛沢東文稿』第6冊､中央文献出

版社､1992年､pp.455-456)0

66 毛沢東 ｢事情正在起変化｣(『建国以来毛沢東文稿』第6冊､pp.469-476)0

67 ｢中央関於対待当前党外人士批評的指示｣(『建国以来毛沢東文稿』第 6冊､

pp.477-479)0
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ある 680

王良禽は､人民代表大会の常務委員会が ｢状況の把握､具体的討論､個別の接触｣の3

点に欠けていることを指摘するとともに､民主党派の成員の多くが職はあり､責任もある

が権限をもたないという ｢有職無権｣の状況におかれていることを訴えた｡熊克武も ｢有

職無権｣問題の処理を求め､｢権｣と ｢責｣の区分は合理的な分業を行 うための制度を定

めることで解決すべきだとした｡郡力子は､政府機関において ｢党｣と ｢政｣の分業が明

白にされていないこと (｢党政不分｣)を批判 し､察廷鍵は､続戦工作はおおむね順調に

進んでいるが､県や郷など地方ではさまざまな問題が生じていると指摘 した｡病のため書

面で意見を発表 した張治中は､共産党と党外人士の関係について､①思想 ･認識上の問題

の解決､②制度上の保証､③生活と交流面の関係の構築､④学習と宣伝教育､業務検査の

強化における政策の徹底､の4つの面から解決をはかるべきだと提言 した｡また､熊克武､

郁力子､寮廷鉾の3人がそれぞれ､民草の党員や民革と関係のある ｢社会人士｣の多くが

無職で困窮 した状態であることを訴え､その生活問題 と就職問題の解決を求めた｡この間

題は整風運動の主旨とは少し異なるものではあったが､民革がすでに建国初期から抱えて

きた問題であったがいまだ解決に至っておらず､これを機に共産党に対 して処理 と解決を

強く要請 したのであろう｡このようにこの時点での発言は､共産党や共産党員に意見や批

判を述べるとい うよりも､む しろ民革の党員や党内部が抱える具体的な問題の解決を求め

るものであった｡

統戦部によるこの座談会に先駆けて､民革の北京市委員会は5月 3日と9日に蒋光粛主

催の座談会を開いていた｡この座談会に参加 したのは北京市機構の幹部や一般党員であり､

『団結報』が記事の見出しに ｢北京民革機関の成員が胸中を語る｣ 69 と書いたように､民

革党員が実務の中で共産党員に対 して抱いた不満や批判など､民事党員の本音や彼 らが抱

えていた問題がよく表れていた｡特に､共産党と民主党派の間には ｢深い溝｣があると指

摘する者が多く､たとえば江上峰 (民事団結委員 ･中央愛国衛生運動委員会公弁室主任)

68 ｢発揮民主党派在国家事務中作用改進共産党員与党外人士的関係｣(『団結報』1957年

5月 15日),｢中共中央統戦都連各民主党派負貴人挙行座談会｣(『新華半月刊』第 11期､

1957年 6月 10日､pp.17-35)0

69 ｢貫徹 "鳴"`̀放"方針､酎助共産党整風｣(『団結報』1957年 5月 15日)0
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は､衛生部には ｢清一色 (画一化)主義｣の傾向があり､機関のある宿舎では非共産党員

の締め出しさえ行われていることや､共産党員である副科長が一気に処長に昇進 した一方

で､非党員である正科長は能力がありながら引き上げられなかったといった事例を示 した｡

また楊紀塊 (民事財政部支部委員 ･財政部会計制度司副司長)は､財政部の人事資料や共

産党からの指示文は共産党員である指導幹部 しか見ることができないため､業務上支障が

生じていることを明らかにした｡谷春藩 (民革団結委員 ･郵電部郵政総局副局長)は､郵

電部には職権に関する問題があり､郵電部の招待所に勤めるある民革党員が､当番の際に

かざを渡されず､その理由を ｢信頼できないから｣と告げられたことを告発 した｡蘇従周

(民革候補中央委員 ･鉄道部教育局副局長)は､鉄道部計画局が非覚人士を転出させるや

り方は､｢非党人士を排斥 しようとするセク ト主義の気風｣であると厳 しく批判 した 70｡

革具之 (民革候補中央 ･水利部参事)は､このような党員 ･非党員間の溝を埋めるために

は､｢まず共同の言葉をもち､非党人士と党員の立場や観点を同じようにする必要がある｣

という意見を示 したが､中には黄元彬 (民草団結委員 ･人民銀行総行専門委員)のように､

｢異なる階級間には共同の言語などない｣とい う悲観的な見方を示す者もあった｡また､

民革党員はいかにして ｢相互監督｣の役割を果たすべきかが議論され､謝樹穎 (民革団結

委員 ･北京鋼鉄学院教授)は､｢民主党派は国家の大計の決定に参加できるようになり､

積極的にみずからが関係する階級 ･階層の利益を代表 して意見を述べるようになる必要が

あり､そうして初めて大衆の中で威信を確立することができ､監督の役割を発揮すること

ができる｣と述べた｡そのためにも､まず共産党員が民主党派の業務を軽視する現状を改

善する必要があり､民主党派の党員は報復を恐れず､さらに率直な意見を述べる必要があ

るという結論に至った 71｡また 『団結報』では､各地方の民革組織で党員が積極的に意見

を述べはじめている状況が紹介され､毛沢東が同年 2月に発表 した講話 ｢人民内部の矛盾

を正 しく処理する問題について｣を学習 して､積極的に ｢鳴｣と ｢放｣を行 うことが提起

された 72｡このように民草内部の座談会では､国家機関や学校などの現場で実際に共産党

70 前掲 ｢貫徹 "鳴""放"方針､酎助共産党整風｣｡

71 同上｡

72 ｢和風送暖､処処花開一各地民革成員開始掲発人民内部矛盾｣(『団結報』1957年 5月 15

日)0
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員からの差別や阻害を体験 していた民革党員たちの不満と批判を示す声があがっており､

これ らの声が統戦部主催の座談会で発言 した指導者たちの意見にも影響をあたえていたも

のと考えられる｡

一方､統戦部の座談会における民主党派指導者の発言は日を追 うごとにしだいに批判的

要素を増 していた｡ 5月 15日と 16日の座談会の席上では､梅典彬､陳銘枢､黄紹紘らが

次のような発言をしている｡

梅共彬は､県以下の地方組織に ｢以党代政｣の状況があることや､機関や学校内での ｢有

権無職｣の現象が普遍的なものであ り､中には ｢有名無実｣､｢無名無実｣といった深刻

な状況さえあることを指摘して､一部の新聞は民主党派の活動の宣伝報道を十分重視 して

いないと批判 したOそして共産党の基層組織と民主党派の基層組織の間で意見が一致しな

い場合は､双方の意見を上級組織に報告のうえ､協議 して処理すべきだと提言 した｡また

陳銘枢は､党と党外人士の関係改善を求め､機関の重大問題の議論に党外人士も参加させ

ること､共産党員が党外人士を尊重する必要があることを主張した｡さらに彼は学校機関

における党委員会制を廃止 し､民主的原則に基づく校務委員会を組織するよう求めたが､

この提言はのちに彼が右派分子として攻撃されるに至った時､最も批判をうけるものとな

った｡黄紹弦は､社会主義建設には ｢共産党の賢明かつ強固な指導｣が必要であることに

は疑問の余地はないとしながらも､その ｢指導の仕方｣は検討する必要があると述べ､党

が ｢人民や政府を通 じずに直接命令を発 している｣状況を批判 した｡また彼は､｢(よい)

成績が大部分で､誤差や誤 りは一部である｣とすることが工作報告上の一種の ｢公式｣と

なっていることを指摘 し､業績を強調 して失敗や問題点を覆い隠そ うとする体質が結果的

に大問題につながっていくと厳 しく批判 した｡さらに彼は､約 2万人にのぼる ｢労働教育｣

を受ける人々に対する正 しい処置と､旧国民党員であったために建国後､その ｢歴史的関

係｣から重罪に処された人々に対 して､徹底的な無罪の調査と名誉回復を行 うよう求め､

歴史的に有罪 とされる人々に対 しても情状を酌量 して処理すべきだとした 乃｡このように

議論が進むにつれ､民主党派指導者は共産党と民主党派の党員間に摩擦が生じていること

指摘 し､それを批判すると共に､その解決のための具体策を提言 していったのである｡

73 ｢中共中央統戦部逝各民主党派負責人挙行座談会｣(『新華半月刊』第 11期､1957年

6月 10日､pp.28- 35)0
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一方民草は､5月 15日の 『団結報』の社論で共産党の整風運動に積極的に協力するよ

う提起し､党員に ｢長期共存､相互監督｣の方針がもつ問題点や各自の意見を明らかにす

るよう求めた｡ しかしこの杜論には同時に､報復や攻撃を恐れて発言を騰跨する者が多い

という実情が示されていた｡すなわち､ある民革党員が北京市委員会主催の座談会で述べ

たように 74､かつて職場で積極的に意見や批判を述べた結果､｢粛清運動｣の中で ｢闘争J

の対象となった経験のため､率直な意見を述べることでのちに批判や攻撃を受けることを

恐れ､慎重な態度をとる者がいまだ多かったのである｡

また民革は､ 5月 22 日から党内でも ｢民革中央小組拡大座談会｣を開催 していき､民

革の指導者たちは統戦部主催の座談会に参加する-方で､党内においてもみずからの意見

を明らかにしていった｡ しかしこれ らの会議における発言は､翌日の 『人民日報』に掲載

されたためか､先に述べた北京市委員会の座談会に比べると比較的穏やかな論調で始まっ

ていた｡たとえば 22日の座談会では､｢共産党の指導から離脱するという考え方はよくな

い｣(陳勧先)､｢意見を述べる際は欝憶をはらすような態度をとるのはよくない｣(蘇従

周 ･李蒸)､｢共産党の整風に協力すると同時に､民主人士も運動の中でみずからを教育

し､改造するべきである｣(陳紹寛)75など､共産党に対する激 しい批判を牽制するかの

ような慎重な意見が多く見られた｡ しかし 25日､29日と日を経て､議論が ｢有職無権｣

の問題や共産党員と非党員の間に存在する ｢溝 と壁｣の問題に及ぶようになると､しだい

に率直な意見や前向きな提言が示されるようになっていった｡

｢有職無権｣の問題については､まず鹿郁文が､｢このような状況が生 じるのは､人事

の配置の上で統戦工作の観点と業務上の観点が区別されていないから｣であると指摘 し､

｢今後はその二点を区別 し､政協や人民代表大会では統戦工作の観点を重視 し､国家機関

や企業では業務の観点を重視することを希望する｣と述べ､甘扉司森もその意見に賛意を示

した｡また陳銘徳は､｢現在の状況には ｢統 (まとめる)｣があるだけで ｢共 (ともにす

る｣がない､つまり協力 して共に事にあたることがなく､それが非党員指導幹部の ｢有職

74 ｢(社論)積極封助共産党整風是我m当前的一項重大而光栄的政治任務｣(『団結報』1957

年 5月 15日)0

75 ｢民革中央小組拡大座談会連続挙行一請出心里謡常助中共整風｣(『団結報』1957年 6

月 1日)0
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無権｣の根源 となっている｣と分析 した｡さらに甘弼森は ｢以党代政 (党が政府 ･行政を

代行する)｣の問題に言及 し､この状況が党の役割を低下させ､政府の威信を損ない､国

家機関に従事する人員の積極性を削ぐという3つの悪い結果を生んでお り､一部の共産党

員が党の指示のみを重視するためこのような現象が生 じるのだと批判 した｡党員と非党員

の間に存在する ｢溝｣と ｢壁｣の問題については､李俊龍がその解決法として､①党員と

非党員が互いに率直に戒めあえる良き友となること､②党員は ｢功臣｣であるという自負

を､非党員は ｢知識人｣としての気位を捨てること､(卦党員は非党員の過去ばかりを見ず､

現在や未来の進歩 した状態を見て判断を下すこと､を提言 した｡一方鹿部文は､党員と非

党員が信頼 しあうこと､共産党は官僚主義､セク ト主義､主観主義の ｢3つの主義｣を捨

て､非党員側は古い思想､習慣､作風､立場､観点を捨てることが必要であるとした 76｡

このように職権については､個々の共産党員の認識不足や方針の誤 りなどが指摘されたが､

党員と非党員間に隔たりが生 じている問題については､共産党員の側だけでなく民主党派

側にも原因があることが指摘されていた｡

またこの座談会で注目すべきことは､最近 『人民日報』に掲載された座談会についての

報道は､共産党に対する一部の批判を目立たせるように表現 してお り､これは ｢収 (ひき

しめ)｣に向か う兆候ではないかと危倶する意見が表れていたことである｡29日の会議で

雫異之は､最近の新聞の見出しには ｢収の気配 (収的味道)｣があり､また積極分子が共

産党に一種の ｢懸念｣を表明 しているのも ｢収｣の表れではないかと述べていたのである0

5月 15日に毛沢東はすでに党内で指示を出して右派攻撃に方向転換する意向を示 してお

り､その変化はいまだ民主党派に対 しては伏せ られていたものの､民主党派の中にはその

兆しをいち早く察知 していた者もいたということであろう｡のちに右派分子とされた龍雲

も､22日の座談会における彼の発言が 『人民 日報』に掲載 されたが､そこには多くの誤

りや脱落があることを指摘 し､｢もしそれが故意のものであれば､それこそが ｢壁｣であ

る｣と断じていた｡ しかし他方では､張珍がこの件に関して ｢各新聞がまだ言論の自由を

広く開く状況にない｣からであると批判 し､鹿部文が共産党を批判 した者に対する批判を

76 前掲 ｢民事中央小組拡大座談会連続挙行-請出心里話常助中共整風｣,｢民革中央′ト組

拡大会議討論如何封助共産党整風和駁斥右派言論｣(『新華半月刊』第 13期､1957年 7

月 10日､pp.80-95)0
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｢収｣とみなすのであればそれは誤 りであると述べたように､これらの危快を否定する者

や､いっそ う忌悼ない意見を発表するよう呼びかける者 もいた｡たとえば陳銘徳は､｢放

(自由化)｣と ｢収｣の問嶺は､現在 ｢上の方はうまく動いているが､下の方はまだ動い

ていない｣状態であり､いまだ ｢観察者の立場｣に甘んじている者が多いため､｢放｣と

｢鳴｣を大いに奨励する必要があると述べ､梅襲彬も､意見を述べる時は正面からの意見

も反面からの意見もすべて明らかにするべきだとしていたのである 770このように､共産

党の自由化の呼びかけを全面的に信頼 し､さらに徹底 した意見の表明を行 うべきだと考え

る者がいまだ多勢を占めていたのであった｡

一方統戦部の座談会は 5月 30日と6月 1日に再び開催 され､引きつづき各民主党派の

多くの指導者が発言 し､民革では寧武､龍雲､朱羅山､劉文輝､劉斐､何香凝､千振蔽､

郡力子らが発言 した｡寧武は､官僚主義 ･セク ト主義 ･主観主義の誤 りを犯す共産党員は

｢党派性｣に欠け､個人が党に優先しているのだと指摘 し､共産党中央の党員に対する ｢党

派性教育｣の強化を提起 した｡朱藤山は､共産党の整風運動-の協力は民主党派自身のさ

らなる進歩に結びつくものであり､整風運動の目的は業務の改善と社会主義建設のためで

あることを強調 しながらも､①かつての粛清運動の結果についての再審議 と正しい処理､

②中央機関および地方の党委員会に対する指導の強化､統戦教育の徹底､民主党派-の援

助の指示､③政府機関と民主党派機関の給与の平等化､④民革と関係のある社会人士や失

業者の就職および配属問題に対する援助 と解決､の4点を要請 した｡また劉文輝は公民の

権利保護の問題を取 り上げ､基層幹部の政治思想教育の強化､憲法 97条の執行による公

民の告訴および損害賠償請求を行 う権利の保障､人民代表と国家監察機関の監督作用の強

化の3点を提言 したO彼 らの発言は主に問題を指摘 し､その解決のための具体的な方策を

提起するものであったが､その批判の対象は個々の共産党員から､しだいに共産党全体の

責任を問うものへと変化 してきていた｡たとえば龍雲は､国務院 と共産党が二重に指示を

行 うことから混乱が生じるのだとして､今後は国務院がすべての責任を負 うべきだとした｡

また彼は､共産党幹部の子弟が教育面で優遇されている状況を指摘 し､厳 しく批判 した｡

劉斐は､共産党の下級組織､特に県以下の組織で ｢党政不分｣の現象が顕著であるが､こ

77 前掲 ｢民革中央小組拡大座談会連続挙行一一請出心里話酎助中共整風｣,｢民革中央小組

拡大会議討論如何封助共産党整風和駁斥右派言論｣｡
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れは法制観念の欠如によるものだとして､共産党員の法制に関する思想教育の強化と､法

律 と制度､特に人事制度の制定と完備による問題の解決を求めた｡

一方､6月 1日の会議では何香擬が書面で意見を発表 したO彼女は共産党員に対しては､

整風運動の中で各方面からの ｢正確な意見｣を受け入れ､業務の改善を図ることを希望 し､

また各民主党派に対 しては ｢誠心誠意指導党を援助する｣ことを希望すると述べ､｢もし

われわれが長期に共存 しようとするなら､心の底から喜んで社会主義を受け入れ､他人を

監督するだけでなく､同時に自己を戒め､改造 しなければならない｣とした｡また彼女は

民主党派を､共産党の指導のもとで誠心誠意共産党を擁護する ｢左派｣と､基本的に愛国

的だが思想上あいまいな点があり､みずからの進むべき道が定まっていない最大多数の｢中

間派｣､そして資本主義を志向し､欧米式の政治にあこがれるごく少数の ｢右派｣の3つ

に分類 し､共産党に対 して､｢左派｣と団結 して ｢中間派｣を援助 ･獲得 し､｢右派｣を

批判 し､教育するよう求めた｡この発言は明らかにこの時点で発表されていた他の指導者

の言論 とは論調が異なっている｡何香凝は民主党派の共産党批判がしだいに激 しいものに

なってきていることを憂慮 し､民主党派の発言を戒め､牽制する一方で､大多数の民主党

派を ｢中間派｣と位置づけ､共産党に ｢中間派｣を取 り込むよう進言することで､共産党

が民主党派に対する攻撃に転 じたとしても､それを最小限のものに押さえようとしたので

あろう｡

しかし統戦部の座談会は次の6月 3日の第 13回会議の席上で李維漠によって突然終了

が宣言された｡李維漠は､｢各方面から提出された批評や意見については､その多くが正

しいものであり､真筆に受けとめ､処理 しなければならないが､かな りのものは誤 りであ

り､さらに研究と分析を加える必要がある｣と述べてお り､その後まもなく始まった ｢右

派｣に対する攻撃をほのめかすかのような発言をしていた｡ しかし､民主党派側はもちろ

んまだそのような事態になることをまったく知らなかった｡

民革は5月 29 日に ｢中共の整風運動の推進を積極的に援助することに関する指示｣を

発表し､民革は自己の ｢整風｣はしばし行わず､全面的に共産党の整風運動に協力し､共

産党の組織 と共産党員に対 して ｢すべての顧慮を捨て､真理を追求し､真筆かつ率直に批
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判と意見を示す｣よう指示 した 78.また､6月 3日と5日には再び第4､5回拡大座談会

が開いて民革党員の一層盛んな意見表明を促 し､共産党に対するますます激 しい批判が展

開されていったO李任仁は共産党の ｢党政不分｣を批判 し､一部の組織や学校などで共産

党員に意見を述べた者が ｢反党反組織｣ として批判 されるのは､｢｢朕は国家なり｣ と比

べてどこが違 うのか?｣と共産党員の独裁ぶ りを痛烈に批判 したOまた彼は､民革は次の

全人代で法制度の規定を主張すべきだと提言 した｡のちに右派分子と批判 された評暢吾は､

共産党が政府機構の上に立って国家を指導 しているため政府の役割や職権が弱まっている

こと､共産党が必ず しも憲法を遵守 していないことを批判した｡また､党の政策は全人代

に提出して法制化すべきであり､現在の ｢監督機関｣は党を監督 しきれていないため､共

産党はいかにして人民による監督を受け入れるかを検討すべきだとした｡また､銭昌照､

翁文瀞､丁貴堂らは､共産党員は党外人士を軽視 ･懐疑し､あるいは敵視さえしていると

批判 し､劉斐はこうした状況を改めるために､共産党員の ｢社会主義の道徳｣を高める必

要を提起した｡郁恒秋は統戦工作を批判 し､統戦部の政策に偏 りがあり､徹底されていな

いため非党人士に対して ｢干渉が多すぎるが援助は少なく､公平を持することがない｣現

象が生じるのだとして､今後は民主党派幹部に対する援助と育成､民主党派との関係改善

を図るべきだと述べた 79｡最後にこの 2日間の座談会を主催 した李済深は､民主党派人士

は共産党の呼びかけに応 じて整風運動に協力 し､率直な批判をするべきだと述べ､｢あま

りに厳 しく批判や欠点の暴露をすると共産党の威信を損なうと心配する者がいるが､その

必要はない｣として､遠慮なく発言をするよう求めた 80｡このように､何番擬がすでに共

産党の反撃を懸念するような発言をしていたにもかかわらず､民草ではいまだほとんどの

者が共産党の方向転換に思い至らず､ますます激 しい共産党批判が展開されていた｡ しか

しそのわずか3日後には共産党による右派攻撃が始まったのであった0

78 ｢中国国民党革命委員会中央委員会関於積極封助中共進行整風運動的指示｣(前掲

『重要文件嚢編』p.157)0

79 ｢李済深主席在民革中央小組拡大座談会上説-希望大胆地掲露映点,酎助中共整風｣

(『団結報』1957年6月8日)0

80 同上｡
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(2)反右派附争

6月8日､『人民日報』は社説 ｢これはどうしたことか?｣を発表 し､5月 25日の民草

中央小組拡大会議で共産党を擁護 した慮邦文に､｢虎｣の手先となって悪事を働 く ｢恥知

らずの輩｣と批判する匿名の脅迫状が送 られてきた ｢事件｣を報 じた0｢虎｣とはすなわ

ち共産党のことであり､このように共産党の指導権を擁護する人物を ｢恥知らずの輩｣と

誹誇 し､共産党を ｢恐ろしい人食い虎｣にたとえるこの脅迫状の一件を､『人民日報』は

政治面での ｢重大事件｣であり､党の整風運動を利用 して ｢階級闘争｣を行お うとする者

がいることを示す ｢信号｣であると断 じた｡また､6月 1日の書面発言で何香擬が民主党

派を左派､中間派､右派の3つに分類 した中の､｢ごく少数ではあるが､口では社会主義

を唱えながらその実心は資本主義に向かい､頭の中で欧米式の政治にあこがれている､こ

のような人々が今 日の右派である｣とした箇所を引用 して､｢共産党の整風に協力すると

いう名 目の下で､少数の右派分子は共産党と労働者階級の指導権に挑戦 してお り､共産党

は ｢下野｣すべきだと公然とわめきたててさえいる｣と批判 した｡そして､階級闘争はま

だ進行 してお り､｢階級闘争の観点から現在のさまざまな現象を観察 し､正しい結論を導

き出さなければならない｣と提起 したのである 耳Io何香凝は､思想的にあいまいな状況に

ある大多数を ｢中間派｣として獲得するよう共産党に求めるために､左派 ･中間派 ･右派

の分類を示 したのであったが､結局共産党が激 しい共産党批判を行 う者を ｢右派｣として

攻撃するために､その言説が利用されてしまったのである｡

民革では8日午前に第6回拡大座談会が開かれたが､この社説に即座に対応する姿勢が

とられた｡王良禽や朱学範は､6月6日の 『人民日報』ですでに批判が開始されていた儲

安平､章伯鈎､葛凧埼を非難 し､李俊龍は､共産党の整風運動-の協力は､あくまで ｢一

部の共産党員の業務の中に存在する三つの誤った作風を正｣して ｢共産党の指導をさらに

強固なものにするため｣であって､｢決 して共産党の指導を弱めるためでも､ましてや共

産党の指導から離脱 しようとするためでもない｣と強調 した｡また呉茂謀は､虎郁文-の

脅迫状の件に言及 し､｢匿名｣という卑劣な手段をとるこの脅迫状は､｢明らかに口実を

つくって整風運動を破壊 しようとするもの｣であると激 しく抗議 した｡このように､民革

81 社説 ｢速足為什ゑ?｣『人民日報』1957年 6月8日 (『新華半月刊』1957年第 13期､1957

年 7月 10日,『建国以来重要文献選編』第 10冊､pp.287-290)a
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は同日の 『人民日報』社説の論調に敏感に反応 し､それまでの論調 とは一変 して､共産党

批判の言論を非難 し始めた｡その一方で李俊龍は､ここ数回の民革中央委員会の座談会に

おける発言は､すべて ｢健康的で正常な｣ものであり､共産党や社会主義に反対するよう

な言論は表れなかったと述べ 82､共産党の攻撃が民革にまで及ぶことをなんとかくい止め

ようとしていたのである｡ しかし後に彼も ｢右派｣として攻撃されるに至った｡

さらに 12日の第7回拡大座談会では､｢共産党､社会主義､プロレタリアー ト専政に反

対する荒唐無稽の言論｣が各方面から出現 してきたとして 83､これ らの言論に対する激 し

い批判が展開された｡この座談会には主席の李済深 と粒潜､察廷鈴､張治中､熊克武､龍

雲､陳紹寛ら6人の副主席がすべて参加 していたが､民革の長老である程潜が代表 として

発言 し､整風運動の目的を再確認 し､共産党の指導性 と社会主義の必然性を強調 した｡

程潜は､整風運動の目的は社会主義建設をさらによく進めることであり､党外人士が共

産党の整風運動に協力するのは､それが ｢可能｣でありまた ｢必要｣であるからだと説明

した｡また､国家の事業は ｢多党共存制｣によって運営されているが､政権の性質はプロ

レタリアー ト専政であるため､共産党が指導の中心となったことには疑問の余地がないと

した｡また､民主党派はそれぞれが ｢特定の大衆の合理的な利益と正当な要求を代表｣し

ているが､｢限られた大衆を代表する一つの政党がすべての国家事業を指導することは考

えがたい｣ことであり､｢共産党はすべての人民の最高利益を代表 し､各民主党派は一部

の人々の利益を代表するにすぎない (この一部の人々の利益も保護され尊重されなければ

ならない)｣として､共産党の指導性を強調 した｡一方社会主義については､｢社会主義

でなければ､資本主義なのか?もし資本主義でもなく､社会主義でもないならば､中国を

どこに導いていけばいいのか?｣と問いかけ､｢社会主義の道を歩まなければ､中国の人

民は永久に日の目をみることがなかった｣のであり､｢辛亥革命以来の歴史事実がすでに

82 ｢李俊龍認為民革中央委員座談会没有反共産党反社会主義的言論｣(『団結報』1957年

6月 15日),｢民革中央小組拡大会議討論如何常助共産党整風和駁斥右派言論｣(『新華

半月刊』第 13期､1957年 7月 10日､p.87)0

83 ｢民革中央小組発出響亮的声音一駁斥謬論､堵塞逆流｣(『団結報』1957年 6月 15

日)0
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われわれに解答を示 している｣と説いた 84｡このように程潜は､共産党が国家の指導的立

場にあることの正当性 と中国が社会主義の道を歩むべき必然性をくりかえし強調 したが､

その論調はいささか説得力に欠けるものであった｡特に社会主義の必然性については結果

論に終始するのみで､納得できるような説明は何もされていなかったのである｡また彼は

｢長期共存､相互監督｣についても言及 し､｢共存｣が ｢長期｣にわたるか ｢短期｣で終

わるかは ｢民主党派が社会主義の政治的基礎に従って事をはかるかどうか｣にかかってお

り､｢社会主義の基礎の上に批判を展開 し､意見を提出して共産党の整風を援助すること

が､最も有効に監督するとい うことである｣とした 85｡彼のこの発言は､今回の共産党の

右派攻撃を民主党派の存続自体をゆるがす恐れがあるものととらえ､民主党派の人々の注

意を呼びおこそ うとしたものだと考えられる｡

このほかこの座談会では､熊克武や劉文輝 らが､整風運動の対象は共産党ではなく一部

の共産党員であることをくり返 し強調 し､陳其壊､李世噂､章友江らが章伯鈎らの言論を

具体的に取 り上げて批判 していた｡

また陳其壕は､儲安平が共産党を批判 した ｢党天下｣論や､｢三反｣｢五反｣運動など

で攻撃 された人々の名誉回復を要請 した言説を批判 したが､その一方で､｢民生主義はす

なわち社会主義である｣とい う言論に対 しても批判を加えた｡ これは6月 1日の統戦都主

催の座談会における郡力子の発言をさすものと思われるが､郡力子は､最近は孫文の功績

を過小評価する傾向があると指摘 し､｢党が発表 した文章の中に､孫中山は社会主義者で

はないとあるが､私はこの意見に同意できない｡社会主義にはさまざまな形式がある｡孫

中山先生が主張した民生主義はすなわち社会主義である｣と述べていたのである 86｡これ

に対 して陳其理は､｢三大政策 と ｢民生主義はすなわち社会主義である｣とはまったく別

のもの｣だとし､｢民生主義はすなわち社会主義である｣ とは蒋介石の手先が思想の混乱

と人心の獲乱のため用いた論調であると断 じたOまた､｢歴史人物にはつねにその時代の

84 ｢立定脚蚊,圧住陣角,向非社会主義思想展開闘争一程潜副主席在民革中央小組拡大

座談会上的発言-｣(『団結報』1957年 6月 15日)a

85 同上｡

86 ｢中共中央統戦都連民主党派負責人継続挙行座談会｣(『新華半月刊』1957年第 12期､

1957年 6月 25日､p.28)o
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制約があり､無理にわれわれの時代にまでその偉大さを引き出してくる必要はな｣く､ブ

ルジョア革命の勝利がなければ社会主義革命の勝利はなかったが､だからといって両者を

混同し､等 しいものとして扱ってはならないと批判した 87.鄭力子は右派として攻撃を受

けていたわけではなかったが､孫文に対する正当な評価を主張することが､あるいは民革

全体に対する攻撃に結びつく恐れがあると陳其理は見ていたのかもしれない｡

民革は6月 15日の 『団結報』の社説で､儲安平､陳新種､葛侃埼､王徳周 らの言論を

｢中国共産党の指導を排除し､人民民主専政を排除し､社会主義を排除しようとする｣も

のと断定し､共産党と共にこれらの ｢反党 ･反社会主義の言論｣との闘争を進めていくこ

とを宣言 した 880毛沢東は6月 19日の 『人民日報』で ｢人民内部の矛盾を正 しく処理す

る間牌について｣に新たな解釈を加えて発表 し､｢党の指導｣や ｢社会主義｣に対する攻

撃は容認できないなどの六つの基準を示 した 89｡ しかし民革の指導部はすでにそれを察知

するかのように､これらの基準が正式に示される以前から､いち早く共産党の指導や社会

主義を強調する発言を表明し､共産党が問題視 した言論を激 しく非難 して､民革に攻撃が

及ぶのをなんとかくい止めようとしていたのである｡ しかし､民革指導者では龍雲､陳銘

枢､黄紹弦､諦暢吾らが右派として批判され､民革内部でも彼 らに対する激 しい ｢右派分

子批判｣が展開されていった｡

龍雲と黄紹鉱は6月 15日の民革中央小組拡大座談会で弁明の機会を与えられたが 90､18

日以降の座談会では彼ら2人と陳銘枢､評傾吾､劉斐に対する批判が繰 りひろげられた91｡

また 18日の座談会で軽薄は､民革には左派､中間派､右派の三つの立場の者が含まれて

いるが､｢何番凝副主席が懇切丁寧に指摘 したように､われわれは右派を援助する責任が

87 ｢陳其援説在道場思想闘争中要分清黒白明沸是非｣(『団結報』1957年 6月 15日).

88 社説 ｢到清界限､投入闘争｣(『団結報』1957年 6月 15日)0

89 毛沢東 ｢関於正確処理人民内部矛盾的問題｣『人民 日報』 6月 19日 (『新華半月刊』

第 13期､1957年 7月 10日,『建国以来毛沢東文稿』第6冊､pp.316-360)0

90 ｢民革中央小組拡大会議討論如何酎助共産党整風和駁斥右派言論｣(『新華半月刊』第 13

期､pp.93-95)｡

91 ｢民革中央小組拡大会議批判龍雲､黄紹舷等右派分子的反動言行 (蘇)｣(『新華半月

刊』第 14期､1957年 7月 25日､pp.61-66)0
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あり､長期に渡って彼 らを右派の状態に置いておいてはならない｣と述べ､民革は党内外

において ｢何を擁護 し､何に反対する｣のか､態度を明確に示さなければならないとした｡

同時に彼は民草を ｢社会主義の道を歩む政党｣と位置づけ､｢社会主義の原則に基づいて

政治活動に従事 しなければならない｣として 92､民草が共産党を擁護 し､反右派闘争を徹

底 して行っていく方針を明示 した｡ しかし右派に対しては､彼らを攻撃するだけでなく､

かつて何番凝が示 したように､彼 らを批判 し教育して､その改善をはかろうとしたのであ

る｡

一方何香擬は6月 22日に ｢民革は整風が必要である｣とい う文章を発表 し､民草およ

び各民主党派は整風運動を行 う必要があり､毛沢東が ｢人民内部の矛盾を正しく処理する

問題について｣で示 した6ヶ条の政治基準に基づいて､右派分子の誤った言動を暴露する

よう提起 した｡また ｢右派分子｣に対 しては､｢右派に長 く甘ん じず､時勢を認識 し､踏

みとどまって転換 し､誤 りを正 して共産党の指導を受け入れ､社会主義と新中国の繁栄と

富強のため､六億の人民の子孫の幸福のため､非を改めることを希望する｣と述べた 93.

一方程潜も7月 8日の発言で､龍雲､黄紹紘らをはじめとする 30人にのぼる民革の右派

分子を厳 しく非難 しながらも､｢人が過ちを犯 さないのは不可能である｣として､右派分

子に対 して､｢社会主義改造の大門は常にあなた方に対 して開かれて｣お り､反共 ･反社

会主義の誤った思想や ｢秘密の計画や策略 (密謀策劃)｣を徹底的に人民や社会に陳述し､

同時に ｢実際的な行動をもって別の右派分子を暴露する｣ようにすれば､｢右から左｣-､

｢反動から革命｣-転換する決心を表明できるとして､｢昨 日は悪事をしたが､今 日は一

変 して好いことをするなら､人民は寛恕することができる｣と述べた 94｡また熊克武も程

潜 と同じように､右派分子に対して､過ちを改めて更正 し､｢改造｣を受け入れれば､｢社

会主義の大門はあなた方に対 して開かれている｣と述べていた 95｡彼 らは共産党の方針に

92 前掲 ｢民事中央小組拡大会議批判龍雲､黄紹鉱等右派分子的反動言行 (蘇)｣｡

93 何番凝 ｢民草需要整風｣(『人民 日報』･『団結報』1957年 6月 22日｡)

94 程潜 ｢堅決打噂右派分子的狽狂進攻｣『人民日報』1957年 7月8日 (『民革尭刊』第 62

期､1957年 8月 20日､pp.168- 169,『新華半月刊』第 16期､1957年 8月25日､p.7).

95 熊克武 ｢人吃人的時代-去不復返了｣『人民日報』1957年 7月8日 (『民革嚢刊』第 62

期､p.174,『新華半月刊』第 16期､1957年 8月 25日､p.17)0
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従って右派分子を批判 しながらも､｢右派分子｣が ｢自己批判｣を行い､誤った言動を改

める意志を明らかにさえすれば､｢寛恕｣ して攻撃をやめ､社会主義陣営に迎え入れるべ

きだと主張していたのである.その一方で､王良禽のように民革内の右派分子を激 しく攻

撃する者や､陳其瑳のように ｢思想の徹底改造には長い期間が必要である｣として､徹底

して ｢厳重な思想闘争｣を行 う必要を主張する者もいたが 96､彼 らは ｢右派分子｣とは一

線を画すことを力説することで､民草の ｢(共産)党の指導を堅持 し､党の方針を貫徹す

る｣ 97 立場を明確に示そ うと意図 したのであろう｡だが民主党派人士の真情は､何番擬や

程潜らのように､｢右派分子｣に対する攻撃をなんとか最小限におさえようと願 うもので

はなかっただろうか｡ しかし彼 らの願いもむなしく､｢右派分子｣は ｢寛恕｣されるどこ

ろか圧倒的な数で増加 していった｡民革では8月末までに 210余人が右派分子 として摘発

されたが 98､9月後半にはその数は 807人 (うち中央委員 ･中央候補委員 27人､団結委

員 50人､省 ･市委員会委員 103人)にのぼり99､さらに 12月 20日には 1496人にまで増

加 した lOO.翌 1958年 1月 23日の李済深の総括によれば､実に民革全党員の 9.4% (総数

は不明､中央 ･中央候補委員 34人､団結委員 56人､省 ･市委員会委員 153人)が右派分

子として摘発されるに至ったのである 10l｡その数の増加の仕方を見れば分かるように､最

初は指導者層の共産党を批判する公的な発言が右派として攻撃を受けたのであったが､後

には党内における闘争を通 じて､圧倒的多数の一般党員が右派として摘発 されていったの

であった｡これは攻撃対象となる ｢右派｣の規定が非常に唆味であったこと､毛沢東の階

96 陳其援 ｢対右派談両個原則性問題｣(『民革嚢刊』第 62期､p.197)0

97 王畠襟 ｢民革在大風浪中経受着考験｣(『民革嚢刊』第 62期､p.186)｡

98 ｢民草反右派闘争正向深入発展､第-回合初歩取得勝利｣(『団結報』1957年 8月 29

日)0

99 ｢徹底打噂右派､進行根本改造一民革全党整風工作会議開幕｣(『団結報』1957年 9月 19

日)0

100 社説 ｢開展一般性整風,迎接 1958年 !｣(『団結報』1958年 1月 2日)a

101 ｢中国国民党革命委員会中央委員会､関於反右派闘争的初歩総結和開展一般整風運

動的報告- 1958年 1月 23日李済深主席在民草中央常務委員会第 19次会議 (拡大)上

的報告｣(『団結報』1958年 1月 30日)｡
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級闘争意識が肥大化 し､右派の摘発を一層強化するよう指示 していたこと -oZにその原因

があった｡

民革は､同年 3月3日に ｢整風動員大会｣を開催 し､三年以内に民革党員の中の ｢左派｣

と ｢中間左派 (中左分子)｣の数を 80%にまで到達させること､｢民革組織を基本的に社

会主義の性質の政党に転化させる｣ことを決議 した 103｡また3月4日に各民主党派は合同

で ｢各民主党派内部でさらに-歩進んで整風運動を展開することに関する決定｣を発表し､

引きつづき党内で整風運動を推進 し､各党派が ｢徹底的に右派路線の影響を精算し､共産

党の指導を受け入れてさらに一歩進んで真に社会主義の為に奉仕する路線を確立する｣意

志を示 した 104｡

一方､共産党の張執-は同年 3月の 『人民日報』に民主党派の性質と役割､その政治的

地位に関する見解を発表 し､民主党派を ｢右派｣と同一視すべきではなく､共産党攻撃に

利用された民主党派の ｢誤 り｣は重大でありその政治方針の是正が求められるが､社会主

義事業を推進 していく中で民主党派は依然として必要な存在であるとして､社会主義社会

における民主党派の存在価値を説いた 105｡ しかし民主党派側は､4月 10日に北京市在住

の各民主党派 ･無党派人士が北京の中山公園音楽堂で ｢党に対 して本心を述べる (向党交

心)大会｣を開催 して､共産党に対する ｢交心決心書｣を提出したのである )06｡その文面

は､｢われわれは永遠に共産党と共に歩み､一 日も早 く改造 して思想面でも専門面でもす

ぐれた (又紅又専)労働者階級の知識分子､自力で生活する労働者となり､すべての知識

と力を社会主義事業のために尽 くすことを決心する｡われわれは自己改造の大躍進の中で､

102 唐亮前掲書､pp.138-139｡

103 ｢鼓起干勤実現政治思想大躍進､民革中央集会誓師｣､｢李済深主席等 34位同志的革

命侶議一把心交給共産党,倣個堅定的左派｣(『団結報』1958年 3月6日)0

104 ｢各民主党派中央在各民主党派内部進一歩開展整風運動的決定｣(『団結報』1958年

3月 6日)0

105 張執- ｢民主党派的性質､作用和所処的政治地位｣『人民日報』1958年 3月 15,16,

18,20日 (『新華半月刊』1958年第 9期､1958年 5月 10日､pp.21-31)0

106 ｢原原本本説心里話､千千浄浄…点不留一北京市民主人士向党献心｣(『団結報』1958

年4月 17日)0
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誠心誠意 (共産)党に対 して本心を述べる｡｣ 107というものであった｡

社会主義建設を推進する中で共産党が知識人の力を活用するために提唱 した民主党派 と

の ｢長期共存､相互監督｣の方針を､民主党派側では ｢社会主義における自由と民主の表

れ｣だと積極的に受けとめる者もいた｡また､｢百花斉放､百家争鳴｣の方針 と共に自由

化が進められ､民主党派や無党派人士の自由な発言が促 され､一時は中国の政治の中で自

由な発言のできる空間が生まれるかとも見えた｡ しかし彼らの発言が次第に反体制的なも

のとなり､共産党の体質そのものを批判するものにまで至ったため､危機感を感 じた毛沢

東が反右派闘争による反撃に転 じ､彼 らの自由な思想的発露は閉ざされてしまったのであ

る｡さらに､｢交心決心書｣とい う共産党に対する忠誠を誓 う宣誓書を提出することで､

民主党派は完全に独立性を失い､彼 らが目指 した ｢自由｣と ｢民主｣は完全に封 じこめら

れてしまったのであった｡

その後反右派闘争は､1958年 8月に整風運動の ｢基本的終結｣が宣言され 1雌､翌 1959

年 9月と1962年4月には一部の ｢右派分子｣の名誉回復が行われた｡民車内では 1958年 11

月の第4回全国代表大会で李済深が､｢右派｣として民革における職務を剥奪されていた

龍雲､陳銘枢､黄紹舷､李俊龍の職務復帰を説き､かつて中央常務委員であった陳銘枢､

黄紹舷､李俊龍は中央委員に再選 され､副主席であった龍雲は中央常務委員に就任 した lDgo

しかし ｢右派分子｣は文化大革命中も引きつづき地主､富農､反革命分子､悪質分子と共

に ｢黒五類｣に指定され､打倒の対象 となったのであった｡

第三飾 何香礎の役割

1959年 10月9月､民革主席の李済深が北京で死去 した｡それに伴い何香擬が代理主席

をつとめ､翌 1960年 8月 15日から開催 された民革四期二中全会において正式に民革の第

二代主席に就任 した｡彼女はその後 1972年 9月 1日の死に至るまでの 12年間､民革の主

席の地位にあり続けた.就任時すでに 82歳の高齢であった彼女が､反右派闘争から文化

107 ｢向党交心決心書｣(『団結報』1958年 4月 17日)0

108 ｢整風基本結束新的革命開始一中央国家機関準備従整風連動転向技術文化革命｣『人

民日報』1958年8月 15日 (『新華半月刊』第 16期､1958年8月 25日､pp.27-29)｡

109 前掲 『中国国民党革命委員会 50年』p.121｡
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大革命の末期に至るまでの混乱期に主席の職にあり続けたのは､彼女の存在が､党内外に

対する一種の ｢象徴性｣をもつものであったからだと考えられるO

すでに述べてきたように､何香擬は国民党内で多大な影響力を持っていた｡すなわち彼

女は国民党左派の中核であった廓仲憶の夫人であり､また孫文の ｢遺嘱｣の証人の一人と

して､孫文と摩仲憶の遺志の継承者と認識されてお り､彼女自身もそれを自己の ｢歴史的

使命｣と自任 していた｡また､彼女が中国同盟会の時代からの古参党員であるということ

も､党内で一目置かれる理由となっていた｡民革の創設時､何香凝の参加は国民党民主派

の結集 と組織化における一つの ｢求心力｣となったが､それは彼女の存在が国民党におけ

る正統性を象徴するものであり､その存在が蒋介石の存在に匹敵するものであったからで

ある｡ さらに民革は成立時に孫文の三民主義の実現と ｢三大政策｣の実行を主張し､自ら

が孫文思想の正統な継承者であることを示 して､蒋介石ら国民党中央と対立したが､この

点においても何香擬のもつ ｢象徴性｣は有効であった｡なぜなら ｢三大政策｣は孫文が 1924

年の-全大会で示 した方針であり､その方針の決定には摩仲憶が大きく関わっていたから

である｡ しかし彼女は単に ｢象徴性｣をもつ存在に終始 していたわけではなく､彼女の言

動が民革成立時の政策決定に大きな影響を与え､また ｢複雑性｣をもつ民革党内で彼女が

調停役を果たしたことは､第三章で述べた通 りである｡また何香擬の ｢象徴性｣は国民党

内に対するだけでなく､党外に対 しても影響力をもつものであった｡

共産党は抗 日戦争中､抗 日民族統一戦線の共同目標に ｢総理遺嘱｣と ｢革命的三民主義｣

の実現を前面に掲げて国民党を批判 した｡また､毛沢東が孫文の三民主義を ｢旧民主主義｣

と ｢新三民主義｣に二分 し､その ｢新三民主義｣と新民主主義の共通点と相違点を指摘 し

て論 じるなど､｢孫中山とい う旗職を利用｣することで共産党の中国革命における正統性

を示すと共に､広範な人々の支持をそれによって獲得 しようとした 110｡また何香凝が建国

前夜､1949年 9月 21日の人民政協第-回会議における発言の中で述べたように､新中国

の建国は孫文の三民主義を含むすべての革命伝統を実現するものとして位置づけられてい

たのである Hl. 一方､国民党左派の中核であった摩仲憶は第----次国共合作の成立に大きく

110 安井三吉前掲論文､pp.236-2400

111 毛沢東 ｢文匪報的資産階級方向応当批判｣(前掲 『建国以来毛沢東文稿』第6冊､

p.530),｢1957年夏季的形勢｣(同､p.548)0
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貢献し､国共合作を象徴する存在であった｡ したがって孫文と廓仲憶の遺志の継承者 とい

う何番凝の ｢象徴性｣は､共産党との協力面をアピールする上で､共産党に対 しても十分

効力を発揮するものであった｡

反右派闘争が起こった後､共産党は民主党派の中で､｢右派｣として特に激 しく批判 さ

れていた章伯釣が副主席をつとめる民盟 と､同じく章が主席をつとめる農工党を名指 しで

数回にわたり批判 していた ‖之｡ 民事はこのような批判が自らに及ぶことを恐れ､何香凝を

党の筆頭におくことで､民革が ｢三大政策｣､すなわち孫文 と廓仲憶の国共合作の方針に

立脚 して成立した党派であり､建国以前から建国後に至るまで共産党に協力 して国家の建

設と発展のために貢献 してきたことを想起させ､今後も常に共産党-の支持と協力を貫く

方針であることを共産党にアピール しようとしたのではないだろうか｡

さらに彼女のもつ ｢象徴性｣は､共産党側にとっても有益なものであった｡彼女は建国

時に中央人民政府委員会委員､人民政協全国委員会委員に就任 し､政務院の下に華僑事務

委員会が設立されるとその主任委員に任命 された｡また 1953年には中華全国婦女連合会

名誉主席に､1954年には人民政協全国委員会副主席に選出されるなど､政府の要職を歴

任 している｡ しかし建国時すでに 71歳の高齢であり､病身でもあった彼女が実務をとる

ことは少なく､彼女は人民政協や民革の主要な会議に出席 して発言 したが､書面で発言に

代えることも多かった｡特に華僑事務委員会主任の役職は彼女の職務の中で最も重要なも

のであったが､彼女は新年や春節 (旧正月)､国慶節 (建国記念 日)､三 ･八国際婦人デ

ー､孫文の生誕記念 日 (11月 12日)や命 日 (3月 12日)など機会あるごとに国内外の

華僑に向けて演説をし､政府の華僑政策を示す と共に､新国家の順調な社会建設の状況を

宣伝 し､華僑の支持と支援を訴えた｡また､海外から華僑の代表が帰国すると､国内側の

代表として歓迎会に出席 して出迎えたが､それ以外の業務のほとんどは､副主任であった

彼女の息子廓承志らが担当していた｡この職に共産党員ではなく何番凝が任命されたのは､

共産党が民国期の国民党と華僑の伝統的な関係を意識 し､国民党政権に向けられていた華

112 ｢中国国民党革命委員会中央常務委員何香凝講話｣(『中華人民共和国開国文献』文

化供応社､1978年､pp.68-70)｡
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僑の支持を継承する意図があったことを田中恭子氏は指摘 している 113｡ 加えて､何香凝自

身が香港出身で日本留学や海外居住の経験があり､長年の活動の中で海外華僑との関係が

深かったこと､彼女の夫摩仲憶がアメリカ華僑出身であったことなどもその理由として考

えられる｡また何番擬を数々の要職につけることで､共産党は新政権が共産党と各民主党

派､各人民団体などで構成される統一戦線に基づいて成立したことを国内外に誇示するこ

とができた｡つまり彼女は他の民主党派人士や無党派人士と同様に､新政権が共産党指導

下の多党合作体制であることを示すための象徴的な存在であった｡むろん前述のように､

何香擬のもつ ｢象徴性｣は､新国家が孫文の革命的伝統を継承するものであることを示す

ためのものでもあった｡さらに彼女は建国後 しばしば､毛沢東の ｢新民主主義｣は孫文の

｢三民主義｣を越え､｢中国の必要にさらによく合致する｣ 114ものであり､｢人民の利益｣

と ｢中国革命の利益｣に合致するのは ｢新民主主義 しかない｣ 115と評価することで､毛沢

東と共産党指導下の新政権の正当性を示す役割も担っていたのである0

反右派闘争を発動する際､共産党は人民日報社説 ｢これはどうしたことか?｣の中で何

香擬の発言を引用 している｡これは彼女の発言内容が ｢右派｣攻撃に有効なものとして利

用された面もあるが､共産党が彼女の影響力を重視 していた点も無視できないであろう｡

さらに反右派闘争後の 1959年 4月に何香擬は全人代常務委員会副委員長に､翌 1960年 8

月には中国美術家協会主席に就任 した｡これは､共産党が民主党派との関係を基本的に維

持する方針であったことを示すものだといえるだろう｡

以上のように､何香凝は国共両党に対する政治的な ｢象徴性｣をもっていたが､彼女に

は社会的人望もあり､その ｢象徴性｣は一般社会にも通用するものであった｡孫文と廓仲

憶の遺志の継承者 としての彼女の ｢象徴性｣は､孫文と廓仲憶の死によって与えられたも

のであり､彼 らの威信に依拠するものであった｡特に､摩仲憶は暗殺され､党と国家に殉

じたものとみなされていたため､寡婦である彼女は夫の遺志の代弁者となり､政治的に夫

の代理を果たすことが求められた｡ しか し､彼女の活動における実践が､その ｢象徴性｣

113 田中恭子 ｢華僑華人- ｢新中国｣の華僑政策｣(若林正丈 ･谷垣真理子 ･田中恭子

『原典中国現代史第 7巻､台湾 ･香港 ･華僑華人』岩波書店､1995年､p.264)｡

114 何番凝 ｢必須以新民主主義為我m的領導思想｣(『双清文集』下､p.578)o

l15 何香凝 ｢必須為新民主主義徹底実現而奮闘 !｣(同上､p.584).
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をいっそう価値あるものにしたのである｡彼女は思想家というよりは､民衆と共に歩むこ

とを目指した-活動家であり､廓仲憶の生前から彼 と共に民衆の利益 と中国の自由 ｡平等

のため尽力してきた｡また､国民革命期には国民党の内紛 と国共両党の分裂に異議を唱え､

中国の平和と統一を願った｡さらに抗 日活動の中では､内戦反対と徹底抗戦を主張し､蒋

介石の独裁に反対して国民党に ｢民主的政治｣の実現を要求 し､兵士の救護 と民衆の救済

を図り､集会 ･結社 ･言論 ･出版の自由や政治犯の釈放など人権擁護の主張を展開してい

った.これらの実践的な活動は､彼女が社会から求められた政治的象徴 としての役割に一

致するものであったが､同時に時代のイデオロギーに左右されない普遍性をもつものでも

あった｡彼女が言動の中で示 した平和や平等､人権擁護の思想は､近代的 ･普遍的な価値

観を示すものであり､それが彼女に国共両党における政治的な ｢象徴性｣のみならず､社

会的に安定した地位を与えることになったのである｡
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関係年表 (1953- 1959年)

19531/9-19北京で民事第二期中央委員会第三回全体 (拡大)会議開催.｢関於中央常務委

員会報告的決議｣､｢関於民軍組織総章的決議｣､｢関於審査各項提案的報告｣

を採択｡

1/13 中央人民政府委員会が毛沢東を主席 とする中華人民共和国憲法起草委員会設立

を決定｡李済深 ･何香凝 ･程潜が参加｡

3 政務院が ｢中華人民共和国選挙法｣を公布｡

3/31 民革中央常務委員会第 88次会議､組織工作の執行を議決､｢関於執行三中全

会決議有閑 組織工作的指示｣発表｡中央理論政策研究委員会設置｡

9/7 毛沢東､各民主党派指導者 と工商界人士を招き座談会開催｡李済深 ･程潜 ･張

治中らが参加｡

9/24 中共中央 ｢過渡期の総路線｣を宣言｡

10/20 中共中央 ｢過渡期の総路線｣を提起｡民革中央常務委員会､｢過渡期の総路線｣

学習幹事会の設立を決定｡

1954 3下旬 人民政協の招碑で各民主党派､各人民団体責任者が ｢中華人民共和国憲法

草案｣(初稿)について討論｡

6/14 中央人民政府委員会第 30次会議開催｡｢中華人民共和国憲法草案｣を承認｡

1954 8/22 各民主党派､各人民団体が連合で台湾の解放に関する宣言発表0

9/20 第 1回全国人民代表大会第 1回会議開催｡｢中華人民共和国憲法｣承認｡

9/27 第 1回全国人民代表大会常務委員会開催｡全人大常務委員会副委員長に李

済深､全人大常務委員会常務委員に王良禽､郁力子､柳亜子､張治中､陳郡

先､程潜､黄紹舷､熊克武､察廷鱈､龍雲､諦平山らが就任｡

12/21-25北京で政協第 2期全国委員会第 1回全体会議開催｡｢中国人民政治協商会

議章程｣を可決｡

1955 1/14 周恩来 ｢関於美国政府干渉中国人民解放台湾的声明｣発表｡

3/11 人民政協が周恩来主催で孫文逝去 30周年記念大会を開催｡

6/13 民革､反革命鎮圧運動について党員に参加を指示｡

8/20 人民政協主催の廓仲憶逝去 30周年記念大会開催｡

10/25 民革座談会開催｡農業合作化問題に関する毛沢東の報告 と中共七期六全会の

農業問題に関する決議について議論｡

日 中共中央資本主義工商業改造問題会議開催｡

1956 1/30 周恩来 ｢中国人民政治協商会議第二届全国委員会常務委員会工作報告｣発表｡

2/2ト29 北京で民草第 3回全国代表大会開催｡李済深の第二期中央委員会活動報告｡

｢中国国民党革命委員会章程｣､｢告台湾軍政人員書｣採択｡

3 中共中央､全国統一戦線工作会議開催｡

4 毛沢東 ｢論十大関係｣発表｡民主党派に対する ｢長期共存､相互監督｣の方針

を提起｡

4/25 民草機関誌 『団結報』創刊｡

5/2 毛沢東､｢百花斉放､百家争鳴｣の方針を提起｡
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19565/5 民革中央社会連携 (聯系)工作委員会成立｡

6/5 中央常務委員会第 3回会議開催､対台工作委員会 ･婦女工作委員会設立｡

6/27 民草中央座談会開催｡

6/28 第 1回全人大第 3回会議開催｡周恩来の国際情勢報告｡平和的方策による台湾

問題の解決の提起

7/2-4 中共中央統戦部座談会開催｡

7/24 民革中央委員会 ｢関於社会聯系工作若干問題的指示｣を発表｡

9/15-27共産党第 8回全国代表大会開催｡

10 中共中央統戦部座談会開催｡

10/10李済深､台湾 ･海外国民党軍政人員に対する演説 ｢孫中山先生的愛国思想和革

命主張｣発表｡

1957 2/18中央常務委員会第 10次会議開催｡和平解放台湾工作委員会､婦女工作委員会

の設立を決定｡中央社会聯系工作委員会の報告｡

2/27 毛沢東 ｢関於正確処理人民内部矛盾的問題｣発表｡

4 中共中央 ｢関於整風運動的指示｣発表｡

4/30 毛沢東が各民主党派指導者を召集 し座談会開催｡共産党の整風-の援助を求

める｡

5/3 民草北京市委員会､座談会開催｡

5/4 毛沢東 ｢関於請党外人士常助整風的指示｣発表｡

5/8-6/3中共中央統戦部が各民主党派の責任者 と無党派民主人士を招いて座談会開催｡

5/9 民草北京市委員会､座談会開催｡

5/15 毛沢東 ｢事情正在起変化｣を共産党の一部の指導者に指示0

5/22 民革中央小組第 1回拡大座談会開催｡

5/25 民革中央小組第 2回拡大座談会開催｡

5/29 民革中央小組第 3回拡大座談会開催｡民革中央 ｢関於積極常助中共進行整風

運動的指示｣発表｡

6/3 民事中央小組第4回拡大座談会開催｡

6/5 民革中央小組第5回拡大座談会開催｡

6/8 『人民日報』社説 ｢這是薦什磨?｣発表｡民革中央小組第 6回拡大座談会開催｡

6/12 民革中央小組第 7回拡大座談会開催｡

6/15 民革中央/ト組第 8回拡大座談会開催｡

6/18 民革中央小組第 9回拡大座談会開催｡

6/19 民革中央和平解放台湾工作委員会第一回会議開催｡

7/1 ｢右派分子｣の名指 しの批判開始｡全国規模の反右派闘争に発展｡

7/6 民革中央常務委員会第 14回会議開催｡｢関於党内整風的決定｣を議決｡民革中

央整風弁公室設立｡

9/12-21北京で民革全党整風工作会議開催｡

1日9民革拡大常務委員会開催｡民革の整風運動の推進を決定｡

1958I/19-26民革中央常務委員会第 19回 (拡大)会議開催｡党内の反右派闘争を総括O

李済深 ｢関於反右派闘争的初歩総結和開展一般整風運動的報告｣発表｡
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1958 3/3 民革中央一般整風動員運動開催0

3/16 各民主党派 ･無党派人士一万余人が天安門前で集会大会とデモ行進挙行｡

4/10 各民主党派 ･無党派人士が北京で ｢向党交心大会｣開催｡

5 中共第 8回全国代表大会第 2回会議､北京で開催｡

8/15 整風運動の基本的終結を宣言｡

10/7 民革中央座談会開催｡彰徳懐の ｢告台湾同胞書｣に対する支持を表明｡

11/12-12/2北京で民革第4回全国代表大会開催｡

12/4 民革四期-中全会開催｡

1959 3/28 民草中央主催の座談会開催Oチベ ット平定と祖国統一のための国務院の措置

を支持｡

4 第 2回全国人民代表大会第 1回会議開催｡

5/11 北京で民革省 ･自治区 ･直轄市地方組織工作会議開催｡

9/15 毛沢東が各民主党派､各人民団体の責任者を会議に召集｡

9/28-29中華人民共和国成立 10周年祝賀大会を人民大会堂で開催｡

10/9 民草主席李済深死去｡何香凝が代理主席に就任｡

日 中共中央統戦部 ｢関於在民主党派､資産階級分子和資産階級知識分子中不進行

反右派闘争的整風運動的意見｣発表｡
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終章

2001年末､現存する八つの民主党派について各 1冊の研究書､計 8冊から成る 『中国

民主党派史幸書』が出版 された｡ この 『叢書』の ｢序言｣は､21世紀に入った今､民主

党派の歴史を学習 ･研究 し､｢多党派合作の歴史的経験を総括｣することには､二つの ｢重

要な現実的意義｣があるとして､次のように述べている｡すなわち､第-は現在民主党派

は組織上､新旧交代と政治的引き継ぎを行 う重要な時期に直面 してお り､この研究が民主

党派の各級組織ならびにその成員に ｢優れた伝統の継承 ･発揚｣と ｢政治的責任の明確｣

化を促 し､彼 らの ｢参政 ･義政と民主的監督の機能｣をいっそ うよく発揮 させるという点

である｡第二はそればかりでなく､この研究は共産党の幹部及び党員に対 して､多党派合

作の歴史-の理解 と ｢(共産)党の指導する多党派合作と政治協商制度の堅持 と完成｣-

の自覚､民主党派-の尊重と信任､民主党派の役割の十分な発揮を促すこと､さらに民主

党派を含む ｢人民の監督｣を受け入れることが ｢中国の特色をもつ社会主義政党制度｣の

完成とその役割の発揮に結びつくことを自覚させるだろうという点であるl｡ところで ｢序

言｣は､｢民主党派の歴史｣を､民主党派が ｢愛国主義から社会主義の道に向か う歴史｣

として､また ｢中国の進歩的な政治力｣が ｢一般的な意味の連合から中国共産党の旗印の

下で階級と政党の合作を実現する道-向か う歴史｣として位置づけている｡ しかし､この

社会主義-の道 と共産党指導下の多党派合作-の道は､民主党派が自ら目指 し､歩んでき

た道であったであろうか｡

本論文は､民主党派考察の-事例として民草を取 り上げ､その成立に至るまでの過程と

成立後の組織と活動の実態を､民革の創設者の一人である何香凝の活動と思想的変遷を追

いながら分析 してきたOなお､検討の対象 となる時期については､民主党派の萌芽の時期

である 1920年代から､民主党派が組織 としての独自性を喪失するに至った 1950年代末の

反右派闘争の時期までとした｡本論文を通 じて筆者が明らかにしたのは以下の四点である｡

第-は､各民主党派は､幅広い階層及び階級の政治的基盤 となってお り､そこに民主党

派の存在意義があったということである｡各民主党派は､都市の民族ブルジョアジーと小

ブルジョアジーを基盤に成立 したが､各党派がそれぞれ関連 し､代表する層と活動の対象

1 前掲辞啓亮主編 『中国民主党派叢書 ･中国国民党革命委員会巻』(河北人民出版社､2001

年 12月､pp3-4).
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をもっていた.たとえば､民革は国民党の一部として成立した党派であり､蒋介石の独裁

と内戦政策に反対する国民党内の ｢民主派｣の結集に基づく組織であった｡また､中国民

主同盟 (民盟)は都市の知識人の抗 日活動の中から生まれ､中国民主建国会 (民建)は工

商界人士の利益を代表する性質を持っていた｡民主党派はそれぞれ対象とする人々を組織

化 して､共産党と共に広範な人民民主統一戦線を形成 し､中華人民共和国の建国に貢献し

た.建国後､新政権は ｢多党派合作体制｣を掲げながらも､実際は共産党による一党支配

下にあり､民主党派はその存続自体が問われることになったが､共産党は新国家の建設と

発展を図るために､民主党派を通 じて各党派が代表 ･関連する広範囲の階級 ･階層による

支持を新政権の下に獲得する必要があり､その意味で民主党派の存在価値を認めた｡他方､

民主党派は大衆が新国家の政治に参加するための政治的な受け皿となると共に､彼 らの要

求を政治に反映する役割も担ったのである｡このように､民主党派が幅広い層の人々の政

治的基盤であったことは､共産党側 と自らが代表 し､関連する大衆の双方にとって､存在

意義を持つものであった｡

第二は､中国革命における民主党派の主張が､近代的な普遍性を備えるものであったた

め､都市の民衆を中心とする幅広い層の人々に受け入れ られたということである｡筆者は

本論文で何香凝の存在がもつ ｢象徴性｣について論 じたが､彼女の ｢摩仲憧夫人｣として､

孫文の遺志の継承者 としての ｢象徴性｣は､単に国共両党に対する政治的な影響力を発揮

するものであっただけでなく､彼女の活動における実践とその主張内容がもつ近代性と普

遍性が社会的にも受け入れられ､その地位を安定したものにしていたのである｡何香凝は

民主党派の代表的な指導者の一人であったが､彼女が示 した ｢象徴性｣とその主張におけ

る近代的 ･普遍的価値は､民主党派全体に通ずるものであったと筆者は考える｡民主党派

は､自由と民主を要求 し､内戦停止による国家の統一と平和を求め､孫文の三民主義を実

現する独立 ･民主 ･平等 ･幸福の新国家の建設 と､｢憲政｣-の移行による民主政治の実

現を目指 した｡これ らの主張がもつ近代性 と普遍性は､一般大衆､特に都市の民衆に受け

入れられ､支持されたのである｡また､その主張は各党派に共通のものであり､それが各

党派の連合と､共産党との協力を可能なものにもしていた｡

第三は､各民主党派はそれぞれ独自性をもっていたが､さらに各党派内部にもさまざま

な意見の相違が見られ､それが民主党派が連合 して国共両党に匹敵するだけの大きな勢力

を確立することを阻んだ一因となっていたことである｡各民主党派は､国共両党の対立が

激化 した 1941年の昧南事変を契機に､両党の間の第三の勢力として結集の動きが始まり､
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1946年の政治協商会議開催前後に相次いで設立されたO各党派は前述のように共通する

主張を唱えながらも､それぞれが異なる性質と独自の政治理念をもってお り､さらに本論

文で示 した民革の成立直後の ｢複雑性｣や民盟内の中間路線論争などが示すように､各党

派の内部にもさまざまな意見の相違 と対立があった｡民主党派が一体化 して確固たる-勢

力とならなかったことが､各党派による統一的連合政権の樹立を目指す中で､連合政権に

おける共産党の指導性を承認するに至った一つの要因であると考えられる｡さらに民主党

派が独自の軍事力をもたなかったこと､彼 らが最終的に党派としての独自性を堅持するこ

とよりも独立 ･民主 ･平和 ･幸福の新国家の建設による国家の統一と平和の実現を優先さ

せたこともその要因であった｡

第四は､民主党派が建国後､共産党の対民主党派政策の変遷に左右されながらも､独 自

性を追求しつづけたことである｡建国初期､共産党は自らの指導性の強化を図 り､その中

で民主党派の独 自性は著しく減退した｡ しか し共産党は民主党派の組織と活動に規制を加

えながらも､その存在価値を認めてお り､各党派は共産党の定めた政策 と方針に基本的に

従いながら､自らの特質と独自の役割を模索していった｡その後急速な社会主義化政策を

推進する中で､ますます知識人と民主党派を活用する必要が生 じた共産党は､民主党派と

の ｢長期共存､相互監督｣と､｢百花斉放､百家争鳴｣による言論の自由化の方針を打ち

出した｡また､共産党の整風運動-の協力を求める形で彼 らの自由な意見の表明を促 した｡

このような情勢の変化の中で民主党派の中からは､依然として状況を悲観 し､党派として

の存続を危倶する声があった一方で､自らの存在意義を積極的に捉えようとする発言も再

び生じてきた｡その背景には､民主党派の関連する大衆からの政治-の参加､生活の安定

といった要求や､地方組織の民革党員が示 した共産党員から受ける処遇に対する不満と批

判の声があった｡民主党派の指導者はこれらの閉居を指摘 し､具体策を提示 して共産党に

解決を求めていったが､その要求は次第に共産党が意図した個々の共産党員-の批判から､

党員の指導 ･教育における共産党全休の責任を問うもの-と発展 した｡毛沢東はそれを共

産党の体制そのものを批判するものと受けとめ､反右派闘争による反撃に転 じた｡これに

よって､民主党派が建国後独 自の役割を果たそ うと進めてきた台湾和平解放工作などの活

動や､彼らが追求 してきた組織の自由と政治的独 自性は､すべて喪失されるに至ったので

ある｡

さて､本章の冒頭で紹介 した 『中国民主党派叢書』は､江沢民が 1997年 9月の共産党

第十五回大会における報告の中で､共産党指導下における多党派合作と政治協商制度を｢党
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の社会主義初級段階における基本綱領｣に初めて位置づけたことをあげ､このことは ｢民

主党派の長期に渡る存在 と発展｣にとって大きな意義があるとしている 2. このように､

中国の今後の民主化の問題が国内外で注目を浴びる今､共産党は中国の政治体制が民主党

派との ｢多党派合作｣体制であることを改めて強調 している｡ しかし現在の民主党派は､

共産党が ｢執政党｣として政治全般を司るのに対 して､｢参政党｣と位置づけられ､全人

代や人民政協に出席 して政治に ｢参加｣することはできても､政策決定に与るわけではな

い｡その存在は､欧米諸国や 日本などの資本主義国における ｢政党｣と同義でもない｡

筆者は現在の民主党派の役割について民革党員に質問したことがあるが､彼らからは民

主党派の存在が共産党に対する ｢監督｣作用を持ち､その腐敗を防ぐとの答えが返ってき

た｡確かに民主党派には ｢監督｣作用があるとされてはいるが､その作用の実効力には疑

問がある｡現在の民主党派の存在は､いわば共産党傘下の ｢政治団体｣であるということ

ができるだろう｡だが筆者は､民主党派には依然としてその存在意義があると考えている｡

前述のように民主党派は建国後､各組織が対象とする人々を党内に吸収することで､幅広

い層の人々を新政権の統治下におくという役割を果たし､それ らの対象とされた人々にと

っても､政治的受け皿 となった｡このような民主党派の役割は､現在でも失われていない

と筆者は考える｡現在でも､国民党との関係性の深い人物や､教職員などの知識人､私営

企業家などには共産党のイデオロギーに合わない人々がお り､その政治参加には民主党派

が政治的基盤 となる必要が存在している｡また､共産党-の入党に対しては蹄跨があるが､

政治的立脚点を持っことを希望する者もお り､民主党派はそれ らの人々の政治的基盤とも

なっているのである｡ しかし本年 11月に開催された中国共産党第 16回大会では､江沢民

の提唱する ｢三つの代表｣論を党規約に盛 り込み､今後の党の指導思想 とすることが決定

された｡これによって ｢年齢が満 18歳以上の中国の労働者､農民､軍人､知識人とその

他の革命分子｣とされていた共産党の入党資格者の ｢その他の革命分子｣が ｢その他の社

会層の先進者｣と改められ､私営企業家などを吸収する道が開かれたのであり､これは党

と国家が今後 さらに多様な意見を取 り込もうとする動きとして評価できる｡ しかしこの方

針が民主党派の存在意義にどのような影響を及ぼすことになるのかについては､今後注視

していきたい｡

2 前掲 『中国民主党派叢書 ･中国国民党革命委員会巻』､p.30
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なお､本稿は民革の機関誌や､『中国国民党革命委員会歴史資料選編 (民主革命時期)』､

『中国国民党革命委員会重要文件嚢編』など民革の内部資料に基づき､組織の実態を明ら

かにすることに努めた｡そのため､複数の党派間の政治的主張や特徴､役割の比較にまで

は至らなかった｡また､1950年代までを対象 としたため､その後の大躍進､文化大革命

の混乱期を経て､改革開放期に民主党派が組織 としての復活を果たすまでの経緯について

は言及できなかった｡さらに民革については､今後､何香凝以外の指導者の活動と思想に

対する分析と比較が必要だと思われる｡これらについては､今後の検討課題としておきた

い｡

(2002年 12月 10日)
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資料 ･参考文献 日録

《資料》

1.何番凝著作など

何香凝 『回憶孫中山和彦仲憧』生活 ･読書 ･新知三聯書店､1978年

何香凝 ｢我的回憶｣(中国人民政治協商会議全国委員会 ･文史資料研究委員会編

『辛亥革命回憶録』文史出版社､1981年)

尚明軒､余炎光編 『双清文集』上 ･下､人民出版社､1985年

毎南大学歴史系､広東省文物管理委員会､摩仲憧何香凝記念館編 『紀念廓仲憧何番凝』

文物出版社､1987年

2.回憶録

陳公博 『苦笑録』香港大学亜洲研究中心､1979年

陳公博 『中国国民党秘史』講談社､1980年

『回憶与懐念一紀念革命老人何香凝逝世十周年』北京出版社､1982年

摩夢醒 『我的母親何香凝』人民出版社､1984年

季維湊 『回憶与研究』中共党史資料出版社､1986年

来学範 『我与民革四十年』団結出版社､1990年

『梅共彬回憶録』団結出版社､1994年

張克明 『回憶与懐念』中国人民政治協商会議龍川県委員会文史資料研究委員会､2000年

3.個人文集

『江精衛集』光明書局､1929年

『孫中山選集』中華書局､1966年

『孫中山全集』中華書局､1981年

『毛沢東書信選集』人民出版社､1983年

『周恩来選集』上 ･下､人民出版社､1984年

《諦平山文集》編輯組 『評平山文集』人民出版社､1986年

王晶を､王学庄､孫彩霞編 『柳亜子選集』上 ･下､人民出版社､1989年

『宋慶齢選集』上 ･下､人民出版社､1992年

『摩承志文集』安藤彦太郎監訳､徳間書店､1993年

『毛沢東選集』第 1-4巻､人民出版社､1991年

4.中国国民党革命委員会関係資料

中国国民党革命委員会中央宣伝部編 『中国国民党革命委員会重要文件柔編』

(内部文件)1959年

-160-



中国国民党革命委員会中央宣伝部編 『中国国民党革命委員会重要文件嚢編第二編』

(内部文件)1982年

『中国国民党革命委員会歴史教学参考資料 (民主革命時期)』1982年

民革中央宣伝部編 『中国国民党革命委員会歴史資料選編 (民主革命時期)』1985年

中国国民党革命員会中央宣伝部編 『中国国民党革命委員会的歴史道路』

湖南人民出版社､19$7年

5.新聞 ･雑誌

『華商報』

『救亡情報』

『光明日報』

『申報』

『人民日報』

『大公報』

『団結報』

『文匪報 (香港版)』

『現代』

『自由』

『新華半月刊』

『民革嚢刊』

『民潮』

6.梢秦資料

中央梢案館 『中共中央文件選集』 1- 18､中共中央党校出版社､1989- 1992年

中国第二歴史梢案館編 『中華民国史梢案資料匪編』江蘇音符出版社､1991- 1997年

『建国以来毛沢東文稿』 1- 8､中央文献出版社､19$7- 1992年

『建国以来重要文献選編』 1- 12､中央文献出版社､1992- 1994年

中国第二歴史梢案館編 『国民党中央党務月刊』 1- 30､南京出版社､1994年

中国第二歴史梢案館編 『国民党中央党務公報』 1- 17､南京出版社､1994年

7.その他

中国国民党中央委員会党史委員会 『革命文献』 1- 40､中央文物供応社､1953- 19$7年

『中華人民共和国開国文献』文化資料供応社､1978年

劉紹唐主編 『民国大事 日誌』伝記文学出版社､1978年

栄孟源主編 『中国国民党歴次代表大会及中央全会資料』光明日報出版社､1985年
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邸銭牧 ･林抹茶 ･王継春 ･楊樹標 ･王天文編 『民主革命時期的民主党派』

湖南人民出版社､1986年

査建壌 『国民党改組派資料選編』湖南人民出版社､1986年

南方局党史資料征集小組編 『南方局党史資料大事記』重慶出版社､1986年

子剛主編 『中国各民主党派』中国文史出版社､1987年

彰明主編 『中国現代史資料選輯』 1- 6､中国人民大学出版社､1987- 1989年

季松林等編 『中国国民党大事記』解放軍出版社､1988年

季雲漢 『中国国民党史述』 1- 5､中国国民党中央委員会党史委員会､台湾､1994年

鄭恵 ･張静如 ･梁志祥 『中国共産党通志』中央文献出版社､1997年

《参考文献》

1.中国文

子衡 『中共窓様対待民主党派 ?』友聯出版社 (香港)1953年

尚明軒 『孫中山与国民党左派研究』人民出版社､1986年

邸銭牧 『中国民主党派史』漸江教育出版社､1987年

王天文 ･王継春主編 『中国民主党派史綱』河南大学出版社､1988年

周興梁 『磨仲悼和何香凝』河南人民出版社､1989年

愈雲波 ･呉雲郷 ･趨寿龍 『中国民主党派史述略』上海人民出版社､1989年

季良志 ･王順生 『国共合作歴史与展望』福建人民出版社､1990年

陳紹峠 ･腺文藻 ･林建伯編著 『白区闘争紀実』北京師範学院出版社､1990年

陳福幕 『孫中山廓仲憧与中国革命』中山大学出版社､1990年

唐瑛絹 ･劉士嘩 ･安山 『宋慶齢与何番凝』中国和平出版社､1991年

来春 ･劉志超主編 『民主党派与中共合作史』遼寧大学出版社､1991年

張発 『中国民主党派史綱』華東師範大学出版社､1992年

妾平 ･羅克祥 『李済深伝』楢案出版社､1993年

『廓仲慢何番凝研究一廓仲悼何番凝学術研討会論文集』広東高等教育出版社､1993年

尚明軒 『何香凝伝』北京出版社､1994年

曹健民編 『中国民主党派的歴史和現状』中国人民大学出版社､1994年

彦奇主編 『中国国民党革命委員会歴史研究』中国人民大学出版社､1994年

中共重慶市委統戦部､重慶市統戦理論研究会 『民主党派在重慶』､1995年

草餅 『播漢年伝』中国人民公安大学出版社､1997年

表旭 ･党徳信 『中国民主党派与抗 日戦争』北京燕山出版社､1997年

民革中央宣伝部編 『中国国民党革命委員会五十年 1948- 1998』団結出版社､1997年

鉄竹俸 『廟承志伝』人民出版社､199i年

余徳富 『双清伝略一彦仲慢与何香凝愛国革命的一生』広東人民出版社､1998年

呉琴 『部穎超与何香凝』華文出版社､1999年
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上海市政協文史資料委員会､中国国民党革命委員会上海市委員会合編『民事党員与新中国』

上海市政協文史資料編輯部､1999年

民草中央党史編輯委員会編 『中国国民党革命委員会 50年』団結出版社 ､1999年

民革中央宣伝部編 『報国尽此心』団結出版社､1999年

察恵寮 ･桑伯 ･魯寧 ･穂蓉 ･碧藍主編 『百万国民党軍起義投誠紀実』上 ･下

中国文史出版社､1999年

張玉法 『近代中国民主政治発展史』東大図書股扮有限公司 (台北)､1999年

都在今 『協商建国- 1948- 1949中国党派政治 日志』人民文学出版社､2000年

辞啓亮主編 『中国民主党派史叢書 ･中国国民党革命委員会巻』河北人民出版社､2001年

張憶軍主編 『風雨同舟七十年一中国共産党与民主党派関係史』学林出版社､2001年

蒙光励 『廃家両代人』竪南大学出版会､2001年

2.日本文

小野和子 ｢酒末の婦人解放思想｣(『思想』1968年 3月号)

竹之内安巳 ｢孫文革命の展開と何香凝｣(『鹿児島経大論集』1969年)

藤井昇三編 『一九三〇年代中国の研究』アジア経済研究所､1975年

内山麻 ｢革命に生きる女たち｣(岸辺成雄編 『革命の中の女性たち』評論社､1976年)

平野正 『中国革命の知識人』 日中出版､1977年

平野正 ｢中国第三勢力の政治的転換-第三勢力論の克服過程-｣

(『西南学院大学文理論集』第 19巻第 1号､1978年)
平野正 ｢中国第三勢力と革命指導権の問題一第三勢力論の政治的転換 (2)-｣

(『西南学院大学文理論集』第 19巻第 2号､1979年)

山田辰雄 『中国国民党左派の研究』慶応通信､1980年

平野正 ｢プロレタリアー トの革命指導権の承認から ｢指導｣の承認--第三勢力

論の政治的転換(3)-｣(『西南学院大学文理論集』第 22巻第 1号､1981年)

北村稔 ｢反右派闘争について｣(『ふびと』39号､1982年 1月)
青島和雄 ｢中国革命 と人民民主統一戦線｣(『中国近代社会史研究』研文出版､1982年)

平野正 『中国民主同盟の研究』研文出版､1983年

中国女性史研究会編 『中国女性解放の先駆者たち』 日中出版､1984年

菊池貴晴 『中国第三勢力史論--中国革命における第三勢力の総合的研究』

汲古書院､1987年

狭間直樹 ｢■■三大政策"と黄輔軍校｣(『東洋史研究』第 46巻第 2号､1987年 9月)
青柳純一 ｢中国における民主党派史研究の現状 と課題｣

(『近きに在 りて』第 14号､1988年)

水羽信男 ｢救国会知識人の抗 日国際統一戦線論に関する覚書｣

(『広島大学東洋史研究室報告』第 12号､1990年)
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水羽信男 ｢中国における民主党派史研究をめぐる幾つかの問題｣

(『広島大学東洋史研究室報告』第 13号､1991年)
安井三吉 ｢毛沢東の孫文 ･三民主義観｣

(藤井昇三､横山宏章編 『孫文と毛沢東の遺産』研文出版､1992年)

毛里和子 ｢毛沢東政治の起点-百花斉放､百家争鳴から反右派- ｣

(藤井昇三､横山宏章編 『孫文と毛沢東の遺産』研文出版､1992年)

毛里和子 『現代中国政治』名古屋大学出版会､1993年

伊原沢周 ｢政治協商会議 と人民中国の誕生｣(『東洋文化学科年報』第 9号､1994年)
狭間直樹編 『一九二〇年代の中国』汲古書院､1995年

石川禎浩 ｢施存続と中国共産党｣(『東方学報』第 68冊､1996年 3月)
平野正 ｢中国近代政党論｣

(池田誠 ･上原-慶 ･安井三吉編 『中国近代化の歴史と展望』､法律文化社､1996年)

平野正 ｢李済深 と中国国民党革命委員会｣

(『西南学院大学文理論集』第 11巻第 1号､1996年)

唐亮 『現代中国の党政関係』慶応義塾大学出版会､1997年

栃木利夫 ･坂野良吉 『中国国民革命一戦間期東アジアの地殻変動』

法政大学出版局､1997年

伊原沢周 ｢中国の政党政治における民主諸党派の役割 とその苦境｣

(『東洋文化学科年報』､1997年 11月)

平野正 ｢国民党革命委員会の階級的 ･政治的立場一香港 『文匪報』の社論から-｣

(『西南学院大学文理論集』第 11巻第 2号､1997年)

北村稔 『第一次国共合作の研究』岩波書店､1998年

周偉嘉 『中国革命 と第三党』慶鷹義塾大学出版会､1998年

久保田博子 ｢宋慶齢 と毛沢東｣

(中国女性史研究全編 『論集中国女性史』吉川弘文館､1999年)

諸星清佳 『中国革命の夢が潰えたとき-毛沢東に裏切 られた人々』中公新書､2000年

平野正 『中国革命 と中間路線問題』研文出版､2000年

白水紀子 『中国女性の二〇世紀一近現代家父長制研究』明石書店､2001年

丸山昇 『文化大革命に到る道一思想政策 と知識人群像』岩波書店､2001年

譜琳美 『中国共産党 葬 られた歴史』文芸春秋､2001年

周偉嘉 ｢中間党派の戦後構想 と社会民主主義｣

(姫田光義編 『戦後中国国民政府史の研究』中央大学出版部､2001年)

3.英文

SoWai-chor,TheKuomintangLePintheNationalRevolution1924-1931,

0xfbrdUniversityPress,1991.
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民主諸党派一覧表

名 称(略 称) 成立年 .場所 主 な 構 成 員 党員数(1999年末現在) 備 考

中国民主同盟(民盟) 1944.9 重慶 文化 .教育界の知識人沈鈎儒､章伯釣､張潤､黄炎培､羅隆基 130,000余人 41.10民主政団同盟として成立､44.9改称

中国民主建国会(民建) 1945.12.16 重慶 愛国的民族工商業企業家と関係する知識人黄炎培､章乃器､施復亮､胡麻文､胡子昂 約 70,000人

中国民主促進会(民進) 1945.12.30 上* 文化 .教育 .出版活動に従事する知識人王紹登､馬叙倫､周建人､厳景確､許広平 65,000余人

中国致公党 1946初 香港 帰国華僑､国内にいる海外華僑の家族 16,000余人 前身は秘密結社の洪門致公党､25年にサンプラ

陳其尤､陳演生､官文森､黄鼎臣､雷栄珂 ンシスコで結成

九三学社 1946.5 重慶 文教界や科学技術界の知識人許徳桁､梁希､税西恒､侯外底､何魯 68,000余人 前身は44年成立の民主科学座談会､45.9.3改称

中国農工民主覚 1947.2 上海 医薬衛生､科学技術､文化教育界の知識人 65,000余人 前身は郵演達が結成した中国国民党臨時行動委

(農工党) 章伯釣､黄瑛期､彰沢民､丘哲､季方 員会､35年に中華民族解放行動委員会に改称､47.2に現名に改称

台湾民主自治同盟(台盟) 1947.ll.12 香港 台湾省出身者謝雪紅､楊克燈､李純音､徐南山､田富達 1,400余人

中国国民党革命委員会 1948.1.l 香括 中国国民党内の民主派とその他の国民党員 53,000余人 1949.11に三民主義同志聯合会､中国国民党民主



何番凝略年譜

なお､太字で表記 したものは､何番礎の著作あるいは演説､書簡などである｡《 》内

にはその出典を記 し､また 『双清文集』下巻所収のものについては､*印をつけてある｡

1878 6/27(清光緒4年 5/27) 香港に生まれるO(原籍は広東省南海県棉村郷)

1885 ｢女書館｣に入学｡(～ 1887年)

1897 広州で摩仲憶と結兵昏0

1903 1 廓仲憶が日本に留学し､早稲田大学経済予科に入学0

4 日本留学｡ 日本女子大学の補習学校で日本語を学んだ後､東京女子師範学校

に入学｡｢拒俄義勇隊｣に募金｡

6 *｢敬告我同胞姉妹｣《『江蘇』第4期》
9 東京神田神保町の中国留学生会館の留学生集会で孫文と出会 う｡

冬 東京の牛込区に借家｡在 日留学生を組織 して義勇軍を結成､軍事訓練｡住居

を革命党の通信連絡と集会の場に提供｡

1904 2/4 香港で長女廓夢醒を出産｡

1905 8/7 中国同盟会に最初の女性会員の一人として参加0

8/20 孫文､東京で中国同盟会結成｡

※なお､何香凝は中国同盟会の正式結成に先立ち､8月 7日に孫文と繁仲実を

紹介者として同盟会参加の手続きをとっている (『革命文献』第 2韓､p.55)0

9 廓仲憶が広東から戻 り､中国同盟会に入会｡

同年 本郷区から神田区に転居｡

1906 3 東京女子師範学校予科を修了｡

4/13 日本女子大学教育学部 (博物科)に入学｡

1907 胃潰癌になり､日本女子大学を一時休学の後､復学0

1908 4/28 病気と妊娠により日本女子大学退学｡

9/25 東京で長男廓承志を出産o

l909 4/10 東京本郷の女子美術学校 日本画専科高等科に入学｡

夏 摩仲憶が革命活動のため天津-0

1911 2 卒業式に先立ち､二人の子供を連れ､香港に帰国｡

3 女子美術学校高等科を卒業｡

10/10 武昌起義､辛亥革命はじまる｡

11 広東省に軍政府成立｡廓仲憶は広東財政司副司長に就任｡広東-0

胃潰癌再発｡

1912 I/1 中華民国臨時政府 (南京)成立｡孫文が臨時大総統に就任｡

2 宣統帝退位､清朝滅亡｡

3 臨時約法公布､哀世凱臨時大総統に就任｡
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1912 8 中国同盟会改組､国民党成立｡

19137/12 第二革命｡

1913 8 第二革命失敗｡摩仲憶と香港から日本-亡命｡

10 蓑世凱大総統に就任｡

1914 5 中華革命党に入党｡新約法公布｡

7/8 中華革命党が正式に成立｡

1915 1 日本が二十一ヶ条の要求を提出0

9/1 中華革命党の反義世凱集会に出席｡

10/25 東京で孫文と宋慶齢の結婚式に出席｡

12 蓑世軌､帝政を宣言｡第三革命｡

1916 3/22 衷世軌､帝政取消し｡

4/9 東京で孫文､宋慶齢､慶仲悼らと蓑世軌の帝政取消を祝 う｡

4/27 孫文､摩仲憶､戴季陶らが日本から帰国したのに続き子供らと上海に帰国｡

1917 7/6 孫文､上海から広州-｡護法運動｡

9 孫文､広東に中華民国筆政府樹立｡

9/18 廓仲憧とともに広東-0

1918 2 摩仲憶と日本-｡募金等の活動｡

4 摩仲憶と再び日本-0

5/4 孫文､大元帥を退任｡第一次護法運動失敗.

6末 廓仲憶と日本から上海-｡第二次護法運動｡

1919 5/4 五 ･四運動｡東京で留日学生を召集､募金活動｡

10 孫文､中華革命党を中国国民党に改組｡

1920 11 子供らとともに上海から香港経由で広東-0

1921 4 孫文､第二次広東政府を組織､非常大総統に就任｡

6 宋慶齢と共に ｢出征軍人慰労会｣を組織､総幹事に就任｡慰労隊を率いて

広西梧州-北伐兵士を慰問｡孫文の桂系軍閥陸栄廷討伐を支援｡

7 中国共産党創立｡

19226/14 陳桐明､廓仲憶を石井兵工場に監禁｡

6/16 陳畑明のクーデター｡永豊艦 と嶺南大学で孫文と采慶齢の無事を確認｡

6-8 陳畑明にとらわれた摩仲憶を救出するため奔走｡

8/18 廓仲憶､釈放される｡

8/19 摩仲憧とともに広州を離れ､香港から上海-0

9/26 孫文の命でヨツフェとの会談の準備のため廓仲慣 らと日本-0

10/3 廓仲憶と国民党東京支部の歓迎会に参加c

lO 父の病気､死亡で香港-0

1923 1 摩仲憶､ヨツフェとの会談のため子供 らと日本-0

1924 1/20- 中国国民党第一次全国大会に出席o｢女性は法律上､経済上､教育上一律に平
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等である｡｣とい う案を提出｡三 ･八国際婦人デー記念大会の実施を提議｡

1924 2/24 広州でレーニン追悼大会に参加｡

2下旬 国民党中央婦女幹部会が広州で三 ･八国際婦人デーを記念するデモを提議｡

3/5 三 ･八紀念国際婦人デーの準備会議を開催 し､声明を発表 (『広州民国 日報』

1924.3.5)0

3/8 三 ･八国際婦人デー記念大会で発言｡三 ･八国際婦人デーを記念 してデモ行

進 (『広州民国日報』1924.3.10)0

3/21 国民党中央婦女部党員大会で ｢貧婦生産保護医院｣設立を提議 (『広州民国日
報』1924.6.12)0

3 広州女子美術研究所､広州女子製作晶販売合作社を創設0

6/18 ｢貧民生産医院｣の開幕式典に出席､演説 (『広州民国 日報』1924.6.20)0

8/14 国民党中央執行委員会第 51次会議で国民党中央婦女部代理部長に就任｡国

民党広東省婦女部部長を兼任｡

11/13 孫文､北上宣言｡

11 国民党中央婦女部､国民党救護所を開設 (『広州民国日報』1924.ll.10)｡

12/24 広東女界国民会議促成界準備会第二次会議に出席､会議主席に就任｡

広東女界国民会議促成会の準備委員に就任｡

12 国民党中央婦女部､労工婦女夜学校を増設｡

1925 1/10 広東女界国民会議促成会､成立大会を開催｡

1 広東省順徳県に2つの女工補習学校を開設｡

1/26 孫文の看病のため北京-0

3/12 孫文死去｡｢遺嘱｣の証明者の一人となる.

3/26 摩仲憶に広東にとどまるよう打電 (* ｢致摩仲僅電｣《『広州民国 日報』

1925.3.31》)0

4/2 孫文を西山碧雲寺に安置する儀式に出席｡

4/10 宋慶齢に従い上海-0

4/12 上海で上海各公団による孫中山追悼大会に出席､演説 (* ｢在上海各公団

孫中山先生追悼大会上的演説｣《『上海民国 日報』1925.4.13》)0

4/13 上海国民党本部の孫中山追悼会に出席､演説 (* ｢在上海国民党本部孫中山

先生追悼大会上的演説｣)0

4/17 采慶齢に代わ り､慰問に来た上海国民党女性党員に謝意を示す (『申報』

1925.5.13)0

4/21 南京で孫中山追悼大会に出席､演説｡

4/24 孫中山追悼大会の第 2日目に演説 (『申報』1925.4.24)0
4/27 広州-(『申報』1925.4.28)0
5/21 広州国民党党員大会に出席､｢総理遺嘱｣を読み上げる｡

5/24 国民党中央執行委員会第三次全体会議｡
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1925 5/30 五 ･三0事件｡

6/19 広州 ･香港で省港ス ト開始｡

6/23 沙基惨案｡(廓夢醸､摩承志が参加｡)

7/1 広州国民政府成立｡

7 貧民医院と小型生産合作社､｢ス ト婦女工読伝習所｣を開設 し､省港ス トを

支持｡

8/20 廓仲憧暗殺｡ * ｢卓仲僅被刺後的談話｣《『広州民国日報』1925.8.21》

8/23 柳亜子らが連名で何番擬に弔電 (『申報』1925.8.24)0
8/27 省港ス ト労働者第十八次代表大会が広州で開催 され､出席 し､演説 (* ｢在

省港罷工工人第十八次代表大会上的演説｣《『工人之路特号』第 65期､
1925.8.28》)0

8 広東軍の摩仲健､陳秋寮追悼大会に出席､演説 (* ｢在卑軍追悼歩仲僅陳秋

幕大会上的演説｣)0

9/l 広州で国民政府が挙行 した廓仲憶の葬儀に出席0

9/3 *詩 ｢挽卓仲憧｣《広州 『七十二行商報』1925.9.3》

9/11 広東工農商各界の廓仲憶陳秋寮追悼大会に出席､演説 (* ｢在広東工農商各

界公条摩仲僅陳秋景追悼大会上的諌話｣《『工人之路特号』第 80期､
1925.9.12》)0

9/12 広東軍政学各界の慶仲憧陳秋霧追悼大会に出席､演説 (* ｢在広東軍政学各

界公集卓伸偉陳秋葉追悼大会上的講話｣《『工人之路特号』第 82期､
1925.9.14》)0

9/20 国民党と国民政府の摩仲憶､陳秋兼追悼大会に出席､演説 (* ｢在国民党和

国民政府追悼卓仲僅陳秋葉追悼大会上的演鋭｣).

10/15 国民党中央執行委員会第 117次会議で ｢仲憧農工学校案｣を提出｡

10/26 国民党広東省第一次代表大会で省党部執行委員に就任｡

11/15 広東各界婦女交歓会を主催 し､演説｡

11/30 摩仲慢逝去百日記念大会で演説 (* r在庫仲世逝世百日紀念会上詩話｣《『広
州民国日報』1925.12.1》)0

秋 *｢復弥演達函｣
12/3 国民党広東省党都主催の留ロシア学生歓送会に出席 し､演説 (* ｢在歓送

留俄学生大会上的演説｣《『婦女之声桑刊』1926.5.31》)0
12/15 広東婦女解放協会第二次改選大会に出席､演説｡顧問に就任｡

12 中国各界婦女連合会の組織を発起｡中国国民党紅十字会の建立を発起｡

1926 1/1-19 国民党第二次全国代表大会開催｡同大会で国民党二大婦女運動報告審査委

員会委員､第二期中央執行委員に就任｡宋慶齢に代わって中央婦女部代理部

長に就任｡

1/8 同大会に出席､演説 (* ｢摩仲世遇書手略及其感想｣)｡
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宋慶齢､郡穎超 と* ｢婦女運動報告｣､｢婦女連動決議案｣提出｡

1926 1/25 *｢審判慶実時之陳述｣《『広州民国日報』1926.I.26》
2/10 広州で ｢海外同志家族交歓会｣成立大会に出席､演説｡

2/24 *｢国民革命是婦女唯一的生路｣《『人民周刊』第三期》
2 中央婦女部部長 として国民党中央執行委員会財政委員会に参加｡

3/6 広州河南各界婦女交歓会で演説 (* ｢在広州河南各界婦女聯歓大会上的演説｣

《『婦女之声』第 11期､1926.3.11》)0

3/8 広州で行われた三 ･八国際婦人デー記念大会を主催｡

3/12 孫中山逝去一周年記念大会で演説.

3/20 中山艦事件｡蒋介石非難の発言｡

3/23 *詩 ｢有感｣

3/24 ロシアのイワノフスキー将軍の送別会に出席 (『申報』1926.3.31)0
4/20 *｢復省港罷工委員会函｣《『工人之路特号』第 296期､1916.4.20》
5/1 広州のメーデー第三次全国労働大会､第二次全省農民代表大会､第一次全省

教育代表大会で演説 (『申報』1926.5.9)0
5/2 中華全国総工会の廓仲憧記念碑定礎式に出席､演説 (* ｢在庫仲世紀念碑

基典礼上的演説｣《『工人之路特号』第 308期､1926.5.3)0
5/10 国民党中央婦女部､広東省婦女部､広州市婦女部連合が開催 した全国第三次

労働大会､広東省第二次農民代表大会､広東省第六次教育大会の婦女代表会

議に出席｡

5/14 広東婦女解放協会一周年記念大会に参加 (『広州民国日報』1926.5.14)0

5/15 国民党二期二中全会に出席､彰沢民､柳亜子らと共に右派が提出した ｢党務

整理案｣に反対 (『申報』1926.5.23)｡婦女部部長に就任｡

5/19 広州車衣女工工会の成立を指導｡大会で執行委員に選出される0

5/20 二期二中全会で国民党の候補代表の 1人に選出される｡

6/14 郵穎超 らと広東各界婦女団体の代表を率いて黄沙駅で国民革命軍第四軍第

十二師が北伐に出発するのを見送 り､歓送の言葉を述べる (『広州民国日報』

1926.6.16)0

6/17 広州第二次労働者大会で演説 (* ｢在広州第二次工人代表大会上的演説｣《『広
州民国日報』1926.6.17》)0

6/19 救護隊､慰労隊を組織 して北伐軍に従い､新関まで見送る.

6/21 広東の各婦女団体代表を率いて広州卑漠駅に国民革命軍第四軍第十師が北伐

に出発するのを見送る｡

6/23 広州沙基惨案記念大会に出席､演説｡

6/26 林伯渠､周恩来らと郡演達､陳公博歓迎会政治工作人員会に出席､発言｡

6/27 黄補筆官学校同学会第一次懇親会で講演 (* ｢在黄輔同学会第一次懇親会上

的講話｣《『黄輔潮』第 3期､1926)｡
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1926 7/4-6 国民党二期中央執行委員臨時全体会議に出席｡顧孟鯨､李済深､彰沢民 ら

とともに中央執行委員会候補常務委員に選出される (『申報』1926.7.8)｡政治
会議委員に就任 (『申報』1926.7.ll)0

7/9 広州東練兵場で行われた北伐誓師大会に出席､演説｡蒋介石､北伐動員令｡

7/13 国民政府当局から農工庁長に推薦 される (『申報』1926.7.14)0

7/14 農工庁長を辞退 (『申報』1926.7.15)0
7/15 ｢ス ト労働者婦女労働学校｣を開設｡

7/22 陳公博､都演達が広州から北伐に出発するのを見送る (『申報』1926.7.24,
7.31)0

7/27 蒋介石の北伐出発を広州駅で見送る (『申報』1926.8.4)0
8/1 中央党部政治会議に出席 (『申報』1926.8.2)0

8/6 中央政治委員会議に出席 (『申報』1926.8.16)a

8/20 *r卓仲世殉国周年紀念 目敏告民衆書｣《『黄輔潮』第 5期､1926.8.20》
8/27 中央党部主催の科学社員歓迎会に列席 (『申報』1926.8.30)0
9/7 省市府､工商学連合会主催の北伐勝利祝賀会に出席､演説｡

9/21 政府公益庁長に任 じられる (『申報』1926.9.23)0
9/22 評延髄､陳友人､陳樹人､李済深 らと中央党部報告会に出席｡省港の交通を

回復させることを決議 (『申報』1926.9.29)0
9/30 ｢国民党中央婦女運動講習所｣を開設､所長に就任｡

10/7 婦女解放協会十五次執行委員会に請われ､顧問に就任｡

10/11 広東省党部婦女部が準備 した婦女運動人員訓練班の関学式典に出席､訓辞｡

10/17 広州国民党中央党部及び各省党部会議で江精衛を迎える代表の･一人に推薦 さ

れる (『申報』1926.10.22,10.28,10.29)0
10/21 広州で開かれた国民党中央各省連席会議に出席､発言 (* ｢在国民党中央各

省聯席会議上的発言｣)0

11初 彰沢民夫妻､ポロディン夫人､慶夢醒 らと北上､部関､南雄､大庚､韓州､

吉安を経て南昌-0

11/11国民政府から広東省政府委員に任 じられる (『申報』1926.ll.12)0
11/26 国民党中央政治委員会会議で政府を武漢に移転することを決定0

12/1 広州に設けられる政治会議分会の7人の委員の 1人に任 じられる (『申報』
1926.12.2)0

12/4 武漢に移転する国民党中央党部及び国民政府の歓送会に出席 (『申報』
1926.12.13)0

12/7 中央党部､国民政府が武漢-移転 (『申報』1926.12.14)0
12/11 武漢-移る (『申報』1926.12.13,12.15,12.19)0
12/16 船で南雄-(『申報』1926.12.16)0
12/21 政治会議広州分会が正式に成立し､委員に就任 (『申報』1926.12.25)0
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1926 12/31 南昌-.

12 塩山会議に出席0

12末 漠口北伐勝利祝賀大会に出席､演説｡

1927 1/1 国民政府が正式に武漢に移転｡

1/3 南昌で中央政治会議第 6次臨時会議に出席｡国民政府をしばらく南昌におく

ことを議決｡

1/12 武漢-0

1/13 国民党湖北省党部第四次代表大会で演説 (* ｢在国民党湖北省党部第四次代

表大会上的演説｣《『漠口民国日報』1927.1.15》)0
l/14 湖北省婦女協会歓迎会で演説 (* ｢在湖北省婦女協会歓迎会上的演説｣《『漢
口民国日報』1927.1.16》)0

2初 宋慶齢が漠口で ｢婦女政治訓練班｣を組織するのに協力0

2/20 国民党広東省執行委員会-打電 (* ｢致国民党広東省執委会電｣《『広州民国

日報』1927.3.4》)0

2/21 中国国民党中央執行委員会及び各省区聯席会議で注精衛の復職が議決され､

彰沢民､張曙時､簡琴石 らと共に江精衛をフランスに迎えに行くよう要請さ

れる｡前方の傷病兵慰労のための募金について､広州政治分会に打電 (* ｢詩

集款慰労傷兵電｣《『広州民国 日報』1927.2.21》)0

2/27 孫科､宋慶齢らと南昌-行き､会議に出席 (『申報』1927.3.5)0
3/l 中央執行委員第三次全体会議｡

3/7 南昌から船で武漢-0

3/i 武漢で三 ･八婦人デーの行事に出席｡ * ｢̀̀三八''蔀的感想J《『漢口民国日

報』1927.3.8》

3上旬 * ｢孫中山先生逝世二周年紀念 日数 日前的感想｣《『広州民国日報』1927.4.12》
3/10-17国民党二期三中全会に出席｡｢国共合作｣と ｢扶助農工｣を提案 (* ｢在国

民党中央二届三次会義上的発言｣)0

3/11 国民党二期三中全会中央執行委員会で正式に婦女部長に就任｡

3/12 ｢孫中山先生逝世二周年紀念告民衆書｣《『漠口民国日報』1927.3.18》
3/20 国民政府の各委員就任式で演説｡《申報 1927.4.1》

3/26 ｢仲慢農工学校｣を設立｡(1942年 2月まで校長に就任)

4/7 江精衛が上海を離れて武漢に向かったことを歓迎 して采慶齢､孫科､陳公博､

郵演達らと連名で打電 (『申報』1927.4.8)｡

4/12 四 ･一二クーデター｡

4/13 国民党湖北省党部､湊口特別市党部会議で演説 (* ｢蒋介石是反革命派｣《『漢
口民国日報』1927,4.14)C

4/14 *｢扶助農工的感想｣
4/15 南京国民政府の中央執行委員に任 じられる (『申報』1927.4.21)0
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1927 4/18 蒋介石､南京に国民政府樹立｡

4/19 広州政治分会及びに広東省政府の委員職を辞任する声明を発表 (*｢辞政治
分会及省政府委員職電｣《『広州民国日報』1927.5.9》)0

4/21 *｢卓伸世之死因｣《『広州民国日報』1927.4.21》
4/22 江精衛､宋慶齢､毛沢東 らと ｢討蒋通電｣を発表 (* ｢与任精衛等討蒋通

電｣《『漠口民国日報』1927.4.22》)0

4/29 中央政治会議 84次会議で広州政治分会の改組が決定され､李済深 らと委員

に任 じられる (『申報』1927.5.2)0

5/3 広州政治分会が何番擬の慰留を決定 (『申報』1927.5.6)0

5/9 政治分会及び広東省政府委員職を辞任 し､今後は仲憧学校の経費維持と黄輔

軍官学校のことだけを配慮 していくとい う声明を発表 (『申報』1927.5.10)0

広東省政府が何香凝に打電 して慰留 (『申報』1927.5,ll)0

5/26 宋慶齢 らと北伐紅十字会､前方救護隊と後方医院を組織｡

7/15 国民党中央執行委員会第二期常務委員会第二十次拡大会議で江精衛が ｢分共｣

を提案｡国共分裂｡

7中旬 鷹山-｡

8 南昌起義後組織された中国国民党革命委員会の 25名の委員の 1人に名をあ

げられる｡

8/13 蒋介石が下野を表明｡

8/18 中国国民党革命委員会には関与 していないとの声明を発表 (『申報』27.8.21)a

9 度山から上海-｡党内粛清で逮捕された党員の救出と仲憧農工学校の事務の

ため広州- 0

9/ll 15日に南京で第4次執行委員会 ･監察委員会聯席会議 (執監会議)の開催を

を決定､36人の中央執行委員の一人となる (『申報』1927.9.12)0

9/16 上海､南京､武漢が党務の統一を話 し合い､中央特別委員会が成立｡32人の

委員の 1人となる｡

9/17 上海-C

9/19 中央特別委員会第三次大会で中央党部婦女部委員に選出される (『申報』

1927.9.20)0

10/6 中央婦女部が何香凝らに打電､南京で婦女部委員の職につくよう要請 (『申報』

1927.10.9)0

10中旬 廓仲憶の墓地を選ぶため南京-0

70/30 注精衛と政治会議広州分会主催の歓迎会に出席､演説｡

広州で会議後､江精衛､李済深､陳公博 らと第 4次中央委員会執監会議を広

州で召集する旨を発表 (『申報』1927.ll.1)0

11/1 中央委員が何香凝らに第4次中央全体会議の日程決定のため南京に来るよう

打電 し､要請 (『申報』1927.ll.2)0
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1927 ll/2 江精衛 と広東各界婦女連合会会員が省党部で行った歓迎会に出席､訓辞｡

11/3 広東省 30万人集会が何香凝と江精衛を歓迎｡

11/6 中華民国大学院民衆教育組織委員会委員に就任 (『申報』1927.ll.7)0

1日1政治会議広東分会七十次会議の委任を受け､中央銀行監理に就任｡

11/17 広州事変｡

11/25 上海に行き国民党中央二期四中全会予備会議に出席｡

11/26 江精衛 と記者会見に応 じる (* ｢在江精衝招待各報記者会上的演説｣《『申
報』1927.ll.27》)｡上海市学生連合会が開いた中央執監委員歓迎会に李済深

らと出席 (『申報』1927.ll.27)｡呉稚峰に書簡を送る (『申報』1927.日.29)0
11/28 *｢与顧孟徐等控告黄紹肱電｣《『国聞周報』第4巻第49輯》､* ｢致呉稚嘩
電｣《『申報』1927.ll.29》

11/30*｢談婦女運動｣《『申報』1927.12.1》､母の病気のため上海から香港-0
12/3 国民党中央執行委員会第四次予備会に出席 (『申報』1927.12.4)0
12/7 広東省政府が改組され､政府委員に就任 (『申報』1927.12.8,12.14)｡
北伐達成のため第四次中央全体会議開催を早く決議するよう求め､江精衛､

陳樹人らとともに打電 (『申報』1927.12.8)0
12/8 数 日中に上海から広州-戻ると発表 (『申報』1927.12.12)0 *｢関於国民党二
届四中執委会的意見｣《『時事新報』1927.12.8》

12/9 第四次中央全体会議予備会に書簡を送る (『申報』1927.12.9)0 *｢与陳樹人
等致国民党二届四中全会予備会議書｣《『申報』1927.12.9》

12/10 国民党二期四中全会第四次予備会で､江精衛､王法勤らと蒋介石の復職案を

提議｡

12/11 広東コミューン｡

12/16 国民政府が江精衛､陳公博､陳樹人､何香凝らと張発室のクーデターの関与

を調査｡

12/24*｢与蒋介石促官尊委員赴南京出席国民党二届四申全会電｣《『広州民国日
報』1927.12.26》

12/27 程潜､白崇蕗が江精衛､何香凝の党籍剥奪を要求｡

1928 i/4 蒋介石が国民革命軍総司令に復職｡

1/7 第四次全体会議で何番凝､陳樹人ら5人の平常通 りの職務行使を許可するか

どうかが問われる｡

1/ll*｢是否参加国民党二届四中全会答記者間｣《『上海民国日報』1928.1･12》
1/29 南京市党部青年扶助委員会で講演 (『申報』1928.1.30)0
1/31 何香凝ら5人について中央執監委員聯席会議で討議され､平常通 りの職権行

使が認められる｡

2/1_7 国民党二期四中全会に出席 し､ 7項目の提案を提出 (* ｢在国民党二届田中

全会上的提案｣《『申報｣1928.2.6》)O国民政府委員に就任｡
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1928 2/6 首都各界婦女代表団で演説 (『申報』1928.2.7,2.8)0
2/10 南京婦女請願代表に接見し､演説 (* ｢対南京婦女請巌代表的詩話｣《上侮

『申報』1928.2.10》).
3/12 南京各界が開いた孫中山逝去三周年記念大会に出席､演説 (* ｢憶総理一孫

中山先生逝去三周年記念詞｣《『申報』1928.3.12》)0
*｢孫中山逝世三周年演説詞｣｢在植樹典礼上的演説｣

4 第二次北伐開始｡

5/13 中央党部に打電 (『申報』1928.5.14)0

7 国民党改組派が五中全会開催に反対して提出した ｢重新確立覚的基礎案｣に

署名｡

夏 経亨陳の招きで摩承志と共に虞白馬湖で 1ケ月ほど休養0

8/4 蒋介石が何香擬に南京に来て五中全会に出席するよう要請0

8/7 上海から南京- (『申報』】928.8.8,8.9)0

8/8115 国民党二期五中全会に出席.政治会議委員中央執行委員に就任.

8/10 二期五中全会で陳樹人 らと4つの提案を発表 (『申報』1928.8.ll,8.15､*

｢与陳樹人等在国民党四届五中全会上的挺秦｣)0

8/目 玉中全会第三次大会で政治会議国府などの委員の辞表を提出し､慰留される｡

夜､母が香港で病没 したため､上海経由で葬儀のため香港へ (『申報』28.8.12)0

11/13何香凝が中央委員会に中央常務委員会第一七九次会議で決定した三全大会の

代表選出法について抗議O国民党中央執行委員と国民政府の一切の職務を辞

任 して､国民党反動派とは今後行動を共にしないとい う声明を発表 (『大公

報』1928.ll.14)a

ll/20 政府中央が何香擬に復電 (『申報』1928.ll.21,ll.22)0

同年 *｢在国民党中央陸軍半官学校開学典礼上的演説｣《中央陸軍軍官学校 『政
治特刊』1928年第 1期》

1929 3/11 改組派が三全大会開催に反対 して提出した ｢関於最近党務政治宣言｣に署名｡

6/1 宋慶齢と共に上海から南京に赴き､孫中山の奉安式典に出席｡

6/2 *｢総理奉安後一 日有感｣《『実業 日報』1932.10.3》
9/lS 仲悼農工学校の経費調達を理由に､フランス郵船で上海を出発｡

9/21上海から香港-0

11 香港からマニラ､バギオ､シンガポール､ジョホールパル､クアラルンプー

ル､紅海､地中海､マルセイユを経てパ リ-0

同年 *｢往法国途中｣､｢出国途中感懐｣､詩 ｢冬夜洗衣｣
1930 I-5パ リに住み､絵画や読書で生活｡

6 廓承志とドイツ ･ベル リン-｡宋慶齢 とも往来｡

7/26 *｢慶仲憧犠牲紀念 日的感想｣《『東北工商日報』1930.8.25》
9 ベル リンからパ リに戻る｡廓承志も一時ともに居住｡
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1931 9/18 柳条湖事件勃発｡

9 帰国を決意｡

10中旬 パ リからマルセイユ-0

10/23 マルセイユからフランス郵船で帰国の途につ く｡

11/15 シンガポールに寄港 し､華僑の歓迎会で抗 日支援を呼びかける0

11/19 *｢致上海友人函｣《『上海民国 日報』1931.ll.21》
11/28 帰国｡上海に到着 (『申報』1931.ll.29)0
11/29 上海で記者会見 (* ｢在上海与記者的談話｣《『上海民国日報』1931.1.30》､

『申報』1931.ll.30)0

12/1 *｢人人都有救国的責任一与国聞社記者的談話｣《『上海民国日報』1931.12.2》
12/ll*｢救済国難書画展覧会宣言｣
12/19 *｢対時局之意見｣
12/27 抗 日救護活動の資金獲得のため､救済国難書画展覧会を開催｡

1932 1/24 蒋介石､孫科､呉鉄城に書簡を送 り､東北義勇軍の抗 日を援助するよう求

める (* ｢致蒋介石等函｣《『上海民国 日報』1932.1.25》)0

1/28 上海事変勃発｡

1/29 医師､看護婦､慈善団体の責任者 らを自宅に招いて会議を開き､慰問及び救

護 ･救済活動について討議｡

1/30 真茄十九路軍前線指揮部を慰問｡復旦大学宣伝隊員に訓辞｡

1/31～2 上海婦女前線慰労､救護隊､難民救済隊並びに救護訓練隊を組織｡国難救

護傷兵医院を開設｡

2 陳銘枢､蒋光薪と南京に赴き､蒋介石に十九路軍支援を要衷o

3/2 *｢致寮元培函｣
3/4 楊杏仏の協力のもと､宋慶齢 と上海交通大学に国民傷兵医院を設立｡

322 声明を発表 して､蒋介石 と日本の停戦協定締結に反対 (上海『申報』1932.3.23)｡

4/15*｢致孫元良等函｣
4/25 *｢八十八軒抗 日紀念旗題詞｣《『新聞報』1932.4.25》
5 柳亜子､経亨斬､陳樹人 らと ｢寒之友社｣を結成｡

6/3 組織 した ｢東北義勇軍国難救護隊｣の隊員 14人が上海から北上 し､抗 日を

支援｡

10/4 詩 ｢訴偽金門｣《『実業 日報』1932.10.4》

10/8 柳亜子らと連名で* ｢国難救護隊後方理事会募摘啓｣《『実業 日報』1932.10.8》

を発表｡

10/31 組織 した ｢義勇軍救護隊｣の40余人が､東北-赴 く｡

同年 *詩 ｢α一 ･二八"後寄黄輔学生｣､詩 ｢牌敬愛的傷兵｣､詩 ｢贈前的将士｣

1933 年初 国民党中央各委員に全国の政治犯の大赦を提案｡

3/18 *｢建議釈放全国政治犯一与 日日社記者的談話｣《『申報』1933.3.19》
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1933 3/28 廓承志､上海で逮捕 される｡

3/29 *｢致全国軍事政治長官電J《『申報』1933.3.30》､｢与 日日社記者談摩承志被
輔車｣《『申報』1933.3.30》､摩承志逮捕を全国に公表 し､救援を求める｡

3/30 *｢与 『申報』記者談摩承志被摘草｣《『申報』1933.3.31》
3/31 柳亜子と上海市公安局に出向き､呉鉄城 と対決｡夜､柳亜子 と連名で摩承志

の出獄を保証する書類に署名 して彼を引き取る (* r保簡単承志出獄書｣)0

4/2 再び全国の政治犯の釈放を要求｡

4/10 詩 ｢勇哉好男児｣《『大中国周報』第 2巻第 3期､1933.4.10》

11 福建人民革命政府､福州で成立｡

1934 2/27 婿の李少石が上海で国民党に逮捕 される｡救出のため奔走するが､釈放に成

功せず｡

4/20 采慶齢 らと* ｢中華人民対 日作戦基本綿額｣《『紅色中華報』1934.9.21》に署

名 し､発表｡

5/3 中華民族武装自衛委員会が上海で成立｡

7/16 *｢我的奮闘｣《『現代女性』第 1巻第 1期､1934.7.16》
8/19 *｢摩先生紀念 日告黄輔同学書｣《『申報』1934.8.20》

1935 2/9 張静江に書簡を送 り､廓仲憶の墓地を移す件について相談 (*｢敦張静江函J)0

年初 国民党中央執行委員会が摩仲憧葬儀準備委員会の成立を決議｡張静江を主席

と決定｡

3/17 *｢致張静江函｣
5/11 *｢致張静江函｣
5/21 *｢復張静江函｣
5/31 *｢致張静江函｣
5末 廓仲樫の遺骸の南京搬送の準備のため､許崇晴 らと共に上海から広州-0

6/4 香港-a

6/5 広州-0

6/13 摩仲憶の遺骸を墓地から広州体育場に移 し､葬儀｡

6/17 廓仲憶の遺骸を香港からフランス郵船で上海に運ぶ｡ * ｢摩仲僅尭枢抵渥

時対国民社記者的敢話｣《『申報』1935.6.18》

6/18 廓仲憶の遺骸を南京に安置｡ * ｢対迎接辞伸僅塞継的代表講話｣《『女声』第

3巻第 21､22期､1935.ll.5》

6/22 詩 ｢鳴謝啓事｣《『中央 日報』1935.6.22》

6/23 *｢致張静江函｣
7 李済深､陳銘枢､察廷鍛らが香港で中華民族革命同盟を設立｡

8/1 中国ソヴェ ト中央政府､中共中央が ｢八一宣言｣を発表｡

9/1 摩仲憶を南京の中山陵東側に埋葬｡国葬の式上で演説｡

10/10*｢双十節的回憶与展望｣《『社会』周報国慶特刊､1935.10.10》

-177-



1935 11/8 采慶齢､魯迅､茅盾 らとソ連駐上海総領事館の十月革命祝賀会に出席｡

11/28 詩 ｢無忘国恥｣《『星洲 日報』1935.ll.28》
12/9 -二 ･九運動｡

12/21上海婦女界救国会成立大会に出席､演説｡

12/24 上海北駅に赴き南京に請願に行 く愛国学生を慰問｡

1936 1/28 上海各界救国連合会が成立｡19人の主席団の 1人､理事会理事に就任｡

3/8 上海三 ･八記念集会で演説 (*｢在 `̀三八''紀念会上的演説｣《『申報』1936.3.9》)0
5/5 共産党が内戦停止と一致抗 日を提唱0

5/6 『救亡情報』に題字を掲載.｢何香准訪問記｣《『救亡情報』1936.5.6》
5/31 全国各界救国連合会が上海で成立｡執行委員の一人に就任0

7/16 *｢我m的 目標｣《『婦女生活』第 3巻第 1期､1936.7.16》｡
9/18 『救亡情報』に九 ･一八事変を記念 して唐芋発表0

9/20 宋慶齢と｢宋慶齢 ･何番凝為九一八惨秦発快郵代電｣《『救亡情報』1936.9.22》
を発表 して､九 ･一八惨案に抗議｡

9/22 毛沢東が察元培-の書簡の中で､何番凝 らに対 して彼女らの活動に対する敬

服の念と､抗 日活動における協力の要請を伝えるよう託す｡

10/18 宋慶齢､馬相伯らと ｢更正侮蔑救国会之適合啓事｣《『救亡情報』1936.10.18》

を発表｡

11/23 抗 日七君子事件｡

12/10史良ら9人と連名で* ｢致全世界反戦反法酉斯婦女委員会書｣《パ リ 『救国

時報』第 71期､1936.12.10》を発表｡

12/12 西安事件発生｡

12/18 宋慶齢､馬相伯らと ｢七領袖逮捕事件宣言｣《『救亡情報』1936.12.18》を発

表 し､七君子の釈放を要求｡

1937 2/10 中共中央が ｢国民党三中全会-の通電｣を発表｡

2/15-22 南京で中国国民党五期三中全会が開催され､出席｡宋慶齢らと* ｢恢復中山

先生手訂聯蘇､聯共､扶助農工｣《『社会公論』第 1巻第 2号､1937.3.1》を
提出｡

3/12 *｢孫中山先生逝世十二周年凄然萩往事｣《『立報』1937.3.12》
6/25 七君子の釈放を求めて宋慶齢らと* ｢与采慶齢等呈江蘇高等法印文｣を提出｡

廓承志を通 じて毛沢東からの手紙を受け取る｡

6下旬 宋慶齢らと* ｢救国入獄運動宣言｣と* ｢救国入獄運動規約｣を発表｡

*｢与宋慶齢等関於救国入獄連動対上海薪術界発表的書面淡話｣
上半期 * ｢自伝初稿｣

7/1 * ｢我学会焼鹿的時候一 自伝之一章｣《『宇宙風』第 51期､1937.ll.11》､*
｢我対国民大会的希望｣《『婦女生活』第4巻第 12期､1937.7.1》

7/4 ｢七君子｣を救 うために末子文､孫科に書簡を送る (* ｢致朱子文孫科函｣)0
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1937 7/7 慮溝橋事件｡* ｢致林森等電｣《『救国無罪』1937.8》

7/14 度溝橋で抗戦する兵士を慰問｡

7/22 ｢中国婦女抗敵後援会｣成立､理事会主席に就任｡成立大会で演説 (* ｢在

中国婦女抗敢後援会成立大会上的講話｣《上海 『立報』1937.7.23》)0

7/24 ｢在婦女抗敵後援会首次常套会上的軽蔑｣《上海 『大公報』1937.7.25》

7/31 七君子釈放｡

8/4 中国婦女抗敵後援会第二次常務理事会に出席､演説 (* ｢在中国婦女抗赦後

援会第二次常務理事会上的演説｣《『立報』1937.8.5》)｡中国慰労自衛抗戦兵

士会上海分会が成立し､主席に就任｡

8/15 *｢致張治中電｣《『申報』1937.8.16》
8/16 *｢八月二十 日慶仲 ■身殉革命記｣《『宇宙風』1937.8.16》
8 前線の兵士のために ｢寒衣｣を縫 う運動を組織｡

9/15 ｢上海労働婦女戦地服務団｣を組織｡

9.19 *｢復朱家辞夫人等函｣《『新聞報』1937.9.19》
9/22 第二次国共合作｡

9.25*｢贈前線将士｣《『抵抗三日刊』第 13号､1937.9,29》
9/26*｢教卓承志電｣《上海 『救亡日報』1937.9.27》､*詩 r慰労舎弟殺敵之健児｣
《『申報』1937.9.26》

10/2 ｢湖南婦女戦地服務団｣を主宰する女性作家謝凍豊と面会｡

10/29 *｢致振守開北四行倉庫諸壮士函｣《『時報』1937.10.30》
10 広州､武漢陥落｡

11/7 *｢兼併革命二十周年紀念之感想｣
11/12 上海陥落｡

11/20 国民政府､重慶に遷都を宣告｡

12 経普椿 らと上海を離れ､香港-0

同年 *｢送抗 日征入寒衣､"八 ･一三''後 慰労救傷｣
1938 I/24 *｢回復十三年精神｣《香港 『救亡日報』1938.1.24》
3/10 *｢紀念 "三八''飾｣《漢口 『新華 日報』1938.3.10》
4/14 宋慶齢 と連名で* r擁護抗戦建国紳額実行抗戦到底｣《漢口 『新華 日報』

1938.4.17》を発表O

5/7 香港児童保育会常務理事に就任｡

5/17*｢関於香港的児童保育工作｣《香港 『救亡日報』1938.5.17》
6/14 宋慶齢が組織 した ｢中国保衛同盟｣を積極的に支持｡

7/5 *｢抗戦一周年感言｣《漢口 『新華 日報』1938.7.9》
7/6 国民参政会が武漢で成立､参政員に就任｡

7/16 *｢以良心救済#民｣《『新華 日報』1938.7.16》
7/20*｢閑於反侵略｣《漠口 『新華 日報』1938.7.24》
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1938 8/8 *r与 『星島日報』記者的談話｣《『星島日報』1938.8.9》
8/10 香港各界華南難民救済第九次連席会で声明を発表 (* ｢救済広州難民応普及

農村｣《香港 『工商 日報』1938.8.10》)0

8/18*｢八月二十之回憶 ｣《『新華 日報』1938.8.20》
8/21 香港の機工団体が連合で行った廓仲憶殉死十三周年大会で演説 (* ｢在香港

両機工団体聯合紀念摩仲僅殉難十三年大会上講話｣《『星島日報』1938.8.21分)0

8/26 香港婦女慰労会一周年記念大会で演説 (* ｢在香港婦女慰労会周年紀念大会

上的開会詞｣《香港 『工商 日報』1938.8.27》)｡

8/28 *｢請各界賛助席与美女士画展集款賑災函｣《｢星島日報』1938.8.28》
9/3 *｢歓迎義勇軍之母一徳老太太来港致詞 ｣《『星島 日報』1938.9.3》
9/13 香港四婦女団体世界婦女反戦委員会海莱敦夫人歓迎大会を主催0

9/20 香港女子体育会成立式典で演説 (* ｢在香港女子体育会成立典礼上致詞 ｣《『星

島 日報』1938.9.20》)｡

9/21*｢為前線将士征寒衣運動｣《香港 『工商 日報』1938.9.21》
10/1*｢贈前方勇士寒衣有感｣《香港 『星島日報』1938,10.2》
10/9 *｢双十送灯贈旗感想｣《『星島日報』1938.10.9》､*詩 ｢愛国旗｣《『星島日
報』1938.10.9》

10/10 香港婦女慰労会､女子青年会､兵災募金振興会と婦女新運会が連合で開いた

双十節記念大会に出席､演説 (* ｢在四婦女併合会紀念双十節上的講話｣《香

港 『大公報』1938.10.11》).

10/28*｢与宋慶齢等致林森等函 ｣《香港 『大公報』1938.10.28》
10 *｢双十飾一香港婦女紀念大会上的演講辞｣《『新華 日報』1938.10.10》
11/12 香港婦女連合会が行った孫中山生誕記念式典に出席､演説 (* ｢在婦女聯会

挙行孫中山先生誕辰紀念儀式上的開会詞 ｣《香港 『大公報』1938.ll.13》)0

11/22 宋慶齢､茅盾 らと香港文化界魯迅逝去二周年記念大会に出席｡

12/19 江精衛､ハノイに逃亡｡

12/20*｢斥江精衛｣《香港 『星島 日報』1939.1.1》
12 *｢従戦闘中学習｣《『学生雑誌』復刊号､1938年 12月》

1939 I/30 香港婦女慰労会の南洋壕州華僑歓迎会に出席 し､発言 (* ｢婦慰会招待南洋

僑代表的敦詞｣《香港 『大公報』1939.1.31》)0

1/31 香港婦女慰労会の南洋涼州華僑歓迎会代表会議に出席､演説 (* ｢香港婦女

歓迎涼備代表会上的致詞 ｣《香港 『星島 日報』1939.2.1》)0

3/5 *｢̀̀三八"飾前夕談婦女運動｣《『導報』1939.3.5》
3/8 *｢"三八''我妻税的話｣《重慶 『新華 日報』1939.3.8》
3/9 *｢婦女的責任｣《香港 『大公報』1939.3.9》､* ｢紀念 "三八''飾講話｣《香
港 『星島日報』1939.3.9》

3/ll*｢対香港 『星島 日報』記者淡紀念孫中山逝世十四周年紀念会的感想｣《香
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港 『星島日報』1939.3.12》

1939 3/12 香港各界が挙行 した孫中山逝去十四周年記念大会に出席､演説 (* ｢在香港

紀念孫中山逝世十四周年大会上的演説｣《香港 『星島日報』1939.3.13》)0*
｢孫中山先生的偉大｣《香港 『星島日報』1939.3.12､13》

5/10 広東省救済会留香港委員招待会議に出席､演説 (* ｢在広東省賑済会上的誇

喬｣《香港 『大公報』1939.5.11》)0

7/20 延安中国女子大学が関学式典を挙行｡名誉主席団の一員に選ばれる｡

8/13*｢紀念 `̀八 ･一三"再斥江精衛｣《香港 『星島日報』1939.8.14》
1940 1/17 延安婦女界憲政促進会が成立大会を挙行 し､名誉理事の一人に選ばれる｡

3 江精衛が南京に国民政府を樹立｡

7/17*｢保証勝利的条件｣《香港 『星島日報』1940.7.7》
1941 1 暁南事変｡

1/14 采慶齢､柳亜子､彰沢民と4人で蒋介石並びに国民党中央執行監察委員に公

開書簡を送る (* ｢与宋慶齢等致蒋介石及国民党中央函｣)0

1/18 宋慶齢､陳友仁 と連名で蒋介石を叱責する電報を打電 (* ｢為 `̀昧南事変"

電斥蒋介石｣《延安 『新中華報』1941.1.26》)0

3 中国民主政団同盟が重慶で成立｡

4/2 国民党五期八中全会が柳亜子の党籍を剥奪｡

4/ll 『華商報』の記者に柳亜子の党籍剥奪に抗議する談話を発表 (｢為柳亜子被

開除党籍何香凝発沈痛談話｣《『華南報』1941.4.11》)0
4/9 『華南報』に題字を発表｡

6/14-15*｢改組国民党的前後回憶｣《『華商報』1941.6.14,6.15》
6/16*｢憶孫中山広州棄難｣《『華南報』1941.6.16》
7/1 *｢紀念抗戦四周年｣《重慶 『新華 日報｣1941.7.7》
7/7 ｢実現総理三大政策一紀念抗戦四周年｣《『華南報』1941.7.7》
7/29 宋慶齢らが香港で ｢-碗飯運動｣を始める｡｢-碗巌運動特集｣《『華南報』

1941.7.29》
7 柳亜子､彰沢民と ｢国民党民主促進会｣を組織することを相談 し､李済深 と

連絡するため李章達らを広西に派遣｡

8/20 ｢全世界反法西斯反侵略的勇士聯合起来｣《『華商報』1941.8.20》

9/1 ｢-碗飯運動｣終了式典に出席 し､演説 (｢-碗運動結束典礼記一廓夫人僚
慨陳詞望加緊団結反法西斯｣『華商報』1941.9.2)0

11/7*｢正義是一定勝利的｣《重慶 『新華 日報』1941.ll.7)
11/28 r値野沢生｣《『華商報』1941.ll.28》

12/8 太平洋戦争勃発｡

12/12 九龍陥落｡

12/25 香港陥落｡
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1941 *｢唐先生被囚｣《『文化雑誌』1941年 1巻》､* ｢懐卑飢荒聞警報｣《『新華
日報』1943.10.9》､* ｢香港漁陥有感｣《『新華 日報』1943.10.9》

1942 1/15 経普椿母娘､柳亜子父娘と香港から逃れる｡

1中旬 広東省海豊県に到着 し､抗 日救亡について講演｡10日ほど後､興寧県-移る｡

2 興寧県鴛塘村羅翼群に住む｡(～ 5月)

3/23 *｢致慶夢酵函｣
4/13 *｢致李渦函｣
5/16 *｢致庫夢醒函｣
5 摩憧孫 (磨嘩)が興寧県の医院で誕生｡

5末 磨承志が国民党に逮捕され､釈放のため轟関に滞在 し､奔走｡

7/15 *｢敦陳此生函｣
同年 *｢論婦女要求開放応有的藤敢｣《『広東婦女』第 3巻第 10､11期､1942年》､
*｢日冠侵占香港後回卑東途中感懐｣

1943 4 経普椿 と孫の摩兼､摩嘩とともに離開から桂林-｡中国国民党民主促進会を

組織するための準備活動を始める｡

5/28 文化界進歩人士が開いた柳亜子の 58歳の誕生会に参加｡

7/13 *r致辞夢醗酵｣
8 重慶で ｢中国国民党同志連合会｣が成立｡

10/9 * 詩 ｢感懐｣《『新華 日報』1943.10.9》

同年 * 詩 ｢香港油陥後赴桂林有感｣､* 詩 ｢日禍移居広西舟中｣

1944 3/8 桂林各界婦女三八節記念大会に参加｡* ｢紀念今年 "三八''不要忘記大衆的

苦難｣《桂林 『大公報』1944.3.8》

6/27 *｢致摩夢醒函｣
6 桂林人民の書画慈善バザー､街頭献金や募金デモなどの活動に積極的に参加｡

李済深､柳亜子､黄旭初が桂林で ｢抗戦動員宣伝委員会｣を組織｡

8/16 *｢致膚夢醍函｣
9上旬 桂林陥落の前夜､二人の孫を連れて避難｡

9/20 昭平到着｡

9/21 *｢教卓夢酵函｣
9-ll｢昭平民衆抗 日自衛工作委員会｣の顧問を受け持つ｡

11/1 『広西 日報 (昭平版)』発行に際して題字を発表｡

11/12 *｢紀念総理誕辰要連行総理遺嘱｣《『広西 日報』(昭平版)1944.ll.12》
11 広西民団副総指揮蒋如茎のいやがらせに憤慨 し､昭平を離れることを決める｡

11/27 昭平各界が開いた送別会に出席､演説 (* ｢在昭平各界感想会上的講話｣《『広

西 日報』(昭平版)1944.ll.27》)0

12/4 昭平を離れ､広酉省賀県八歩鎮-0

1945 3/ll*｢忠様紀念中山先生｣《『広西 日報』(昭平版)1945.3.12》
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1945 3中旬 広西省第-区行政督察専員公署が召集 した各県教育科長および中等学校校

長会議に出席､戦時教育問題について演説｡

3 共産党広東省臨時委員会が派遣 した李募入と会見｡

3.4 逃亡生活 (八歩-賀街-信都-八歩)0

5/21 *｢致辞夢醗酵｣
5 八歩公園 ｢霊峰小憩｣主宰の詩人節集会に出席O

6/16 中央軍事学校同窓会桂東臨時分会第一次同学大会に出席｡

6 八歩 ｢広東困難同郷救済会｣に参加｡

8/15 日本降伏｡

8/19*｢摩仲慢殉難廿周年的感想｣《『広西 日報』(昭平版)1945.8.19》
8 陳此生らと ｢中国国民党民主促進会章程｣を起草｡

9/5 *｢致蒋介石毛沢東電｣《『広西 日報』(昭平版)1945.9.8》を発表 し､政協会
議開催のため両者が話 し合いを始めたことに同意を示す0

9/28 *｢致庫夢醍函｣
10/10 双十協定｡

10 広西省八歩を離れ､広州-｡三民主義同志連合会が重慶で成立｡

11/1 蒋介石が ｢双十協定｣の決議を否定したことを聞き､宋慶齢､末子文､孫科

に書簡を送る (* ｢致宋慶齢等函｣《『解放 日報』1945.12.19》)0

12下旬 広州から香港-0

1946 1/4 *r我的簡単的希望｣《『華南報』1946.1.4》
1/5 『華南報』に題字を発表｡

1/10-31重慶で政治協商会議開催｡

1/12 広州から香港-(『華商報』1946.1.13)0
1/13 『華商報』に ｢政治協商会議によって中国の平和と民主 ･団結が促進される

ことを希望する｣とい う談話を発表 (｢何香凝先生関懐政協会議､蒋主席実

践詳言｣『華南報』1946.I.13)0
1/23 彰沢民､丘哲､李章達らと連名で政治協商会議に打電 し､内戦停止と民権の

保障を提唱する｡

2/4 *｢希望各界人士起来督促実行政協的決議｣《『華商報』1946.2.5》
2/10 華人機器会第一支会が復興紀念会を開き､会上で祝辞を述べる 《『華南報』

1946.2.11》

2/18 彰沢民ら21人と連名で郭沫若､李公僕､施復亮に打電 (* ｢慰問郭沫若李

公横地復亮電｣《重慶 『新華 日報』1946.2.18》
2/23 *｢会見孫科後同記者的談話｣《『華南報』1946.2.24》
3/4 国内の平和団結と民主政治などの問題について意見を述べる (* ｢与 『華商

報』記者的赦話｣《『華南報』1946.3.4》)0
3/7 *｢婦女応為切身利益奮闘一与 『華南報』的記者的萩話｣《『華商報』1946.3.8》
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1946 3/10*｢中山先生的三大政策｣《『華南報』1946.3.12》
3/26 港九文化界が香港大酒店で開いた察廷鮮将軍の宴会に出席 し､談話を発表

(* ｢外債必須用在人民身上｣《『華商報』1946.3.26》).

4/3 孫たちと飛行機で広州-｡共産党を代表 して軍事三八委員会に参加するため

広州に来た廓承志と面会｡

4/13 彰沢民､丘哲と共に周恩来に打電 し､菓挺､王若飛､秦邦意､郵発 らが飛行

機事故で死亡したことに哀悼の意を表す (* ｢与彰沢民等致周恩来電｣《重

慶 『新華 日報』1946.4.20》)0

4/14 中国国民党民主促進会 (民促)､広州で成立｡

4/20 *詩 ｢挽王君飛等 `̀四八"烈士聯｣《『新華 日報』1946.4.20》

5/4 港九学生の ｢五四｣記念大会に出席､講演 (* ｢紀念 "五四''､救国救民｣

《『華南報』1946.5.5》)0

5/7 *｢喚起国人力争和平民主 (接見 『華南報』記者的談話)｣《『華南報』1946.5.8》
6/6 『華南報』に談話を発表､内戦反対を表明｡

6/12 *詩 ｢内戦飢荒感慨｣《『人民報』1946.6.12》

6/23 彰沢民､察廷鮮ら香港広東各界人士 98人と和平､内戦反対の声明を発表 (｢致

蒋介石毛沢東等電｣､｢致美国杜魯門等電｣､｢致国内外報館通訊社電｣《『華

南報』1946.7.1》)｡

6/29 *｢反対内戦一与 『華商報』記者的談話｣《『華商報』1946.6.30》
6末 国共内戦勃発｡

6/30彰沢民ら香港広東各界及び平和を愛好する人士百余名 と連名で蒋介石､毛沢

東､マーシャルに内戦停止を求める声明を発表 (｢致蒋介石電｣､｢致毛沢東

電｣､｢致馬散布電｣《『新華 日報』1946.7.6》)0

7/7 毛沢東が何香凝らに復電｡

7/14 彰沢民ら15人と共に李公僕夫人に打電 し､李公横が被害に遭ったことに哀

悼の意を示す (* ｢致張車馬電｣《『華南報』1946.7.15》)0

7/17 *｢敦開-多家属電｣《『華商報』1946.7.18》
7/lS広州国民党当局が仲憧農工学校を占領 したことに対 して国民党政府の孫科ら

に抗議 (* ｢致孫科等函｣)0

7/23 宋慶齢が ｢関於促成組織聯合政府並呼呼美国人民制止他m的政府在軍事上援

助国民党的声明｣を発表｡

7/26 李章達らと連名でアメリカ衆参両院とアメリカの人民に､アメリカ政府に対

して対華軍事援助を停止するよう働きかけることを求める声明を発表(*｢愛

美国参衆両院及美国人民電｣《『華南報』1946.7.29》)0

7/28 彰沢民ら44人と連名で宋慶齢の声明を支持する声明を発表 (* ｢致全国同

胞電｣《『華南報』1946.7.28》)0

8/20 港九各界の廓仲憶逝去 21周年大会に出席. * ｢為紀念摩仲世先烈告黄浦軍
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官同学書｣

1946 秋 南洋華僑に書簡で募金を募る｡

11/15-12/25 国民大会が南京で開催され ｢中華民国憲法｣が制定されるが､共産党 と

民主同盟などは参加を拒絶｡

11/21*｢孫捻理最後達吉｣《『文匪報』1946.ll.22》
11/30 彰沢民ら60余人と連名で朱徳の60歳の大寿を祝 う (* ｢致朱徳電｣《『華

南報』1946.12.1》)0

12/24 北平で米軍が北京大学女子学生を侮辱 した事件で､全国にアメリカ軍撤退を

要求する愛国運動が起こる｡

12/25*｢画梅花一幅賀朱総司令寿｣《『新華 日報』1946.12.25》
冬 ｢中国国民党民主促進会｣中央理事会が広州から香港に移転｡香港の自宅が

反蒋介石人士の集会場所 となる｡

1947 1/1 彰沢民ら9人と連名で国民党の制定した憲法を承認 しないとい う声明を発表

(* ｢敦来慶齢等電J､｢致北京大学員生電｣､｢敦司徒永覚夫人電｣､｢致美国

民主人士電｣《『華商報』1947.1.5》)0

1/5 李杜歓迎 ･朱学範歓送大会に出席､発言 (* ｢在歓迎李杜歓送朱学範会上的

講話｣《『華商報』1947.1.6》)0

2/25*｢感慨論国事一与 『華南報』記者的萩話｣《『華商報』1947.2.25》
3/1 *｢紀念 "三八"｣《香港 『青年知識』第 19期､1947.3.1》
3/6 *｢努力､更努カー紀念 "三八"婦女飾｣《香港 『群衆』1947年第 6期)
3/9 李済深が ｢対時局意見｣発表 (『華南報』1947.3.9)｡

3/9 *｢対李済深時局意見之感想｣《『華南報』1947.3.10》
3/12 ｢国民党民主政治協会時局声明｣発表 (『華南報』1947.3.12)0
3/13 ｢国父逝世紀念 日何香凝感慨萩国事｣(* ｢誰背叛了孫中山?｣)､｢与李済潔

等対英漸科会義的書面軟話｣《『華南報』1947.3.13》
3/22 張炎将軍の逝去二周年追悼の辞を発表 (『華南報』1947.3.22)0
4/21 李済深ら16人と連名で* ｢与李済潔等対 "改組政府"的厳正声明｣《『華南
報』1947.4.21》を発表｡

4末 自宅で李済深､朱学範 と国民党民主派を結集する組織の創設を話 し合 う｡

5/4 李済深の自宅で開かれた座談会に参加､正式に民主派連合組織を成立させる

問題を確認 し､準備工作に入る｡

5/5 *｢紀念 "五五''､反独裁売国｣《『華南報』1947.5.6》
5/11 李済深ら22人と連名で * ｢致上海各界及全国同胞電｣《『華南報』1947.5.12》
を発表 し､上海の労働者の闘争を支援｡

5/20 *｢評 "懲処"李済深幸一答 『華南報』記者間｣《『華南報』1947.5.20》
6/17 李済深と連名で* ｢致海外同胞同志幸｣《香港 『自由』1947.8》を発表｡

6/25 李済深らとトルーマン､マーシャル及びアメリカ衆参両院に打電 (｢港九民
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1947 6

主政断負貴人反対美国貸款｣『華商報』1947.6.25)0
李済深 らと ｢中国民主和平運動連名｣を組織 (* ｢与李済深等発起中国民主

和平運動聯盟函｣)0

夏 季済深と連名で上海の帝平山､柳亜子､郭春涛､陳銘枢に書簡を送り､香港

に来て民促､民聯を統合する組織を成立させる準備に加わるよう要請｡

7/3 李済深と* ｢告全国軍政人員書｣《『華商報』1947.7.3》を発表｡

8/19 *｢紀念卓仲世先生応促使三大政策重視｣《『華南報』1947.8.20》
秋 彰沢民､柳亜子､李章達､陳其壊､李済深 と連名で宋慶齢に書簡を送 り (*

｢上孫夫人書｣)､香港に来て国民党民主派の組織を指導するよう要請｡

10/10 人民解放軍総部が ｢中国人民解放軍宣言｣を発表 し､蒋介石政権打倒 と官僚

資本の没収を提起｡

10/3ト11/日 中国国民党民主派連合代表大会準備委員会の三次会議に出席｡

10/27 中国民主同盟が国民党に非合法団体 として解散させ られる｡

11/12 中国国民党民主派第一次連合代表大会が香港で開催 され､出席 して ｢真の三

民主義と三大政策の実行｣を主張 (* ｢在中国国民党民主派連合代表大会開

幕式的演説｣)｡大会主席団主席に就任｡

11 濁玉祥がニューヨークで旅美中国和平民主連盟を設立｡

12/25中国国民党民主派連合代表大会が挙行され､大会で演説｡三大政策の ｢容共｣

を ｢連共｣に､｢扶助農工｣を ｢耕者有其田｣に改めるべきだと主張 (* ｢在

中国国民党民主派併合代表大会的演説｣)0

同年 *詩 ｢聞隣人歌声有感｣

1948 1/1 中国国民党革命委員会 (民革)が香港で成立｡中央執行委員会常務委員に就

任｡『華南報』に新年の賀詞を発表 (『華商報』1948.1.1)0
2/16 劉王立明ら42人と* ｢声援上海抗暴運動宣言｣《『華南報』1948.2.16》発表｡

4/26 李済深､李章達､郭沫若 らと連名で平津教授学生-の慰問を打電 (『華商報』
1948.4.26m0

4/30 共産党が ｢メーデー宣言｣を発表 して､新政治協商会議の開催を呼びかけるO

5/5 李済探 ら各民主党派の指導者 と連名で共産党の ｢メーデー宣言｣に呼応する

声明を発表 (* ｢与李済深等致全国同胞電｣､｢与李済潔等致毛沢東並解放

区全体同胞電｣《『華南報』1948.5.6》)0

6/2 李済深､章伯鈎､沈鈎儒 ら各民主党派の指導者らと ｢争取世界和平反対美帝

援蒋通電｣《『華商報』1948.6.2》を発表｡

6/7 李済深らと連名でアメリカ帝国主義の日本支援に反対する声明を発表 (* ｢与

李済深等反対美帝扶 日宣言｣《『華商報』1948.6.7》)0

香港婦女界人士 232人と連名で共産党の ｢メーデー宣言｣に呼応する声明*

｢迅速召陣新政治協商会議｣《『華南報』1948.6.7》を発表.

6/25 民草が共産党の ｢メーデー宣言｣に呼応する声明を発表｡
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1948 7/3 何香擬の 70歳を祝 う会が開かれる (｢何香凝七秩大寿各界紛前往祝賀｣『華南
報』1948.7.4)0

7/8 李済深 らと* ｢与李済深等致泰国蛮披汝電｣《『華南報』1948.7.9》を発表 し､
タイ国 が華僑を迫害するのに抗議｡

7/28 13人で連名でアメリカのウオーレスに打電 (* ｢致華莱士電｣《『華南報』
1948.7.28))

8/l 毛沢東が李済深､何香凝ら各民主党派の指導者に返電｡

9/1 濁玉祥､賛頒某に書簡を送 り､アメリカで ｢民革｣のために尽力するよう求

める (* ｢致裾玉祥函｣《『華南報』1948.9.1》).

10/3 民革が開いた裾玉祥追悼会に出席o * ｢追悼裾玉梓｣《『華商報』1948.10.4》
10/10*｢完成辛亥革命的任務｣《『華南報』1948.10.10》
11 民革指導者の一次集会の席上で､李済深の解放区行きを決議｡

1949 1/18 民事が毛沢東の提示 した8つの条件を支持 し､共産党の指導を受け入れるこ

とを表明する声明を発表 (* ｢八条件必須堅持｣《『華南報』1948.1.18).
3/9 *｢今後的婦女間者｣《『華南報』1949.3.8》
4/6 廓夢醒らとパ リで開催される世界平和保衛大会を擁護することを表明 (『華商

報』1949.4.6)｡

4/12 摩夢醒につきそわれ､孫らと香港から天津を経て北平に到着 (｢何番凝到了

北平｣《『華南報』1948.4.13》)0
4/14 中華全国民主婦女連合会第一期第一次執行委員会において､名誉主席に選出

される (『華商報』1949.4.16)0
4/21 毛沢東､朱徳が全国に進軍令を布告｡

4/22 *｢擁護毛沢東向全国進軍的命令｣《『人民日報』1949.4.23》
4/23 人民解放軍が長江を渡 り､南京を占領｡

6/6 葉惨､郡穎超､李徳全､許広平らと上海の宋慶齢に打電 (* ｢与幕僚等致宋

鼻齢電｣《『人民 日報』1949.6.7》)0
6 新政治協商会議準備会に参加 し､新中国の建国活動に積極的に参加｡

8/24 *｢粉砕美帝挑発､放胆闘争｣《『人民日報』1949.S.30》
8/24-25民事が行ったアメリカ白書座談会に参加｡

8/28 毛沢東らと駅のプラットホームで上海から北平に到着した宋慶齢を出迎え0

9/1 宋慶齢と濁玉祥逝去一周年追悼大会に出席｡

9/2ト30中国人民政治協商会議第一期全体会議に出席｡主席団の一員 となり､民革代

表 として発言 (* ｢在中国人民政治協商会議第一届会義的講話｣《『人民 日
報』1949.9.22》)｡中央人民政府委員会委員､中国人民政治協商会議全国委員

会委員に就任｡

10/1 中華人民共和国成立｡中央人民政府第一次会議に出席 し､宣誓 して政府委員

に就任｡
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1949 10/5 中ソ友好協会総会成立大会に出席｡

10/6 国民党が中央常務委員会第 219次会議で､何香擬の党籍の永久剥奪を決定｡

10/19 中央人民政府第三次会議で､国家華僑事務委員会主任委員に就任｡

10/22 国家華僑事務委員会が正式に成立｡

11 国民党各民主派が北京で第二次代表会議を開催｡中国国民党民主促進会､三

民主義同志聯合会､中国国民党革命委員会を中国国民党革命委員会に統一｡

12/10 北京で開催 されたアジア女性代表会議に出席｡主席団の一員となる｡

12/15 周恩来主宰のアジア婦女代表会議各国代表歓迎会に出席､演説 (* ｢在周恩

来歓宴亜洲婦代会各国代表会的演説｣《『人民日報』1949.12.15》)0

1950 1/1 *｢一九五0年新年対華僑的広播詞｣《『人民日報』1950.1.3》
3/8 三 ･八婦人デーに華僑に向け* ｢一九五〇年 "三八"飾対席胞姉妹的広播詞｣

を発表｡

6/14 中国人民政治協商会議第一期全国委員会第二次会議に出席0

7/7 慮溝橋事件十三周年を記念 して､華僑に向けて* ｢保衛世界和平､反対美帝

国主義的新侵略｣を発表｡

7/15 *｢出席中国人民政治協商会議全国委員会第二次会議的感想｣《『民軍費刊』
第-巻第二期､1950.7.15》

9/30 国慶節を祝 して､華僑に向けて* ｢慶祝国産､勝利前進｣を発表｡

10/15 中ソ友好協会総会成立一周年記念会に出席､演説｡

11/27 中国国民党革命委員会中央第二期二中全会に出席､演説｡

1951 1/l *r一九五一年新年対華僑的広播詞｣《『人民日報』1951.1.1》
2/21 北京帰国華僑のアメリカの日本武装に反対するデモ行進大会に出席､演説｡

2/28 *r必須以新民主主義為我m的領導思想｣《『民軍費刊』第2巻第2期､
1951.2.28》

3/31*｢必須為新民主主義徹底実現而奮闘 !｣《『民革嚢刊』第2巻第 3期､
1951.3.31》

6/17 華僑事務委員会第一次僑務拡大会議に出席､開幕詞をのべる｡

10/1 国慶節に華僑に向けて* r一九五一年国慶対華僑的広播詞｣《『人民日報』
1951.10.5》を発表｡

12/31*｢努力実行毛沢東的三大号召｣《『民軍兵刊』第2巻第 12期､1951.12.31》
19522/14*｢薪中国与華僑｣《『民革嚢刊』第28期､1952.6.30》
5/7 *｢裁判美園侵略者的細菌戦罪行｣《『人民日報』1952.5.8》
9/17*｢戦争威脇着亜洲和太平洋区域｣《『光明日報』1952.9.17》
10/1 国慶節に華僑に向けて* ｢一九五二年国慶対華僑的広播詞｣《『中国新聞』
1952.10.1》を発表｡

11/12*｢紀念孫中山先生誕生八十六周年｣《『光明日報』1952.ll.16》
1953 1/9 中国国民党革命委員会二期三中全会の開幕式で演説｡
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1953 1/13中央人民政府第二十次会議で中華人民共和国憲法起草委員会委員に任命 され

る｡

2 中央選挙委員会委員に就任｡

4 第二次全国婦女代表大会に出席､演説｡

4/25 中華全国民主婦女連合会名誉主席に就任｡

9/29 国慶節に華僑に向けて* ｢一九五三年国慶対華僑的広播詞｣《『中国新聞』
1953.9.29》を発表｡

日 中国僑務委員会第二次僑務拡大会議に出席､開幕詞をのべる｡

12/30 *｢一九五四年新年対席春､帰億的講話｣《『中国新聞』1953.12.30》
1954 2/3 *｢一九五四年春飾対国外僑胞的兼話｣《『中国新聞』1954.2.6》
7 中央僑務委員会第三次僑務拡大会議に出席､開幕詞をのべる｡

9/26 第一期人民代表大会第一次会議に出席､発言0

9 第一期全国人民代表大会第一次会議で国務院華僑事務委員会主任に就任｡

12 中国人民政治協商会議第二期全国委員会で政治協商会議全国委員会副主席に

就任｡

1955 1/3 *｢一九五五年新年対国外僑胞献詞｣《『中国新聞』1955.1.4》
3/8 *｢希望婦女m倣好両件事｣《『人民日報』1955.3.8》
8/20 政治協商会議全国委員会による廓仲慢逝去三十周年記念大会に出席､演説｡

9/30 国慶節に華僑に* ｢一九五五年国産対華僑的広播詞｣を発表｡

1956 2/15 *｢一九五六年春希向台湾国民党軍政人員致詞｣《『中国新聞』1956.2.16》
2/29 中国国民党革命委員会第三期全国代表大会に出席 し､中央副主席に就任｡

9/30 国慶節に華僑に* ｢一九五六年国慶対国外備胞的広播詞｣《僑務報》を発表｡

10/5 全国帰僑第一次代表大会に出席､演説｡

10 *｢孫中山先生和他所制定的三大政策｣《『中国工人』1956第 21期》
11/11孫中山先生生誕九十周年記念大会に出席､演説｡

1957 1/l 華僑に* ｢一九五七年新年対華僑的広播詞｣を発表｡

2 中国国民党革命委員会中央婦女工作委員会主任委員に就任｡

6/2 中共中央統戦部召開民主人士座談会で書面発言｡

7/11 全国人民代表大会一期四次会議で発言｡

8 『回憶孫中山和庫伸憧』を出版.

9/9 中国婦女第三次全国代表大会に出席､演説｡

9/30 国慶節に華僑に向けて* ｢祖国社会主義建設的偉大成就｣を発表｡

1958 3/3 中国国民党革命委員会中央が開いた整風動員大会で､李済深､柳亜子 らと

｢把心交給共産党､倣個堅定的左派｣《『団結報』1958.3.6》を提起.
5/24 華僑事務委員会第二期第一一次拡大会議に出席､発言｡

11/11 孫文の生誕 92周年を記念 して* ｢孫中山的三民主義万歳｣を発表｡

11/12 中国国民党革命委員会第4期全国代表大会で､書面発言 (* ｢紀念孫中山
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先生誕辰､為完成祖国統一而努力｣《『人民 日報』1958.ll.12》)0

1959 4/18 全国人民代表大会二期一次会議に出席､発言.大会で全国人民代表大会常

務委員会副委員長に就任0

4 全国政治協商会議第三期全国委員会第一次会議で､全国政治協商会議常務委

員に就任｡

5/20 *｢回憶五四運動､発揚革命伝統｣《『僑務報』第 5期》
10/1 国慶節を祝 して* ｢偉大的群衆力量｣《『団結報』1959.10.1》を発表｡

1960 4 全国人民代表大会二期二次会議と全国政治協商会議第三期第二次会議に出

席｡政治協商会議全国委員会副主席に就任｡

5/9 *｢最後勝利一定属於偉大的 日本人民｣《『人民日報』1960.5.10》
6/18 *｢粉砕美帝国主義的陰謀､実現祖国的統一｣《『人民日報』1960.6.19》
8/13 中国美術家協会主席に就任｡

8/15 中国国民党革命委員会四期二中全会拡大会議で､民革中央委員会主席に

就任｡

1961 3/8 *｢回憶中国第-個 "三八''飾｣《『中国青年報』1961.3.5》
3/12 *｢孫中山先生的愛国反帝思想永垂不朽｣《『光明日報』1961.3.12》
10/6-7*｢我的回憶｣《『人民日報』1961.10.6､7》

1962 2/1 首都各界人士が挙行 した鄭成功修復台湾三百周年記念大会に出席､演説｡

11/12 *｢更高地挙起反対帝国主義､保衛世界和平的旗械｣《｢光明日報』1962.ll.12》
1963 3/6 *｢努力堤高覚悟成為一代新人｣《『工人 日報』1963.3.6》
11/12 *｢聯合世界上平等待我之民族共同奮陶｣《『光明日報』1963.ll.12》
11/17 全国政治協商会議三期四次会議に出席｡

1964 ll/28 *｢堅決擁護我国政府抗義美帝国主義武装侵略剛束的声明｣《『人民日報』
1964.ll.28》

1965 1/4 全国人民代表大会常務委員会副委員長に就任｡

11/12 *｢紀念孫中山先生､学習孫中山先生的反帝愛国精神｣《『光明日報』
1965.ll.12》

1966 ll/12 孫中山生誕百周年記念大会に出席､演説｡

1972 9/1 北京で死去｡
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中国国民党革命委員会関係年表 (194番年～1959年)

1948年

I/l 香港で中国国民党革命委員会成立大会開催｡

｢中国国民党革命委員会成立宣言｣､｢中国国民党革命委員会行動綱領｣､｢中国国民

党革命委員会組織総章｣を採択｡

2 中国国民党民主促進会 (民促)､｢中国国民党民主促進会行動綱領｣発表｡

2/16 何香凝 ･周穎 ･劉王立明ら､連名で上海の女工 ･学生らの ｢抗暴運動｣を支援する

宣言を香港で発表｡李済深､南京政府の虐殺 ･暴行に対する抗議の書面談話発表｡

3/11 譜平山 ｢土地改革与民主統一戦線｣発表｡

3/12 孫文逝去 32周年を記念 して ｢告国民党同志及全国同胞書｣発表｡

4/20 南京政府が開催 した ｢国民大会｣で蒋介石を総統に選出したことに対して､李済深

･葬廷鱒､香港でそれぞれ声明を発表､抗議｡

5/1 共産党 ｢メーデー宣言｣発表｡

5/5 李済深 ･何香凝 ･講平山 ･察廷賠ら各民主党派指導者､連名で ｢メーデー宣言｣に

呼応する声明発表｡

5 民聯､民促､それぞれ ｢メーデー宣言｣に呼応する声明発表0

5 『華商報』に南京の国民大会の総統選出を否認する声明を発表0

5/23 評平山 『華南報』に ｢適時的号召一論中共 "五一"節口号｣発表｡

6 民革､民盟などが香港で達徳学院を創設｡陳其理が院長に､陳此生が教務長に就任｡

6/6 各民主党派指導者が連名でアメリカ帝国主義の日本支持に反対する声明を発表｡

6/7 何番凝､香港の女性界人士232人と連名で ｢迅速召開新政治協商会議｣発表｡

6/25 ｢中国国民党革命委員会饗応中共 "五一''口号的声明｣発表｡

7/7 抗 日戦争 日周年を記念 して宣言発表｡

8/1 毛沢東､李済深ら各民主党派の声明に答える声明を発表｡

8 上海から香港に移転 した 『文匪報』の発行に民革中央宣伝委員会が参加､民革の機

関誌として9月から合同発行することを決定｡

9 ｢告国民党将士書｣を発表｡

9/1 濁玉祥がアメリカから帰国途中で船の事故で死亡｡

9/日 華北人民政府の樹立に李済深が祝電｡
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1948年

10/8 中共中央東北局がハルビンの民主人士に対して､政治協商会議の問題の協議のため

座談会を開催 し､薄平山 ･察廷鍛 ･朱学範 ら参加｡

10/22 各民主党派が香港でアメリカの侵略反対を表明､連合国大会に告訴｡

ll/1 民革の内部発行誌 『自由』(通訊版)を香港で出版｡

ll/5 李済深が毛沢東 ･朱徳宛に東北の完全解放を祝って打電｡

ll/16 ｢告蒋管区内本党同志書｣を発表｡

12/16 李済深が香港で文書を発表､アメリカに中国の主権尊重を要求 し､中国の内政干渉

に反対｡

12/26 李済深､朱産山､梅輿彬 らが船で香港を出発 して北上､共産党の招きで解放区-0

12/27 ｢告国内同胞和各国僑民書｣を発表｡

1949*

1/1 李済深､『華南報』に ｢団結建国｣を発表｡

1/22 李済深ら各民主党派の代表 55人が連名で東北解放区において ｢我m対於時局的意

見｣発表｡

1/27 涛陽で ｢対於時局的声明｣を発表｡

2/25 李済深が涛陽から北平に到着｡民草中央委員会の事務所を暫時北京飯店内に移設｡

3/10 中央常務委員王葎真 らが上海で逮捕され､南京国民政府に抗議0

4/1 国民党南京政府が派遣 した張治中ら和平談判代表団が北平に到着｡和平談判開始｡

4/4 民革と各民主党派が連合で声明を発表｡

4/23 民革と各民主党派が連合で中央人民解放軍の全国的進軍を擁護する声明を発表｡

4/26 李済深が毛沢東 ･朱徳に南京 ･上海の解放について打電｡

5/19 国民党軍司令張珍､湖北省で蜂起｡

6/4 ｢告前南京国民党系統党員書｣を発表｡

6/15 中国人民政治協商会議準備会が開幕｡民革の李済深 ･何香凝 ･李徳全 ･張文 ･李錫

九 ･陳助先 ･梅典彬､民聯の詳平山 ･陳銘枢 ･郭春涛 ･王良禽 ･許宝駒､民促の察

廷鍛 ･蒋光粛 ･陳此生 ･李民欣 らが出席｡

7/7 新政治協商会議準備会の各党派各団体が ｢七七｣抗 日戦争 12周年を記念 して宣言

を発表｡李済深が米帝国主義の台湾侵略に反対する演説を発表0
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1949年

8/17 李済深が文章を発表 し､米国政府が8月 5日に発表 した ｢米国と中国の関係｣自書

を批判｡

9/l 北京東皇城根南街 9号に民革中央機関の弁公室を開設｡

9/19 中央委員楊茶､香港で暗殺 される｡

9/21 北京で人民政協第-回全体会議開催0

10/1 李済深､何番凝ら､開国式典に参加

10/2 民革指導者､民革中央指導者が参加

10/6 民革､民聯､民促の代表による統一-協商会議開催o

10/9 人民政治協商会議第一回全国委員会第一次会議o

l0/12 中共中央統戦都主催の茶話会で周恩来が講話｡

10/19 中央人民政府委員第三次会議､譜平山が人民監査委員会主任に就任｡

10/21 中央人民政府政務院成立｡

ll/12- 16 北京で中国国民党民主派代表会議開催｡｢中国国民党革命委員会関於当前政

治任務決議案｣､｢中国国民党革命委員会組織総革｣､｢中国国民党民主派代表会議宣

言｣を採択｡

ll/23 第 1回中央常務委員会､団結委員会の設立､組織規定などについて協議｡

1950年

1/8 民革が北京印刷工場を接収 し､『民革匪刊』発行を準備0

2 中央人民政府 ｢中華人民共和国懲治反革命条例｣発布｡

3 政協全国委員会工作会議第 1次会議で ｢双周座談会｣の設立を決定｡

3/12 孫文逝去 25周年式典を開催｡

春 共産党が第-回全国統一戦線工作会議で民主党派に対する方針を協議｡

3/18 民事中央常務委員会開催｡

4/20 中共中央統戦都主催による各民主党派､無党派人士座談会第一回会議開催｡

4/22 中国国民党革命委員会学習委員会を設立｡

4/27 全国政協学習座談会成立､民革の北京在住の指導者が参加｡

5 中国人民政治協商会議第一期全国委員会第 2次会議｡｢中華人民共和国土地改革法

(草案)｣を議決｡
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1950年

5/6 民革中央常務委員会第 22回会議で学習委員会成立 (主任委員-陳銘枢､副主任委員

-許宝駒)0

6 中共七期三中全会開催｡｢中華人民共和国土地改革法｣公布｡

6 民革学習委員会 ｢中国革命基本問題学習提綱｣を発表｡

6/25 朝鮮戦争勃発｡抗米援朝運動開始｡

6/30 機関誌 『民軍兵刊』創刊号を発行｡

7/5 李済深 ｢反対美国的侵略行為｣発表｡

7/11 北京で民革中央常務委員会拡大会議開催｡

8 民革常務委員郭春漬､死去｡

8/l 民革 と各民主党派の指導者が連名で人民解放軍に ｢八一建軍節｣を記念 して祝電｡

8/3 周恩来が各行政区軍政委員会に土地改革に関する協議内容を電報で通告､各民主党

派の地方機関との協力を指示｡

8/5 民事中央常務委員会第 27回会議O許宝駒の米国の台湾朝鮮侵略反対運動委員会参

加 と察廷鋸の朝鮮訪問慰問団参加を決定｡

8/12 民革中央 ｢関於参加土地改革工作的指示｣発表｡

8/22 各民主党派､各人民団体が連合声明発表､アメリカ空軍の朝鮮爆撃に抗議｡

9 全国政協で ｢双周座談会暫行組織耕法｣承認 ｡

9/3 中央常務委員会開催｡朱藤山 ｢八個月来組織工作総結｣､梅輿彬 ｢秘書処工作報告｣､

｢関於本党中央三部門八個月来工作総結報告的決定｣発表｡

9/17 民革中央団結委員会在京委員第一次会議開催.

11 民革中央宣伝部 ｢関於加強党内学習工作的指示｣発表｡

ll/4 共産党､各民主党派及び無党派人士が ｢各民主党派聯合宣言｣を発表｡抗米援朝

を宣言｡

ll/5- 8 民草中央 ｢抗米援朝｣拡大座談会開催｡

ll/12 孫文生誕 84周年式典を挙行｡

ll/26 民革宣伝部が民革と 『新民報』の合弁計画を報告､常務委員会で承認｡(1年足ら

ずで北京市人民政府の 『北京 日報』に譲渡)

ll/27- 12/6 北京で民草第 2期中央委員会第 2回全体会議開催｡

｢確定抗美援朝保家衛国為本党当前中心政治任務的決議｣採択0
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1951*

1/5 英国政府 とマラヤ植民地当局の華僑迫害に抗議の声明発表｡

1/20 李済深 ｢和平解決朝鮮問題和亜洲重要問題｣発表｡

I/21 察廷鍛 ･呉茂謀､民革北京市分部歓迎会で第二回世界和平大会参加の報告｡

2/5 中央常務委員会第48回会議開催､｢組織発展決議案｣の実施方案を議決｡

2/28 中央人民政府公布の ｢懲治反革命条例｣擁護を発表｡

3/31 中央常務委員会､各地組織の学習工作報告の改善に関する指示を発表｡

4 中央 ･北京市組織､｢擁護鎮圧反革命運動加強党内思想教育大会｣開催｡

上海市組織が上海の各民主党派組織 と連名で ｢擁護政府逮捕反革命罪犯｣発表0

4/17 人民政協 と各民主党派総部代表の共同制定による各民主党派地方組織専任工作人員

編制の協議に基づき､民革の各級組織人事編制の指示を発表｡

5/28 チベ ットの和平解放に関する協議の擁護を発表｡

6/9 抗米援朝絹献総会を設立 (主任委員-何香凝)0

6/21 民革､各民主党派､無党派人士が連合で共産党成立 30周年祝賀の声明を発表｡

7/17 各民主党派 ｢各民主党派中央関於臨時学習委員会工作的連合指示｣発表｡

8/18 北京市軍事管理のアメ リカ政府特務スパイの武装暴動陰謀案に対する判決について

談話発表｡

9/29 過去一年間の ｢抗米援朝｣､｢土地改革｣､｢鎮圧反革命｣の三大運動参加の状況につ

いて総括を地方組織に指示｡

10/25 各民主党派､中国人民志願軍の出兵一周年を祝 して連合で声明発表o

ll/12 孫文生誕 85周年記念活動｡

12/28中央常務委員会拡大会議､｢関於貫徹執行第-回政協第三次会議三項中心任務的決定｣

を議決.抗美援朝運動の継続､愛国増産節約運動 と思想改造運動の推進を決定0

12/25 中央 ･北京市分部の連合で ｢反食汚､反浪費､反官僚主義動員大会｣を開催｡民革

中央節約検査委員会の設立を決定｡

1952*

1/15 増産節約運動と三反運動-の参加を全党員に指示｡

2/29 ｢関於加強 "三反''運動堅決反撃資産階級狽狂進攻的指示｣発表｡

3/8 各民主党派､朝鮮におけるアメリカの細菌戦略に抗議｡
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1952*

3/13 北京で中央人民政府委員､民事中央委員李錫九追悼大会開催｡

5/6 ｢三反｣｢五反｣運動の視察のため､常務委員陳勘先の山東､上海､漸江､南京派遣

と組織部長朱森山の安微､江酉､福建派遣を決定｡

5/12 中央常務委員会第 74次会議開催｡｢関於民草在緬旬華僑中的組織間題的決議｣採択｡

5/22 民革抗米朝摘献委員会各省市の統計を発表｡

6/24 朝鮮戦争二周年記念で､各民主党派が連合で金 日成 ･朝鮮人民軍兵士､彰徳懐 ･

中国人民志願軍兵士に打電｡

7/15 中央学習委員会､｢共同綱領｣学習の指示を発表｡

7/18 中国人民抗米援朝総会､民革の愛国武器絹献運動の推進に感謝状を送る｡

8/27 中央常務委員会第 80次会議開催O｢関於在新形勢下進一歩地発展与呪固組織的決定｣

8/29 中央機関節約検査委員会､｢三反｣運動の総括を報告｡

9 『民革嚢刊』で全国司法改革運動-の参加を提起｡

10/14中央委員会が中央宣伝部提出の ｢関於改進各地党内刊物的報告｣を各地組織に通達｡

ll/3 人民政協が各民主党派中央学習委員会聯席会議を招集､ソ連共産党第 19次代表大

会の関連文献を学習｡

Il/12李済深､何香凝､諦平山ら､孫文生誕 86周年記念の文章 ･講話を発表｡

1953年

1/9- 19北京で民革第二期中央委員会第三回全体 (拡大)会議開催｡二年間の活動を総括｡

｢関於中央常務委員会報告的決議｣､｢関於民草組織総章的決議｣､｢関於審査各項提

案的報告｣採択｡

1/13 中央人民政府委員会が毛沢東を主席 とする中華人民共和国憲法起草委員会設立を決

定.李済深 ･何香凝 ･程潜が参加0

3 政務院が ｢中華人民共和国選挙法｣を公布｡

3/4 李済深､談話発表O人民代表大会制度と人民代表大会選挙法の実行を支持｡

中央常務委員会 ｢民革各級地方組織試行組織通則草案｣を議決｡

3/6 スター リン死去｡

3/12 孫文逝去28周年記念会開催｡李済探 ･何香凝 ･郡力子 ･陳其壕､演説発表｡

3/14 反官僚主義運動に関する指示を発表｡
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1953年

3/31 中央常務委員会第 88次会議､組織工作の執行を議決､｢関於執行三中全会決議有関

組織工作的指示｣発表｡中央理論政策研究委員会設置 (主任委員-郡力子､副主任

委員-許宝駒､李世埠､朱学範)0

6/13 中央機関支部成立｡

9/7 毛沢東､各民主党派指導者 と工商界人士を招き座談会開催｡李済深 ･程潜 ･張治中

ら参加｡毛沢東講話 ｢改造資本主義工商業的必由之路｣発表｡

9/8 各民主党派及び全国工商連機関幹部時間外業余政治学校成立｡

9/24 中共中央 ｢過渡期の総路線｣を宣言｡

10/15 中央政治委員会主席裾玉祥を泰山西麓に埋葬｡李済深が弔辞｡

10/20 中共中央 ｢過渡期の総路線｣を提起｡民革中央常務委員会､｢過渡期の総路線｣学

習幹事会の設立を決定｡

12/9 中央常務委員李章達が広州で病死｡李済深､何香凝らが弔辞｡

12/18『民革増刊』に ｢全面地､系統地､深入地学習国家過渡時期的総路線和総任務｣発

表｡

12./21 ｢関於在全党展開対国家過渡時期総路線的学習｣発表｡

12/28 各地方組織と党員に国家経済建設公債宣伝､購入を承認｡

1954年

1/1 『民革棄刊』､筆談会を組織｡｢過渡期の総路線｣における民革の活動方向の指示｡

何香凝 ･熊克武 ･評平山 ･察廷鍛 ･蒋光粛 ･陳招寛 ･朱学範 ･始祖康 らが書面談話

発表｡

2/16 中央常務委員会第 107次会議開催｡副秘書長屈武､各地方組織の総路線学習の状況

を報告｡

3/12 孫文逝去29周年記念会開催｡

3下旬 人民政協の招碑で各民主党派､各人民団体責任者が ｢中華人民共和国憲法草案｣

(初稿)について討論｡李済深､在北京民革中央委員､候補委員､民革中央各部門

の責任者が参加｡

3/29 黄花簡起義 43周年｡何香凝､中央常務委員会で記念演説｡

4/13 中央常務委員会会議開催｡江蘇省 ･広東省地方組織機構の設立を議決｡
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1954年

4/27 中央常務委員会で蒋光薪､全国人民慰問人民解放軍代表団参加の報告｡

5/18 中央常務委員会で中央宣伝部副部長甘嗣森､全国人民慰問人民解放軍代表団の参

加による康蔵高原での慰問活動を報告｡

5/31 中央及び 27の省 ･市級組織の党員､国家経済建設公債を購入 (中央の購入分 3425

万元､地方組織購入分 572401億元)0

6/ll ｢関於動員党員討論和宣伝憲法草案的通知｣発表O何香凝ら48人の ｢学習､宣伝､

貫徹過渡時期総路線､総任務｣についての筆談｡

6/12 中央理論政策研究委員会第 11次会務会議開催｡国際間頗グループ設立を議決｡

6/14 中央人民政府委員会第 30次会議開催｡｢中華人民共和国憲法草案｣を承認｡

李済深 ･何香凝 ･諦平山 ･蒋光粛 ･程潜 ･張治中ら発言｡朱学範 ｢為祖国第-個憲

法草案歓呼｣発表｡

6/21 中央 ｢関於動員党員討論和宣伝憲法草案的通知｣発表｡

7/6 中央常務委員会第 114回会議開催｡全国人民代表大会の候補者名簿について協議

経過を李済深が報告O察廷鮮 ･王島嵩 ･郁力子 ･梅共彬も補足説明｡

7/25 李済深談話発表｡イン ドシナの和平回復間嶺の協議達成を祝す0

8/22 各民主党派､各人民団体が連合で台湾の解放に関する宣言発表0

8/27 民革中央小組拡大座談会開催｡李済深､陳紹寛､賀貴厳 ら34人出席｡

9/3 中央常務委員会第 116回会議開催｡台湾解放の擁護に関する決議｡

9/15 全人大で憲法起草委員会代表劉少奇､｢関於中華人民共和国憲法草案的報告｣ ｡

9/20 第 1回全国人民代表大会第 1回会議開催｡｢中華人民共和国憲法｣承認｡

9/24 中央常務委員会第 118回会議開催｡全人代第一次会議の人選名簿の協議経過を李

済深が報告｡張治中､察廷鉾も補足説明｡

9/27 第 1回全国人民代表大会常務委員会開催｡全人大常務委員会副委員長に李済深､

全人大常務委員会常務委員に王島嵩､郡力子､柳亜子､張治中､陳郡先､程潜､黄

紹弦､熊克武､察廷群､龍雲､諦平山ら就任｡

10/16 党員に憲法学習を指示｡

ll/9 中央常務委員会第 119回会議開催｡宣伝部副部長斎轟が民事中央及び北京市分部幹

部の業余政治学校における学習状況について報告｡組織部部長朱藤山､中央を代表

して山東省民革監選の経過状況報告｡
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1954年

ll/12 孫文生誕 88周年記念式典を開催｡

】2/7 察廷鉾､民革中央常務委員会で世界和平理事会ス トックホルム会議参加の状況を報

告 ｡

12/21- 25北京で政協第 2期全国委員会第 1回全体会議開催｡｢中国人民政治協商会議章

程｣を可決｡民革党員 85人が政協第 2期第 1回全体会議出席0

1955年

1/14 周恩来 ｢関於美国政府干渉中国人民解放台湾的声明｣発表｡李済深 ･評平山 ･郡

力子らが ｢粉砕美国的戦争挑畔｣発表｡中国の台湾解放-の米政府の干渉に反対｡

3/11 人民政協が周恩来主催で孫文逝去 30周年記念大会を開催｡李済深 ･何香凝出席｡

3/12 李済深､民事中央委員､中央候補委員､北京市委員会委員が西山碧雲寺孫中山紀

念堂で献花｡

4/5 中央常務委員会第 125回会議開催｡蒋光薪の ドイツ国際博覧会訪問の報告｡屈武の

民革三全大会準備活動状況の報告｡

5/24 中央常務委員会第 126回会議開催｡梅襲彬の三全大会準備活動進行状況の報告｡

組織部副部長呉茂諸の漸江 ･四川 ･福建 ･雲南 ･貴州などの省党員代表大会におけ

る三全大会出席者の選出状況の報告｡

6/13 反革命鎮圧運動について党員に参加を指示｡

7/14 中央常務委員会第 127回会議開催｡郡力子の第四回世界和平大会参加報告｡梅襲

彬の台湾に対する放送活動状況の報告｡

8/20 人民政協主催の廓仲慢逝去 30周年記念大会開催｡中共代表林伯渠と民事代表薄平

山が演説｡何香凝が謝辞｡

9/22 中央常務委員会第 128回会議開催｡張治中の訪ソ報告｡｢関於学習､宣伝和貫徹実

現第-個五年計画的指示｣を議決｡

10/25 北京在住の委員及び各部門の責任者､全人大代表の民革党員を召集 して座談会開

催｡農業合作化問題に関する毛沢東の報告 と中共七期六全会の農業問題に関する決

議について議論｡

ll/22 中央常務委員会第 129回会議開催｡朱藤山の民革中央及び北京市委員会における思

想改造 ･学習の情況の報告｡三全大会準備活動の進行状況の報告｡

-199-



1955年

12/27 中央常務委員会第 130回会議開催｡梅輿彬､農業合作化と知識分子団結改造問題に

関する拡大座談会の開催を提議｡

1956年

1/30 周恩来 ｢中国人民政治協商会議第二届全国委員会常務委員会工作報告｣発表｡

2/21- 29 北京で民革第 3回全国代表大会開催｡李済深の第二期中央委員会活動報告｡程

潜の民革章程についての説明｡｢中国国民党革命委員会章程｣､｢告台湾軍政人員書｣

採択｡

2/25 李済深の主催で張治中 ･郡力子 ･察廷鮮 ･衛立燥 ･龍雲 ･朱羅山 ･蒋光薪 ･梅共彬

･朱学範 らを召集 して座談会開催｡台湾に対する工作機構の成立問題を討議｡

3/5 第 3期中央委員会第 1回全体会議開催｡

3/27 中央常務委員会第 1回会議開催｡梅襲彬による李済深の指示の通達と中央機関の活

動状況の報告｡郡力子の ｢関於地方組織制定工作規画的参考提綱 (草案)｣起草経

過の報告と陳此生の補足｡

4 毛沢東 ｢論十大関係｣発表｡民主党派に対する ｢長期共存､相互監督｣の方針提起｡

4/2 民革副主席諦平山死去､享年 70歳｡

4/14 中山公園中山堂で評平山の葬儀を挙行｡

4/25 『団結報』創刊 (社長は王良禽､7月3日までに5期発行､発行部数は 19000余部､1957

年 8月 1日の第 36期から公開発行に)0

4/26 中央常務委員会第 2次会議開催｡｢各級地方組織試行組織規程｣､｢党員入党手続及

審査試行弁法｣､｢党員違反規律処分試行弁法｣を議決｡郡力子のス トックホルムに

おける世界和平理事会特別会議参加報告｡

5/5 民革中央社会連携 (聯系)工作委員会成立｡第一次会議開催 (主任-都力子).李済

深が演説

5/16･18中南 ･華東地域に調査研究工作組を派遣､地方組織における民革三全大会の方針

と政策の執行状況を調査 (引率-組織部部長朱藤山､副秘書長閣熔凍)｡

6/5 中央常務委員会第 3回会議開催､対台工作委員会 ･婦女工作委員会設立｡

6/28 第 1回全人大第 3回会議開催｡周恩来の国際情勢報告｡平和的方策による台湾問題

の解決の提起
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1956*

7/3 中央常務委員会第 4回 (拡大)会議開催｡副秘書長陳此生の全党の活動情況報告｡

9/15- 27共産党第8回全国代表大会に張治中 ･黄紹紘 ･郁力子 ･陳郡先 ･梅共彬 ･陳銘

枢らが出席｡李済深が各民主党派を代表 して祝辞｡

9/28 民革による中共八全大会閉幕祝賀会開催｡李済深 ･程潜 ･張治中の発言｡

10/10辛亥革命 45周年を記念 して､李済深の台湾 ･海外国民党軍政人員に対する演説 ｢孫

中山先生的愛国思想和革命主張｣発表｡

10/15中央常務委員会第 7回会議開催｡陳此生の民主党派工作問題座談会参加報告｡組織

部部長朱藤山 ･副部長許聞天の各民主党派中央組織部門責任者座談会参加報告｡

‖/5 李済深 ･程潜 ･龍雲が彰真を団長 とする中国人民大会代表団に参加｡ ソ連､チェコ

スロバキア､/レ-マニア､ブルガリア､アルバニア､南スラブを訪問｡

ll/11 首都各界人民による孫文生誕 90周年記念大会開催｡李済深 ･何番擬の演説｡

ll/13 民草中央主催の茶話会開催｡

ll/19 中央常務委員会第 9回会議開催｡張治中が最高国務会議における毛沢東の報告と全

人大常務委員会における周恩来の国際情勢報告を通達､工作組の地方組織派遣調査

を決定｡

1957年

2 毛沢東 ｢関於正確処理人民内部矛盾的問題｣発表｡

2/7 李済深 ･程潜 ･龍雲の帰国を歓迎 して民革中央主催の茶話会開催0

2/18中央常務委員会第 10次会議開催O和平解放台湾工作委員会 (主任-張治中)･婦女工

3/12 孫文逝去 32周年を記念 して察廷鉾 ･張治中 ･郡力子 ･陳其援 ･朱森山 ･劉斐 ･陳

此生､李俊龍および各部門の責任者､機関幹部が碧雲寺の中山紀念堂で献花｡

3/25-30北京で中央委員会第 2回全体会議開催｡李済深の活動報告｡

4 中共中央 ｢関於整風運動的指示｣発表｡

4/30 毛沢東が各民主党派指導者を召集 し､座談会開催､共産党の整風-の援助を求める｡

5/4 毛沢東 ｢関於請党外人士常助整風的指示｣発表｡

5/8- 14中共中央統戦部が各民主党派の責任者 と無党派民主人士を招いて座談会開催｡

5/8- 6/3 中共中央統戦部が各民主党派 ･無党派人士を召集 して座談会開催0
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5/15 毛沢東 ｢事情正在起変化｣を共産党の一部の指導者に指示｡

5/22 民事中央′J､組第 1回拡大座談会開催｡

5/25 民革中央小組第 2回拡大座談会開催｡

5/27 李済深 ･張治中 ･郡力子､中央人民広播電台で談話発表｡台湾の愛国反米闘争に対

する支持を表明｡

5/29 民革中央小組第 3回拡大座談会開催､民事中央 ｢関於積極封助中共進行整風運動的

指示｣発表｡

6/3 民革中央小組第4回拡大座談会開催｡

6/5 民革中央小組第 5回拡大座談会開催｡

6/8 『人民日報』社説 ｢這是薦什磨?｣発表｡

6/12 民革中央小組第 7回拡大座談会開催｡

6/19 民革中央和平解放台湾工作委員会第一回会議 (主任-張治中､副主任-郁力子 ･黄

紹紘 ･翁文瀬 ･賀貴厳 ･劉斐 ･屈武 ･劉仲容 ･侯鏡如 ･楚渓春 ･銭昌照 ･勝介子､

委員-干学忠 ･李任仁 ･趨祖康 ら)0

7/】 ｢右派分子｣の名指 しの批判開始｡全国規模の反右派闘争に発展｡

7/6 中央常務委員会第 14回会議開催｡民革中央の ｢関於党内整風的決定｣を議決｡民革

中央整風弁公室設立 (主任-熊克武､副主任-梅襲彬 ･朱藤山 ･王崖寄 ･屈武 ･陳

此生 ･千振漉)0

8/1 『団結報』公開発行に｡

9/12- 21北京で全党整風工作会議開催｡『人民 日報』社説 ｢各民主党派的厳重任務｣と中

央統戦部李維漢の演説の学習を提起｡

10/7 各級組織に十月革命祝賀の記念活動の開催 と全党員の社会主義 ･国際主義の思想教

育を指示｡

ll/6 ソビエ ト共産党中央に十月社会主義革命 40周年を祝 して祝電｡

ll/9 首都劇場で十月社会主義革命 40周年祝賀大会開催｡李済深演説｡

ll/19 民事拡大常務委員会開催｡張治中の国際情勢報告｡民革の整風運動の推進を決定｡

ll/28 地方組織に ｢社会主義国家共産党和工人党代表会議宣言｣と共産党 ･工人党代表会

議発表の ｢和平宣言｣の学習 ･討論を指示｡
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川9- 26中央常務委員会第 19回 (拡大)会議開催｡党内の反右派闘争を総括｡｢右派分

子｣として批判された中央委員､候補中央委員の処分を決定｡

李済深 ｢関於反右派闘争的初歩総結和開展一般整風運動的報告｣発表｡

3/3 民草中央一般整風動員運動開催O李済深による党員の政治上 ･思想上の新たな躍進

の実現の提起｡陳此生の整風運動の計画要旨の報告｡張治中 ･熊克武 ら発言｡

3/16 各民主党派 ･無党派民主人士一万余人が天安門前で集会大会 とデモ行進を挙行｡

李済深 ･軽薄 ･張治中 ･熊克武 と各民主党派指導者が参加｡李済深演説､大会で ｢民

主党派和無党派民主人士社会主義自我改造公約｣と ｢上毛主席書｣を議決｡共産党

の指導の受け入れ と社会主義の道を歩む意志を表明

3/29 黄花樹 72烈士殉難 47周年記念座談会開催｡李済深 ･何香凝 ･程潜 ･張治中 ･千振

液 ･郡力子 ･陳此生が参加｡

4/1- 3 梅輿彬の主催で全国の業務座談会開催｡民革の中央各部門及び省 ･市組織の責

任者計 80余名が参加､朱藤山 ･宣伝部長王良港 ･中央社会聯系工作委員会主任郡

力子 ･中央婦女工作委員会副主任評暢吾 ･和平解放台湾工作委員会副主任齢介子 ら

が発言｡

5 中共第8回全国代表大会第 2回会議､北京で開催｡

5/30 中共第8回全国大会第 2回会議における重要文献の学習を党内に指示｡

6/8 李済深 ･沈鈎儒 ･黄炎培及び人民政協の副主席､北京在住の委員､各民主党派指導

者 300余人が十三陵水庫工地で義務労働に参加

6/21 民革常務委員柳亜子死去､享年 72歳｡

6/24 劉少奇 ･周恩来 ･李済深の主催で柳亜子の葬儀を挙行｡呉玉章が弔辞､毛沢東 ･

朱徳が献花､遺体を八宝山革命公墓に埋葬

10/7 民革中央座談会開催､彰徳懐の発表 した ｢告台湾同胞書｣に対する支持を表明

日/12-12/2 北京で民革第4回全国代表大会､何香凝､書面で ｢紀念孫中山先生誕辰､為

完成祖国統 一 一両努力｣を発表｡李済深による活動報告.程潜による ｢中国国民党革

命委員会章程｣の修訂についての説明｡李済深の説得 と中共関係者の指示 ･協力に

より ｢右派｣とされていた龍雲 ･陳銘枢 ･黄紹拡 ･李俊龍 らを中央委員会に再選｡

龍雲は中央常務委員にも選出される｡

-203-



1958年

ll/12何番凝､書面で ｢紀念孫中山先生誕辰､為完成祖国統一而努力｣(『団結報』1958.ll.12)

と ｢孫中山先生的三民主義万歳 !｣(『人民日報』1958.ll.12)発表｡

12/4 民革四期-中全会開催.

1959*

1/25 北京の工人体育館で群衆大会開催｡キューバ ･コンゴの反帝国主義闘争を支持｡中

共中央政治局委員 ･中共北京市委員会第一書記の彰真が演説､張治中ら発言

2/7 中央常務委員会第 2回会議開催｡第4期中央委員会団結委員会､社会聯系工作委員

会､和平解放台湾工作委員会の委員名簿を承誰

3/28 民革中央主催の座談会開催｡チベ ット平定と祖国統一のための国務院の措置を支持｡

李済深 ･何香凝 ･察廷鍛 ･張治中 ･熊克武 と北京在住の中央委員出席｡

4 第 2回全国人民代表大会第 1回会議開催｡劉少奇が中華人民共和国主席､宋慶齢が

が副主席に｡その取得が全人大常務委員会委員長に就任 し､国務院総理は周恩来

が継続 して就任｡

5/6 李済深の主催で座談会開催｡

5/11 北京で民革省 ･自治区 ･直轄市地方組織工作会議開｡催

6/13 中央常務委員会第 5回 (拡大)会議開催｡周恩来の呼びかけに応えて増産節約運動

を展開する案を議決｡『団結報』の活動強化を決定｡

7/21 中央常務委員会第 6回会議開催｡1959年下半期の活動要点を承認｡民草中央文史資

料収集整理委員会の設立を決定 (主任委員-李済深)0

8/24 国家主席劉少奇が第 17回最高国務 (拡大)会議召集､国民経済と増産節約運動の

展開について討議｡周恩来による上半期の国民経済計画の情況報告｡劉少奇の国内

外の情勢についての演説に李済深 ･何香凝 ･程潜 ･察廷鋸 ･張治中 ･熊克武 ･朱学

範 らが出席｡程潜発言｡

9/15 毛沢東が各民主党派､各人民団体の責任者を会議に召集｡｢反右傾､鼓足干勤､堅

持社会主義総路線｣などの問題について討議｡毛沢東演説､李済深 ･何香凝 ･程潜

･察廷鍛 ･張治中 ･熊克武 ･慮漠 ･郁力子 ･梅輿彬が出席｡

9/28-29中華人民共和国成立 10周年祝賀大会を人民大会堂で開催O劉少奇の祝辞､李済

探が各民主党派､無党派民主人士と工商聯を代表 して毛沢東に献辞｡
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10/9 民革主席李済深死去､享年 75歳｡何香擬が代理主席に就任｡

10/11 毛沢東 ･朱徳 ･劉少奇 ･周恩来が中山公園において李済深の霊前で弔辞｡

10/12 中山公園で朱徳主催による李済藻の葬儀を挙行｡

10/15 李済深の告別式開催｡朱徳 ･周恩来 ･林伯渠 ･何番凝 ･程潜 ･張治中 ･熊克武と民

革常務委員 ･中央委員 ･候補中央委員と各部門の責任者が参加｡

日 中共中央統戦部 ｢関於在民主党派､資産階級分子和資産階級知識分子中不進行反右

派闘争的整風運動的意見｣発表｡

ll/12民革副主席 ･中央委員 ･候補中央委員 ･各委員会員 らが碧雲寺の孫中山紀念堂に参

拝｡
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